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1・本書は、佐久市土地開発公社による佐久流通業務団地造成事業に伴う埋蔵文化財発掘調査の報告書（第5分冊）
である。

2．調査委託者　　佐久市土地開発公社

3．調査受託者　　佐久市教育委員会・佐久埋蔵文化財調査センター

4．遺跡名および所在地

長土呂遺跡群　聖原遺跡（NNH）

佐久市大字長土呂字上聖端、新城、下聖原、中聖原、上聖原
5．調査期間及び面積

昭和63年　試掘調査

平成1年　4月10日～11月28日

平成2年　4月9日～12月7日

平成3年　4月30日～11月30日

平成4年　4月8日～9月25日

平成5年　8月4日～10月16日

平成6年　4月5日～11月28日

平成7年　6月5日～12月7日

（33，000が）

（23，300nf）

（11，000r迂）

（6，500I迂）

（2，500r迂）

（13，000nf）

（7，600dZ）

平成8年　4月1日～平成9年3月31日

平成9年　4月7日～平成10年3月31日

平成10年　4月1日～平成11年3月31日

平成11年　4月1日～平成12年3月31日

平成12年　4月3日～平成13年3月31日

平成13年　4月2日～平成14年3月29日

平成14年　4月5日～平成15年3月28日

平成15年　5月1日～平成16年3月31日

平成16年　4月1日～平成17年2月28日

6．調査の担当は以下のとおりである。

平成1年度一高村博文、三石宗一、小山岳夫、小林眞寿、翠川泰弘、助川朋広

平成2年度一三石宗一、小林眞寿、羽毛田卓也、翠川泰弘、助川朋広、

平成3年度一三石宗一、小林眞寿

平成4年度一三石宗一、小林眞寿

平成5年度一三石宗一

平成6年度一三石宗一、上原学、森泉かよ子

平成7年度一三石宗一、森泉かよ子

平成8年度～平成10年度一三石宗一

平成11年度以隆一小林眞寿

7・出土金属器の保存処理は長野県立歴史館の白沢勝彦氏の指導により行った。また、金属器のX線写真は佐久市

立浅間病院の協力を得た。

8．遺跡の航空写真及び測量は（株）協同測量が行った。

9．時期別の住居址分布図、周辺遺跡の調査状況図は（株）こうそくが作成し、小林が一部手を加えた。

10．出土炭化物・種子、獣骨、人骨の鑑定は（株）パリノサーヴェイが行った。

11．遺構の分類と計測は堀籠滋子・木内明美・小林喜久子が行い、小林眞寿が補足した。

12．出土遺物の実測・計測は田中ひさ子・森角雅子・柳沢孝子・高見澤綾・佐久本眞樹子・堀籠滋子・小林眞寿が行

い、石器の分類は須藤隆司の指導を得て森角雅子・柳沢孝子が、土器・金属器の分類は小林が行った。

13．瓦塔については、出河裕典氏に教示を得た。

14．本書に掲載した図版の作成は上原幸子・小林妙子・山村容子・堀籠滋子・小林喜久子・小林眞寿が行った。

15。漆紙と思われた付着物の認められる土器の保存処理と分析は（財）元興寺文化財研究所に委託した。



16．H380号住居址出土の甲斐型土器（仏鉢）の修復・復元は（有）武蔵野文化財修復研究所に依頼した。

17．本書に掲載した遺物写真は小林眞寿が撮影した。

18．本書の執筆・編集は小林眞寿が行った。小林以外の執筆部分については執筆者名を記した。

19．本書及び出土遺物等のすべての資料は、佐久市教育委員会の責任下に保管されている。

凡　例

1．遺構の略号は以下のとおりである。

竪穴住居址－H　掘立柱建物址－F　　土坑－D　　溝址－M Pi t－P　　粘土採掘坑一粘土坑

特殊遺構－Q

2．挿図の縮尺は原則として以下のとおりである。

遺構－1／160　　遺物－1／8

3．遺構の計測値は下図に示した部分の測定値である。

竪穴住居址の面積は床面積である。

壁残高は最大値である。

長軸長と短軸長の差が1割を越えたものを長方形とした。

住居址

◎◎
◎
◎

◎◎◎
ー面積　「‾‾－梁間

掘立柱建物址

4．本報告書の挿図中の色は以下の表現である。

赤色塗彩

緑　　粕

土　坑　　　　長軸方位

灰　　粕

白　　磁
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第I章　調査の概要

調査の経線と経過
聖原遺跡は佐久市の北部、浅間山南麓の南西に放射状にのびる田切り地形に挟まれた台地上に位置し、標高734～

742m前後を測る。

昭和63年度、今回の開発予定区域の南西端に接する部分を佐久市による浅麓湖線建設工事に伴い、佐久埋蔵文化財

調査センターが上聖端遺跡の名称で4．700m2の調査を実施し、古墳時代後期～平安時代の住居址47軒、掘立柱建物址

21棟を検出した。同年、佐久市教育委員会は開発予定区域に大規模な試掘調査を実施し、古墳時代後期～平安時代の

大規模集落遺跡の存在を確認した。また、同年～平成元年にかけて、開発予定区域の北東において佐久埋蔵文化財調

査センターにより実施された聖原遺跡］の調査や、昭和63年度の御代田町教育委員会による聖原遺跡Ⅱ調査区の隣接

地の調査により、聖原遺跡は佐久市を越え御代田町にまで展開する広大な集落遺跡であることが確認にされた。

今回の調査は佐久市流通業務団地の造成に伴い、遺跡の破壊が余儀なくされる事態となったため、平成元年度は佐

久市土地開発公社より委託を受けた佐久市教育委員会が、佐久埋蔵文化財調査センターに調査を委託し行い、平成2

年度以降は佐久市教育委員会が委託を受け調査を実施した。

報告書は平成13年度一第1分冊、平成14年度一第2分冊、平成15年度一第3分冊、平成16年度一第4・5分冊（本

書）を刊行し、全ての調査が終了した。

第1図　聖原遺跡の位置（1：50，000）
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中沢みどり、中島武三郎、中島　照夫、中島とも子、中島ふくじ、

中山　雪子、並木ことみ、中山たのし、成沢　冨子、成沢　師弘、

橋詰　勝子、橋詰けさよ、橋詰　信子、畠山みち子、花岡美津子、

花里三佐子、林　美智子、原　キミエ、原田登里子、原　まき子、

平林　　泰、藤巻　初枝、藤巻　辰江、星野　重一、星野　保彦、

堀籠　滋子、堀籠　　因、堀籠みさと、真島　保子、増野　深志、

武者　幸彦、村松とみ子、茂木とよ子、桃井もとめ、森泉　欽一、

森川　宗治、丸山　　澄、柳沢江い子、柳沢　孝子、柳沢千賀子、

柳沢　典子、柳沢　八重、矢野きくえ、山浦　豊子、山浦とらじ、

山崎平八郎、山村　容子、吉原　照美、依田　みち、和久井芳雄、

渡辺　吉治

仲條　悦子、中山いつ代、中山弥太郎

西川しづ子、西沢　次男、羽毛田香里

花里香代子、花里きしの、花里四之助

樋沢しづい、比田井久美子

星野　良子、細萱ミスズ、細谷　秀子

三浦　洋崇、水間　雅義、宮川百合子

森泉源治郎、森角せきよ、森角　雅子

柳沢ちなみ、柳沢豊志子、柳沢　豊子

山口　弘子、山崎　　直、山崎　博文

渡辺久美子、渡辺　倍男、渡辺まさじ
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第3節　調査円詰
平成元年度　　平成元年4月10日～11月28日

平成2年度　　平成2年4月9日～12月7日

平成3年度　　平成3年4月30日～11月30日

平成4年度　　平成4年4月8日～9月25日

平成5年度　　平成5年8月4日～10月16日

平成6年度　　平成6年4月5日～11月28日

平成7年度　　平成7年6月5日～12月7日

現場調査

現場調査

現場調査

現場調査

現場調査

現場調査

現場調査

現場調査完了

平成8年度　　平成8年4月1日～平成9年3月31日

平成9年度　　平成9年4月7日～平成10年3月31日

平成10年度　　平成10年4月1日～平成11年3月31日

平成11年度　　平成11年4月1日～平成12年3月31日

平成12年度　　平成12年4月3日～平成13年3月31日

平成13年度　　平成13年4月2日～平成14年3月29日

平成14年度　　平成14年4月5日～平成15年3月28日

平成15年度　　平成15年5月1日～平成16年3月31日

平成16年度　　平成16年4月1日～平成17年2月28日

調査完了

第4節　分類基準

1。遺構

平成元年12月1日～平成2年3月30日

平成2年12月10日～平成3年3月29日

平成3年12月2日～平成4年3月31日

平成4年9月28日～平成5年3月31日

平成5年10月18日～平成6年3月31日

平成6年11月29日～平成7年3月31日

平成7年12月8日～平成8年3月29日

整理調査

整理調査

整理調査

整理調査

整理調査

整理調査（報告書第1分冊刊行）

整理調査（報告書第2分冊刊行）

整理調査（報告書第3分冊刊行）

整理調査（報告書第4・5分冊刊行）

整理調査

整理調査

整理調査

整理調査

整理調査

整理調査

整理調査

1）竪穴住居址

竪穴住居址はその平面形態から隅丸方形＝A、隅丸長方形＝Bに大別し、計測表の平面形態の項目に記載した。（方

形と長方形の区分は長軸長と短軸長の差が1割を越えたものを長方形とした）

平面形態とは別に主柱穴の配置により第2図のように竪穴住居址を分類し、計測表中の主柱一配置の項目に記載し

た。これは、あくまでも主柱穴の配置により分類を試みたものであり、所謂「壁柱穴」・「出入口」・「張り出し」につ

いては、それぞれ、補柱や付属施設の項目に記載をした。

計測表のカマドー構築方法には、カマドの構築部材を記載した。石＝軽石を含む岩石の略、粘土＝遺跡の粘土採掘

坑から採取したと考えられる粘質土の略、土器＝煙道部に使用される武蔵嚢を含む完形・破片の土器の略、そして、

地山を削り残して袖の芯としたものは地山削出とした。

堀方から検出されたPitには、その遺構に伴うものと、先行するものが混在するが、区分は不可能である。

A　　一屋内に4基の主柱穴が均等に配置されるもの。

Aア　ー屋内の4隅に配置される。

Aイ　ーAの柱穴を礎石で構成するもの。

Aウ　ーアの柱穴を礎石で構成するもの。

Alアー屋内に均等に配置される4基の主柱穴がカマドの存在する壁に偏って配置される。

Alイー屋内に均等に配置される4基の主柱穴がカマドの存在する壁と反対の壁に偏って配置される。

Alウー屋内に4基の主柱穴が不均等に配置される。

Alエーカマドの存在する壁とそれに対噂する堕に4基の主柱穴が均等に配置される。

A2　－Aの主柱穴の一部が礎石で構成される。

A3　－Aに所謂「間仕切り」溝が伴うもの。
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B　　一屋内に6基の主柱穴が均等に配置されるもの。

B1－均等に配置される6基の内の中央の一組が壁下に配置されるもの。

B2　－Bの柱穴配置が900回転したもの。

B3　－屋内に均等に配置される4基の主柱穴の佃に、カマドの両脇にも主柱穴が配置されるもの。

B4　－Bの柱穴の一部を礎石で構成するもの。

B5　－屋内に均等に配置される6基の主柱穴がカマドの存在する壁と反対の壁に偏って配置される。

C1－屋内の壁中央壁下に2基の主柱穴が均等配置されるもの。

C2　－屋内の中央に2基の主柱穴が均等配置されるもの。

C3　－屋内に2基の主柱穴が不均等に配置されるもの。

C4　－屋内のカマドの両脇に2基の主柱穴が配置されるもの。

C5　－Clの主柱穴が壁外に配置されるもの。

D　　－Aの主柱穴脇に礎石が伴うもの。

ここ 0　　0

0　　0

0　　　0

0　　　0
A A’ア′　　　　　　　　Alイ　　　　　　　　A，、ウ

臼日日
Al Cアノ　　　　　　　　　All′ィノ

0　　0

0　　　0

0　　0 田

＝＝

AI rウノ

0
　
　
0

0
　
　
0

0
　
　
0

六
日

0

1

－

．

　

〇

〇
　
　
〇

0
　
0
　
0

0
　
0
　
0

缶
補柱の分類（下記の形態とPitの総数）

□□□□
A B C D

第2回　主柱穴配置による竪穴住居址分類図

2）掘立柱建物址

掘立柱建物址は第3図～第5図に示したように形態分類を行った。分類の基本は梁間の柱間数と桁行の柱間数の組

み合わせである。港持Pitや布堀のものは平面形態上Pitにより構成されるものとは別個の物として分類したが、略

号の末尾に梁間と桁行の柱間構成の分類略号を付加してある。

また、基本形から派生するバリエーションについては、小文字のアルファベットにより識別し、所謂「廟」を有す



る物は桁側は＋K、梁側は＋Hと表記した。尚、便宜上柱列や柵と思われるものも掘立柱建物址に含め分類した。

以下形態毎の概略を記していく。

A1－＝問×1問の側柱の形態。A2－Alの柱穴が1基欠落するもの。

Bl一梁問1問×桁行2問の側柱の形態。B2梁間2巻×桁行1問の側柱の形態。B3－Blの中央に1基の柱穴

を有するもの。B4－B2の中央に1基の柱穴を有するもの。B5－B2の柄行の1辺の中央の柱穴が1基欠落する

もの。B6－Blの梁間の1辺の中央の柱穴が欠落するもの。B7－梁問の1辺の端部の柱穴が1基欠落し、その柱

穴を伴う桁行の中央の1基柱穴が付加されるもの。B8－Blの4隅の柱穴が1基欠落するもの。

Cl一梁問1問×柄行3問の側柱の形態。C2－Clの桁行の1辺が両隅の2基の柱穴で構成されるもの。C3－

Clの桁行の1辺が3基の柱穴で2問に構成されるもの。

D1－梁問1問×桁行4間の側柱の形態。

El a一梁問2間×桁行2間の側柱の形態。El a＋Hl一巨1aの梁問に3基の柱穴で2間に構成される廟を伴

うもの。El a＋H2－El a＋Hlの廟が2基の柱穴で構成されるもの。El b－El aの梁問の1辺の中央の柱

穴が外に突出するもの。EIc－El bとは逆に中に引っ込むもの。E2－2問×2問の総柱の形態。E2＋H－E

2の梁問の1辺に2基の柱穴により構成される麻を有するもの。E3－柄行の中央の列が4基の柱穴で構成される総

柱の形態。E4a一桁行の1辺の中央の柱穴が欠落するもの。E4b一梁問の1辺の中央の柱穴が欠落する形態。E

4C－E4bの中央に柱穴を有するもの。E5－El aの1隅の柱穴1基が欠落する形態。

Fl a一梁問2問×桁行3問の側柱の形態。Fl b－Fl aと長軸が1800異なるもの。Fl＋K－Flの桁行の

1辺に廟を伴うもの。F2a－Flの総柱の形態。F2b－F2aの桁行の中央の列が4問で構成されるもの。F3

a－Flの梁間の1辺が1問で構成されるもの。F3b－Flの桁行の1辺が2問で構成されるもの。F3C－F3

bの2問構成の柄行が等分の柱間であったのに対し、3等分の柱間の1基の柱穴が欠落し、2間構成となるもの。F

3C＋K－F3Cの3問構成の桁行側に廟を伴うもの。F3d－F3Cの梁問の中心の柱穴が内側に引っ込むもの。

F3e－F3aの1隅の柱穴1基が欠落するもの。F3f－Fl aの梁問の1辺の中央の柱穴が中に引っ込むもの。

F4－日の桁行の1辺が1問で構成されるもの。F4＋H－F4の梁間の1辺に廟を伴うもの。F5－Flの梁間

の1辺が3問で構成されるもの。F6－Flの梁問の1辺の中央と隅の柱穴が2基欠落し、この辺に2基1問の廟？

が伴うもの。F7－日の桁行の1辺の隅とその隣の2基の柱穴が欠落するもの。F8－日の隅の柱穴が1基欠落

するもの。F9－Fl aの梁問と桁行のそれぞれ1辺が1問で構成されるもの。

G1－梁間2間×桁行4問の側柱の形態。G2－Glの桁行の1辺が3等分の問で構成されるもの。G3－Glの

総柱形態で、中央の桁行だけが1問で構成されるもの。

Hl一梁問2問×柄行5問の側柱の形態。H2－Hlの中心に1基の柱穴を有するもの。

日－梁問3問×柄行3問の側柱の形態。12－日の梁問の1辺の中央の2基の柱穴の内の1基が欠落する形態。

I3－日の桁行の中央の2基の柱穴の1基が欠落する形態。14－11の桁行の1辺が等分の2間で構成されるも

の。15－梁問3間×桁行3問の総柱の形態。

」1－梁問2問×桁行4問の側柱の形態。」2－」1の桁行中央に梁問が付加されるもの。J3－」1の桁行中央

以外に梁問が付加されるもの。」4－」1の桁行の1辺が5問で構成されるもの。」5－Jlの梁問の1辺の中央の

柱穴が1基欠落するもの。J6－」1の桁行の1辺の中央の柱穴1基が欠落するもの。

Kl一梁問3問×桁行5問の側柱の形態。K2－Klの1隅の柱穴が欠落するもの。K3－梁間4問×桁行6問の

側柱の形態。K4－K3の梁間の1辺が3問、桁行の1辺が4問の形態。K5－梁問5問×桁行5問の形態。K6－

梁問6問×桁行7問の側柱の形態。K7－梁問5問×桁行4問に配置される柱の内部に梁問3問×桁行2問の側柱の

形態が内包されるもの。K8－梁問2問×桁行5問の側柱の形態。

Ll a一桁行の2辺が溝掘される、梁問1間の側柱の形態。Ll b一梁問の2辺が溝掘される、桁行1問の側柱の

形態。L2－Ll aの桁行のl辺が2本の溝で構成されるもの。L3－Ll aの桁行が2辺共に2本の溝で構成され

るもの。L4－Ll bの梁間の1辺が2基の柱穴で構成されるもの。

Ml a－Ll aの梁間の中央にl基の柱穴が付加され、2問になるもの。Ml b－Ll bの桁行の中央に1基の柱

穴が付加され、2問構成になるもの。M2a－L3の梁問の中央に1基の柱穴が付加されるもの。M2b－M2aの

桁行の1辺の中央に1基の柱穴が付加されるもの。M3－1問の溝5本により構成される、梁問2問×桁行3問の側

柱の形態。M4a一桁行方向に長い「L」字の溝2本により構成されるもの。M4b－1辺の桁行は1本の溝、1隅

を含む梁間から桁行が「L」字の溝、1隅と1辺の梁問中央が柱穴で構成されるもの。

Nl a一桁行方向に3本の溝で構成される総柱の形態。Nl b一梁問方向に3本の溝で構成される総柱の形態。N
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第3図　掘立柱建物址の分類（1）

l c－Nl bのl隅が1基の柱穴で構成されるもの。N2－桁行方向に長い長方形の環状溝と、l本の桁行溝とで構

成される総柱の形態。N3－「E」字の溝2基で構成される総柱の形態。

0－Ml aの梁間に1間の溝が付加された梁間3間の側柱の形態。

Pl一所謂「柱列」。P2～P6－所謂「柵」。

3）土坑

土坑は第6図に示したように分類した。当遺跡の特徴としては、住居址等と同時期の墓簾が存在しないことが挙げ

られる。概略は以下のとおりである。
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◎　◎　◎

第6国　土坑の分類

A一平面形態が円形を呈するもの。B－平面形態が楕円形を呈するもの。C－平面形態が方形を呈するもの。D－

平面形態が長方形を呈するもの。E一平面形態が円形～楕円を呈し、断面は底面の小さい逆梯形を呈する比較的深度

が深いもの。F－縄文時代の陥穴。

以上であるが、円形と楕円形、方形と長方形の違いは、長径と短径の差が1割を越えるものを楕円形、長方形とし

た。また、Eに分類した土坑は、1986『他端・西御堂』においては羽毛田仲博により、牛馬を使用した雨乞い等の呪

術的な祭祀遺構とされ、1995『長野県考古学会誌75号』における花岡弘の論考においては、塵芥処理土坑、1996『立

正史学』における中山晋の論考－「古代日本の「氷室」の実体」においては氷室とされたものである。縄文時代の陥

穴Fはその性格上、遣物を伴うことはないが、遺跡から出土する打製石鉄をはじめとする縄文時代の石器や縄文土

器片、他遺跡の例、遺跡が立地する田切台地上に認められる低湿地の痕跡の縁辺に構築される立地、他の土坑と明瞭

に異なる覆土、特徴的な平・断面形態等から縄文時代の陥穴とした。

2．遺物

1）土師器

○杯一杯は成形・調整・器形から次ぎのように分類した。

A一口クロ成形で底部にはヘラケズリだけが認められるものを一括する。内面の状態により、以下に細分する。

A1－へラミガキ後黒色処理

A2－へラミガヰ

A3－ナデ後黒色処理

A4－ナデ

A5－暗紋＋黒色処理
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A6－ナデ後暗紋

B－ロクロ成形でロクロから糸で切離した後、へラケズリを施すもの。（明らかにロクロから糸で切離したと思われ

るものでも、糸切痕が残存しないものは除外する）。内面の状態により以下に細分する。

B1－へラミガキ後黒色処理

B2－暗紋＋黒色処理

B3－ナデ

B4－ナデ後黒色処理

C一口クロ成形で底部に糸切痕だけが認められるもの。内面の状態により以下に細分する。

C1－へラミガキ後黒色処理

C2－暗紋＋黒色処理

C3－ナデ後黒色処理

C4－内外面がヘラミガキ後黒色処理

C5－へラミガキ

C6－内面に暗紋が施され、内外面共に黒色処理。

C7－内外面共にナデ後黒色処理

D－ロクロ成形で底部に糸切痕だけが認められるもので、黒色処理が施されないもの。内面の状態により以下に細分する。

Dl－ナデ

D2－ナデ＋暗紋

E－非ロクロ成形で須恵器杯蓋の模倣、あるいは模倣を原形とするもの。（所謂「有段口縁杯」や「北武蔵型杯」も含む）

F一非ロクロ成形で須恵器杯身の模倣、あるいは模倣を原形とするもの。

G一非ロクロ成形で半球状の形態もの。内面に黒色処理が施されないものをGl、施すものをG2に細分する。

H一非ロクロ成形で、丸底を皇し、長い口縁部が外反する。口綾部と底部の境には稜が形成される。

I一所謂「機内系暗紋」杯を一括しIlとし、暗紋が欠落するものをI2とした。（Ilとは異なる北武蔵型暗文杯も存在する）

J－甲斐型杯を一括する。

杓状杯一成形時に杯の両端を外側に広げ、平面形が楕円形を呈するものを、推測されるその用途から命名した。

○碗一高台が付加される杯の内身の深いものを椀とした。高台の形態により以下に分類した。

A－通常の高台が貼付されるもの。内面の状態により以下に細分する。

A1－へラミガキ後黒色処理

A2－暗紋＋黒色処理

A3－へラミガキ

A4－内外面共にヘラミガキ

A5－ナデ＋暗紋

A6－内外面ナデ後黒色処理

A7－内外面へラミガキご黒色処理

A8－内面黒色

A9－内面ナデ

B一柱状高台が付加されるもの

○皿一高台が付加される杯の身の浅いものと、所謂「皿」を皿とした。高台の形態、有無により以下に細分した。

A一通常の高台が貼付されるもの。内面の状態により以下に細分する。

A1－へラミガキ後黒色処理

A2－内外へラミガキ後黒色処理

A3－内外へラミガキ

B－所謂「かわらけ」を一括する

C－柱状高台が付加されるもの

D一皿Bに高台が付加されるもの

E一灯明皿として特定できる形態的特徴を有するもの
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○嚢一葉は所謂「武蔵婆」と「ロクロ婆」とその他の嚢に大別し、それぞれを細分した。

⑳武蔵襲一口縁部の形態・最大径の位置、台の有無により以下に分類した。

A－「く」字の口縁部形態を皇し、口縁部に最大径を有するもの。

B－「く」あるいは「コ」字気味のロ縁部形態を呈し、体部に最大径を有するもの。

C－「コ」字のロ縁部形態を皇し、体部に最大径を有するもの。

D一台が貼付されるものを一括する。「く」字口縁のものをDl、「コ」字口縁のものをD2に細分した。

E－Bの形態であるが、器壁の厚さや胎土がロクロ嚢に近いもの。

⑳ロクロ聾一形態と最大径の位置により以下に細分した。

A一口縁部に最大径を有するもの。

B一体部に最大径を有するもの。

C－須恵器棄Aと同様な形態を呈するもの。

D一台が貼付されるもの。

⑳婆一調整と最大径の位置により以下に分類した。

A一口縁部に最大径を有するもの。内外面共にヘラケズリ調整のものをAl、パケメが併用されるものをA2に細分したo

B一体部に最大径を有するもの。内外面共にヘラケズリ調整のものをBl、パケメが併用されるものをB2に細分した。

C一口縁部が短く鉢状の形態のものを一括する。調整はナデである。

D－内外面にヘラケズリ調整が施され、丸底を呈する外来系の嚢を一括する。所謂「北野型」・「機内系」嚢。

E－内外面にヘラケズリ調整が施され、平底を呈する外来系の婆を一括する。

F－「甲斐型嚢」に類するものを一括する。口縁部に最大径を有するものをFl、体部に最大径を有するものをF2に細分した。

○羽釜一鍔の形態により以下に分類した。

A一鍔が仝周するもの。

B－鍔が断続するもの。

○甑一底部孔の形態と把手の有無にとり以下に分類した。

A一底部が全開のもの。把手を有さないものをAl、把手を有するものをA2、羽釜型のものをA3に細分する。

B一多孔のもの。

C一単孔のもの。

○壷e鉢e盤e蓋e鍋等一細分が複雑になり煩雑化するもの、出土量が乏しく分類の必要が認められない

これらの器種は分類せず一括した。

2）須恵器

○杯一杯は成形・調整・器形から以下のように分類した。

A一底部にヘラによる成形・調整痕だけが認められるもの。

B一口クロから糸により切離した後、ヘラケズリが施されるもので、糸切痕が残存しているもの。

C一底部に糸切痕だけが認められるもの。

D一強く内傾する短いたちあがりを有するもの。

E－Dに比べたちあがりが長く、内傾が弱いもの。

杓状杯一成形時に杯の両端を外側に広げ、平面形が楕円形を呈するものを、推測されるその用途から命名した。

○有台杯一身の深さと高台の形態、底部の状態により以下に分類した。

A－高台が貼付され、身の浅いもの。底部にヘラによる成形・調整痕だけが認められるものをAl、糸切痕が伴うも

のをA2に細分した。

B－高台が貼付され、身の深いもの。底部にヘラによる成形・調整痕だけが認められるものをBl、糸切痕が伴うも

のをB2、碗型の形態を呈するものをB3に細分した。

C一削り出しの高台を有するもの。
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第7図　土器の分枝（1）
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第9図　土器の分類（3）
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○杯蓋－つまみの有無・形態、かえりの有無により以下に分類した。

A一擬宝珠つまみが貼付され、かえりを有さないもの。

B一皿状のつまみが貼付され、かえりを有さないもの。

C－かえりを有するものを一括する。

D－つまみを有さないもので、半球状、あるいは、天井部と口縁部の境に稜を有する形態のもの。

E－AないしBのつまみを有さない形態。

○碧「基本的に無台である。口縁部の形態を基本に以下に分類した。

A－広口で短い口縁部を有する鉢型のもの。

B－広口で口縁部が長く、頚部が括れるもの。概して大型のものが多い。

C－頚部が括れ、口縁部が比較的短いもの。壷に近い形態。

○壷一基本的に有台である。目線部の形態により以下に分類した。

A－所謂「凸帯文付四耳壷」を一括した。

B－短頸壷。

C－長頸壷を一括した。単純口緑のものをCl、有段のものをC2に細分した。

○遮。甑e各種瓶類〇円面硯等一出土量が乏しく分類の必要が認められないこれらの器種は分類せず一括した。

3）灰軸陶器◎緑相陶器

通常使用されている器種名により分類した。器種内での細分は行わなかったが、窯式期や、産地が比定できるものは記載した。

4）石器0石製品

石器・石製品は以下のように分類した。

○砥石一当遺跡において最も出土量が多い石器である。出土総数229点である。携帯用をA、通常の形態のものを

Bに大別し、それぞれ側面4両に使用痕が認められるものを1、側面に加え両端にも使用痕が認められるものを2と

して細別した。更に、使用面に条痕を伴う場合は末尾にJを、加工を伴う場合はKを付加した。

石材は以下のとおりであり、流紋岩製が最も多く認められた。

流紋岩 砂岩 硬砂岩 安 山岩 ガラス質安山岩 粘板岩 凝灰岩 グリーンタフ チャート ホルンフェルス

142 48 2 14 5 12 2 2 1 1

○台石－45点の出土が認められる。石材的には安山岩製が最も多く40点を占める。その他にはガラス質安山岩、

粘板岩、砂岩、グリーンタフ、磁鉄鉱製のものが1点ずつ認められた。

○凹石一凹石には、凹の形態から縄文時代的なものと、そうでないもの2種類が認められる。数量的には総出土

数52点の内縄文時代的なもの5点に対し、そうでないもの47点である。石材も縄文時代的なものが、安山岩製3点、

両輝石安山岩製と流紋岩製が各1点なのに対し、そうでないものは軽石製42点、スコリア製3点、安山岩製2点と形

態による差異を反映している。以上のような区分とは別に凹の存在する面から次のような分類を行った。

片面に凹が認められるものをAl、両面に凹が認められるものをBl、多面に凹が認められるものをClに分類し、

それぞれに凹と凹以外の加工両方が認められるものをA2、B2、C2として分類した。

〇日一全て突臼であり、安山岩製である。出土総数は13である。

○石製模造品一製品だけでなく原材も含めた。総数45点が出土している。石材は千枚岩23点、滑石12点、粘板

岩3点、蛇紋岩2点、砂岩2点、ホルンフェス1点、珪化木1点である。
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○剥片石器一打製石斧、磨製石斧、スクレイパー、剥片、その他に分類した。数量・石材の内訳は以下のとおりである。
打製石斧

ガラス質安山岩 安 山岩 粘板岩 硬砂岩 砂岩 流紋岩

7 2 4 2 1 1

スクレイパー

黒曜有 粘板岩 チャート 硬砂岩 砂岩 ガラス質安山岩 千枚岩

6 5 2 2 1 1 1

黒曜有 チャート

3 1

磨製石斧

輝線岩 硬砂岩 閃緑岩

1 1 1

黒 曜 有 粘板岩 チ ャー ト 喝璃

11 2 1 1

○軽石製品一軽石に加工を加えたものを一括した。用途は不明なものが多い。石材はすべて軽石であってしか

るべきであるが、溶結凝灰岩、スコリア、安山岩製のものも含まれている。総量は95点であり、大型、穿孔が認めら

れるもの、扁平なもの、その他に分類した。分類項目毎の石材と数量の内訳は以下のとおりである。

大型 穿孔 扁平 その他

軽石 溶結凝灰岩 スコリア 軽石 スコリア 軽石 安 山岩 スコ リア 軽石

3 1 3 24 1 16 7 9 31

○石鉱一磨製、打製有茎、打製無茎に分類した。総量55点である。項目毎の数量と石材は以下のとおりである。

磨製石鉄は弥生時代、打製石鉱の大半は縄文時代の所産と考えられる。

磨製石鉱 打製有茎 打製無茎

粘板岩 チャー ト チャー ト 黒曜石 碩砂岩 チャー ト 粘板岩 黒曜有

3 1 2 6 1 6 8 28

○玉類一白玉、管玉、勾玉が認められる。総量は57点である。各項目毎の数量と石材は以下のとおりである。

白玉 管玉 勾玉

チヤ… ト 粘板岩 輝線凝灰岩 砂岩 滑石 翳翠 粘板岩 輝線凝灰岩 輝線凝灰岩 璃璃 石英

2 2 2 3 26 1 4 4 1 1 1

○紡錘車－30点が出土している。石材は蛇紋岩製が最も多く19点、滑石製が8点、流紋岩製2点、砂岩製が1点
である。

○編物石－190点が出土している。加工が認められないものA、側面に加工痕が認められるものB、先端に加工

痕が認められるものC、側面と先端に加工痕が認められるものをDとして分類した。石材的には安産岩製が160点と

最も多く、次いで閃緑岩製9点、粘板岩製6点、流紋岩製とチャート製が各4点、砂岩製2点、礫岩製・黄砂岩製・

輝線岩製・ガラス質安山岩製・両輝石安産岩製が各1点である。

○磨石e敲石－124点が出土している。磨だけが認められるものと、他の加工が伴うものとに大別される。石
材は以下のとおりである。

磨石の機能だけを有するもの

閃緑岩2点、砂岩4点、硬砂岩4点、千枚岩1点、グリーンタフ1点、軽石1点、礫岩1点、ビン岩1点、粘板岩5

点、流紋岩4点、ガラス質安山岩4点、安山岩35点

その他

流紋岩1点、輝線岩1点、グリーンタフ1点、石英閃緑岩1点、閃緑岩7点、砂岩3点、硬砂岩2点、粘板岩8点、

ガラス質安山岩4点、安山岩33点。

○その他一他に分類不可能な石製品が5点認められる。石材は流紋岩・チャート・頁岩・石墨片岩・安山岩である。
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4）鉄器◎鉄製品

○鉱一第12図に従い以下の26形態に分類した。

上　無頚で鉄身平面形が三角形1のもの、遣込は平で、孔を有する。

2．無頚で鉄身平面形が柳葉のもの、遣込は両丸で、孔を有する。

3．無頚で鉄身平面形が三角形2のもの、造込は平で、孔を有する。

4．短頸有茎で鉄身平面形が三角形1のもの、関は角で、造込は平である。
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短頸有茎で鉄身平面形が柳葉のもの、関は角で、遣込は両丸である。

短頸有茎で鉄身平面形が三角形1のもの、

短頸有茎で鉄身平面形が三角形1のもの、

短頸有茎で鉄身平面形が三角形2のもの、

短頸有茎で鉄身平面形が三角形3のもの、

短頸有茎で鉱身平面形が三角形3のもの、

短頸有茎で鉄身平面形が三角形3のもの、

関は台形で、遣込は片丸か平である。

関は角で、造込は両丸か平である。

関は角で、造込は両丸か平である。

関は角で、遣込は平である。

関は台形で、遣込は両丸である。

関は台形で、造込は両丸か片丸である。

短頸有茎で鉄身平面形が五角形のもの、関は角で、遣込は平か両丸である。

短頸有茎で鉄身平面形が雁又のもの、関は角で、造込は切刃である。

短頸有茎で鉄身平面形が斧箭のもの、関は角で、造込は平である。

短頸有茎で鉄身平面形が斧箭のもの、関は台形で、遣込は平である。

長頸有茎で鉄身平面形が三角形2のもの、関は棟で、造込は片丸である。

長頸有茎で鉄身平面形が整箭のもの、関は棟で、遣込は平である。

長頸有茎で鉱身平面形が三角形1のもの、関は棟で、遣込は平である。

長頸有茎で鉄身平面形が三角形3のもの、関は棟で、遣込は平である。

長頸有茎で鉄身平面形が整箭のもの、関は棟で、造込は片丸である。

長頸有茎で鉄身平面形が整箭のもの、関は角で、造込は平である。

長頸有茎で鉄身平面形が片刃2のもの、関は棟で、遣込は平である。

長頸有茎で鉄身平面形が片刃1のもの、関は棟で、造込は平である。

長頸有茎で鉄身平面形が片刃3のもの、関は棟で、遣込は平である。

長頸有茎で鉄身平面形が片刃1のもの、関は棟で、遣込は平である。23との相違は鉄身に関を有することである。

22の頚部に振りが加えられるもの。

○刀子一最も普遍的に各時期で認められる鉄器であるが、研ぎ減りが著しく、刀身部の平面形は分類の基準とは

成り得ない、また、茎部は変化に乏しく分類には不向きである。結果として、関部による分類を行った。造込みは平

造り以外認められない。

1－両関で、下部の関が茎から垂直に立ち上がらず、角度を有するもの。

2－両関で、関が茎から垂直に立ち上がるもの。

3－上部片関のもの。

4－下部片関のもの。

5－無関であるが、下部の関に相当する部分が突出するもの。

○紡錘単一古墳時代Ⅲ期には存在しないが、Ⅳ期以降普遍的に認められる。軸は円盤を境に上が方形、下が円形

の断面形状を呈する。円盤径は6cm前後と4．8cm前後の2種類以外は認められない。

○鎌一最も普遍的に認められる農具である。右と左が認められる。また、手鎌と思われるものも存在する。以下の

6形態に分類される。

1－柄に対して背が垂直になるもの。身幅は均一で、先端部で弱く屈曲する。

2－柄に対して背が1100前後の角度になるもの。身幅は均一で、先端に向かい緩やかに湾曲する。

3－柄に対して背が1300前後の角度になるもの。先端に向かい緩やかに湾曲しながら、身幅も細くなる。

4－柄に対して背が1300前後の角度になるもの。3と異なり、全長が短く、ずんぐりとしている。
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5－柄に対して背が1500　前後の角度になるもの。4同様に、全長が短く、ずんぐりとしている。

6－柄に対して背が1300　前後の角度になるもの。湾曲が強く、三日月状の平面形を皇する。

○鋤先一出土しているものは全て日宇状鋤先である。刃の平面形状が「凹」と『U』のものが認められる。

○斧一袋状のものが多いが、奈良平安時代Ⅲ期には板状のものも存在する。奈良平安時代Ⅲ期からⅥ期にかけて認

められるが、形態的な変化は認められない。

○釘一所謂「角釘」である。古墳時代Ⅳ期以降認められる。奈良平安時代Ⅳ期からⅥ期にかけて全長20。mに及ぶ長

大なものが存在する。

○鉱一釘同様に古墳時代Ⅳ期以降認められる。木質が付着した状態のものも存在する。扁平な長方形の断面を呈する。

○馬具一轡・餃具・飾金具などである。

○針一先端部が尖り、頭部が環状になったもので、奈良平安時代V・Ⅵ期に認められる。

○鍛冶関連工具一鎚・鉄紺・毛抜が認められる。

○鍛冶素材一鉄淳・鉄塊（棒状・板状）・鉄器を折り畳み塊としたものなどが出土している。

○火打金具一奈良平安時代Ⅳ期に1点認められる。

○焼印状鉄製品一奈良平安時代V期に「金」と思われる印面の鉄製品が出土している。隣接する栗毛坂遺跡群

や下曽根遺跡からの同様な出土例がある。

○木工具一髪・錐が出土している。

○苧引金具一奈良平安時代Ⅶ期に1点認められる。

○釜…奈良平安時代Ⅵ期に1点認められる。

○鈴一小型の鈴が奈良平安時代Ⅵ期に1点認められる。

○鐸一鐸と思われるものが奈良平安時代Ⅸ期に1点認められる。

○その他一性格不明の各種金具が出土している。

5）鋼製品

鋼芯金張りの耳環、馬鈴、鈴、帯金具（餃具・巡方・丸輔・蛇尾）、刀装具一足金具、碗、八稜鏡、塊、皇朝十二銭

（和銅開弥一1・神功開賓－1・隆平永賢一4・富書神賓－4・承和昌賓－1・長年大貫－1）が認められる。

3「時期
住居址計測表の時期欄に記載した時期は、『西一本柳Ⅲ・Ⅳ』、『上芝官Ⅲ・Ⅲ・Ⅵ、下曽根遺跡Ⅲ・Ⅲ・Ⅳ・V

Ⅵ・Ⅶ』、『採掘遺跡Ⅲ・Ⅲ・V』の時期区分を継承して使用している。詳細は以下のとおりである。

古墳時代

I期－5C後半～6C初頭

Ⅱ期－6C前葉～中葉

Ⅲ期－6C中葉～7C初頭

Ⅳ期－7C代

奈良e平安時代

I期－8C第1四半期

Ⅱ期－8C第日四半期

Ⅲ期－8C第日四半期

Ⅳ期－8C第IV四半期～9C初頭

V期－9C前半

Ⅵ期－9C後半

ⅥI期－10C前半

Ⅷ期－10C後半

Ⅸ期一日C前半と捉えていたが、白磁の年代から11世紀前・中葉に改める。

Ⅹ期一月C後半と捉えていたが、Ⅸ期の変更に伴い11世紀後葉に改める。

刃期－12C前半
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章二享　三三 ≡

第　節　量器様相
第I章一4節－3で記したように、当遺跡の時期区分は『西一本柳Ⅲ・Ⅳ』、『上芝宮Ⅲ・Ⅲ・Ⅵ、下曽根遺跡Ⅲ・

Ⅲ・Ⅳ・V・Ⅵ・Ⅶ』、『採掘遺跡Ⅲ・Ⅲ・V』を継承している。調査した住居址の内、時期が比定できるものを各時

期毎に帰属させると以下のようになる。

古墳時代I期一該当なし

古墳時代Ⅲ期（3軒）

H331H418H488

古墳時代Ⅲ期（112軒）

H29　H59　H64　H67　H84　H88　H93　H97　H98　HlOOHlOIHlO2HlO6H119H122H124

H126H149H150H157H158H159H162H163H164H165H167H169H170H171H187H201

H209H226H232H234H238H247H254H257H267H269H276H277H278H280H282H283

H284H292H295H333H335H338H344H347H367H369H371H373H388H402H404H406

H410H436H445H448H453H454H456H457H459H467H494H497H503H511H531H543

H549H550H637H638H639H640H641H642H643H644H646H647H648H649H650H651

H654H655H656H665H668H693H698H700H705H706H711H712H719H723H741H747

古墳時代Ⅳ期（40軒）

H140H173H194H196H223H235H368H372H400H437H452H468H479H483H493H504

H510H539H653H699H737H815H866H902H909I1912H915H917H919H921H923H924

H929H934H939H950H951H952H957H958

奈良平安I期（66軒）

H25　H66　H77　H80　H81H95　H113Hl14H131H134H141H146H160H175H185H192

H222H229H236H245H258H339H348H353H356H365H366H375H482H505H534H536

H540H603H618H669H709H713H717H722H732H733H734H780H787H809H839H840

H851H853H905H913H925H931H933H935H936H944H947H948H953H954H955H956

H966H967

奈良平安Ⅲ期（91軒）

H23　H48　H50　H51H56　H57　H58　H62　H63　H65　H72　H74　H76　H79　H82　H83

H89　H96H144H168H189H200H202H221H227H242H275H293H303H308H310H328

H337H343H349H355H360H362H370H376H379H381H386H423H431H462H480H481

H484H499H508H520H530H554H557H570H580H581H589H596H657H677H691H716

H756H757H762H765H767H771H772H773H779H786H793H796H800H820H821H843

H847H850H860H868H870H884H890H896H937H940H942

奈良平安Ⅲ期（70軒）

H54　H71H73　H87　HlO4HlO5HlO7HlllH127H135H143H148H155H172H207H213

H214H215H216H220H252H259H260H265H270H274H279H313H318H326H364H382

H389H401H447H451H486H487H501H509H522H532H538H541H544H568H605H612

H619H626H630H633H645H670H678H695H718H728H738H774H778H783H784H801

H831H842H886H897H908H938

奈良平安Ⅳ期（132軒）

H52　H60　H90　H91HlO8HlO9HllOHl12Hl17Hl18H121H123H125H139H152H166

H177H181H186H191H195H198H199H219H240H250H255H268H281H287H290H294
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H297H301H305H319H320H325H327H329H342H346H352H363H383H384H387H393

H396H413H415H424H429H444H465H473H475H477H490H495H500H516H519H523

H526H527H537H545H558H559H564H566H569H575H577H582H584H588H591H595

H611H616H620H621H622H624H629H632H636H661H675H686H690H692H697H710

H714H715H729H745H746H753H755H760H776H782H790H794H795H797H805H816

H823H825H826H830H844H846H876H878H881H887H891H895H907H911H914H920

H934H949H961H962

奈良平安V期（136軒）

H24　H49　H68　H69　H70　H75　H78　H86　H94　H99　HlO3Hl16H120H130H136H137

H138H142H151H153H154H161H174H176H180H182H190H193H197H204H205H208

H210H225H243H248H264H272H273H285H286H289H291H296H302H309H316H317

H330H332H336H354H380H395H399H409H412H425H427H439H441H449H470H489

H502H513H518H521H529H533H535H546H548H553H555H556H562H565H572H583

H585H587H593H594H599H606H609H610H628H631H635H652H658H660H663H664

H666H667H672H674H682H683H684H685H688H694H701H702H703H707H720H726

H730H731H736H748H752H758H759H761H768H775H781H785H789H829H838H845

H848H849H869H880H893H916H930H965

奈良平安Ⅵ期（69軒）

H92　H133H147H178H179H184H203H211H231H239H244H253H256H266H306H307

H312H314H321H350H359H392H398H408H417H419H420H421H433H443H458H461

H492H496H506H507H514H515H517H524H525H547H561H573H574H597H601H614

H625H627H634H673H676H687H724H725H743H750H763H770H777H872H873H879

H883H885H904H906H968

奈良平安Ⅶ期（49軒）

H128H129H132H145H156H183H188H228H230H233H237H241H246H322H385H397

H405H411H414H422H428H430H432H435H438H446H450H460H491H498H512H727

H744H751H766H769H798H811H828H835H855H882H898H901H926H941H964H974

H975

奈良平安Ⅷ期（13軒）

H341H472H474H814H841H854H858H859H861H889H900H922H927

奈良平安Ⅸ期（24軒）

H55　H224H304H311H315H323H403H563H567H571H579H592H613H615H681H788

H791H804H822H837H857H862H877H899

奈良平安Ⅹ期（11軒）
H115H560H578H586H598H604H623H827H856H874H894

奈良平安刃期（2軒）

H792H806

合計818軒の住居址が時期比定されている。遺跡が存在する田切台地の縁辺部分は両側共未調査であるため、この

部分に集中して存在するⅨ期以降の住居址は若干の増加が推測されるが、奈良平安時代1期～Ⅵ期にピークが認めら

れ、その中でも奈良平安時代Ⅳ期に最も隆盛した遺跡であることが読みとれる。

以下において、各期毎の土器様相を概観する。

古墳時代II期

本期は、6世紀前葉～中葉の実年代が比定されている。当遺跡において該当する住居址は3軒と極めて少数である。

後続する古墳時代Ⅲ期に近い時期の所産と思われる。

土師器のみが認められるが、年代的には須恵器も当然存在する。杯には、Hの祖系である西一本柳分類の「杯

C」が認められることが本期の特徴のひとつである。杯はその他にE・F・Gが存在し、赤彩が施されるものも認め

られる。
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壷は口縁部に認められる縦位の暗文状へラミガキや、多用される赤彩が特徴である。嚢はBのみが、甑はAのみが

認められる。

以上が本期の土器様相であるが、資料数が少ないため糀気な様相しか掴めていないことをお断りしておく。

古墳時代Ⅲ期

本期は、6世紀中葉「7世紀初頭の実年代が想定されている。該当する住居址は112軒であり、突如として集落が

形成されたようである。本期は約70年はどの時間幅を有するが、112軒の住居址数を、四半世紀単位単位で割かえし

たとしても、四半世紀に40軒近い住居址が存在することから、所謂「計画集落」として聖原遺跡の集落は形成された

可能性が高いと言える。

○土師器　杯はH、Eが主体である。量的にはHの方が多い。他にF、Gが認められるが、Fは少量である。H

は赤彩されることが多く、赤彩も全面に施される場合と意匠的・文字的に施される場合がある。Eには文字ではない

が「墨書」の認められるものが存在する。また、所謂「有段目縁杯」も普遍的に存在する。須恵器の窯印のような焼

成前の刻苦が、内外面の底部に認められる例も形態を問わず存在する。

高杯は杯に空洞の脚を付したものである。

鉢は杯を大型化したものや、仏具を模したもの、台付きのものなど様々な形態のものが認められ、量的にも多い。

壷はⅢ期同様に広口で頚部が括れないものと、頚部が強く括れ、球形の体部に最大径を有するものが認められ、赤

彩されることが多い。小型ものは須恵器の通の模倣品をはじめ、須恵器の壷を模倣したものが認められる。

婆は長胴で体部に最大径を有し、底部が突出する形態である。体部の球形状から、砲弾状への変遷が本期の中で認

められる。調整はケズリのものと、パケ目のものが存在するが、前者の方が多数である。外来系のものとして南伊勢

地方の北野型であるDや東海系の嚢Eが存在する。

甑は大型のものと小型のものが存在する。大型は底部が開口するAであり、把手を有するものと有さないものが存

在する。また、1点のみであるが、底部中芯を通過する直線の仕切が付加されたものが認められた。小型のものには、

大型同様のAlと共に多孔のB、単孔のCが存在する。全ての形態に共通して赤彩が認められるものが多いことから、

甑により調理された「米」（米である確証はないが）は日常的な食物でなく、供物などである可能性が高い。

その他に鍋や手捏土器が認められる。鍋は赤彩される場合が多い。

○須恵器　杯身・杯蓋が大半を占めており、これに通や壷・瓶類、高杯が認められるが量的には少数である。陶邑

編年のⅡ型式のものであり、年代的にも矛盾は認められない。

古墳時代IV期

本期は7世紀の実年代が想定されている。該当する住居址は40軒と古墳時代Ⅲ期から著しく減少している。

○土師器　杯はE・Gが主体となり、H・Fは極めて少数が認められるにすぎない。Gは前時期からのものに加

え、所謂「北武蔵型杯」が出現する。杯Eには所謂「有段口縁杯」が残存しているが、時期が下がるにつれ、所謂「北

武蔵型杯」と同様な橙色・陶質で外面底部にヘラケズリ調整が施される他はナデ調整のものが主体となる。また、本

期から杯の両端を成形時に外側に広げ、平面形が楕円形を呈するものが出現する。これは須恵器にも認められる。第

4分冊までは杯に含めたが、機能的に片口や柄杓のようなものが推測されるため、仮称ではあるが「杓状杯」とした。

高杯は杯に脚を付したものであるが、脚は空洞のものと、棒状のものが認められる。

鉢はⅢ期同様に様々な形態・法量のものが存在する。壷や嚢との分類が困難なものも多い。内面に黒色処理が施さ

れるものも顕著である。

壷は広口で頚部が括れないものが消滅し、頚部が強く括れ、球形の体部に最大径を有するものが主体となる。赤彩

は認められるものの、少量である。

嚢は口縁部に最大径を有する長胴のものが主体となり、底部は突出しなくなる。法量的には大・中・小に分化する

ようである。外来系のD・Eも認められる。

甑は小型で多孔のBのみとなる。赤彩は認められないが、内面に黒色処理が施されるものが多い。

鍋もⅢ期に引き続き存在するが、赤彩は施されない。

○須恵器　杯身・杯蓋、高杯、遮、婆、壷・瓶類などが認められる。杯身にはDの他にAが認められ、杯蓋もDの

他にCが認めちれる。また、大嚢が顕著に認められるようになる。

奈良◎平安時代l期

実年代として8世紀第1四半期が想定されている。該当する住居址は66軒であり、古墳時代Ⅳ期に比べ飛躍的に増

加する。

○土師器　杯にはGとI以外は存在しない。Gが主体であり、所謂「北武蔵型杯」と共に、内面黒色処理が施され
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るものが半々の割合で存在する。また、1点ではあるが杯Gの形態で、内面中央に芯を立てかける突起を有した、灯

明皿が認められる。杯Iは本期から認められ、Ilが大半を占める。Ilとは別に所謂「北武蔵型暗文杯」も少数で

はあるが存在する。

高杯は杯Gに比較的短い脚を付したもので、暫時小型化する。基本的に内面黒色処理が施されている。

鉢は無頚のものや、丸底で球胴気味の体部を有し、短い口縁部が開くもの、最大径を口縁部に有し、頚部が括れ、

弱く外湾しながら、平坦な底部を形成する古墳時代から認められる形態のものなどが存在するが、量的には減少する。

赤彩は認められず、黒色処理も普遍的ではない。

壷は量的に減少する。背景には須恵器嚢の普及が推測される。頚部が強く括れ、球形の体部に最大径を有するもの

が主体であるが、体部の長胴化や、須恵器模倣の形態が認められる。赤彩は施されないようである。

聾は前時期から継続するAlから武蔵婆へと暫時変化する。本期の武蔵婆は「く」字状の口縁部に最大径を有し、

後続する時期のものに比べ器高も高いものである。また、外来系のDも認められる。

甑は対象となる住居址出土資料中には、図示が可能な資料が存在しない。底部状況は不明であるが、小型で、内面

黒色処理が施され、口縁部に最大径を有し、頚部が括れない鉢の口縁部が数点認められ、これらが本期の甑である可

能性が高いものと思われる。

○須恵器　前時期に比べ飛躍的に増加する。杯はAのみが認められる。形態的に丸底のものと、平底のものが存在

する。また、杓状杯も認められる。

杯蓋はCの他にAが認められる。本期では、量的に大差なく両形態が存在するが、暫時A形態が主体となる。また、

C形態の「つまみ」は擬宝珠から皿状がほとんどとなる。

有台杯は本期において出現する。身の浅いAlが大半を占めるが、身の深いBlも認められる。底部が高台よりも

突出するものや、盤とした方が妥当な口径の大きなものも存在する。高台が底部端に付されることも形態的特徴のひ

とつである。

高杯は少数ながら存在するが、高盤の方が量的には多い。

壷・瓶類は量的にも器種的にも前時期に比べ増加する。大・小の短頸壷や、肩に稜を有する長頚壷の、肩部の平行

沈線間にクシバ状工具による刺突列を巡らす文様帯を有するもの、乎瓶などが存在する。

婆はA・B・C全てが認められ、破片資料が大半であるが量的には多い。

その他に、捨鉢や銅碗模倣の鉢などが認められる。

奈良・平安時代11期

本期は8世紀第2四半期の実年代が想定されている。該当する住居址は91軒であり、前時期に比べ増加する。

○土師器　杯はGが消滅し、新たにロクロ成形のAlが出現するが、主体はIlであり、これに若干のI2で構成

される。Ilの中には、赤彩や墨書が施されるものが認められる。また、暗文も放射状だけで、見込部の螺旋が省略

されたものや、放射ではなく格子のものも存在する。土師器杯は、形態的に須恵器杯に近似したものとなる。

高杯は前時期で消滅し本期には残存しない。

鉢は前時期に比べ数量的に減少する。代わりに小型嚢や壷が増加するように思われる。

壷はへラミガキ調整が省略され、ヘラケズリ調整のものが主体となる。赤彩は認められない。前時期に認められた

須恵器模倣の形態や、ロクロ成形のものが出現する。

聾の主体は武蔵婆である。暫時短胴化している。ロクロ成形のものは前時期に比べ増加する。法量的に大・中・小

の3種類に区分できる。E形態も存在する。

須恵器の製作技法により作られた酸化焔焼成の土器が認められる。具体的にはロクロ、叩きにより成形された須恵

器嚢A形態のもや、甑と思われるもの、甑によく似るが、円筒形を呈するものなどである。ロクロ成形の杯・壷・嚢

をあわせ、所謂「ロクロ土師器」の顕著化は本期の土器様相を特徴付ける大きな要因のひとつである。

○須恵器　杯はAが主体であるが、糸切痕が認められるBも出現する。丸みを帯びた底部から平坦な底部に暫時変

化する。また、底径の縮小化が始まる。1点ではあるが、杯に2ケの把手を付したものが存在する。

杯蓋はC・B・A形態のもが認められる。量的にはAが主体である。B形態のつまみには、前時期から皿状のもの

と共に輪状ないし高台状のものが認められる。

有台杯はAl・Bl・Cが認められる。Blは法量的に大・小が存在する。Alは口径に対する底径の縮小化が認

められる。また、削り出し高台のCは初現である。

盤・高盤は存在するが、高杯は認められない。

壷は短頸壷・長頸壷が認められる。短頸壷には大・小があり、大には高台が付されるものも存在する。また、短頸
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壷の蓋も認められ、群馬県の上野型有蓋短頸壷形態のものも初出する。

婆はAが主体であるが、B・Cも存在する。全ての形態において底部は丸底と平底が存在する。

奈良e平安時代Ⅲ期

本期は8世紀第3四半期の実年代が想定されている。該当する住居址は70軒であり、前時期より若干減少する。

○土師器　杯はロクロ成形のAlが主体となる。墨書が認められるものも存在する。Ilは減少するものの、少な

からぬ量が存在し、暗文を有さないI2も認められる。甲斐型杯Jは本期が初硯である。須恵器有台杯の模倣や鉢形

のものも存在する。

鉢は小型聾に代わりほとんど認められない。

壷は認められないが、形態的には武蔵棄Bの中に、球形胴を皇するものが存在する。

嚢の主体は武蔵嚢であり、短胴化し、体部に最大径を有するBが多くなる。前記した、壷型のものや、小型のもの、

台付のDなども認められる。ロクロ成形のものも前時期同様に認められるが、数量的には減少するようである。外来

系のE形態、叩きeロクロ成形の羽釜も存在する。

○須恵器　杯はA・B・C全てが認められる。量的にはBが最も少なく、AとCはほとんど同量である。形態的に

は底部の縮小化が認められるものと、そうでないものがA・B・C全てで認められる。底部は基本的に平坦である。

墨書が認められるものも存在する。

杯蓋はCが前時期で消滅し、BとA形態が存在するが、Bは少量で、つまみの形態は輪状のものは認められず、皿

状のものだけとなる。主体となるAは口径の大きなものと、小さなものが存在する。また、器高も扁平で低いもの、

普通のもの言馬いものの3種類が存在する。

有台杯はAl・A2・Bl・B2・B3が認められる。量的には底部へラ調整のAl・Blの方が、底部糸切のA

2・B2より若干多い。B3ほ少量である。Al形態の底部に「中伯」の焼成前刻苦が1点に認められる。

高盤・盤は認められない。

壷は長頸壷、短頸壷が認められる。前時期に引き続き、群馬県上野型有蓋短頸壷の蓋も存在する。

嚢はAが主体で、B e Cも認められるが、Cは少量である。底部は平底が大半を占める。

その他に、施、措鉢、銅碗模倣の鉢などが存在する。

奈良・平安時代lV期

本期は8世紀第4四半期の実年代が想定されている。該当する住居址は132軒であり、後続する奈良平安時代V期

と共に聖原遺跡が最も隆盛した時期である。

○土師器　杯はAl主体であるが、ロクロからの切離に糸を使用する、Bl・Clが出現する。器形的にも、口径

に対し底径が小さく、器高も低い皿状のものが多くなる。墨書が認められるものも存在する。甲斐型杯Jも前時期に

引き続き認められる。

鉢は仏鉢形のもが1点認められる。

壷は奈平Ⅲ期に認められた、須恵器模倣形態と、小型の須恵器模倣形態のものと、武蔵襲B形態の球胴を皇するも

のが存在する。量的には少ない。

婆は武蔵婆が主体である。B形態がほとんどであり、僅かにAが存在する。前時期まで「く」字状であった目線部

が「コ」字気味に変化し始める。法量的には大・中・小が認められ、台付きのD形態も存在する。ロクロ成形のもの

も引き続き認められるが、B形態の壷型のものが目立つ。外来系のE・D形態も存在するが、破片資料である。成型

時の叩きは判断できないが、ロクロ成形の羽釜Aも存在する。

○須恵器　杯はC形態が主体であり、少量のA・B形態が認められる。刻苦・墨書が認められるものも存在する。

また、土師器の黒斑、あるいは黒色処理のような、炭素吸着が認められる杯が少なからず認められる。群馬県で「い

ぶし焼成」と呼称されるものであろうか。底部の縮小化したものが多くなる。

杯蓋はAのみとなる。主体は器高が高いものである。つまみの擬宝珠は扁平なものだけとなる。

有台杯は前時期同様にAl・A2・Bl・B2・B3が認められる。量的にはA2・B2が主体である。B形態で

口径が小さく、器高が高いものが目立つ。また、A形態の口径が大きなものは、高台径が極端に小さくなる。

壷はA形態が初現する。耳を有するものと、有さないものが存在する。Bは小型のものと、大型のものが認められ

る。群馬県上野型有蓋短頸壷の底部が認められる。C形態は肩に稜を有するものと、有さないものが認められる。

嚢はA形態が主体である。法量的にもバラエティに富み、把手を有するものも存在する。B形態は大型のものを主

体に、A形態よりほ量的に少ないが数多く認められる。C形態はA・Bに比べ少量であるが存在し、法量的にも小・

中が存在する。
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その他に、銅碗模倣の鉢が認められる。

奈良・平安時代∨期

本期は9世紀前半の実年代が想定されている。該当する住居址は136軒である。

○丑師器　杯はAlからClに主体が移行する。Al・Bl・Clのように内面はヘラミガキ黒色処理のものがは

とんであるが、A2のようにへラミガキだけのものや、A3のようにヘラミガキが施されない黒色処理のもの、Dl

のようにヘラミガキも黒色処理も施されないものも存在する。杯の両端を成形時に外側に広げ、平面形が楕円形を呈

する杓状杯も認められる。外来系の杯として、甲斐型杯Jの他に、南武蔵型杯と思われるものが1点ではあるが認め

られた。

高台を有する椀、皿は本期が初現である。底部は回転へラケズリ調整後高台が貼付されており、ロクロからの切維

痕は消去される。内面はヘラミガキ黒色処理である。少量であるが、外面も黒色処理されるものが認められる。杯を

含め墨書が認められるものが前時期に比べ増加する。杯・碗・皿類の須恵器との量的な比率は、本期において土師器

が急速に増加を始めるが、須恵器の方が多い。

尚、少量ではあるが、須恵器杯蓋Aを模倣した内面黒色処理の杯蓋が認められる。また、脚に透かしを有する、高

盤が初現する。

前時期には、極僅かしか存在しなかった鉢が増加する。形態的には杯をそのまま大きくしたもの、平底で身探の体

部が外湾しながら立ち上がり、目線部で稜を形成し、短く直線的に外反するもの、仏鉢形の3種類である。この内の

仏鉢形のものに、甲斐型土器が1点存在し、暗文により、古代の甲斐国の地名等が記されている。

壷はロクロ成形のものが少数認められる。法量的に大きなものは存在せず、小型・中型のものである。黒色処理が

内面ないし、内外面に施されている。

嚢は「コ」字口縁を呈する武蔵嚢Cが主体となる。台付きのD2も増加する。法量的には台付きのD形態は中型の

ものしか存在せず、無台のCには中・大型が存在する。小型のものはロクロ聾が補足するようである。ロクロ嚢はB

形態が主体であり、法量的には大・中・小が存在する。武蔵嚢との量的な比率は6：4～7：3で武蔵婆が多い。

ロクロ成形の羽釜Aも少量ではあるが認められる。

○須恵器　杯はCのみとなる。土師器の窯斑、あるいは黒色処理のような、炭素吸着が認められる杯も前時期同様

に存在する。墨書や刻苦が認められるものも増加する。杓状杯も存在する。

杯蓋はA形態の他にE形態が1点認められる。量的には激減する。

有台杯は前時期同様にAl・A2・Bl・B2・B3が認められる。量的には減少しており、本期において出現し

た土師器椀が須恵器有台杯に代わるものと思われる。形態的にはB2が主体であり、B3が増加している。

土師器皿と同形態の皿が少量認められる。

壷はC形態が増加する。把手・片口を有する手付長頸瓶も存在する。B形態の蓋には群馬県上野型有蓋短頸壷のも

のが存在する。A形態も普遍的に認められる、耳は付されるものと付されないもが存在する。

嚢はAが主体であるが、B形態も数多く認められる。C形態は減少するようである。

その他に大型の把手付甑や円面硯が認められる。

○灰粕陶器　本期において出現する。量的には少ない。器種的には碗・三足盤・長頸瓶が認められる。K14号窯式

期のものと思われる。

以上のような様相を呈する本期の大きな特徴のひとつとして、特に、杯、碗・有台杯、皿における、土師器と須恵

器の形態の近似化、ないしは同一化があげられる。

奈良◎平安時代Vl期

本期は9世紀後半の実年代が想定されている。該当する住居址は69軒であり、前時期に比べ半減する。

○土師器　杯はClを主体とするが、内面黒色処理＋暗文のA5・B2・C2が出現する。また、ヘラミガキを行

わず、黒色処理が施されるA3・C3や、ヘラミガキも黒色処理も省略したDl形態も増加する。

椀はAlが主体であるが、杯同様に黒色処理＋暗文のA2やヘラミガキも黒色処理も省略したA9などが出現する。

皿はAlが主体であり、杯や碗のような手抜きの形態は認められない。

杯・碗・皿共に刻苦・墨書が認められるものが多い。

鉢はロクロ成形で内面黒色処理が施される。仏鉢形は認められず、杯を大型化したものや、須恵器嚢Aと同形態の

ものが存在する。杯を大型化したものには片口を有するものも認められる。

壷は認められない。

嚢はロクロ婆が主体となる。前時期に主体であった武蔵嚢CもDと共に残存するが、量的にはロクロ嚢と完全に逆
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転する。ロクロ聾は休部に最大径を有するB以外は認められないが、底部はこれまで平底しか存在しなかったが、本

期から、丸底のものが出現する。

羽釜は、ロクロ成形の他に、非ロクロ成形のものが認められる。形態的にはAのみである。

○須恵器　杯はC形態のみが認められる。量的には激減し、土師器と逆転する。墨書が認められるものが多い。

杯蓋はA形態が少量認められる。

有台杯も杯・杯蓋同様に激減する。B2・B3形態が認められる。

壷はA形態が比較的多く認められるが、耳を有さないもの、耳を有するが穿孔がされないもの、穿孔されるものが

存在する。B・C形態も存在するが量的には前時期に比べ減少している。

嚢はC形態が認められず、A・B形態と、土師器ロクロ嚢と同一の形態を呈するものが新たに出現する。

○灰粕陶器　前時期に比べ量的に増加する。器種的にも増え・手付瓶・小瓶・短頸瓶・短頸瓶の蓋・皿が新たに認

められる。光ケ丘1号窯式期～大原2号様式期のものと思われる。

奈良◎平安時代V順日

本期は10世紀前半の実年代が想定されている。該当する住居址は49軒であり、前時期から更に減少する。

○土師器　杯の主体は内面黒色処理＋暗文のA5・B2・C2になる。数量的には糸切底のC2が最も多い。暗文

の種類は多岐にわたるが放射状のものが最も多い、放射する本数は3～6である。その他に、花弁や放射＋同心円等

がみとめられる。内面ナデ調整のDlも前時期に比べ増加する。墨書が認められるものも前時期同様に多く存在する。

碗も杯同様に内面黒色処理＋暗文のA2が主体となる。ヘラミガキが施されない黒色処理のA3や、ヘラミガキも

黒色処理も施されないA9も前時期に比べ増加している。足高気味の高台が付されるもの少数ではあるが存在する。

墨書が認められるものも杯ほど多くはないが存在する。

皿は著しく減少する。灰粕陶器の普及が原因と思われる。

鉢はロクロ成形の仏鉢形のものや、パケ目調整のロクロ聾に胎土や調整が近似する土鍋型のものが存在する。

壷はロクロ成形、内面黒色処理の小型無頸壷が1点認められる。

嚢は武蔵嚢が認められなくなり、ロクロ嚢が主体である。大型のものは、体部に最大径を有するB形態がそのほと

んどであり、底部も平底ではなく丸底である。叩き＋ロクロ成形のものが多いと思われるが、叩目や当具痕は基本的

に消去されるため判然としない。極一部のものに叩目や当具痕が認められる。反面、中・小型のものはロクロ成形の

ものが多く、平底である。1点台付のものが認められる。又、外来系の甲斐型婆Flが2点認められる。

羽釜は前時期同様にロクロ成形の他に、非ロクロ成形のものが認められる。形態的にはAのみである。口綾部が内

傾し、体部が強く張るものは群馬県の吉井型羽釜の可能性が強いが、同形態のものが本遺跡では前時期から認められ、

時期的に吉井型よりも先行する。尚、1点ではあるが羽釜A形態で、底部が開口する甑Dが存在する。

○須恵器　須恵器はほとんど認められなくなるが、杯Cや棄B、壷など僅かに認められる。また、特殊な形態では

ある‘が、仏鉢形のものが1点存在する。

○灰粕陶器　前時期同様に本期においても量的に増加する。器種的には碗・血が大半を占めるようになり、前時期

のように多種ではなくなる。大原2号様式期のものが主体で、虎渓山1号様式期のものも認められる。

〇線軸陶器　本期が初現である。小瓶・碗が認められる。小瓶は花文が印刻されており、京都産である。椀は尾張

・東濃産である。

奈良e平安時代V…期

本期は10世紀後半の実年代が想定されている。該当する住居址は13軒である。

○土師器　杯はDlが主体となる。Cl・C2・C3も僅かながら認められる。前時期まで残存していた、底部処

理にヘラを使用する。A、B形態は存在しない。墨書が認められるものも存在する。

皿はB形態が本期で初現する。量的には極めて少ない。その他の形態の皿は認められない。

碗はAl・A2・A3・A8・A9形態が認められる。量的にはA9形態が最も多いが、主体と呼べるほどではな

い。杯同様に墨書が認められるものも存在する。また、足高高台が付されるものも存在する。

壷、鉢は認められない。

嚢は口唇部ないしは、短い口縁部が外反するナデ調整のものが主体となる。ロクロ嚢も残存するが少量である。

羽釜はA・B両形態のものが存在する。B形態は本期が初現である。成形的にもロクロ成形のものと、そうでない

ものが認められる。本期の煮沸具の主体は嚢よりも羽釜である。

甑は本期の嚢と同様な形態で、底部が開口する甑Aが存在する。

○須恵器　破片は認められるが断片的である。基本的に須恵器は前段階で消滅するものと推測される。
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○灰軸陶器　皿・碗が主体である。その他に短頸瓶や長頸瓶の底部が認められる。虎渓山1号様式期、丸石2号様

式期のものである。

奈良◎平安時代IX期

本期は11世紀前・中葉の実年代が想定されている。該当する住居址は24軒である。

○土師器　杯はDlのみとなる。前時期に多くみられた口径の小さいものは減少し、比較的口径の大きなものが主

体となる。墨書はまったく認められない。

皿はB形態が主体であり、量的にも増加する。B形態に高台を付したD形態は本期が初現である。足高高台が付さ

れるものも存在する。杯同様に墨書は認められない。

腕はA9が主体である。足高高台が付されるものも認められる。また、法量が小さく内外面共にヘラミガキが施さ

れるA4形態は本期が初現である。

前時期は判然としなかった鉢は前時期に出現し、本期においても主体である婆を短胴化した形態のもので、鉢というより

は鍋とした方が良いのかもしれない。片口を有するものも存在する。ロクロ成形とそうでないものが認められる。

聾は前時期と同形態のものが主体である。パケ目調整が施されるものも存在する。口唇部が外反するものは、前時

期には上面が凹、やや上向きに屈折していたものが、水平に屈折するようになる。

羽釜は前時期同様に煮沸具の主体である。A・B両形態が認められ、成形は非ロクロ成形のもが主体であるが、ロ

クロ成形のものも僅かに認められる。パケ目調整が施されるものも存在する。

その他に、手捏土器が認められる。

○灰粕陶器　碗・短頚ないし長頸瓶が認められる。量的には減少する。丸石2号様式期のものである。

○由磁　Ⅳ類の碗が1点出土している。

奈良◎平安時代×期

本期は11世紀後葉の実年代が想定されている。該当する住居址は11軒である。本期に於いて、土器は土師器だけと

なり、量的にも減少する。

○土師器　杯はDlのみが認められる。杯そのもが量的に激減している。

皿はBが主体である。前時期に比べ墨的増加が著しい。B形態の他には柱状高台が付されるC形態が初硯する。B

形態の柱状高台には、身との境で内屈するものと、そうでないものが存在する。

碗は柱状高台のB形態のみが認められる。B形態は本期が初現である。

鉢は前時期同様のものが認められるが、量的には少ない。

窯は本期においては認められない。

羽釜はA・B形態が認められる。ロクロ成形のものは認められなくなる。

その他に、手捏土器が認められる。

奈良◎平安時代刃期

本期は12世紀前半の実年代が想定されている。該当すると思われる住居址は2軒であるが、前時期の範時で捉える

べきか、本期とすべきか、明確ではない。基本的に前時期と大きな差はなく、皿・碗の柱状高台の大型化が最も大き

な変化である。

以上のような各期の様相から明らかとなった器種別の消長を第1表に示した。大きな画期が3回認められ、4区分

されることがわかる。

第1の画期は、古墳時代Ⅳ期と奈良平安時代I期の間に認められる。時代区分とも一致するこの画期の特徴はロク

ロ成形土師器・須恵器の普及などの、古墳時代的土器から奈良時代的土器への変化である。

第2の画期は奈良平安時代Ⅳ期とV期の間に認められる。第1の画期同様に奈良時代から平安時代への時代区分と

一致するこの画期の特徴は須恵器の減少と灰粕陶器、土師器碗・皿の出現、黒色土器の隆盛である。

第3の画期は奈良平安時代Ⅶ期とⅧ期の間に認められる。土師器皿Bの出現、黒色土器の衰退、煮沸具における新

たなる聾の出現と、羽釜の隆盛。須恵器の消滅が特徴である。図らずも、土器組成は時代を如実に反映することが再

確認される結果となった。
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第2節　住居地の形態
本節では、竪穴住居址の形態変化を時期毎に観察し、その変遷を明らかにする。

本遺跡では主柱穴の配置により、住居址を形態分類してきたが、これにカマドの位置を加え、土器様相により区分

された時期毎に住居址の全容が明らかなものを抽出し、各期の特徴を把握する。以下各期毎に概観していく。

尚、住居址の平面形は便宜的に方形と長方形の2区分で行ってきたが、実際には正方形や長方形と呼べるものは少

ない。多くの場合、カマドの構築部分には関係なく、北辺が南辺より短い台形①、北辺が南辺より長い台形②、①・

②を横位にした台形③、平行四辺形の4種類に分類される。

○古墳時代Ⅲ期　該当する住居址が2軒しかないため、様相は不明である。柱穴を有さない東カマドのものと、A形

態で北カマドのものが1軒存在する。平面形は便宜的にH331は台形①、H418は台形②である。

○古墳時代Ⅲ期　主柱穴配置は、A形態が主体である。Aの中でも、貯蔵穴を有するものが本期の特徴であり、特に、

貯蔵穴部分を、カマドが構築される北辺中央に相対する南辺中央に張出して設けるものは、本期以外には認められな

い形態である。

全ての形態において、カマドは北辺の中央部分に構築されるのが基本であるが、柱穴を持たないものや、Aの中に

東辺や、北東隅に構築されるものが存在する。

平面形は柱穴をもたないものでは、H67・367弓01は台形①、H402・165は台形②、H284は平行四辺形である。

この形態の住居址は面積が小さなものが多く、平均12．9nfである。カマドを持たず、規模も他に比べ大きいH284を

除いた平均面積は11。9m2となり、本期の住居址の平均面積23。Onfと比べると約半分の規模であることがわかる。

A形態の住居址も張出部の有無に関係なく、H59・162・454・333・226・741が正方形の他は、台形①・②・③・

平行四辺形のものが多い。この形態の平均面積は26。7m2で、本期の平均面積23。Or産より大きい。本形態で張出部を有

するH162は、本期中最も面積が大きく60．1r正である。カマドは北辺の中央に構築されるものが多いが、H373のよう

に、東辺中央に構築されるものや、H454・247のようにカマドを付け替えたものも存在する。

A形態で、所謂「間仕切り」溝を持つA3も、本期～奈良平安時代Ⅲ期にかけて認められる形態である。大半は、

正方形として差し支えないものであるが、H647のように台形②の形態のものも認められる。平均面積は23．3nfで、

ほぼ本期の平均値である。カマドは北辺に構築されるが、必ずしも中央ではない。

C2形態住居址は平均面積12．5㌦であり、柱穴を持たないものより若干ではあるが大きい。カマドは北辺中央に構

築されており、東西方向が長軸である。平面形は平行四辺形や、台形③である。

○古墳時代Ⅳ期　前時期同様に主柱穴配置はA形態が主体であり、基本的にカマドは北辺中央に構築される。

柱穴を持たないもののうち、H206はカマドを持たず規模も小さい〔平面形は台形①である。他のものは台形①・

②のものが多く、面積は平均10。1㌦で、前時期の同形態よりやや小規模である。

A形態も長方形や正方形と呼べるものは存在せず、台形①・②・③、平行四辺形の平面形を呈している。面積は平

均22。7正であり、本期の平均20。2㌦よりも大きい。

A3形態のH173は本期中最大の住居址であり、面積は賂3r正である。この住居址はカマドを付け替えている。

C2形態のH912は間仕切りを有する。本来東辺に構築されていたカマドを北辺中央に付け替えている。

本期の住居址の特徴は、前時期に比べての小規模化、A形態で北辺中央に構築されるカマドである。前時期から認

められるものではあるが、南辺中央の出入口施設と思われる、Pitや凹の顕在化も特徴のひとつである。

○奈良平安時代I期　本期の特徴は、前時期に比べての更なる小規模化、A形態で北辺中央にカマドが構築されるも

のが主体であることである。

柱穴を持たないものは東西が長軸となるものが多い。カマドは北辺の中央に構築される。面積は平均9．3m2であり、

前時期の同形態のものより更に小規模化する。

A形態の中では、規模の小さなH931・192などが正方形である他は、台形①・②・③・平行四辺形である。東西が

長軸となるH954なども認められる。面積は平均20。2m2であり、本期全体の平均18．6nはりは規模が大きいが、前時

期の同形態よりは小規模化している。本期中最大の住居址H131は本形態であり、37。4I正である。

Al（ア）形態は本期が初現である。北西隅が拡張する独特の平面形を呈している。面積は12．2m2と小さい。

A3形態の住居址は平均面積24。Om2であり、本期においては規模の大きな住居址で構成されている。平面形は台形

①・②や平行四辺形であるが、H933のような隅丸長方形や、H540のように6角形状のものも認められる。

C2形態のH669は面積3．4r正と極めて小規模である。
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○奈良平安時代Ⅲ期　本期の平均面積は19。2nfであり、前時期より若干規模が大きくなっている。北辺中央にカマドが構

築されるA形態が最も多いが、本期において出現するB・B4形態や、礎石、所謂「壁柱穴」の使用が本期の特徴である。

柱穴を持たないものは、平均面積12。2正之である。前時期より規模が大きくなっているが、カマドを有さないものも

には、H72のように面積が35。1m2と本期全体の面積より大きなものも存在する。カマドを有さないものを除いた場合

の平均面積も10．4m2であり、規模は大きくなっている。カマドは北辺中央に構築されるものがほとんどであるが、H

381のように北東隅のものも存在する。平面形は台形①・②・③や平行四辺形であるが、H786は西辺の北西隅が方形

に張り出している。

A形態の平均面積は21。8m2であり、本期全体の平均や、前時期よりも大きい。カマドほ北辺中央が基本である。平

面形はH570・850・508のように正方形や長方形と呼んで差し支えないものも存在するが、台形①・②や、平行四辺

形のものが多い。H756や50のように、出入口と思われる南辺の中央が弧状に突出するものも認められる。また、面

積が49．7㌦と規模の大きなH557は壁柱穴が巡らされている。

A3形態の住居址は本期を最後に消滅する。H554が1軒認められるだけである。

前時期が初硯のAl（ア）は本期においても認められる。平均面積は15．1正と前期より規模が大きい。平面形は台形

①・②であるが、H370は北壁に柱穴が構築されるため、北辺中央のカマド部分が、「W」状に凹でいる。Al（ア）と

は反対の柱穴配置となるAl（ウ）も本期において1軒認められる。

B形態や礎石を伴うB4形態は本期が初現であり、本期の特徴である。特にB4形態のH667は66。4㌦の規模を有

する、本期最大の住居址である。壁際には壁柱穴と礎石が配置され、壁の外側に1ないし2段のテラス状の堀込みを

有する特異な住居址である。

C2ほ平均面積8．0扉であり、小規模である。平面形はH168の東西が長軸の長方形、H76は台形①である。

○奈良平安時代Ⅲ期　本期の平均面積は19．7r正である。前時期より若干規模が大きくなっている。北辺中央にカマド

が構築されるA形態が最も多いが、本期最大規模の住居址は前時期同様B4形態のH718で55。2rhZである。B4・D

形態や、礎石、所謂「壁柱穴」の使用、また前時期に萌芽がみられた長軸と短軸の差の増大、つまり、正方から長方

への変化が本期の特徴である

柱穴を持たないものの平均面積は12。5㌦であり、前時期よりも規模が大きくなる。カマドは北辺中央か東辺に構築

される。平面形は台形（∋・（参・（郭である。

A形態の住居址の平均面積は2工6r正で、前時期とほぼ同じである。カマドは北辺中央が基本である。平面形は前時

期同様であるが、長軸方向に伸長した形状のものが増える。また、4隅の1ヶ所が他よりも突出するものも多い。

Al（ア）は平均面積17．4㌦である。前時期よりさらに規模が大きくなっている。カマドほ北辺中央に構築される。

Aとは異なり、長軸方向への伸長は顕著でない。

B4形態のH718は外側の主柱穴に礎石が伴うが、この4基は同時に柱痕も有している。柱穴の新旧ではなく同時

に使用されたものであり、住居が所謂「高屋」であった可能性が推測される。壁際には壁柱穴が巡らされている。ま

た、本址は本期最大の住居である。面積は55。2扉である。

D形態は本期が初硯である。4基の主柱穴にはH718同様に礎石と柱痕が存在する。壁際に巡る壁柱穴が本来構築

される位置には礎石が設置されている。面積は36．3m2である。

本期では、2本の主柱穴により構成される住居址はC2からClに変化する。平面形は平行四辺形・台形②である。

カマドは北辺の中央からやや片寄って構築される。平均面積は14。6nfで、前時期のC2より大きい。

○奈良平安時代Ⅳ期　本期の平均面積は14．9nfである。前時期に比べ規模は著しく小さくなっている。その原因は柱

穴を持たない住居址の増大にあり、本期の特徴のひとつである。

柱穴を持たない住居址の平均面積は10．8m2である。前時期まで拡大していた規模が縮小に転じている。カマドは北辺中央

がほとんどであり、東辺のものが極僅かに認められる。平面形は正方形に近いものも存在するが、台形①が多い。前時期に僅

かに認められた、カマド部分が壁外に突出するものが多くなる。また、長軸方向への伸長も認められる。

A形態は平均面積21。3r正である。前時期と目立った規模の変化はない。長軸方向への伸長は顕著であるが、カマド

の壁外への突出は僅かに認められる程度である。カマドは北辺中央が基本である。平面形は台形①・②が大半である

が、H429のように南辺中央が弧状に突出するものや、H830のように北辺の両隅が突出するものも認められる。

Al（ア）は平均面積13．6r産である。前時期に比べ規模は著しく小さくなる。カマドは北辺中央に構築され、平面形

は台形①が多いが、Hl18・177は正方形に近い。H566・911は北辺の方隅が突出する。また、H566はClとの折衷

ともとれる主柱穴の配置である。

Al（エ）は本期が初現である。平均面積は12．1nfである。カマドは北辺中央に構築される。H823は堀方から検出
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された柱穴から、A形態であった住居址を拡張した結果本形態になったようであり、長軸方向へ伸長している。

Bl、B3も本期が初硯である。平均面積はBlが17。9m二　B3が18。4nfである。

前時期に認められなかったC2形態はCl形態と共に認められる。平均面積はClが11．6n工　C2が12．7r正で、本

期の平均面積よりも規模は小さい。H816が東辺にカマドを有する他は北辺中央である。平面形は台形①・②・平行

四辺形である。

本期の特徴は前記の他に、4本の主柱穴が住居址内に均等に配置されるA形態から、住居址内の片寄った位置に配

置されるAl（ア）・Al（イ）、主柱穴が2本で構成されるCl・C2等の増加があげられる。

尚、本期において最大規模の住居址はH250で、43。4nfの面積である。

○奈良平安時代V期　本期の平均面積は16．2壷である。前時期に比べ規模は大きくなる。本期の住居址の特徴として、

主柱穴を持たない住居址の更なる増加、A形態の長軸方向への伸長、東カマドの増加と東南隅カマドの初現、カマド

煙道を武蔵婆の連結により構築するものの出現、住居の床面構築後に構築され、多くは白色の灰が堆積する植物（稲

藁？）を燃やし、再び埋め戻し、床を構築する土坑の隆盛があげられる。全体として乱れた平面形状の住居址が増加

し、正方・長方と呼べるものは極端に減少する。

柱穴をもたないものは平均面積11。Onfである。規模的には前時期と変化は認められないが、数は増加する。大半は

北壁中央にカマドが構築されるが、東辺に構築されるものも存在する。東辺のカマド位置は南辺よりであり、中央で

はない。H176はカマドが構築される東辺が2段になっており、棚と思われる。また、長軸が東西のものは、北辺に

カマドが構築される場合、中央ではなく東西のいずれかに片寄っている。平面形は台形①・②・③・平行四辺形であ

る。カマドを有さないものも存在する。

A形態は平均面積21。9正である。前時期よりも規模は若干大きくなっている。カマドほ北壁中央が基本である。平

面形は正方形に近いものも存在するが、多くは台形①・②・③・平行四辺形であり、長軸方向に伸長したものが多い。

A形態のバリエーションであるA（ア）、A（イ）等も認めらる。A（ア）は1軒が認められるに過ぎない。耐責6．9nf

と規模は小さい。礎石を伴うA（イ）は平均面積32．5I正であり、大規模である。本期の他形態の住居址にはみられない

壁柱穴、あるいはそれに代わる礎石を有している。平面形は台形①・平行四辺形である。カマドほ北辺中央に構築さ

れる。本期における最も大規模な住居址は本形態のH635であり、41．3r正である。

Al（ア）の平均面積は16。6正である。前時期に比べ規模が大きくなっている。カマドは北辺中央が基本であるが、

東辺に構築されるH332や北辺、東辺の両方に有するH965なども存在する。平面形は台形が多いが、H748・H838の

ように台形③を基本に北辺の東辺よりが突出するものも認められる云

Al（イ）は本期が初現である。平均面積は14。8m2であり、本期の平均よりは規模が小さい。カマドほ北辺中央に構

築され、平面形は台形③・平行四辺形である。

Al（ウ）はH354が1軒だけ該当する。面積15．8で、台形①の平面形を皇し、カマドは北壁中央に構築される。

主柱穴の一部に礎石を伴うA2形態も本期が初硯である。H502は平面形は台形②、カマドほ東壁中央に構築され

る。平均面積は24．8r産であり、本期平均より大規模である。

主柱穴6本で構成されるB形態は平均面積19。7正で、本期の平均よりほ大規模である。平面形は台形②・平行四辺

形であり、カマドほ北辺中央に構築される。

Bl形態はH682が1軒だけ認められる。平面形は平行四辺形、カマドほ北辺中央に構築される。面積は小規模で

9。9m2である。

2本の主柱穴で構成されるC形態はCl・C3・C4が存在する。C3・C4ほ本期が初現である。平均面積はC

lが11．5正、C3が12．5nf、C4が13．5nfであり、総じて小規模で、前時期から変化しない。カマドは北辺・東辺の

他に、H701のような東南隅のものが出現する。

○奈良平安時代Ⅵ期　本期の平均面積は16。1㌦であり、前時期からの変化は認められない。本期の住居址の特徴とし

てほ、柱穴を持たない住居址が過半数を占めるようになること、東カマドの更なる増加、前時期から継続するカマド

煙道を武蔵婆の連結により構築するものの存在である。

柱穴を持たない住居址の平均面積は12．5nfである。前時期より規模は大きくなる。カマドほ北辺中央か東辺の中央から

東南隅よりに構築される。武蔵聾を連結し煙道を構築するものも認められる。平面形は台形①・②・③・平行四辺形である。

A形態の平均面積は26．7nfである。前時期よりも規模が大きくなっている。本期最大規模の住居址は本形態のH517

であり、34．2正である。カマドほ北辺中央が基本で、壁柱穴を有するものも存在する。平面形は台形①・②であるが、

H515はカマド部分が突出しており、5角形の平面形を呈する。

A（ア）はH496が1軒だけ該当する。面積は16。5m2でほぼ平均規模である。カマドは北辺中央に構築され、平面形
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は胴が張る正方形である。

Al（ア）は平均面積14・5nfであり、平均より小さい。平面形は平行四辺形を皇し、カマドは北辺中央に構築される。

Al（イ）も平均面積15・1m2で、平均よりも小さい。カマドほ北辺中央に構築され、平面形は台形③であるが、H420は

主柱穴全てに礎石が設置されている。

B形態はH676が1軒が認められる。面積は25。8mコであり、平均より大きい。東辺にカマドが構築され、平面形は

台形③である。

C形態はCl・C3・C5が認められる。C5ほ初現である。面積はClが12．7r武　C3が18。1r武　C5が12．1nf

であり、C3が平均より大きい他は、平均よりも小規模である。すべてのものが、カマドは北辺中央である。

○奈良平安時代Ⅶ期　本期の平均面積は13．4nfであり、前時期に比べ小規模になる。本期の特徴は柱穴を持たない住

居址が増加し、住居址の大半を占めること、同様に東カマドと東南隅カマドの合計が北カマドとほほ同比率になるこ
とである。

柱穴を持たない住居址は平均面積1工6m2である。平均よりも小規模であり、前時期に比べても大幅に規模が縮小し

ている。カマドは北辺よりも束辺及び東南隅に構築されるものが主体である。また、北辺と東辺に1基づつ2基のカ

マドを有するものも認められる。平面形は台形①・②・③である。H411はベット状遺構を持つ。

A形態は量的に激減する。面積は平均33。9m2であり、本期最大の住居址は本形態のH414であり、40．3nfである。

H414は平面形もほぼ正方形を皇し、カマドほ北辺中央に構築されている。H322は台形②の平面形を皇し、カマドほ

束辺中央から、東南隅に移築している。

Al（イ）形態はH828が1軒だけ該当する。平行四辺形の平面形態を皇し、カマドほ北辺中央に構築される。面積
は15。1m2で、平均より大きい。

C2形態はH237が1軒該当するが、規模は不明である。カマドほ北辺中央に構築されている。

○奈良平安時代Ⅷ期　本期の住居址の平均面積は13。9nfである。前時期との変化はほとんど認められない。本期の特

徴は、主体が柱穴を持たないものになり、カマドは東南隅に構築されるものが大半となることである。

柱穴を持たないものは平均面積10・7m2であり、本期平均及び前時期よりも小規模である。カマドは東南隅が大半で

あるが、北辺に構築されるものも存在する。平面形は台形①・③が多いが、東南隅にカマドを持つものは、カマド部
分が突出する。

A形態の住居址は2軒認められるが、他遺構等との重複により、詳細は不明である。

Al形態は（イ）と（ウ）が1軒ずつ認められる。どちらも東南隅カマドで平面形は台形①と平行四辺形である。本期

最大規模の住居址はAl（ウ）形態のH841で27．9nfである。

○奈良平安時代Ⅸ期　本期の住居址の平均面積は22．4m2である。Ⅵ期以降縮小してきた規模が本期で再び大きくなる。

本期の特徴は、ほとんど全ての住居址が東南隅カマドになる事と、面積規模の拡大である。

柱穴を持たないものは平均面積16．5nfであり、規模的には前時期に比べ約工5倍に拡大する。しかし、量的には前

時期に主体であったものが、本期全体の約27％に減少する。カマドは東南隅主体であるが、束辺中央や持たないもの

も存在する。平面形は台形①・②・平行四辺形である。

A形態の平均面積は24．7m2である。カマドは東南隅が主体であるが、H55やH615のように西南隅に有するものも

認められる。平面形は台形②・③である。H613は、本期最大の住居址であり42．4nfの規模である。

A（ア）、A（イ）形態は各1軒が認められる。面積は各21．4nf、31。9m2である。A（イ）は所謂「曲屋」であり、本来

は柱穴が配置される場所に見あたらないため、礎石を併用したものと思われる。

Al（ア）は平均面積22・6m2である。本期全体の平均と大差ない。カマドほ東南隅以外には存在しない。平面形は台

形③が主体であるが、台形①も認められる。

B形態はH323が1軒認められる。面積は38．3扉で大規模である。台形③の平面形を呈する。

C3形態はH403が該当する。面積18．1m2であり、平均より若干小さい。カマドは東南隅に構築され、平面形は台
形（∋である。

○奈良平安時代Ⅹ期　本期の住居址の平均面積は27。Onfである。本期の特徴は、前時期からの更なる住居址規模の拡
大である。

柱穴を持たない住居址の平均面積は23．7nfである。前時期に比べ大規模であるが、本期平均に比べると小さい。カ

マドは東南隅以外は存在せず、平面形は台形③・平行四辺形である。尚、本形態のH560は本期最大規模の住居址で、
面積は34。6I産である。

A形態の住居址の平均面積は29。Onfで、前時期に比べ大きくなっている。カマドは東南隅以外は存在しない。平面
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第2表　住居址変遷表
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第24図　住居址変遷図1
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第25図　住居址変遷図2
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第29回　住居址変遷図6

54



第30図　住居址変遷図7
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第32回　住居址変遷図9
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第33回　住居址変遷図10
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第34図　住居址変遷図11
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第36図　住居址変遷図13
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第39図　住居址変遷図16
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第40図　住居址変遷図17
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第42図　住居址変遷図19
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第43図　住居址変遷図20

形は平行四辺形が主体である。Ⅸ期以降顕在化するカマド以外の住居内床面に認められる焼土が、本期では更に増加

する。この焼土は住居址中央付近に認められることが多く、炉である可能性が推測される。H827は間仕切溝、貯蔵

穴、カマド部分の張出なども認められる。

○竪穴住居の構築工程　本節の最後に古代の竪穴住居の構築について、住居の堀方調査から得られた工程についてふ

れておく。

佐久地方において、古代の竪穴住居構築工程の復元を試みたのは、堤　隆の『根岸遺跡』（1989　御代m町教育委

員会）における考察が唯一と思われる。他には、堀方の形態分析に主眼をおいた岡村秀夫の『栗毛坂遺跡群』（1991

（財）長野県埋蔵文化財センター）等がある。

構築工程を把握するためには堀方の調査が不可欠であるが、聖原遺跡の調査においては、初年度は南北・東西トレ

ンチ範囲での堀方の状況確認を基本とし、必要に応じ範囲を拡大した。しかし、この方法では最も肝心な主柱や設置

過程が把握できないため、2年目以降は住居を東西・南北に4分割するトレンチに主柱の中心を通る分割線を加え、

住居堀方の全面を調査することにした。

このような調査により、確認された本遺跡における竪穴住居の構築工程は以下のとおりである。

1－建設地に竪穴住居の平面プランが設定され、地面が掘り下げられる。掘り下げは全面が均等な深さになるように

は行われない。多くの場合、中央はあまり掘り下げられず、主柱部分と出入口部分などが深くなる。

以上はあくまでも原則論であり、実際には、カマドの袖を地山から削り出すものや、全面を均等に堀り下げる

もの、ほとんど掘り下げないもなど、時期や規模等により多様である。

堀方は、カマドの位置・規模、柱の位置等の住居空間のレイアウトを地面に投影する行為である。言うなれば

設計図面を地面に引いているのである。

＊周提については聖原では検出できなかった。佐久地方では浅科村『砂原遺跡』で1994年に（財）長野県埋蔵文化財センターの調査で検

出された1軒が唯一の事例である。聖原の住居が周提を巡らしていたか否か、全ての住居が周提を持つのか否かは現状では不明である。

しかし、上記の『砂原遺跡』においては、平安時代の水田や畑層などの下に埋没していた古墳時代の住居には周提の存在は確認されて

いない。もっとも、住居の廃絶時に周控を削り、廃絶する竪穴住居の埋め戻しに使用したと考えれば矛盾はない。

2－主柱の位置、深さを調整しながら、下部を埋設固定し、上屋の構造材の懸架を開始する。カマドは、燃焼効率の

良い煙道の角度、長さにに規制された火床面の深さまで多くの場合埋め戻される。（堀方の完掘時にカマドの両

袖や支脚にあたる部分には、芯材となる石を埋設固定する穴が掘られるが、必ずしもこの穴に石は埋設されてい

ない場合が多い。堀方略にカマドの規模を決め、必要となる構築材を調達するために行う行為なのだろうか？）

また、出入口が梯子状の施設の場合、梯子の桁もこの時に埋設固定される。
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3－壁材やカマド芯材を設置、固定しながら床面まで埋め戻し、所謂「貼床」を敷設する。粘土を用い、芯材を被覆

し、カマドを完成させる。並行し上屋を完成させる。

＊住居があくまでも所謂「穴家（竪穴住居）」である場合を想定しているが、本遺跡には竪穴内に構築された所謂「高屋」を推測

させる住居も存在する。その場合構築手順は異なると思われる。

以上の手順と、堤の『根岸遺跡』での手順との最も大きな相違は、いつ主柱を設置するかである。具体的には床面

構築後に、埋め戻さず残しておいた予定地（＝結果として柱穴となる）に柱をたてるのか、堀方完掘後に柱を設置し

固定しながら埋め戻して床を敷設するのかの違いである。

第43図は、本遺跡H693号住居址の主柱のセクション図である。所謂「柱穴」は認められず、堀方完掘後、主柱を

固定しながら埋設した状況が確認できる。無論、すべての住居に当てはまるわけではなく、床を完全に埋め戻し、柱

穴を新たに掘削しているものも存在する。『根岸遺跡』のような手順も存在しないとは言い切れない。聖原遺跡の当

初の調査方法のように、主柱セクションの調査・記録が実施されていない住居は、構築工程を復元することは不可能

である。更に自戒も含め言えるのは、住居床面で検出した柱痕を掘り抜いてしまうと、その部分の土層が消失してし

まい、正確性を欠くことになる。掘り足りなければ問題ないが、掘りすぎた場合には取り返しがつかない。これは掘

立柱建物址の調査でも同様である。柱痕だけを掘り抜く調査手法に有効性はない。

尚、付編に詳細が掲載してあるが、本遺跡の住居内出土の炭化材の樹種同定では、クヌギ節・コナラ節が最も多く、

特にコナラは際だっている。

＊カマド背面に土壁を構築する例が指摘されている。（1997年『遺跡・遺物から何を読みとるか（I）』帝京大学山梨文化財研究所

一変貌する古代竪穴住居像一桐生直彦）本遺跡のカマドほ地山をトンネル状にくりぬき、壁外に長くのばす煙道の形態ではな

く、群馬県黒井峯遺跡と同様な形態である。おそらく黒井峯のように粘土で構築された煙突状の煙道が屋根から突き出ていた

ものと推測される。

カマドを縦断する土層観察からは、壁外に粘土で構築された煙突のようなものが崩壊した土層が観察される事が多

い。この土層はカマドの残存部分と密着していることはないため、住居の廃絶過程において、壁外から倒壊、ないし

流入したものと考えられるが、量的には土壁を想定するには無理があり、壁外に立ち上がった煙突の残骸と考えるの

が妥当のように思える。また、中世の竪穴建物の例であり、時代が異なるため傍証にすらならないかもしれないが、

「金井城」（1991年『金井城跡』佐久市教育委員会）では焼失した竪穴建物の屋根（スサ？を混ぜて繰った土屋根）

がレンガ状になり、平面プランより一回り小型の方形に床面に堆積していた。事例の全てが土壁ではなく、屋根の可

能性もあるのではないか？

カマドの構築材に軽石が多用されるのは、浅間山寄りの長野県佐久地方の特徴である。入手しやすく、加工が容易、

軽量、耐火性にすぐれ、粘土とも良くなじむ、非の打ち所がない材料である。抽象的なイメージに近いが、時期が下

がるにつれ軽石の使用が減少するようにも思われる。

群馬県で発見された黒井峯遺跡、中筋遺跡により古代の竪穴住居の構造、平地式住居の存在等大きな成果があった

反面、遺跡の性格や地域性、過去の調査の検討等を軽視し、黒井峯、中筋に適合させようとするかのような動向も見

受けられる。

第　節　掘壷桂建物址
掘立柱建物址は869棟検出された。遺構の形態上、他遺構との重複により認識できない場合や、建て替えを把握す

るのが難しい等の理由により、実数は竪穴住居址と変わらないものと考える。

明確な根拠はないのであるが、竪穴住居址と掘立柱建物址は異なる立地をするわけではなく、あたかも隣接するか

のように遺跡の中に存在し、双方ともに、同じ場所に繰り返し建て替えられる状況が見受けられることから、竪穴住

居址一1に掘立柱建物址－1という組み合わせが聖原遺跡における基本的な単位と思われる。当然のことながら、竪

穴住居址同様に、掘立柱建物址も各時期に帰属させる事が本筋ではあるが、時期の上限・下限は推定可能であるが、

確定できるものは少数である。（第15表参照）

検出された掘立柱建物址の中で最も面積が小さいものはF713の3．Onf、最も大きいものはF512の63．3扉、平均面

積は14．27m2である。

形態別の数量が最も多いのは、A1－73棟、El a－68棟、B1－56棟、Fl a－39棟、MIFl a－22棟であり、

他は20棟以下である。最も単純な形態である桁行1間×梁間1間のAlが最多である。平均面積は5．78r産であり、最
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小のものはF713の3．0m2、最大のものはF720の11．5mごである。柱痕径が明らかものは12、28cmであり、他形態と変

わらないことから、床面積が小さな本形態は比較的頑丈な建物と言える。本形態を高床の米倉とする説もあるが、根

拠が見あたらない。平均5．78㌦の本形態は正方形であれば1辺2．4mであり、本遺跡最大のものでも1辺3．4m弱であ

る。一見すると住居とは考えにくいのであるが、竪穴住居址にも同規模のものは数多く存在し、11．5正以下のものは

120軒以上存在する。見方を変えて、竪穴住居址の主柱に囲まれた面積を掘立柱建物址に置き換えると、3．4mX3．4

mの主柱間を有する竪穴住居址の床面積は30Iが台に達する。

El aは2間×2間の側柱の形態である。平均面積は13．56m2であり、最小は8．37I正、最大は23．98m2である。

Blは2間×1間のAlの桁行を1間拡大した形態である。平均面積8．57Iが、最小4．12n工　最大17．87I正である。

Fl aとMIFl a－は3間×2間の側柱形態であり、桁行部分に滞掘が使用されるか否かの違いである。平均面

積はFl aT20．98m2・MIFl a－19．11mJである。最小はFl a－8．28m2・MIFl ap13．38m2、最大はFl a

－35．57m2・MI Fl a－27．50m2である。

おそらく、竪穴住居址同様に時期毎の特徴が形態に反映されているのであろうが、抽出できない。このことは、

その性格についても同様である。

しかしながら、形態や出土遺物から性格を推定できるものも僅かではあるが認められる。以下にその概要を記す。

1．内部や周囲に火床が存在するもので、平地式住居址の可能性を有するもの－F54トF601・F788が該当する。

この3棟以外には該当するものは存在しない。火山灰により埋没した『中筋遺跡』では、季節により竪穴住居と平地

式住居を住み分けたと想定されており、平地式住居にもカマドが存在する。しかし、通常の埋没をした遺跡では、後

の耕作等により、旧地表面が削平されるため、調査時にはカマドやその痕跡は消滅しているというのが、掘立柱建物

址からカマドが検出されない理由のひとつとしてあげられている。積極的にこの考えを支持すれば、多くの掘立柱建

物址は平地式住居となる。しかし、本遺跡では火床が確認できるのであるから、大きな削平は受けていないとも考え

られる。本遺跡では竪穴住居址という呼称を考慮することなく使用してきたため、竪穴住居址に対する平地式住居址

という用語を使用したが、住居址ではなくとも平地式の土間部分が存在する建物の存在をこの3棟の掘立柱建物址は

証明している。その場合、検出された火床はカマドではない別の機能を考える必要もある。

2．高床の建物であることが想定できるもの－F483は2×3間の側柱形態で、布掘りの堀方を有している。梁間の

1辺の中央柱穴部分だけが布掘りではなく単独の堀方になっており、この柱穴の外側の両脇に主柱穴より小口径のPit
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H 4 1 8 N －4 0 － E 3 ．8 4 3 ． 8 4 0 ． 4 0 1 5 ．9 1 6 A

古墳時代Ⅲ期
・・、

ニ　　　ザ 訂 日掛血償Yここ　　糊
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鉦朗摘鈎私塾事

l H 7 2 3 N －8 10－E 3 ．2 0 2．6 8 0．2 8 1 0．2 2 0 A 北 中央 粘

H 5 4 3 N －6 0 0－E 3 ．2 8 2 ．8 4 0．3 6 1 1．0 A 北 中央 粘 張 出

H 7 1 1 N －18 0－W 3．4 0 3 ．2 0 0．6 0 1 3．2 1 6 A 北 中央 粘 e石

H 3 3 5 N －8 8 0－E 3．6 0 3 ．5 2 0．4 0 1 3．6 1 6 A 北 中央 粘 有

H 7 1 2 N －2 6 0－W 3。4 4 3 ．3 6 0．4 0 1 3．6 1 6 A 北 中央 粘 ・石

H 2 92 N －6 3 0－巨 3．7 6 3。4 8 0．4 4 1 3．7 A 北 中 央 地 山 削 出 e粘

H 65 6 N －5 5 0－E 3．60 3．4 8 0．3 6 1 4．7 A 北 中 央 地 山 削 出 e粘 。石 有

H 88 N －7 2 0－E 3．80 3．7 2 0。6 6 15 ．4 A 北 中 央 粘 ・石

H 10 2 N －2 6 0－W 3．0 8 3．8 0 0 ．6 0 16 ．1 2 0 A 北 中 央 粘 ・石

H 16 3 N －9 0 0－E 3せ9 2 3．7 6 0 ．3 6 16 ．5 A 北 東 寄 粘 e石

H 6 9 8 N －6 2 0－E 3．8 8 3．84 0 ．2 4 16 ．5 16 A 北 中 央 地 山削 出 。粘

H 6 9 3 N 7 30－E 4 ．0 4 3。7 6 0 ．4 8 16 ．9 2 0 A 北中央東害 地 山削 出 ・粘 。石

H 2 7 6 N －8 4 0－E 3。8 0 3．80 0 ．4 8 17 ．4 A 北 中央 粘

H 7 0 6 N －7 8 0－E 4 ．0 8 3．8 4 0．4 4 17 ．9 2 0 A 北 中央 地 山削 出 。粘 ・石 有

H 17 1 N －3 0 0－W 4 ．12 生 0 4 0．5 2 18 ．2 2 4 A 北 中央 粘 有 南 中央 出 入 口

H 4 9 4 N －5 0－W 4 ．2 0 3．9 6 0．5 2 18 ．8 12 A 北 中央 粘 有 貯 蔵 穴

H 6 3 9 N －2 0－W 4 ．1 6 4 ．12 0．4 4 18 ．8 2 4 A 北 中央 粘 ・石 有

H 2 8 2 N －17 0一肌／ 4 ．1 6 生 16 0．1 8 19．1 A 北 中央 粘

H 6 4 8 N －8 4 0－E 4 ．4 0 3 。8 4 0．2 8 19．3 12 A 北 中央 地 山削 出 。粘 e石 有

H 2 95 N －2 2 0－W 4．2 6 4 ．2 0 0．32 1 9．4 1 6 A 北 中央 粘

H 6 68 N －2 4 0－W 4．3 6 4 ．2 0 0．4 0 2 0．4 2 0 A 北中央東害 地 山削 出 ・粘 有 貯 蔵 穴

H 1 22 N －7 5 0－E 4．2 0 4 ．1 2 0．3 6 2 1．0 A 北 中央 地 山削 出 e粘 有

H 1 70 N －7 7 0－E 4．64 4 ．5 6 0．6 0 2 2．8 1 2 A 北 中央 粘 ・石

H 16 7 N －7 3 0－E 4．72 4 ．5 6 0．5 2 2 3．3 A 北 中央 張 出

H 5 1 1 N －2 8 0－W 4．64 4．6 0 0．3 6 2 3．5 2 4 A 北 中央 地 山 削 出 e粘 有

H 15 8 N －6 5 0－E 4．92 4．7 2 0．4 0 2 4．8 1 2 A 北 中央 粘 ・石 有

H 2 7 8 N －32 0－W 生 92 4．7 2 0 ．6 0 2 6．8 A 北 中央 粘

H 2 3 4 N －8 2 0－E 4．92 4．8 0 0 ．6 0 2 7．0 24 A 北 中 央 粘 e石 有 張 出

H 18 7 N －8 0 0－E 5．0 8 5．0 0 0 ．5 2 27 ．2 20 A 北 中 央 粘 ・石 張 出

H 2 8 0 N －6 3 0－E 5 。0 4 4。9 6 0 ．4 8 28 ．2 12 A 北 中 央 地 山 削 出 。粘 e石

＝ 3 4 7 N －16 0－W 5 ．3 2 5．16 0 ．5 6 2 8 ．6 2 4 A 北 中 央 地 山 削 出 ・粘 ・石

H 3 8 8 N －2 0－W 5 ．3 2 5．12 0 ．4 8 2 8 ．8 16 A 北 中 央 地 山 削 出 ・粘 e石

H 2 6 7 N －15 0－W 5 ．2 8 5．20 0 ．4 0 2 9 ．0 2 0 A 北 中央 粘 e石 有

H 6 4 0 N －6 8 0－E 5 。2 4 5．0 4 0 。6 4 2 9 ．4 A 北 中央 地 山 削 出 e粘 有

H 2 2 6 N －8 8 0－E 5 ．4 0 5 ．2 0 0 ．4 0 3 0 ．1 2 0 A 北 中央 地 山 削 出 ・粘 有 張 出

H 4 5 6 N 7 9 0－E 5 。4 8 4 ．7 2 0。5 2 3 1．6 A 北 中央 粘 有

H 2 4 7 N －5 4 0－E 5 ．6 0 5 ．3 2 0．5 4 3 工 8 A 北 中央 粘 e石 有 北 東 角土 抗

H 2 32 N －1 0 0一肌／ 5．6 0 5 ．3 2 0．5 6 3 2 ．0 16

1 2

2 2

A 北 中央 粘 ・石 有

有

張 出

H 4 36 N －9 0－W 5．4 4 5 ．3 2 0．64 3 2 ．1 A 北中央西害 粘 e石 貯蔵 穴

張 出

H 5 9 N 7 5 0－E 5．5 2 5 ．3 6 0．60 3 2．3 A 北 中央 地 山削 出 。粘 e石

H 7 4 1 N －7 0－E 5．8 0 5 ．7 6 0．4 4 3 6．4 A 北 中央 粘

H 4 5 7 N －7 6 0－E 6．0 8 5 ．7 6 0．4 8 4 1．9 A 北 中央 粘 ・石 有 張 出

南 中央 出 入 口

張 出

H 7 0 0 N 7 30－E 6．4 0 6 ．3 6 0．4 8 4 3．8 A 北 中央 粘 有

H 2 3 8 N －10 0－W 6．64 6．4 8 0．4 4 4 4．0 2 4 A 北 中央 地 山削 出 ・粘 有

H 15 9 N －2 3 0－W 6。60 6．5 2 0．7 6 4 4．9 2 4

2 2

24

A 北 中央 粘 有

H 5 4 9 N －13 0－V V 6．64 6．2 8 0。3 6 4 7．0 A 北 中央 粘 有

有

H 3 3 3 N －6 0 0－E 6．92 6。6 8 0 ．6 8 4 8．9 A 北 中央 地 山削 出 e粘 。石

H 4 5 4 N －14 0－W 6．7 2 6．5 2 0 ．7 2 4 9．0 A 北中央東寄 粘 。石

粘 e石

H 1 6 9 N －8 7 0－E 6．8 4 6．5 6 0 ．4 0 4 9．4 A 北 中 央 有

H l O O N －13 0一肌／ 6 ．9 2 6．7 6 0 ．6 0 5 0 ．2 16 A 北 中 央

第3表　時期別住居・址属性表1
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古墳時代Ⅲ期
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導≡薫　r蔓 ふ　　　　ここニ － 最㌔　一㍍ ’j

H 16 2 N －8 50 －E 8 ．6 0 7 ．84 0 ．4 8 6 0 ．1 A 北 中 央 石 張 出

H 3 7 3 N －8 90 －E 4 ．6 4 生 5 2 0 ．5 6 2 2 。2 2 8 A 東 中 央 粘 ・石 有

H 6 4 9 N フ 00 －E 3 ．9 2 3 ．92 0 ．5 2 15 ．9 12 A 3 北 中 央西 害 地 山 削 出 e粘 e石 有

H 6 4 7 N 7 90 －E 4 ．0 8 3 ．88 0 ．5 6 18 ．0 2 0 A 3 北 中 央東 害 地 山 削 出 ・粘 e石 有

H 6 5 0 N －87 0 －W 4 ．6 0 4 。2 4 0 ．4 4 2 1 ．1 2 0 A 3 北 中 央東寄 粘 。石 有

H 6 4 2 N －23 0 －W 4 。6 8 4 ．6 0 0 ．5 2 2 3 ．2 2 4 A 3 北 中 央 粘 e石 有

H 6 4 3 N －10 0 －W 5 ．0 8 4 ．9 2 0 ．6 4 2 8 ．2 2 8 A 3 北 中 央 地 山 削 出 ・粘 有

H 6 3 8 N －7 8 0 －E 5 ．4 8 5 ．4 4 0 ．6 0 3 3 ．4 2 4 A 3 北 中 央 地 山 削 出 e 粘 有

H 6 4 6 N －6 5 0 －E 4 ．0 0 2 ．3 2 0 ．4 4 9 ．6 C 2 北 中 央 粘 有

H 3 6 9 N －8 4 0 －E 3 ．8 0 3 ．0 0 0 ．5 0 1 2 ．3 C 2 北 中 央 粘 有

H 6 4 4 N －8 7 0 －W 4 ．1 2 3 ．5 6 0 ．4 8 1 5 ．6 1 2 C 2 北 中 央 地 山 削 出 ・粘 有 南 中 央 出 入 口

H 6 7 N 7 0 0 －E 2 ．7 2 1 ．8 4 0 ．5 2 6 ．6 北 中 央 粘

H 2 0 8 N －6 9 0 －E 2 ．5 6 2 ．0 8 0 ．5 6 6 ．8 北 中 央東害 粘 ・石

H 7 0 5 N －0 0 －W 2 ．5 6 2 ．1 2 0 ．3 2 6 ．9

H 1 0 1 N －6 3 0 －E 2 ．8 0 2 ．3 2 0 ．3 2 7 ．5 東 中 央 粘

H 64 1 N －2 9 0 －W 3 ．4 8 2 ．1 2 0 ．16 8 ．2 北 東 害 7 有

H 1 65 N －8 4 0－E 3 ．84 2 ．1 2 0 ．4 0 9 ．1 北 東 角 地 山 削 り e粘 e石 有

H 16 4 N －8 4 0－E 3 ．2 0 2 ．6 0 0 ．3 2 9 ．4 北 西 害 地 山 削 り e粘 有

H 12 6 N 7 20 －E 3 ．4 0 2 ．6 0 0 。4 8 1 1 ．2 北 中 央 東寄 粘 。石

H 4 0 2 N －8 80 －E 4 ．0 0 2 ．6 4 0 ．6 0 12 ．6 東 中 央 南害 粘

H 2 6 9 N －1 80 －W 生 0 8 3 ．8 0 0 ．4 8 16 ．9 北 中 央

H 36 7 N －8 90 －＼〃 4 ．7 2 3 ．34 0 ．5 6 17 ．5 北 東 害 地 山 削 出 e粘 e石

H 6 5 1 0 ．3 2 2 0 ．0 北 中 央西 害 地 山 削 出 e粘 。石 有

H 12 4 N －4 60 －W 4 ．2 0

l

4 ．12 0 ．3 6 2 上 9

l

北 西 害

1

土 器 ・粘 有

H 2 8 4 N －6 90 －E 4 ．7 2 4 ．5 6 0 ．4 4 2 5 ．7

古墳時代】∨期
・ニ 臥

こ　　　せ， 闇　嘉 ふ‘彗・蕊　　山　　間
日日臥Ⅴ　　　－H目星針軋 閣用酎∵＝日日嶺摘ア

′d　F 恕 ⊥　，∵ －
滞頼爛璃胡酎凱嗅

H 9 5 0 N －6 3 0 －E 3 ．4 8 3 ．12 0 ．4 0 1生 3 12 ～ 2 4 A 北 中 央 粘 ・石 有

H 7 4 2 N －7 3 0 －E 3 ．7 2 3 ．6 0 0 ．4 4 15 ．6 1 6 A 北 中 央 地 山 削 出 。粘

H 9 3 9 N －5 5 0 －E 3 ．8 2 3 ．6 0 0 ．4 8 1 5 ．6 12 ～ 2 4 A 東 中 央 粘 有

H 5 0 4 N －7 8 0 －E 3 ．7 2 3 ．6 4 0 ．5 6 1 6 ．6 1 6 A 北 中 央 粘 有

H 9 1 7 N －3 5 0 －W 4 ．0 8 3 ．7 2 0 ．6 0 1 8 ．1 12 ～ 2 0 A 北 中 央 粘 有

H 9 24 N －5 8 0 －E 4 ．0 8 4 ．0 8 0 。4 8 1 8 ．1 12 ～ 1 6 A 北 中 央 地 山 削 出 。粘 。石 有

H 5 3 9 N 7 3 0－E 4 ．0 8 4 ．0 0 0 ．6 4 1 9 ．0 1 2 A 北 中央東害 粘 有 南 中 央 出 入 口

H 9 09 N －6 4 0－E 4 ．4 8 3 。9 2 0 ．8 0 2 1 ．1 A 北 中 央 地 山 削 出 e粘 有

H 8 15 N －5 8 0－E 4 ．80 生 2 4 0 ．2 8 2 2 ．0 12 ～ 20 A 北 中 央 粘 e 石 有

H 69 9 N －2 2 0－W 4 ．36 4 ．3 2 0 ．4 8 2 3 ．1 12 A 北 中央 東害 粘 。石

H 9 5 2 N －0 0 －E 4 ．60 4 ．4 8 0 ．5 2 2 3 ．3 1 6 ～ 2 4 A 北 東 寄 粘 e 石 e地 山 削 出 有

H 4 5 2 N －8 30 －E 4 ．9 6 4 ．4 0 0 ．7 2 25 ．5 A 北 中 央 石 有

H 4 9 3 N －1 90 －W 4 ．6 0 4 ．2 0 0 ．6 8 2 8 ．8 A 北 中 央 石 有

H 2 3 5 N 7 30 －巨 5 ．8 8 5 ．72 j　o ．2 8 36 ．7 A 北 中 央 粘 ・石 有 南 中 央 出 入 口

H 9 5 8 N －4 10 －W 6 ．4 4 5 ．92 0 ．5 2 4 3 ．2 1 2 ～ 3 2 A 北 中 央 粘 ・石 有

H 4 3 7 N －72 0 －E 5 ．5 2 5 ．48 0 ．5 6 3 3 ．6 A （イ）？ 北 中 央 粘 ・石 有

H 4 7 9 N －66 0 －E 生 7 2 4 ．68 0 ．3 2 2 生 2 16 A 3 北 中 央 粘 ・石

H 17 3 N －6 4 0 －E 6 。7 2 6 ．4 8 0 ．5 2 4 6 。3 2 0 A 3 北 東 害 粘 有

H 9 1 2 N －6 2 0 －E 4 ．12 4 ．0 0 0 ．4 8 19 ．4 2 4 C 2 北中央東 寄 粘 e石 有

H 2 0 6 N －5 0 －E 2 ．8 8 1 ．8 4 0 ．44 6 ．8

H 9 1 8 N －8 4 0 －W 2 ．4 8 2 ．3 2 0 ．64 7 ．5 北 東 寄 地 山 削 出 e 粘

H 9 3 2 N －6 3 0 －E 3 ．0 0 2 ．4 8 0 。52 9 。0 北 東 粘 e石 ・土 器 有

H 3 7 2 N －4 7 0 －巨 3 ．2 0 2 ．6 0 0 ．4 2 9 ．8 1 4 北 中 央 粘 ・石

H 4 3 0 N －7 3 0 －E 3 ．1 6 2 ．7 6 0 ．16 9 ．8 東 中央南寄 粘 e石 有

H 9 5 5 N －7 5 0 －E 3 ．1 2 2 ．7 6 0 ．7 6 1 0 ．8 北 中 央 粘 。石 有

H 92 3 N －2 6 0 －E 3 ．6 0 3 ．0 0 0 ．5 2 1 3 ．1 北 中央東寄 地 山 削 出 ・粘 有

H 86 7 N －8 8 0－E 3 ．4 0 3 ．2 0 0 ．3 2 1 3 ．7 北 中 央 粘 。石 有

第4表　時期別住居址属性表2
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奈良平安時代】期
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試用慧薫
日払Y　　　　H牒技監ア 咄　：：日日牒寂あざ 三治Y ．鞍

殴ニ 置 差計量

H 14 6 N －6 4 0 －E 3 ．2 4 3 ．0 8 0 ．5 2 1 1 ．8 A 北 中 央 粘 e石

H 6 18 N －4 6 0 －W 3 ．2 4 3 ．04 0 ．1 2 12 ．2 2 0 A 北 中 央

H 7 2 2 N －7 0 0 －E 3 ．2 4 3 ．16 0 ．6 4 12 ．3 9 A 北 中央 東害 粘 南 中 央 出 入 口

H 2 4 5 N －4 5 0 －巨 3 ．4 4 3 ．28 0 ．4 8 12 ．4 A 北 中 央 粘 。石 南 東 角

H 6 0 3 N －8 6 0 －E 3 ．4 4 3 ．13 0 ．2 0 12 ．6 2 0 A 北 中 央 粘 e 石 有

H 9 3 1 N －4 0 0 －W 3 ．4 4 3 ．2 0 0 ．4 0 12 ．7 1 2 ～ 2 4 A 北 中 央 粘 ・石 有

H 1 1 3 N －5 7 0 －E 3 ．2 0 3 ．12 0 ．7 6 13 ．0 1 6 A 北 中 央 粘 ・石 有

H 8 3 9 N －2 3 0 －W 3 。3 6 3 ．2 8 0 ．4 8 13 ．4 8 ～ 2 0 A 北 中 央 粘 有 南 中 央 出 入 口

H 1 9 2 N －7 5 0 －巨 3 ．5 2 3 ．3 6 0 ．5 0 13 ．5 2 0 A 北 中 央 粘 ・石 有 南 中 央 出 入 口

H 1 1 4 N －3 1 0 －W 3 ．7 2 3 ．6 0 0 ．4 8 1 5 ．5 A 北 中 央 粘 e石 有

H 8 5 1 N －5 1 0－E 3 ．8 4 3 。5 6 0 ．3 2 1 5 ．6 12 ～ 3 2 A 北 中 央 粘 e石 有

H 3 5 6 N －7 5 0－E 4 ．0 8 3 ．5 6 0 ．5 6 1 6 ．3 1 0 A 北 中 央 粘 ・石 有

H 2 3 6 N 7 0 0－E 3 ．9 6 3 ．7 6 0 ．4 4 1 7 ．5 A 北 中 央 粘 有 南 中 央 出 入 口

H 95 6 N －1 8 0－＼〟 4 ．02 3 ．8 0 0 ．6 0 1 7 ．8 12 へノ1 6 A 北 中 央 粘

H 85 3 N －2 50 －W 3 ．72 3 ．6 8 0 ．5 6 1 8 ．1 16 ′－20 A 北 中 央 粘 e石 有 南 中 央 出 入 口

H 13 4 N －6 00 －E 生 32 4 ．0 8 0 ．6 4 1 8 ．4 12 A 北 中 央 粘 ・石 有

H 17 5 N 7 70 －E 4 ．0 8 孔 0 4 0 ．5 6 1 9 ．0 A 北 中 央 粘 e石

＝ 18 5 N －29 0 －W 生 2 0 3 ．9 2 0 ．5 6 1 9 ．0 A 北 中 央 粘 ・石

H 3 6 6 N －70 0 －E 4 ．2 8 4 言 2 0 ．6 4 19 ．1 16 A 北 中 央 粘 ・石 有

H 2 2 2 N －5 8 0 －E 4 ．2 8 3 ．8 0 0 。5 6 19 ．5 16 A 北 中 央 粘

H 2 5 N －2 4 0 －E 4 ．4 0 4 ．0 8 0 ．8 4 19 ．8 16 A 北 中 央 粘 ・石 有

H 5 0 5 N －6 8 0 －E 4 ．2 4 3 ．9 6 0 ．7 2 2 0 ．2 7 2 A 北 中央 東寄 粘 e石 有

H 9 6 6 N －6 2 0 －E 4 ．4 0 4 ．2 4 0 ．3 6 2 0 ．8 1 2 ～ 2 4 A 北 中央 東雲 粘 有 南 中 央 出 入 口

＝ 9 4 8 N －7 0 0 －E 4 ．4 0 4 ．0 0 0 ．4 0 2 工 3 2 4 ～ 5 6 A 北 中 央 粘 有 南 中 央 出 入 口

H 9 5 4 N －6 8 0 －巨 4 ．8 8 3 ．8 0 0 ．4 0 2 1 ．4 1 6 ～ 3 2 A 北 東 害 粘 e 地 山 削 出 有

H 9 3 5 N －4 2 0 －W 4 ．4 0 4 ．0 8 0 ．4 0 2 2 ．9 1 6 ～ 2 4 A 北 中 央 粘 有

H 7 8 0 N －4 3 0 －1〟 4 ．6 0 4 ．0 8 0 ．2 8 2 3 ．1 22 ～ 2 8 A 北中央 西害 粘 ・石 南 中 央 出 入 口

H 7 0 9 N －7 0 0 －W 生 5 6 4 ．3 6 0 ．6 4 2 3 ．8 8 A 北 中 央 粘

H 9 5 N －3 2 0－W 4 ．6 4 4 ．6 0 0 ．3 6 2 3 ．9 2 8 A 北 東 害 粘 有

H 94 7 N －7 0 0－E 生 6 0 4 。3 2 0 ．6 8 2 4 ．0 2 0 ～ 3 2 A 北 中 央 粘 有 南 中 央 出 入 口

H 35 3 N －6 4 0－E 4 ．8 8 4 ．5 6 0 ．66 2 4 ．5 2 0 A 北 中 央 粘 e石

H 66 N －1 7 0－W 生 7 2 4 ．3 6 0 ．5 6 2 4 ．6 1 4 A 北 中 央 粘 ・石

H 36 5 N －6 6 0－E 4 ．7 6 4 ．6 4 0 ．6 8 2 4 ．9 1 6 A 北 中 央 粘 有

H 73 4 N －64 0－E 生 80 4 ．6 0 0 ．6 8 2 7 ．5 2 4 A 北 中央東寄 粘 有

H 9 5 3 N －6 30 －E 5 ．2 8 5 ．1 6 0 ．4 0 2 7 ．6 2 4 ～ 3 6 A 北 中 央 粘 e石 有 南 中 央 出 入 口

H 7 17 N －69 0 －E 5 ．0 0 生 8 8 0 ．5 2 3 上 1 A 北 中 央 粘 有

H 2 5 8 N －6 0 0 －E 6 ．2 4 5 ．8 4 0 ．4 8 3 6 ．9 A 有

H 13 1 N －7 2 0 －E 6 ．16 5 ．9 6 0 ．5 2 3 7 ．4 20 A 北 中 央 粘 有

南 中 央 出 入 口

H 8 4 0 N －3 4 0 －＼〟 4 ．6 0 4 ．5 2 0 ．6 8 2 3 ．9 3 2 ～ 40 A 北 中 央 粘 ・石 有

H 9 3 6 N －3 0 0 －W 3 。5 2 3 ．2 0 0 ．3 2 1 3 ．9 1 2 ～ 20

1 6 ～ 2 8

A l （ア） 北 中央東寄 粘 有

H 8 0 9 N －6 8 0 －E 3 。2 0 2 ．6 8 0 ．2 0 10 ．5 A l （ア） 北 東 角 粘 ・石 有

有

南 側 出 入 口

H 9 1 3 N －6 0 0 －E 3 ．8 0 3 ．60 0 ．6 4 16 ．1 A 3 北 中央東寄 粘 e石 南 中 央 出 入 口

南 出 入 口

南 中 央 出 入 口

H 9 3 3 N －3 8 0 －＼〟 5 ．1 2 4 ．4 8 0 ，6 8 26 ．5 1 2 ～ 2 8 A 3 北 中 央 粘

H 5 4 0 N －2 6 0 －W 5 ．1 6 4 ．9 6 0 。5 6 2 9 ．5 2 8

12

A 3 北 中 央 粘 ・石 有

H 6 6 9 N －6 7 0 －E 2 。0 4 1 ．3 4 0 ．1 6 3 ．4 C 2 北 中央 東害 粘 ・石

H 7 1 3 N －6 0 0 －E 3 ．2 4 3 言 2 0 ．5 2 1 上 9 C 2 北 中 央 粘

H 9 6 7 N －5 2 0 －E 4 ．7 2 3 ．5 2 0 ．2 8 19 ．3 C 2 北 中 央 粘 。石

H 3 48 N －6 7 0 －巨 2 。8 4 2 ．0 8 0 ．5 6 6 ．9 北 中 央 粘 ・石

H 7 33 N －6 8 0 －E 2 ．6 8 2 ．2 4 0 ．4 8 7 ．2 北 中 央 涛占。石

H 7 32 N －7 5 0 －E 2 ．9 6 2 ．4 4 0 ．4 4 8 ．8 北 東 害 粘

＝ 77 N －7 7 0－E 2 ．8 0 2 ．6 4 0 ．4 0 9 ．5 北 東 寄 粘 ・石

H 5 3 6 N －5 7 0－E 4 ．1 2 2 ．9 6 0 ．6 8 14 ．0 北中央 東害 涛占e 石
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監　　　ニ 三‾．　ヱミ
ささ邑Y　　　　H用瀬誌γ 認諾瀾漂溺乱読恩 塗ニ廷≡ヨ　F等 装㌔　㌶㌍

H 7 1 6 N －7 6 0 －E 3 ．2 0 3 ．0 0 0 ．4 0 1 2 ．0 1 6 A 北 中 央 粘 e石

H 7 5 7 N －3 3 0 －W 3 ．4 8 3 ．3 2 0 ．4 0 1 3 ．0 12 ～ 18 A 北 中央東寄 粘 ・石 有

H 7 7 1 N －4 9 0 －E 3 ．5 2 3 ．5 2 0 ．36 1 4 ．7 8 ～ 12 A 北 中 央 粘 。石

H 3 62 N －14 0 －W 3 ．5 2 3 ．4 8 0 ．7 2 1 5 ．2 32 A 北 中 央 粘 ・石 有

H 7 9 N －1 7 0 －1〟 3．6 8 3 ．4 0 0 ．5 2 1 5 ．5 20 A 北 中 央 粘 有

H 48 0 N －7 8 0－E 3 ．9 6 3 ．5 2 0 ．5 6 1 5 ．6 12 A 北 中 央 粘 e石 有

H 14 4 N －5 9 0－E 3 ．84 3 ．3 6 0 ．5 2 1 5 ．7 2 0 A 北 中 央 粘 ・石

H 65 7 N －3 10 －W 3 ．6 8 3 ．5 2 0 ．6 8 15 ．8 2 4 A 北 中 央 粘 ・石

H 4 8 N －1 20 －W 3 ．9 6 3 ．8 0 0 ．9 6 16 ．0 A 北 中 央 粘

H 30 8 N －6 30 －E 3 ．7 6 3 ．7 6 0 。5 2 16 ．2 A 北 中 央 粘 有

H 2 4 2 N －6 00 －E 3 ．9 6 3 ．7 2 0 ．5 6 16 ．8 10 A 北 中 央 粘 南 中央 出 入 口

H 4 3 1 N －64 0 －E 3 ．9 2 3 ．7 6 0 ．5 6 16 ．9 16 A 北中央東 害 粘 有 南 中央 出 入 口

H 4 9 9 N 7 30 －E 3 ．9 2 3 ．8 8 0 。5 6 17 ．4 2 0 A 北 中 央 粘 ・石 有

H 5 0 N －4 8 0 －E 4 ．0 0 3 ．8 8 0 ．6 8 17 ．6 A 北 中 央 粘 有 張 出

H 9 4 2 N －3 6 0 －W 3 ．9 2 3 ．8 0 0 ．4 8 17 ．7 12 ～ 2 8 A 北 中 央 粘 e石 南 中 央 出 入 口

H 5 7 N －2 9 0 －W 4 ．2 4 4 ．12 0 ．6 4 18 ．9 1 6 A 北 中 央 粘 有

H 7 5 6 N －3 3 0 －W 4 ．0 0 3 。5 2 0 ．5 6 18 ．9 8 ～ 2 0 A 北 中 央 ？ 粘 。石 南 中 央 出 入 口

H 5 3 0 N －7 0 0 －E 4 ．0 0 生 0 0 0 ，5 2 19 ．2 2 0 A 北 中 央 粘 有

H 2 2 1 N －6 10 －E 4 ．2 4 3 ．7 0 0 ．4 0 1 9 ．5 2 8 A 北 中 央 有

H 5 6 N －5 5 0 －E 4 ．2 0 生 0 8 0 ．6 6 1 9 ．5 A 北 中 央 粘 ・石

H 8 2 N －16 0 －W 生 2 0 生 0 0 0 。6 0 1 9 ．6 A 北 中央西害 粘 ・石 有

H 8 68 N －5 3 0 －E 4 ．2 0 4 ．1 6 6 b4 0 1 9 ．8 2 0 ～ 24 A 北 中 央 粘 南 中央 出入 口

H 8 00 N －6 0 0－E 4 ．4 0 3 ．6 8 0 ．4 8 2 0 ．2 10 ～ 12 A 北 中 央 南 中央 出入 口

H 7 72 N －3 7 0－W 4 ．44 4 ．0 4 0 ．0 4 2 0 ．3 A 北 中 央 粘 有

H 58 9 N －3 4 0－W 生 04 3 ．8 0 0 ．4 0 2 0 ．5 16 A 北 中 央 粘 e石

＝ 63 N －1 1 0－W 4 ．24 3 け5 6 0 ．8 0 2 1 ．5 2 0 A 北 中 央 粘

H 5 8 1 N －5 70 －E 生 92 3 ．9 2 0 ，3 6 22 。7 16 A 北 中 央 粘 ・石

H 9 6 N －2 20 －W 4 ．72 生 7 2 0 ．6 8 22 ．8 16 A 北 中 央 粘 ・石

H 8 4 3 N －3 10 －W 4 ．6 4 4 ．5 2 0 ．5 2 2 4 ．4 2 0 ～ 3 6 A 北 中 央 粘 ・石 有 南 中央 出入 口

H 8 6 0 N －4 8 0 －E 4 ．7 2 4 ．4 0 0 ．6 0 2 4 ．9 16 ～ 2 4 A 北 中 央 粘 有 南 中央 出入 口

H 5 7 0 N －60 0 －E 5 ．0 4 5 ，00 0 ．3 6 2 8 ．2 2 4 A 北 中 央 粘 有

H 8 4 7 N －5 2 0 －E 5 ．2 4 4 ．80 0 ．4 8 3 0 ．2 16 ′～2 8 A 北 中 央 粘 。石 有 南 中央 出 入 口

H 8 3 N －2 3 0 －＼〟 5 ．4 0 5 ．08 0 ．7 2 3 上 7 A 北 中 央 粘 ・石 南 中 央 出 入 口

H 8 5 0 N －2 8 0 －W 5 ．9 2 5 。5 2 0 ．4 4 3 5 ．3 A 北 中 央 粘 。石 有 南 中 央 出 入 口

H 5 0 8 N －6 3 0 －E 6 ．0 4 5 ．4 8 0 ．6 8 3 7 ．1 1 6 A 北 中 央 粘 ・石 有

H 5 5 7 N －4 8 0 －E 6 ．4 0 6 ．16 0 ．5 2 4 9 ．7 1 6 A 北 中 央 粘 有

H 7 7 3 N －3 3 0 －W 生 3 6 4 ．2 0 0 ．32 2 2 ．0 2 4 ～ 3 2 A ． 北 中 央 粘 ・石 有

南 中 央 出人 口

面 中 央 出人 口

面 中央 出入 口 、張 出

西 北 に張 出有

H 7 9 3 N －6 5 0 －巨 3。6 0 3 ．5 6 0 ．64 1 4 ．7 16 ～ 2 4

28

A l （ア） 北 中 央 粘 e石 有

有

有

有

H 3 7 0 N －7 9 0 －E 3 。7 2 3 ．6 8 0 ．36 1 5 。5 A l （ア） 北 中 央 粘 。石

H 4 8 1 N －1 1 0 －W 3 。4 4 3 ．2 8 0 ．6 4 1 4 ．0 A l （ウ） 北 中 央 粘 e石

H 55 4 N －4 8 0－E 5 ．7 6 5 ．6 0 0 ．5 6 3 6 ．7 A 3 北 中 央

北 中 央

粘

土 器 ・粘 ・石

H 4 6 2 N －1 5 0－W 3 ．7 6 3 ，6 8 0 ．5 2 1 5 ．8 0 ．2 B

H 34 9 N －2 9 0－W 4 ．2 8 3 ．7 2 0 ．6 8 1 7 ．5 2 0 B

H 6 7 7 N －2 2 0－W 7 ．92 7 ．4 8 0 ．8 0 6 6 ．4 2 0

16

B 4 北 中 央 粘 。石

H 5 2 0 N －6 70 －E 2 ．64 2 ．0 4 0 ．3 6 7 ．1 C 2 北 中 央 粘

粘 ・石

土器

粘 e石

H 16 8 N －6 30 －E 3 。6 0 2 ，6 0 0 ．5 2 10 ．9 C 2 北 西 害

H 7 6

H 2 0 0

H 3 7 6

N －20 0 －W

N －89 0 －E

3 ．5 2

2 ．6 8

3 ．4 8

1 ．8 0

0 ．6 8

0 。2 8

0 ．2 6

13 ．9

6 ．1

6 ．2

C 2 北 中 央

北 中央

東 中央

H 3 8 1 N －8 10 －E 2 ．5 6 2 ．04 0 ．4 0 7 ．0 東 北 寄 地 山削 出

H 6 5

日 2 9 3

H 7 8 6

N －8 3 0 －E

N －3 7 0 －W

N －5 7 0 －E

2 ．7 2

2 ．7 2

2 ．8 0

2 ．4 4

2 ．4 8

2 ．3 6

0 ．6 4

0 ．4 2

0 ．2 8

7 ．8

8 ．0

8 ．1

北中央 東寄

北東 害

粘

粘

粘H 8 9 N －7 6 0 －W 3 ．2 0 2 ．7 6 0 ．4 8 9 ．6 北 中 央

H 5 9 6 N －4 2 0 －W 2 ．9 2 2 ．8 0 0 ．1 2 9 ．7 北 中 央 粘 。石

H 6 2 N －2 1 0 －W 2 ．8 0 2 ．6 0 0 ．4 8 1 0 ．0 北 中 央 粘 ・石
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奈良平安時代日期

邑三選監ア
喀㌫ ￥芸

監笥　　ニ 琶新調隔瑚尾張意　　ここ　奴
日駐㌔遵ヒ霊1日恕鼻下 鋤牒㌫ごりi・呵瓢璧

苛無感㌣㌫竃虹芯．‘e㌫．q 鴎ここ筐≡雷　町幸 狐　　　．さ、

H 8 7 0 N －3 4 0 －W 3 ．16 3 ．0 4 0 ．7 2 1 1 ．2 北 東 害 粘 南 中 央 出 入 口

H 5 1 N －16 0 －W 3 ．0 8 3 ．0 0 0 ．60 1 1．6 北 中 央 粘

H 3 4 3 N －2 5 0 －W 3 。5 2 3 ．3 2 0 ．5 6 1 2 ．9 北 中 央 粘 ・石

H 94 0 N －5 7 0 －E 3 ．3 6 3 ．2 0 0 ．9 8 1 3 ．4 北 中央東害 粘 e石 南 中 央 出 入 口

H 32 8 N 7 3 0 －E 3 ．7 0 3 ．4 0 0 ．6 4 1 4 ．5

H 18 9 N －1 3 0 －W 4 ．34 4 ．2 8 0 ．4 4 2 0 ．8 2 2 北 中 央 粘 e石 有

H 72 N －2 7 0－W 5 ．60 5 ．2 4 0 ．6 8 3 5 ．1

奈良平安時代Ⅲ期

’．，≒．‘羊．は一grJp
諾

監慧　　こ 置掛澗翫瑠瓶詰
胞 紅Ⅴ 、；瀾蟻稲澤 ＝ 故詞∴H＝ゴ日　　払曾 Xq　YXぢ＿　キ 抗急患浩 幻惑甑憲 － ㌣　㌶持

l H 2 7 0 N －6 7 0－E 3．4 4 3 ．3 2 0．4 0 1 4．2 A 北 中央 粘 有

i H l 1 1 N －1 7 0－W 3．5 6 3 。5 2 0．4 8 1 5．4 A 東中央南害

l H 54 4 N －4 0 0－W 3．8 8 3．5 6 0．5 6 1 6．4 A 北 中央 粘 南 中 央 出入 口

l H 2 16 N －7 0 0－E 3．84 3．6 0 0．5 2 1 6．4 2 0 A 北 中 央 粘 南 中 央 出入 ロ

I H lO 5 N －6 3 0－E 3．88 3．7 6 0．6 4 1 7．0 2 0 A 北中央東寄 土 器 e粘 南 中央 出入 口

】H 7 3 N －1 7 0－W 4．0 8 3．9 2 0 ．5 6 1 7．8 A 北 中 央 土 器 。粘

l H 6 4 5 N －1 7 0－W 4．2 4 3．6 8 0 ．6 0 1 7．9 2 0 A 北 中 央 粘 ・石 南 中央 出入 口

I H 9 0 8 N －5 60－E 4．0 0 4．00 0．2 8 1 9．4 1 6 A 北中央西害 粘 有

】 H 15 5 N －3 0 0－W 4 。2 8 3．84 0．6 8 1 9．7 16 A

l H 3 8 9 N －2 5 0－W 4 ．4 0 4．3 6 0．3 6 2 0 ．0 16 A 北 中央 有 南 中央 出入 口

H 5 0 1 N 7 5 0－E 3 ．7 6 3．6 4 0．5 2 17 ．6 16 A 東 中央 粘 e土器

H 1 4 8 N －2 7 0－W 4 ．5 6 4 ．2 4 0．7 4 2 0 ．4 2 8 A 北 中央 粘 有 南 中央 出 入 口

H 3 8 2 N 1 0－W 4 ．5 2 4 ．0 4 0．24 2 0 ．6 A 北 中央 粘 e石

H 6 0 5 N －6 3 0－E 4 ．0 0 3 ．9 2 0．4 0 2 0．7 A 北 中央 粘 ・石

H 1 2 7 N －2 4 0－W 4．5 6 4 ．1 2 0．3 4 2 1．6 2 4 A 北 中央 土 器 。粘 有 南 中央 出 入 口

H 1 72 N －1 7 0－W 4．7 2 4 ．0 8 0．3 6 2 1．6 2 0 A 北 中央 粘 ・石

H 54 1 N －5 2 0－E 4．3 6 4 ．2 4 0．3 6 2 1．9 2 4 A 北 中央 粘 ・石

H 6 19 N －4 0 0－W 4．56 4．4 0 0．2 8 2 2．1 2 4 A 北中央西害 粘 有

H 3 18 N －64 0－E 4．48 4．0 4 0 ．2 4 2 2．4 2 0 A 北 中央 粘

H 8 4 2 N －5 9 0－E 4．64 4．4 0 0 ．7 2 2 2．4 16～ 3 2 A 北 中 央 粘 ・石 ・土器 南 中 央 出入 口

H 3 2 6 N －2 2 0－W 4 ．76 4．3 6 0 ．5 2 2 4．6 2 8 A 北 中 央 粘 e石 南 中 央 出入 口

H 5 3 2 N －7 5 0－E 孔 7 2 4．44 0 ．6 0 2生 7 2 0 A 北 中 央 粘 有

H 2 1 4 N －2 7 0－W 5 ．0 8 4．32 0 ．7 2 2 5 ．1 16 A 北 中 央 粘 有

H 7 7 8 N －3 10－W 4 ．9 2 4．68 0。3 6 2 6 ．0 8～ 2 0 A 北 中央 粘 ・石 南 中央 出入 口

H 6 3 3 N －2 10－W 生 7 6 4．7 2 0．4 8 2 6 ．3 2 4 A 北 中央 粘 ・石 ・土 器

H 2 2 0 N －14 0－W 4 ．9 2 4 ．8 0 0．5 2 2 7 ．1 A 北中央東害 粘 有

H 4 5 1 N －7 8 0－E 生 9 6 生 6 4 0．5 6 2 7 ．7 A 北 中央

H 40 1 N －2 4 0－W 4 ．9 6 4 ．8 6 0．5 6 2 9 ．6 A 北 中央 粘 ・石

H 67 8 N －1 9 0－W 5．2 8 4 ．9 2 0．5 6 3 0 ．3 2 0 A 北 中央 粘

H 6 12 N －6 8 0－E 2．6 8 2 ．4 0 0．2 8 7．8 12 A l（ア） 北 中央 粘 ・石

H 7 2 8 N －2 0－W 生 0 8 3 ．9 2 0．5 2 1 8．5 1 6 A l（ア） 北中央西害 粘 e石 e土 器

H 5 6 8 N －6 4 0－E 4．2 0 3 ．8 8 0．5 2 1 8．6 3 2 A l （ア） 北 中央 粘 有 貯 蔵 穴

H 3 6 4 N －7 5 0－E 4．40 4．0 0 0 ．8 0 2 0．2 2 8 A l （ア） 北 中央 粘

H 7 7 4 N －6 30－E 4．4 4 4．1 6 0 ．4 8 2 2．1 12 ～ 1 6 A l（ア） 北 中央 粘 南 中 央 出 入 口

H 7 1 8 N －2 3 0－W 7。5 6 6．8 0 0 ．5 6 5 5．2 2 0 B 4 北 中 央 粘 e石 有 南 出入 口

H 7 3 8 N 7 7 0－E 3．16 2．7 2 0 ．6 4 1上 3 C l 北 西 害 石 有

H 9 3 8 N －10 0－W 3．7 6 3．6 8 0 ．3 6 1 7．9 C l 北中央東雲 粘 e石

H 2 5 2 N －2 5 0－＼〟 6 ．2 4 5．96 0．5 2 36 ．3 D 北 中 央 寒占

H 2 6 5 N －6 8 0－E 2 ．8 0 2．6 8 0．4 8 8 ．6

・　 】

l

l

i

北 中 央 粘

有

l

H 25 9 N －3 1 0－W 3 ．0 0 2．5 6 0．4 0 9 ．4 東 中 央 石

H lO 4 N －5 5 0－E 3 ．0 4 2．8 8 0．4 8 10 ．3 北 中 央 土 器 ・石

H 83 1 N －6 2 0－E 3 ．1 2 2 ．7 2 0。2 8 10 ．6 北 中 央 粘 e石

H 87 N －5 8 0－E 3．3 2 2 ．9 6 0．5 6 10 ．8 北 中央 土器 ・粘 ・石

H 13 5 I

H 2 15 】

N －6 2 0－日

N －7 7 0－E l

3．7 6

3．1 6

2 ．5 2

2 。8 0 1

0．64

0．4 4

10 ．8

1 0 ．8

東 南害 粘 e石
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奈良平安時代Ⅲ期

r　ご・　噂，
ね濫錮隠 ぬ　7第毒

づきさ　　あY
義旗斬 ・ニ なここ 措　 監 血　　　　　ごニニ － ぷニニ　・．融

琵‘慧　　テ 産‾茶 道xY　　 もy

H 4 8 7 N －8 8 0 －E 3 ．0 8 3 ．0 4 0 ．5 2 1 1 ．2 北 中 央 粘

H l O 7 N －5 4 0 －巨 3 ．5 2 2 。6 4 0 ．6 8 1 1 ．9 北 中 央 土 器 ・粘 ・石 南 中 央 出 入 口

H 6 7 0 N －2 8 0 －W 3 ．6 8 3 ．6 0 0 ．3 2 1 6 ．1 北 中央東害 粘 ・石

H 2 7 9 N －5 9 0 －E 4 ．3 6 3 ．5 6 0 ．4 6 1 7 ．6 北 東 害 粘 ・石

H 7 1 N －2 6 0 －W 4 ．4 0 4 ．1 6 0 ．6 8 2 上 4

奈良平安時代Ⅳ期

論．Ⅴ慧消H謬惑溺繹 ※毎払y　　4日牒貴誌Ⅴ 髄　十二一，一Jきき　　鼓Yr
ごJHHぶりぼ
叩ヨ
虹．．崖≡妻　≡ 伽　　　　d‾一丸Y ふ　　　　　　こごここ 苧養討報

巨芋一㍍鷹 Y　 hy　染

H 80 5 N －4 1 0－W 2．8 8 2．8 4 0 ．4 0 10 ．5 1 6 A 北 東 害 粘 ・石 南 中央 出入 口

H 4 9 5 N －6 4 0－E 生 0 0 3．0 0 0 ．4 4 14 ．3 A 北中央東害 石 ・土器 有

H 34 6 N －2 0 0－1〟 生 0 0 3．1 6 0 ．4 8 1生 8 20 A 北 中央 粘 e石

H 5 8 4 N －3 8 0－＼〟 3．5 2 3．4 4 0 ．3 2 15 ．2 A 北 中央

H 9 3 4 N －1 7 0－W 3．92 3。6 8 0 ．2 4 15 ．7 A 北 中央 粘 南 中央 出入 口

H 4 2 4 N －9 0－V V 生 0 8 3．7 6 0 ．4 4 15 ．9 A 北 中央 地 山 削りe粘

H 6 9 7 N －2 2 0－刷 r 3．7 2 3．6 0 0 ．5 2 16 ．0 A 北 中央 粘

H 9 0 N －2 0 0－W 生 0 8 3．6 6 0 ．6 8 17 ．1 A

H 15 2 N －6 70－巨 4．4 8 3．4 0 0．5 2 17 ．4 12 A 北 中央 土器 ・粘 ・石 有

H 6 9 2 N －70 0－E 4．2 4 3．6 0 0．4 0 18 ．7 0．2 A 北 中央 粘 。石 南 中央 出入 口

H 12 3 N －24 0－V V 4．2 0 3．80 0．5 2 19 ．3 A 北 中央 土器

H 6 0 N －84 0－E 4 ．4 4 3．92 0．6 0 2 0 ．6 A 北 中央 土器 ・粘 。石

H 9 14 N －60 0－E 4 ．4 4 3．76 0．1 2 2 0 ．9 1 6～ 2 4 A 北 中央 石

H 8 3 0 N －6 5 0－E 4 ．8 8 4．0 4 0．1 2 2 1．9 A 北 中央 石 有 南 中央 出 入 口

H 8 7 8 N －33 0－＼〃 4 ．5 6 4．16 0．0 4 2 1．9 2 8 A 北 中央 粘 ・石 ． 有

H 8 8 1 N －3 0 0－W 4 ．5 2 4．0 8 0言 6 2 1．9 1 6～ 2 8 A 北 中央 石 南 中央 出 入 口

H 4 2 9 N －7 3 0－E 4 ．6 0 4 ．16 0．6 4 2 2 ．1 2 0 A 北 中央 粘 ・石 有

H 5 6 9 N －2 6 0－W 生 5 6 4 ．5 2 0．4 8 2 3 ．0 16 A 北 中央 粘 e石 有 南 中央 出 入 口

H 5 3 7 N －2 9 0－VV 5 ．0 0 4 ．0 4 0．4 4 2 4 ．3 16 A 北 中央 粘 。石 南 中央 出 入 口

H 7 1 4 N －2 4 0－W 4 ．7 2 4 ．4 0 0．64 2 4．5 2 0 A 北中 央 粘 南 中央 出 入 口

＝ 5 4 5 N －2 8 0一肌／ 4 ．6 4 4 ．6 0 0．3 6 2 4．9 2 8 A 北中 央 粘 有 貯 蔵 穴

H 3 8 7 N －2 0－W 5 ．0 8 生 5 6 0．3 6 2 5．4 16 A 北中 央 粘 e石 南 中央 出 入 口

H 6 3 2 N －2 3 0－W 4 ．7 6 4 ．6 4 0．32 2 5．7 1 6 A 北中 央 粘 有

H 3 2 9 N －7 6 0－E 5 ．0 8 生 4 8 0．5 2 2 7．7 1 4 A 北中 央 粘 ・石 有 南 中 央 出 入 口

H 5 7 5 N －2 5 0－W 5．5 6 生 7 2 0．36 3 0．6 A 有 南 中 央 出 入 口

H 2 5 0 N －6 2 0－E 6．2 4 6 ．0 4 0．5 6 4 3．4 A 北 中 央 粘 。石

H 1 1 2 N －19 0－W 3．9 2 3 ．8 0 0．7 6 1 8．0 A （イ）？ 北中央東寄

H 1 25 N －2 0 0－＼〟 4．5 6 4 ．4 4 0 ．6 4 2 5．1 A （工）？ 北 中 央 粘

H 5 82 N －5 2 0－E 2。3 6 2 ．12 0 ．2 8 6．4 A l（ア） 北 中 央 石

H 5 66 N －6 8 0－E 3．0 4 3 ．0 0 0 ．4 8 1 0．8 2 4 A l（ア） 北 中 央 粘 有 南 中 央 出 入 口

H 9 1 1 N －6 8 0－E 3．2 0 3 ．0 4 0 ．4 0 1上 7 16～ 2 4 A l（ア） 北 中 央 7 有 南 中 央 出 入 口

＝ 38 4 N －6 0 0－E 3．8 4 2 ．7 6 0 ．4 0 1 2．7 A l（ア） 北 中 央 土 器 。粘 e石

H 36 3 N －9 0 0－E 4．1 2 3 ．8 0 0 ．6 0 1 7．3 2 0 A l（ア） 北 中 央 粘 e石 有 南 中 央 出 入 口

H 1 18 N －6 3 0－E 4．4 8 4 ．2 4 0 ．4 8 2 2．4 A l（ア） 北 中 央 粘 e石 有

H 69 0 N －6 0 0－E 2．7 6 2．3 2 0 ．4 0 7．9 1 6 A l （エ） 北 中 央 粘 。石

H 5 2 6 N －6 8 0－E 3．3 6 2．7 2 0 ．6 0 1 1．7 2 0 A l （工） 北 中 央 粘 南 中 央 出 入 口

H 8 2 3 N －3「 W 3．80 3．7 6 0 ．4 8 1 6．7 8～ 2 0

12

1 2～ 20

A l （工） 北 中 央 粘 ・石

有

有

南 中 央 出入 口

H 2 5 5 N －6 1 0－巨 4．0 0 3．3 2 0 ．5 0 14 ．9 A lア 北 中 央 石

H 17 7 N －6 8 0－E 4．6 4 4．2 0 0 ．6 4 22 ．4 A lア 北 中 央 粘 e石

H 19 8 N －6 9 0－E 3．8 0 3。5 6 0 ．6 8 16 ．3 B l 北 中央 粘 ・石 南 中 央 出人 口

面 出 入 口

H 5 2 7 N －2 20－W 4．12 4．1 2 0 ．3 2 19 ．4 B l 北中央東寄 粘

H 7 9 5 N －6 10－E 3．9 2 3．4 4 0 ．4 0 16 ．6 B 3 北 中央 粘 。石

H 7 1 5 N －7 20－E 4．2 0 3．7 6 0 ．4 0 20 ．2 16

1 0～ 16

B 3 北 中央 粘 e石

7

H 3 0 5 N －7 60－E 3．0 4 2．8 8 0 ．3 2 10 ．2 C l 北 中央

H 5 2 3 N －7 10－E 2．7 6 2．2 8 0．1 2 7 ．7 C l 北 中央

H 8 1 6 N －3 0 0－W 3．16 2．92 0．3 6 1 1．6 C l 東南 害 粘 ・石

第8表　時期別住居址属性表6
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奈良平安時代IV期
雪ヱ 蹴

ここ　　伊 －
意　読こ　組

．き HHさ 那摺∵郡 W　e　　ぉ　h－ 亀ニ ㌣浪ま隊ヱごご恩　　　ここ誌甲、舅H哉軋詳遅日窯 ぬ㌣遜巴霊バ日報牒ア 日　　払Ⅴ 。環．モ ほほ鐙 hV ぷ
I H 9 0 7 N －5 7 0 －W 3 ．2 8 3 ．0 4 0 ．32 1 2 ．5 C l 北 中央東害 粘 ・石 ・土 器

H 82 6 N －5 2 0 －E 生 0 0 3 言 2 0 ．12 1 5 ．3 4 ～ 1 6 C l 北 中 央 粘 e石 有 南 中 央 出 入 口

H 76 0 N －4 2 0－W 3 ．3 2 2 ．9 6 0 ．2 8 1 2 ．1 C l ？ 北 中 央 粘 。石

H 94 9 N －7 5 0－E 3 ．04 2 ．8 8 0 ．4 8 1 0 ．2 1 2 C 2 北 中 央 粘 ・石 有 南 中 央 出 入 口

H 79 0 N －5 3 0－E 3 ．72 2 ．5 6 0 ．16 1 1 ．6 C 2 北 東 寄 石

l H 5 9 1 N －3 3 0－W 3 ．2 0 3 ．0 4 0 ．3 6 1 2 ．3 C 2 北 中 央 粘 ・石

H 1 17 N －5 8 0 －E 3 ．3 6 3 ．2 4 0 ．4 0 1 2 ．4 C 2

H 10 8 N －5 5 0 －E 3 ．6 0 3 ．3 6 0 ．5 6 1生 8 C 2 北 中 央

H 5 5 8 N －6 0 0 －E 3 ．6 8 3 ．08 ［ 0 。2 0 15 ．1 12 C 2 北 中 央 粘 ・石

H 9 1 N －6 3 0 －E 3 ．16 2 ．0 4 0 ．5 2 6 ．3 北 中 央 粘 有

H 19 9 N －5 7 0 －E 2 ．3 2 2 ．3 0 0 ．4 0 6 ．4

H 4 7 7 N －8 2 0 －E 2 ．9 2 1 ．9 2 0 ．4 0 6 ．9 北 中 央 粘 。石 e土 器

H 3 2 0 N －1 9 0 －W 2 ．5 6 2 ．4 0 0 ．2 0 7 ．3 北 中 央

H 2 9 7 N －6 9 0 －E 2 ．7 2 2 ．2 8 0 ．60 7 ．7 北 中 央

H 84 6 N －6 0 0 －E 2 ．6 0 2 ．4 8 0 ．4 4 8 ．1 北 中 央 7

H 2 1 9 N －5 8 0 －E 2 ．7 2 2 ．6 0 0 ．6 0 8 ．9 北 中央東 寄 粘 e石

H 38 3 N －5 7 0 －巨 3 ．0 0 2 ．4 4 0 ．3 6 9 ．0 東 中 央 土 器 ・石

H 29 4 N －3 0 0－W 2 ．88 2 ．6 0 0 ．6 6 9 ．1 北 中 央 土 器 ・粘 ・石

H 34 2 N －6 5 0－E 3 ．08 2 ．6 8 0 ．4 8 9 。2 北 中 央 粘 ・石

H 9 2 0 N －5 4 0 －E 3 ．12 2 ．4 4 0 ．4 4 9 ．2 北 中 央 フ

H 8 8 7 N －5 7 0 －E 3 ．0 4 2 ．4 4 0 ．2 8 9 ．4 北 中 央 粘 e石 南 中 央 出 入 口

H 8 4 4 N －6 0 0 －E 2 ．9 6 2 ．64 0 ．4 0 9 ．5 北 中央西寄 粘 ・石 有 南 側 出 入 口

H 4 7 3 N －3 10 －巨 2 ．9 2 2 ．4 8 0 ．3 2 9 ．8 北 中 央

H 7 1 0 N 7 5 0 －E 3 ．12 2 ．52 0 ．4 0 9 ．8 北 中央東害 粘

H 3 2 7 N －7 8 0 －E 3 ．5 2 2 ．36 0 ．4 0 9 ．9 東 南 害 石

H 1 2 1 N －6 0 0 －E 3 ．6 0 2 。4 0 0 ．6 4 10 ．0 北 中央 東寄 粘

H 1 6 6 N －1 6 0 －W 2 ．9 6 2 ．5 2 0 ．3 6 10 ．1

H 3 0 1 N －5 9 0 －E 3 ．3 2 2 ．7 6 0 ．3 6 10 。3 北 中 央 粘 ・石 有 南 中 央 出 入 口

H 6 2 1 N －7 4 0 －E 3 ．2 0 2 ．6 0 0 ．1 6 10 ．4 南 中 央 出 入 口

H 35 2 N －7 7 0 －E 3 ．1 0 2 ．9 2 0 ．54 1 0 ．6 北 中 央 粘 e石

H 74 6 N －2 0 0－W 3 ，0 4 2 ．9 2 0 ．3 2 1 0 ．6 北 中央 東寄 石

H 62 2 N 7 8 0－E 3 ．3 2 2 ．6 4 0 ．18 1 0 ．7 北 中 央 粘 e石

H 4 7 5 N －8 9 0－E 3 ．44 2 ．7 2 0 ．2 8 1 1 ．1 北 中 央 寒占・石 有

H 3 2 5 N 7 4 0 －E 3 ．12 3 ．0 8 0 ．3 0 1 工 6 北 中 央 石

H 7 8 2 N －2 4 0 －W 2 ．88 3 ．1 2 0 ．3 2 1 1 ．9 北 東 害 粘 ・石

H 2 6 8 N －6 0 0 －E 3 ．60 2 ．9 2 0 ．3 2 1 2 ．2 北 中 央 粘

H 7 9 7 N －3 8 0 －W 3 ．0 4 2 ．8 0 0 ．4 4 1 2 ．2 北 中 央 フ

H 10 9 N －6 6 0 －E 3 ．2 8 2 ．9 8 0 ．4 8 12 ．4 北 中 央 粘 。石

H 8 2 5 N －3 9 0 －W 3 ．5 2 3 ．4 0 0 ．3 6 14 ．1 北 中 央 粘 e石 南 中 央 出 入 口

H 1 3 9 N －2 9 0 －W 3 ．6 0 3 ．40 0 ．4 8 14 ．1 北 中 央 石

H 6 2 0 N －7 0 0 －E 3 ．6 4 3 ．24 0 ．3 2 14 ．5 北 中 央 有

H 5 7 7 N －5 3 0 －［ 3 ．8 0 3 ．4 0 0 ．1 6 15 ．1 北 中 央 粘 ・石

H 7 2 9 N －3 1 0 －W 3 。6 8 3 ．4 8 0 ．1 2 15 ．3

H 2 8 1 N －6 1 0 －巨 4 ．0 0 3 ．5 2 0 ．3 6 16 ．8 北 中 央 粘 ・石

H 52 N －2 4 0 －W 4 ．2 0 3 ．9 2 0 ．64 17 ．6 北 中 央 粘 有

奈良平安時代∨期

．ニ　　　や′ 二′く 覧産
gl　qニ． 臣一品

牒 讃紆憎閻瞳 日払マ溺毀㌢日日謂邑ア 取絹針∵i日計‖忽針鼓ア
“　　▼ 密ニニ呈…書　二

責拙
ふ．　　　　ここここ

β＝謳ぢ“n用 転院 ナ　　L ，　　　　 l

H 13 8 N －6 0 0－E 3 ．1 6 2 。8 0 0 ．7 0 1 0 ．0 A な し

H 2 2 5 N －1 60 －W 3 ．2 8 3 ．2 0 0 ．4 0 1 2 ．3 A 北 中 央 粘 e 石 南 中 央 出 入 口

H 6 2 8 N 7 4 0 －E 3 ．8 8 3 ．6 8 0 ．4 4 1 7 ．2 12 ～ 2 4 A 北 中 央 粘 有 南 中 央 出 入 口

H 5 8 5 N －5 3 0 －E 生 00 3 ．7 2 0 ．2 8 1 7 ．6 A 北 中 央 粘 ・石

H 14 2 N －3 0 0 －W 4 ．20 3 ．8 4 0 ．5 4 1 7 ．7 A 北 中 央 石 有

H 5 1 3 N －3 0 0 －W 生 0 0 3 ．9 2 0 ．3 2 1 8 ．9 A 北 中 央 粘 ・石
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奈良平安時代∨期
．

童‾　転意莞
ぁ澄錮際 般：：日日　豆や 鷺患畳 瞳ここ uH監HL（hY ふ　　　　　ユニニ き二鳥㌫岩貸，dここ

賢苛　養 蔦 措　 Y　 ♭㌻

H 5 4 8 N －3 7 0－W 4 ．0 4 3 ．8 0 0．4 8 1 9．2 1 6 A 北中央西害 粘 e石

H 5 8 7 N －2 6 0－＼〟 4．2 8 生 0 8 0．4 4 1 9．3 A 北 中 央 石

H 4 2 7 N －1 3 0－W 4．4 8 3 ．4 4 0 ．4 8 1 9．7 16 A 北 東 害 土器 ・石

H 84 5 N －1 7 0－1〟 4．0 8 4 ．0 0 0 せ3 6 20 ．4 8 A 北 中央 石

H 65 8 N －2 0 0－V V 4．4 0 4 ．3 6 0 ．4 0 20 ．9 A 北中央西害 粘 。石 南 中央 出入 口

H 70 7 N －7 4 0－E 4．2 4 4 ．0 0 0 ．2 0 2 1．0 10 A 北 中央 粘 。石

H 60 6 N －2 2 0－W 4．2 4 3 ．8 4 0 ．2 8 2 1．0 16 A 北 中央 粘 有 南 中央 出 入 口

H 5 5 6 N －6 5 0－E 4．4 4 4 ．0 8 0 ．16 2 1．6 A 北 中央 石

H 7 5 N －14 0－W 4．2 8 3．9 2 0 ．7 6 2 1．6 2 4 A 北 中央 粘 e石

H 5 6 5 N －22 0－＼〟 4．44 3．8 8 0 ．2 4 2 2 ．1 A 北中央東害 石

H 5 7 2 N －23 0－W 生 56 4．2 8 0 ．2 8 2 3 。3 2 0 A 北中央東害 粘 。石

H 19 0 N －20 0－W 4．96 4．4 8 0 ．4 0 2 4 ．2 A 北 中央 土器 e粘 e石 有 南 中央 出 入 口

H 4 4 9 N －17 0一肌／ 生 8 8 4．5 2 0．6 2 5 ．3 A 北 中央 石

H 6 6 3 N －2 10－W 4．8 0 4．5 6 0す2 8 2 5 ．4 A 北中央西害 石 南中 央 出 入 口

H 13 7 N －2 5 0－W 5．16 4．7 2 0．6 0 2 7せ6 1 2 A 北 中央 粘

H 7 5 2 N －2 6 0－W 5．16 4．5 2 0．4 0 2 7．9 16 ～ 2 4 A 北中央東寄 石 。土 器

H 3 3 6 N －14 0－W 5．0 0 4．92 0．5 2 2 8．5 A 北 中央 粘 。石

H 19 3 N －2 6 0－W 5 ．4 0 4．60 0．6 2 8．5 2 0 A 北 中央

H 5 2 9 N －3 0 0－W 5 ．7 2 5．0 4 0．4 4 3 2．5 2 0 A 北中 央 粘 ・石 有 南 中 央 出 入 口

H 6 8 4 N －2 4 0－W 5 ．5 2 4。9 6 0．6 8 3 3．2 A 北中 央 地 山削 出 e粘 南 中 央 出 入 口

H 7 6 1 N －5 5 0－E 5 ．7 2 5．0 8 0．3 6 3 5」 16～ 2 0 A 北中 央 石

H 7 0 2 N －7 6 0－E 2 ．8 4 2．3 2 0．44 6．9 A （ア ） 北 中 央 石

H 1 9 7 N －18 0－W 4 ．3 4 生 16 0．5 6 2 1．1 A （イ） 北 中 央 土 器 ・粘 ・石

H 6 8 5 N －2 2 0－W 5 ．6 4 5 ．4 8 0．4 4 3 5．2 1 6 A （イ） 北 中 央 石

H 6 3 5 N －8 0 0－E 6 ．1 2 5 ．6 8 0．2 8 4 1．3 A （イ） 北 中 央 粘 。石 南 中 央 出入 口

H 3 0 2 N －6 9 0－E 3．4 4 3 ．2 8 0．38 1 2．5 A （ウ）？ 北 中 央 石 有

H 3 0 9 N －1 5 0－W 5．6 8 5 ．3 6 0．6 0 3 2。2 A （オ） 北 中 央 土 器 有 床 下土 抗

H 5 55 N －3 3 0－＼〟 4。3 2 4 ．0 4 0．3 2 2 2．3 10 A ？ 北 中 央 石

H 3 17 N －6 3 0－E 3 1 6 4 3 ．3 2 0．4 4 1 3．9 10 A l（ア） 北 中 央 粘 ・石 南 中央 出入 口

H 3 32 N －6 0 0－E 3．6 0 3 ．4 6 0 ．5 6 14 ．1 A l（ア） 東 中 央 土 器 ・粘

H 96 5 N －7 0 0－巨 3．6 0 2 ．9 6 0 ．3 6 14 。3 1 6～ 20 A l（ア） 北 東 害 石 南 中央 出入 口

H 8 38 N －5 8 0－E 3．4 0 3 ．3 2 0 ．4 4 15 ．3 1 6～ 24 A l（ア） 北 中央 粘

H 74 8 N －7 2 0－E 3．6 4 3 ．4 4 0 ．4 15 。8 12 A l（ア） 北中央西寄 7

H 73 0 N －6 8 0－E 3．8 8 3 ．4 8 0 ．3 8 16 ．4 12 A l（ア） 北 中央 石 有 南 中央 出入 口

H 5 9 9 N －5 70－E 4．2 0 4 ．0 8 0 ．2 8 20 。2 A l（ア） 北 中央 石

H 15 3 N －2 40－W 4．8 8 4．2 4 0 ．4 0 2 2 ．5 16 A l（ア） 北 中央 粘 ・石 有

H 8 2 9 N －5 90－E 3．4 0 3．3 2 0 ．2 0 13 ．9 1 2～ 2 0 A l（イ） 北 中央 石 有 南 中央 出入 口

H 6 6 0 N －74 0－E 3。7 2 3．3 6 0 ．4 8 15 ．2 A l（イ） 北中央西害 粘 南 中央 出 入 口

H 7 8 1 N －3 60－W 3．6 0 3，4 0 0 ．2 0 15 ．4 2 0

2 0

A l（イ） 北 中央 フ

有

有

南 中央 出 人 口

面 中央 出 入 口

南 壁 出 入 口柱 有

H 3 5 4 N －72 0－E 4．2 0 3。3 0 0 ．4 8 15 ．8 A l（ウ） 北 中央 粘

H 8 4 8 N －6 8 0－巨 4．0 8 生 0 0 0．4 8 19 ．8 A 2 北 中央 粘 e石

H 3 9 5 N －2 10－W 4．8 0 4．6 0 0．4 4 2 6 ．1 2 0

2 8

2 0

1 2

1 6

A 2 北 中央 石

H 5 0 2 N 7 2 0－E 5。3 6 3．9 6 0．6 0 3 1．4 A 2（イ） 東 中央 地 山削 出 e石

H 2 4 N －6 8 0－E 4．6 4 4．20 0．6 8 2 1．8 A 2イ 北 中央 石

H 13 6 N －6 0 0－E 3．4 0 2．28 0．7 2 8．9 B 北 中央 粘 e石

H 12 0 N －7 2 0－E 生 2 4 3。80 0．5 6 19．2 B 北中央西害 粘

H 2 0 4 N 7 9 0－E 4 ．2 0 3．92 0．5 6 2 0．3 B 北 中央 土 器 e粘 e石

H 4 4 1 N －14 0－W 5 ．9 2 4．2 0 0．4 8 3 0．2 B 北中 央 石 D －1

H 6 8 2 N －15 0－W 2 。8 0 2．6 4 0．3 2 9．9 B l 北 中 央 粘 e石 南 出 入 口

H 9 1 6 N －2 2 0－W 2．8 0 2．7 2 0．24 9．3 C l 北中央東害 石 有 南 中 央 出 入 ロ

H 9 3 0 N －5 8 0－E 2。9 2 2．5 6 0．12 9．4 C l 東中央南寄 石 有

有

南 中 央 出 入 口

H 7 3 1 N －6 5 0－E 3．1 6 3．0 0 0．36 1 1．5 C l 北 中 石

H 7 75 N －5 4 0－巨 3．8 8 3．2 4 0．2 6 1 4．5 C l 北 中 央 粘

H 6 52 N －1 5 0－W 3。6 8 3 ．6 4 0．3 2 1 4．8 C l 北中央西害 石

H 7 0 1 N －7 1 0－E 2．7 2 2 ．6 8 0．2 0 1 0．1 1 2 C 3 東 南 角 粘 e石
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奈良平安時代∨期
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H 69 N －2 7 0－W 3．64 3．6 0 0 ．7 2 1 4．8 1 2 C 3 東 中 央 石

H 16 1 N －5 7 0－E 3．2 0 3．1 6 0．6 4 1 3．5 1 6 C 4 北 中央 石

H 5 8 3 N －5 8 0－E 2．0 4 1．80 0．2 0 4 ．7 北中央東害 粘

】 H 7 2 0 N －15 0－V V 2．0 4 1．8 8 0．4 0 5 ．3 北 西害 石

l H 5 2 1 N －18 0－W 2 ．3 6 2．2 6 0．1 2 6 ．4 北 中央

I H 8 4 9 N －6 7 0－E 2 ．6 4 2．2 0 0．3 6 7 」 北中央東寄 石 有 南 中央 出 入 口

】H 8 6 9 N －5 2 0－E 2 ．7 2 2．0 8 O u2 0 7 ．6 北 中央 石

1 日 1 0 3 N －6 4 0－E 2 ．6 0 2 ．2 8 0．3 6 7．6 北 中央 土 器 e粘 有

l H 1 7 6 N －8 0 0－E 2，9 6 2 ．2 8 0．6 8 7．6 東 中央 土 器 ・石

i H 2 9 1 N －5 9 0－E 2．6 4 2 ．6 2 0．4 8 7．7 北 中央 土 器 。粘

】H 5 94 N －5 7 0－E 2．84 2 ．2 4 0 ．16 7．9 北 中央 粘 ・土 器

l H 15 4 N －2 7 0－W 2．68 2 。4 4 0 ．5 6 8．1

I H 5 3 3 N －1 5 0－W 2．80 2．3 2 0 ．4 8 8．4 北 中 央 粘 e石 e土器 有

i H 2 7 2 N －64 0－［ 2．76 2．4 8 0 ．4 8 8．5 東 南 寄

H 9 9 N －19 0－W 2．8 8 2も5 6 0．5 6 8 ．9 北 中央 石

H 6 6 7 N 7 3 0－E 3．0 4 2。4 4 0．4 4 8 ．9 北中央西寄 粘 有

H 18 0 N フ0 0－E 2 ．9 6 2．6 4 0．5 6 9 ．0 一　北 中央 粘

H 8 6 N 7 2 0－E 3 ．0 0 2．7 0 0．6 0 9 ．4 北 中央 土器 e石 有

H 4 1 2 N －3 0 0－W 3 ．0 4 2．6 4 0．5 6 9 ．6 北 中央 石

H 3 3 0 N －5 6 0－E 3 ．2 8 2 ．5 2 0．1 8 1 0 ．1 北 中央 石

H 4 7 0 N －7 8 0－E 2．9 6 2 ．9 2 0．4 0 1 0．2 北 中央 粘

H 4 9 N －6 5 0－E 3．1 2 2 ．7 2 0．5 6 1 0．3 北 中央 石

H 29 6 N －2 8 0－W 3．0 0 2 ．8 4 0 ．4 4 1 0．6 北 中央 土 器 ・粘 ・石

H 17 4 N －6 0－E 3．0 8 2．9 2 0 ．5 6 1 1．1 南東 角

H 6 0 9 N －6 9 0－E 3．1 6 2．8 8 0 ．3 2 1 1．2 東中央南害 粘

H 2 4 8 N －35 0－W 3．4 4 3．0 4 0 ．5 2 1 1．4 東 南 害 石

H 5 5 3 N －6 9 0－E 3．0 4 3．0 0 0．3 2 1 L 5 北 中 央 石

H 7 8 N －8 0－W 3言 2 3。0 8 0．3 2 1 1．5 北中央西害 石

H 5 4 6 N －5 6 0－E 3．2 0 2。64 0．3 2 1 1．7 北 中 央 7

H 7 5 8 N －3 7 0－E 3 ．2 8 2．7 6 0．2 8 12 ．O t

H 7 8 5 N －5 7 0－E 3 ．2 4 2．6 8 0．4 0 12 。2 北 中央 粘

H 1 8 2 N 7 0 0－E 3 ．9 6 2．5 4 0．5 0 12 ．2 北 東 寄 粘

H 6 64 N －7 4 0－E 3．6 8 3．0 4 0．2 8 1 2 ．7 北 中央 石 南 中央 出 入 口

H 1 16 N －6 4 0－E 3．4 8 3 ．0 8 0．3 2 1 3．6 北 中央 石

H 53 5 N －68．50－E 3．4 4 3 ．0 8 0。3 6 1 3．7 北 中央 石

H 6 10 N －6 7 0－E 3．8 4 2 ．8 0 0．6 0 1 4．1 北 中央 粘

H 2 8 6 N －3 1 0－W 3．4 8 3．4 0 0 ．5 2 1 4．2 北 中央 土 器 e石

H 7 0 N －75 0－E 3。76 3．3 2 0 ．6 8 1 4．2 北 中央 石 有

H 2 4 3 N －7 5 0－E 3．6 8 3．5 2 0 ．1 8 14 ．3

H 6 6 6 N －6 2 0－E 4 ．4 0 2．84 0 ．3 6 14 ．4 北中央西害 粘 。石

H 5 6 2 N －6 7 0－E 3．5 2 2．44 0．3 6 14 ．5 北 中 央 粘 ・石 ・土器

H 2 8 5 N －3 5 0－W 3 ．6 0 3。60 0．4 8 15 ．4 北 中 央

H 3 1 6 N －5 8 0－E 3 ．5 2 3．5 2 0．4 0 15 ．6 16 北 中 央 石

H 1 5 1 N －7 4 0－E 3 ．8 8 3．3 2 0．5 2 15 ．7 北 中 央 粘 ・石

H 7 68 N －5 0 0－E 4 ．2 8 3．0 4 0．2 8 16 ．7 東 南 フ

H 2 64 N 7 2 0－E 生 1 6 3．6 8 0．36 17 ．2 東 中央 石 有
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＝ 5 6 1 N －2 3 0一肌／ 生 0 0 3 ．8 0 0 ．2 0 1 7．3 2 4 A 北 中央 石

H 5 47 N －2 4 0－＼〟 4．6 4 3 ．4 8 0 ．16 2 0．0 A 北 中央 石

H 2 3 1 N －6 8 0－E 4．1 6 生 0 8 0 ．4 8 2 1．2 1 2 A 北 中央 土 器

H 2 39 N －7 2 0－E 4．5 2 4 ．4 4 0 ．4 8 2 3．9 1 2 A 北 中央 粘

H 6 87 N －2 4 0一肌／ 4．8 4 生 6 0 0 ．3 2 2 5。7 1 6 A 北中央西寄 粘 ・石

H 2 03 N －6 7 0－E 4．9 2 4 ．1 6 0 ．6 8 2 5．8 1 6 A 北 中央 粘 ・石

H 5 15 N 7 3 0－E 4．8 8 4 ．6 4 0 ．3 2 2 8．8 2 4 A 北 中央 石 有

H 24 4 N －1 9 0－W 5．44 5 ．0 4 0 ．5 0 30 ．0 1 6 A 北 中央 粘 e石 南 中央 出入 口

H 25 3 N －6 3 0－巨 5．6 8 5 ．3 6 0 ．6 8 32 ．8 A 北 中央 土器 。涛占e石 有

H 88 3 N －3 3 0一肌／ 5．48 5．0 4 0 ．5 6 3 3は8 0．1 6 A 北 中央 粘 ・石 有 南 中央 出入 口

H 5 17 N －7 00－E 5．44 5．3 6 0 ．4 8 3生 2 A 北 中央 粘 。石 ・土 器

H 4 9 6 N －8 0－W 3．4 0 3．2 4 0 ．2 8 16 ．5 A （ア） 北 中央 地 山削 出 。粘

H 8 7 9 N －3 50－W 3．28 3．1 6 0 ．2 8 12 ．1 1 2へノ20 A l（ア） 北 中央 石

H 7 7 7 N －6 30－E 3．2 8 2．8 0 0 ．3 2 13 ．0 A l（ア） 北 中央 7 有

H 18 4 N －6 30－E 4．2 0 3．6 4 0 ．6 8 18 ．4 A l（ア） 北 中央 土器 。石

H 5 2 5 N －66 0－E 3．2 8 3．24 0 ．2 8 12 ．6 2 0 A l（イ） 北 中央 粘 ・石

H 4 5 8 N －84 0－E 3．6 0 3．1 6 】 0．3 6 14 ．5 A l（イ） 北 中央 石 ・土 器 有

H 4 2 0 N －2 9 0－＼〟 4．0 8 3．9 2 ｝　0．3 2 18 ．3 A l（イ）A 2 北中央東害 粘 ・石 南 中央 出入 口 （礎 石 有 ）

H 6 7 6 N －6 7 0－E 4 ．8 4 4．52 0．2 8 2 5 ．8 2 0 B 東中央南害 粘

H 9 6 8 N －8 0－W 2．3 2 2．24 0．3 6 7 ．0 1 2～ 2 4 C l 北 中央 7

H 14 7 N －6 10－E 2 ．8 8 2．68 0．2 8 9 ．1 C l 北 中央 石

H 7 2 5 N －6 6 0－E 3．3 6 3．12 0．2 0 12．6 C l 北 中央 石

H 3 9 8 N －2 6 0－W 4 ．8 4 3．96 0．6 2 2．1 16 C l 北 中央 石 南 中央 出 入 口

H 5 1 4 N －6 5 0－E 4 ．0 0 3．68 0．3 2 18．1 C 3 北 中央 7

H 6 2 5 N －7 10－巨 3 ．4 0 2．80 0．24 12．1 2 0 C 5 北中央西害 石

H 5 0 6 N －6 8 0－E 2 ．5 2 2．32 0．32 7．8 東中 央 石

H 6 1 4 N －6 0 0－E 2 ．6 4 2．4 0 0．28 8．3 北 中 央 寒占e石

H 5 0 7 N －7 3 0－E 3 ．0 0 2．15 0．40 8．6

H 7 5 0 N －6 6 0－E 2 ．6 4 2．6 0 0．28 9．2 北中央西害 石？

＝ 4 9 2 N －2 3 0－W 2 ．7 6 2 。5 6 0．36 9．9 北 中 央 石

H 2 5 6 N －7 0 0－E 3 ．0 4 2 。8 0 0．32 1 0．2 北 中 央 粘 。石 有

H 3 0 6 N －6 9 0－E 3 ．2 0 2 ．8 4 0．4 8 1 0．2 北 中 央 石

H 3 1 2 N －8 2 0－E 3．0 4 3 ．0 4 0．4 4 1 0．4 東 石 有

H 3 5 9 N －7 2 0－E 3。0 0 2 ．8 2 0．18 1 0．7 東 南 害 石

H 7 7 0 N －5 7 0－E 2．9 6 2 ．9 2 0．4 4 1 0。7 東 中 央 石

H 6 7 3 N －7 3 0－E 3．1 2 2 ．6 0 0．2 0 1 0．8 北 中 央 石

H 2 6 6 N －6 5 0－E 3．0 8 2 ．9 6 0．4 0 1 1．3 東 南 害

H 5 7 3 N －6 4 0－E 3．2 0 2 ．6 8 0 ．3 6 1 1．4 北中央東寄

H 5 9 7 N －5 9 0－E 3．3 6 3 ．0 4 0 ．16 1 1．4 北 中 央 石

H 3 2 1 N －6 6 0－E 3．0 8 3 ．0 0 0 ．16 1 1．5 東 中 央 石

H 7 24 N －6 0 0－E 3．0 8 3 ．0 4 0 ．2 0 1 1．5 北 中 央 粘 ・石

H 62 7 N －1 7 0－W 3．2 4 3 。0 0 0 ．4 0 1 1．6

12

北中央東害 土 器 有 南 中 央 出入 口

P －5

H 74 3 N －2 4 0－W 3．4 8 2 。6 4 0 ．2 8 1 1．8 北 東 害 7 有

有

H 17 8 N －6 7 0－E 3．4 0 3 ．0 4 0 ．4 8 1 2．3 北 中 央 石

H 4 17

H 63 4

日 39 2

N －7 3 0－E

N －6 6 0－E

N －24 0－W

3．4 4

3．6 8

生 6 0

3 ．2 8

2 ．9 6

2 ．7 2

0 ．4 0

0 ．3 6

0 ．2 4

1 2．7

1 2．8

14 ．0

北中央西害

北 中 央

東 南 害

土 器 ・粘 e石

石

H 13 3 N －6 70－E 3。6 8 3．4 4 0 ．4 0 1生 0 北 中 央 不 明 有

有

H 7 6 3 N －50 0－E 3．4 0 3．2 0 0 ．2 0 14 ．5 北 西 害 石 ・土器

H 4 4 3 N －8 10－巨 3．8 8 3。4 8 0 ．4 4 18 ．5 北 中央 石

H 3 14 N －76 0－E 生 0 8 生 0 0 0 ．2 4 18 ．7 北 中央 石 南 中 央 出入 口

H 9 2 N －76 0－E 4．3 6 4」 4 0 ．3 2 2 0 ．3 北 中央 石 南 中 央 出入 口

H 4 0 8 N －67 0－E 生 7 2 4．3 2 0 ．3 6 2 4 ．2 北 中央 石

第12表　時期別住居址属性表10
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奈良平安時代V帽月

‾ヽ一一　　　　くぎ ・志 監‾慧　　ニ ㌻二　も琴tいハ　　　敗 謡温遥㍑謬惑溺匹 ＝ 卦瀾蕃消　ニニ　＝ 競る‾花ニ　加一　　芸‾葛員瀾潜 嚇 藍． 監　指笠 £慧熟達贋喪遜愚翫澄璽帽蕊

H 3 2 2 N －14 0－W 6 ．3 2 5．08 0．2 0 3 7．5 A 東 南 角 石

H 4 1 4 N －6 4 0－E 6 ．0 8 5．88 0．4 4 ！ 犯 3 A 北 中央 粘 ・石 有

H 8 2 8 N －3 9 0－＼〟 3 ．5 6 3．4 8 0．24 1 5．1 16 A l（イ） 北中央西害 粘 ・石

H 8 1 1 N －5 6 0－E 3 ．2 0 2．9 6 0．16 1 1．3 C l？ 北 中央 粘 e石 有 南 中 央 出入 口

H 2 3 7 0．4 4 C 2 北 中央 粘 ・石

H 23 0 N －6 5 0－巨 2．0 4 上 8 8 0．5 2 5．0 東南 寄 石

H 4 5 0 N －14 0－W 2．0 8 2 ．0 0 0 ．4 5．7 東 南 石 有

H 14 5 N －2 2 0－W 2．64 2 ．1 2 0 ．2 2 6．9 北 中 央 石

H 13 2 N －2 7 0－W 2．84 2．2 4 0 ．2 4 7．5 北 東寄 り 地 山 削 出 ・石 有

H 4 4 6 N －2 3 0－W 2 ．8 0 2．24 0 。3 2 7 ．7 東 南 角

H 4 9 1 N －6 6 0－E 2 ．7 2 2．40 0．2 0 8 ．0 北 中央 粘 e石 有

H 4 9 8 N －1 9 0－W 3 ．7 2 2．24 0。2 4 8 ．5 東 南寄 粘 ・石

H 5 1 2 N －6 4 0－E 2 ．6 0 2．5 2 0．0 8 8．7 北中央・東頼南害 粘 ・石 有

H 9 2 6 N －9 0 0－巨 3 ．2 0 2．4 8 0．3 6 8．9 北 東害 寒占 有

H 3 85 N －3 2 0一肌／ 3 ．0 0 2 ．3 6 0．20 9．0 東 南害 石

H 22 8 N －2 0 0－W 2．8 0 2 ．7 2 0．4 0 9．1 東南 害 石

H 2 3 3 N －6 4 0－E 2．8 8 2 ．7 2 0．3 6 9．1 北 中央 7 有

H 7 9 8 N －3 20－＼〟 3．5 6 2 ．3 2 0 。0 8 1 0．3 東 南 粘 東 北 に張 出

H 8 5 5 N －6 2 0－E 2．92 2．6 4 0 ．2 8 10 ．4 北 中 央 粘 ・石 有

H 4 2 2 N －6 0 0－E 3．6 4 3．5 6 0 ．4 0 10 ．5 東 南 角 石

H 9 4 1 N －6 7 0－E 3．4 0 2．4 0 0 ．2 4 10 ．5 東 南 石 有

H 8 8 2 N －3 6 0－W 3．4 0 2．60 0．2 4 10 ．7 東 南 粘 e石

H 2 4 6 N －2 5 0－W 3 ．2 0 3．04 0．4 0 1 1．0 東 南 害 石 カマド両 サイドに土 抗

H 7 5 1 N 1 7 0－W 3 ．6 4 2．8 0 0．2 4 1上 5 東中央南害 フ 有

H 7 27 N －2 8 0－W 3 ．2 8 3．12 0．1 6 1 2．7 東 南害 石 有

H 43 8 N 7 1 0－E 3．4 4 3．2 4 0．32 1 3．0 東南 害 粘 ・石 有

H 12 9 N －6 6 0－E 3．5 2 3 ．4 8 0．3 2 1 3．7 北 中央 石 有

H 18 8 N 7 5 0－E 3．7 2 3 ．4 0 0．2 8 1 3．9 北 中央 石 有

H 4 3 5 N －3 4 0－W 5．0 8 2．7 6 0．2 4 1 6．1 北 東 害

H 18 3 N 7 3 0－E 4．0 4 3．8 0 0 ．4 0 16 ．3 北 中 央 石 有

H 3 9 7 N －5 9 0－巨 3．7 2 3。4 8 0 ．3 6 17 ．0 北 中 央 粘 ・石

H 4 6 0 N －2 3 0－W 3．8 4 3．7 2 0 ．2 8 17 ．0 北 中 央 葬占。石 有

H 7 6 6 N －6 4 0－W 生 6 4 3．92 0．2 4 2 2 ．3 東 南 寄 石

H 4 1 1 N －2 3 0－W 5 ．12 4．2 8 0．3 6 2 5 ．8 東中央南害 粘 ・石

奈良平安時代V…期

三　　でuu・ 戸‾昭　　　　一 駐瑠沼滑瀬瀾慮掛澗墾蠣蕊
ささ鈴W　　　日枝汎好感摘璧 gg料適私封摘料洋 猫用針1日目針目鑑日払Y

蛋窮瀾崇 閻 叛 m　　　　d‾Lれヽy ふ1毀感持モ≡
－

もこ　れ毒給
四彗

H 9 0 0 N －12 0 －E 4 ．24 4 ．2 0 0 ．2 4 2 2 ．1 16 ～ 2 0 A l （イ） 東 南 角 粘 ・石 有

H 8 4 1 N －5 6 0 －＼〟 5 ．20 4 ．2 4 0 ．2 8 2 7 ．9 A l （ウ） 東 南 角 7

H 9 2 2 N －6 0 0 －E 2 ．36 2 ．0 0 0 ．2 8 5 。8 東 中 央 粘 ・石 有

H 9 2 7 N －8 6 0 －V V 2 ．2 8 2 ．0 8 0 ．3 6 6 ．3 東 南 粘 有

H 8 5 8 N －5 2 0 －E 2 ．4 0 2 ．0 0 0 ．0 2 6 ．6 東 南 角 粘 ・石 有

H 4 7 2 N －2 7 0 －1〟 2 ．8 0 2 ．56 0 ．5 6 9 ．2 東 南 粘 e石 有

H 8 5 9 N －2 9 0 一肌／ 3 ．2 0 3 ．08 0 ．3 2 12 ．6 北 中 央 粘 ・石 有

H 8 54 N －3 7 0 一肌／ 3 ．7 2 3 ．2 8 0 ．1 2 15 ．7 北 中央 西寄 粘 ・石 有

H 34 1 N －1 3 0 －W 生 5 2 3 ．6 4 0 ．12 1 8 ．8 東 南 害 P －5

第13表　時期別住居址属性表11
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奈良平安時代】X期
★叫 轡 巴．慧　　ニ 璽翫闇統領魔鐙那

遠牒削㌶㌫融が軋 命Ⅴ－　＝舅　　　 温 Ep首虹やV．JH順接臥ア 謹　こ：EHペ日　　誌Ⅴ 潔く
餃ごご皇…昏　壬 置 霊　＿誓

－
柔道宍

H 5 5 N －3 0 0 －W 4 ．4 8 3 ．32 0 ．3 6 1 7 ．8 A 西 南 角

H 5 9 2 N －3 2 0 －＼〟 生 2 8 3 ．2 0 0 ．2 0 1 9 ．0 A 南 東 害 粘 ・石

H 5 7 9 N －3 7 0 －W 生 4 0 4 ．2 4 0 ．1 2 2 0 ．8 A 東 南 角 石

H 6 1 5 N －2 1 0 －VV 4 ．9 6 3 ．8 0 0 ．3 6 2 2 ．8 1 6 A 北 東 角 粘 ・石

H 7 8 8 N －3 4 0 －W 生 8 8 生 2 4 0 ．2 8 2 5 ．5 A 東 北 石

H 6 1 3 N －2 7 0 一肌／ 6 ．7 2 5 ．2 4 0 ．24 4 2 ．4 1 6 A 東 南 角 粘 。石 有

H 8 6 2 N －3 3 0 －W 4 ．3 2 3 ．9 2 0 ．0 4 2 1 ．4 A （ア ） 東 南 粘 ・石 有 南 中 央 出 入 口 ？

H 3 1 1 N －4 8 0 －E 7 ．0 8 5 ．6 0 0 ．2 4 3 1 ．9 A （イ） 東 南 角

H 8 3 7 N －5 6 0 －＼〟 3 ．8 0 3 。2 0 0 ．2 4 1 8 ．4 A l （ア） 東 南 角 粘

H 5 6 7 N －7 0 0 －E 4 ．2 4 4 ．0 0 0 ．16 2 0 ．4 A l （ア） 東 南 角 粘 e石

H 8 77 N －4 0 0 －W 4 ．3 2 3 ．6 0 0 け0 8 2 0 ．6 8 ～ 2 4 A l （ア） 東 南 角 石 有

H 8 04 N －3 0 0－E 4 ．2 0 4 ．16 0 ．2 4 2 0 ．8 A l （ア） 東 南 角 粘 e石

H 8 22 N －2 2 0－W 生 7 2 3 ．8 4 0 ．16 2 工 8 12 ～ 1 6 A l （ア） 東 南 角 粘 ・石 有

H 7 9 1 N －3 0 0－E 5 ．2 8 5 ．2 0 0 ．2 0 3 3 ．7 12 ～ 2 0 A l （ア） 北 西 角 フ

H 3 23 N －1 0 0－E 5 ．6 8 5 ．5 6 0 ．3 0 3 8 ．3 B 東 南 角 粘 ・石

H 4 03 N －2 1 0－W 4 ．2 4 3 ．4 0 0 ．2 0 1 8 ．1 C 3 東 南 角 土 器 e粘 。石

H 5 63 N －2 1 0－VV 2 ．8 4 2 ．4 9 0 ．2 4 8 ．8 東 南 角

H 2 24 N －1 4 0－W 生 0 0 3 ．2 8 0 ．3 6 1 5 ．0

H 5 7 1 N －7 0－＼〟 3．4 4 3 ．4 0 0 ．2 4 1 5 ．4

H 8 57 N －3 7 0一肌／ 4．4 0 3 ．16 0 ．0 4 1 7 ．0 東 中 央 粘 有

H 3 04 N －3 90 －W 4 ．1 2 3 ．3 4 0 ．16 1 7 ．7 東 南 角 粘 e石 有

H 6 8 1 N －6 80 －巨 4．6 8 4 ．5 6 0 ．2 8 2 5 ．0 東 南 角 石

奈良平安時代X期
ヰニ 畢

－ごこ唱㌻芦ニコ野∵評
蕊牒削㍍蒜鼠が狛

払Y温迅汀汐嵐溺照 日射ね赦※石高馳沌ア
醜　ニH日
日欄鎗臥Y
ユ　ィ燕瀞影都電

敢ごこ・
す

霊 ご　㌶鐙
票 ．11 璽結滞箭戯踪・一哉醇

H 6 0 4 N －3 50 －W 4 ．3 2 4 。0 0 0 ．12 2 1 ．8 A 東 南 角 粘

H 8 2 7 N －3 60 －W 6 ．3 2 4 ．1 2 0 ．2 0 3 1 ．3 A 東 南 角 石 有 貯 蔵 穴 、張 出

H 6 2 3 N －14 0 －W 5 。5 3 5 ．2 0 0 ．14 3生 2 2 0 A 東 南 角 粘 e 石

H 8 5 6 N －6 80 －E 6 ．1 6 4 ．8 0 0 ．0 8 34 ．3 A 東 南 角 粘 ・石 有

H 5 8 6 N －62 0 －E 4 。2 8 3 ．8 4 0 ．2 4 2 3 ．2 A ？ 東 南 角 粘 。石

H 5 7 8 N －2 0 0 －W 3 ．6 8 3 ．6 0 17 ．0 南 東 害 粘 ・石

H 1 15 N －2 7 0 －W 4 ．24 3 ．5 2 0 ．3 2 19 ．6 東 南

H 5 6 0 N －7 3 0 －E 6 ．12 4 ．7 6 0 ．16 3 4 ．6 東 南 角 石

第14表　時期別住居址属性表12
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時　 期 遺　　 構　　 No。

古　 川 Fl93　F234　 F236　F258　 F264　F319　F329　 F322　F392　 F453　F480　F547　F573　F742

古 IV F 182　F220　F318

奈平 l F48　F467　F477

奈平 Il F 141

奈平Ⅲ

奈平IV F4l　F143　F67l　F672

奈平∨ F49　 F7l　Fll6　F327　 F38l　F500　F666

奈平Vl F233　F283

奈平Vll

奈平V…

奈平 IX

奈平 X

奈平 ？

第15表　時期確定可能掘立柱建物址一覧表

が存在する。この小口径のPitは梯子を埋設したものと推測され、竪穴住居址の出入口施設と想定されるものとよく

似ている。また、この部分以外の3辺が布掘りであるのは、1階部分に壁が存在したためかもしれない。そう考えた

場合、布掘りでない部分の南半部分が1階の出入日であったものと推測される。

3．P形態で分類したもの以外で、竪穴住居址に付随する柵と思われるもの－H24に対するF61・H540に対するF

163があげられるが、これら以外にも判断に苦しむものが存在する。他のものと異なり、柱間・平面形・断面形状・

深度が不規則である。柱痕が把握しづらいのは、径が小径であるためと思われる。本来の掘立柱建物址であれば存在

すべき位置にPitが配置されないことから、遺構の重複による結果ではないと思われる。また、Fl09も付随する遺構

は存在しないが、建物ではなく柵の可能性が高い。

4．柵で囲擁された掘立柱建物址－『607が該当する。5間×4間（9mX7．6m）の柵で囲まれた空間に3間×2間

（5。2mX3。6m）の掘立柱建物址が同一長軸上に配置されている。全体がひとつの総柱の建物とも考えられるが、柱痕

は周囲が10cm前後、内部が16cm前後であるから内部が束柱とは考えにくい。柱痕から考えると規模的にはさして大き

くはないが、周囲と隔絶する柵を有することから「ヤシロ」のようなものも想起させられる。

5．壁の存在が推測できるもの一地面から立ち上がる壁の存在が想定されるものとして、所謂「庇」を有する『126

等、変則的な2間×2間の側柱・布掘り形態で、梁間の1辺が1間の構成で、浅い溝で桁行と結合されるF38は、溝

の断面が「V」字状を皇し浅いことから、壁材を埋設固定したものと推測される。F38同様に布掘りのF457は、3

間×2間の側柱の形態で、柱穴を連結する溝幅が柱穴部分より細く、壁材を埋設固定したものと推測される。更に、

梁間の1辺の1間部分だけ布掘りが途切れていることから、この部分が出入口と思われる。

6。F196は瓦塔片を出土し、低地と高地の境界に立地するため、建物の東半分部分の周囲には他の建物が存在しな

いことから「寺」の可能性を有する。本遺跡から出土している「於寺」・「大方寺」・「寺」等の刻苦・墨書土器に記さ

れた寺かも知れない。蛇足ではあるが、本址の東40mに位置するH735も同様な立地で瓦塔片が出土し、竪穴である

がカマドを有さない特殊な遺構であり、本址同様「寺」か「寺」に関わる施設の可能性が高い。

本節の冒頭の見解－「竪穴住居址…1に掘立柱建物址－1という組み合わせが聖原遺跡における基本的な単位」に

は矛盾するが、掘立柱建物址だけが規則的に配置された場所が認められる。（第46図参照）M74、M78を意識して1

間×1間、2間×1間の掘立柱建物址が6棟配置されている。これとは別に前述したF607の周囲なども掘立柱建物

址だけが重複して建てられており、他とは異質な空間である。（第46図参照）

篇塾節　丑抗
検出された370基の土坑は平面形態（一部断面形態を考慮）により、A～Fの6形態に分類した。数量的には、A

－69基、B－147基、C－8基、D－26基、E－33基、F－42基、不明－44基、分類項目には存在しないが近世の井
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第45図　掘立柱建物址実測図（1）



戸址－1基である。B形態が圧倒的に多く、方形、長方形を呈するC・D形態は少数である。

上記の形態分類が時代や性格の区分と重なるものは以下のとおりである。

1・F形態＝縄文時代の陥穴である。本遺跡から出土する縄文土器は中期後半から後期のものであるから、これらの

陥穴も同時期の所産の可能性が強い。また、D163からは打製石斧が出土しており、陥穴の掘削に打製石斧が使用さ

れていたことを示唆する。未発達の田切りであるM78が作り出す湿原に集まる動物を対象としたものと推測され、当

遺跡には縄文時代の集落は存在しないことから、当遺跡外から、狩猟のために訪れていたのであろう。なお、長野県

埋蔵文化財センターが調査した当遺跡（「長土呂遺跡群」）の報告書では、これらの陥穴を慎重を期して時期不明とし

ているが、縄文時代として良いのではないだろうか。

2・E形態は奈良平安時代Ⅱ期～Ⅴ期の所産と思われるが、主体となる時期は奈良平安Ⅲ期、Ⅴ期である。本形態は

第4節分類基準　3）土坑で述べているように、1986『他端・西御堂』においては羽毛田仲博により、牛馬を使用し

た雨乞い等の呪術的な祭祀遺構とされ、1995『長野県考古学会誌75号』における花岡弘の論考においては、塵芥処理

土坑、1996『立正史学』における中山晋の論考－「古代日本の「氷室」の実体」においては氷室とされたものである。

第47図に示したE形態土坑と構址の関係を見ると、部分的な集中ヶ所は認められるもの、E形態の土坑は互いにあ

る程度の距離を置いて構址（人工・自然は問わない）上や、溝址に隣接・近接して配置されており、その性格は水に

関係がありそうである。未発達の田切りや、大きな自然流路が存在する調査区東側にE形態土坑が分布しないことも

示唆的である。もう少し具体的に言及するならば、E形態土坑は貯水槽の可能性があるのではないだろうか。いずれ

にせよ、今回E形態土坑として取り扱ったものは規模や出土遺物、形態に差異が認められるため、全てを同一に考え

ることはできないが、その性格の一端として、「貯水槽」の可能性を指摘しておく。

上記のように、形態分類が時代や性格とは一致しないものの、出土遣物等から時代や性格が明らかなものは以下の

とおりである。

07A地区に存在した近世民家に関わる土坑－191・192・193・204・205・285・299、第1号井戸址が該当する。

OD24は時代は判然としないものの土坑墓であり、性格が明らかな土坑である。今回の調査では本址以外には墓は検
出されていない。聖原遺跡の特徴のひとつである。

OD276は鍛冶址である。長野県埋蔵文化財センターの調査でも同様な遺構が1基確認されている。市、県併せて

107，900m2中に2ヶ所の鍛冶址あるいは鍛冶工房が存在したわけである。時期的には双方とも奈良平安時代Ⅴ期（9

世紀前半）の年代が推測され、同時に存在していたものと思われる。科学的な分析は長野県埋蔵文化財センターの調
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第46図　掘立柱建物址実測図（2）
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M74・M78に添って配置された掘立柱建物址

F607周辺遺構分布状況

第47図　M74・M78、F607周辺遺構分布状況
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査報告書に詳細が掲載されている。これらの鍛冶址の特徴は故鉄の利用が確認できた点にある。鍛冶址以外からも本

遺跡では人為的に使用不可能な状態（幾重にも折り畳んだり、折り曲げたりしたもの）にした鉄器が出土しており、

再加工が決まった鉄器は使用不能な状態にし、鍛冶址で再生したようである。聖原遺跡の住居址から出土する豊富な

鉄器の存在から、鍛冶址で再生あるいは製造された製品の供給先は聖原と聖原に近隣する遺跡であったと思われる。

ODl15・320は馬の墓である。時期は判断しかねるが、平安時代の可能性が高い。

OD173は1。92×0。92mのB形態の土坑である。完形に近い須恵器の大望が出土している。深度は0．36mであり、さ

して深くないことから、破壊され埋設された可能性が高い。また、比較的多くの灰粕陶器が共伴しており、これを年

代の基準とするならば、奈良平安時代Ⅶ期が下限となる。

第5節　粘豊蟻
住居址のカマド構築土や、床面等に用いる粘土を採掘した坑を粘土坑とした。聖原遺跡が立地する田切台地は、浅

間山の火砕流であるPlにより形成されており、堆積した高温の火山灰中から吹き出した気体ないしは液体により、

部分的に粘質土が生成されており、地山を掘り下げ、断面を確認するとロート状に吹き出した様子が観察されたが、

地中深くから吹き出しているため、根元を確認することは不可能であった。平面形状は吹き出し口周辺が白色から黄

色を皇し、これを取り巻く外周が赤色を呈する円形を基本とするが、自然により生成されるものであり、吹き出し口

が複数存在する場合には不定形を呈する。

古代の人々が利用した粘質土は、上記の吹き出し口の周囲に存在する白色～黄色部分と赤色の部分であり、地表面

から採掘を開始し、良質の粘土が採掘できれば繰り返し採掘を行い、良質の粘土が採掘できない場合には廃棄してい

る。採掘という行為の結果として、遺構としてほ不整な平断面を呈することとなる。

粘土坑の採掘時期については、その性格上特定するのほ難しいが、他の遺構との重複関係から、聖原遺跡に竪穴住

居が構築された期間と同期間、いずれかの粘土坑が採掘されていたようである。また、その分布は、粘質土の生成過

程から、自然による規制を受けているのは当然であるが、調査区中央の北端部分と、調査区南西部分（第49図参照）

に集中する傾向が認められる。仮に調査区中央の北端部分をA地区、調査区南西部分をB地区とするならば、A地区

は奈良・平安時代を通じて、粘土採掘場所として竪穴住居址の構築が規制されている様子が伺える。また、B地点は

奈良・平安時代Ⅶ期以降竪穴住居址の構築が規制されている様子が伺える。一方、古墳時代にはそのような規制は伺

えないといった現象も認められる。

このような粘土の採掘坑は小諸市中原遺跡群でも検出されており、粘土採掘坑から採取した試料と竪穴住居址のカ

マド構築土の分析比較が行われている。結果として、採掘坑の土に他の土を混ぜて使用した可能性を指摘している。

この分析は1基の粘土採掘坑の試料2点をカマド構築土3点と比較しているため、サンプル数の少なさや、粘土採掘

坑に残された粘土は、採掘された良質な部分とは異なるという可能性や、採掘坑毎の若干の違いを内包している場合

もあり得るので、今後分析数を増やしていくことにより、異なる結果がもたらされるかも知れない。

第6節　満址
溝址は調査年度や調査区の相違から、同一の溝址に複数の番号が付けられる結果を招いてしまったが、実数は40条

である。自然流路と人工の溝址の2種類が存在するが、自然流路については、人手が加わっていないと断言はできな

い。東西方向に走る溝址は自然地形の傾斜に沿っており、南北方向に走る溝址は自然地形を無視している。このこと

から南北方向に走る溝址が人工である可能性を指摘できる。以下に時期つ生格が推測されるものの概略を記す。

調査区北部を東西に走るM75・M43・M37・M20は部分的に断絶しているが、本来は1条の連続する溝である。覆

土の大部分が砂であることから、流路であったことは間違いないが、微妙な地形の傾斜に干渉されず、ほぼ一直線に

延びており、人工の水路である可能性も認められる。時期は判断しかねるが、井戸が存在しない当遺跡においては、

このような水路により集落に水を供給していたのかも知れない。

同様な溝としてほ、M69・M74が該当する。ただし、M69・M74は人工の溝である。

M26・32・33・53・57・61は、古墳時代Ⅲ期以前から存在する古い流路である。両端部から流れ込んだ土砂により

中央から埋まり始め、端部は水の進入の度、浸食と堆積を繰り返す不安定な状態であったことが他遺構との重複関係

から推測される。

調査区を南北に走る人工の溝であるM18・M19は古墳時代Ⅳ期以降、奈良平安時代Ⅳ期以前の年代が他遺構との重
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第48図　E形態土坑、溝址分布図
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複関係から否定できる。本址に酋方向から直角に突き当たるM17も人工の溝址と思われるが、古墳時代Ⅲ期の竪穴住

居址との重複関係しか認められず、これらよりほ新しい。

東西・南北に「く」字状や「コ」字状に曲がるM13・M14やM24・M45、M28。M48、M射e42や髭「6㌫∴M岩r

M40は他遺構との重複関係において切ることはあっても、切られることがないため、その上限は推測できるが下限は

不明である。M13・M14、M24・M45、M41・42・58・63は奈良平安時代V期より新しく、M28のM48、M77弓膝用

は奈良平安時代Ⅵ期よりも新しい。

上記以外の溝址についても、年代的には奈平Ⅵ期よりは新しいものの、その下限は不明である。特定の場所を区画

するような性格の溝址は調査区内には特定できない。区画溝により、隔絶する対象や必要がないことが聖原集落の特

徴と言えるかも知れない。そしてそれは、聖原遺跡を佐久郡衛そのものに比定できない根拠のひとつでもある。

第謬節　特殊遺構
特殊遺構とした中で、円形周溝のQ7、Q9、QlOについてふれておきたい。当遺跡では3基しか検出されていな

いが、市内のいくつかの遺跡において同様な遺構が検出されている。例えば、周防畑遺跡群入高山遺跡　EM五号円

形周溝、芝宮遺跡群下曽根遺跡Ⅵ　M4号溝址、一本柳遺跡群西一本柳遺跡Ⅲ。Ⅳ　M7号。M9号溝址、栗毛坂遺

跡群B地区　特殊遺構8などである。

時期的には古墳時代後期～平安時代に認められるようであるが、出土遺物が少なく時期が特定できるものは皆無の

ようである。規模的には、長径3m～9m、溝幅1m以内、深度50cm以内であり貧弱である。平面形は円ないし楕円

形であるが、見方によっては隅丸方形に近いものも存在する。溝の深さは一定せず、断面も達梯形が基本であるが、

2段落の部分なども存在する。付属施設は基本的に認められないが、栗毛坂遺跡群B地区　特殊遺構8の場合は複数

の柱穴を伴う。

性格は、形態からすれば円形周溝墓に近いことから、墓が想定されるが、いくつかの遺跡で検出されているに　か

かわらず、墓坑や骨は検出されていないことから、周溝墓ではないものと考えられる。もう一つ形態的に類似する遺

構として、群馬県「中筋遺跡」等で検出されている平地式建物がある。溝の幅が「中筋遺跡」よりも広すぎるが、可

能性は高い。本址を平地式建物とした場合、検出される数の少なさや、火床が存在しないこと等から、住居とは考え

にくい。また、乱雑とも言える溝の構築から考えると、構造的に強固な建物ではないように思われる。

現時点では結論は導き出せないが、類例の更なる蓄積を待ちたい。

第8節　金属器。金属製品
水はけの良い地質により、本遺跡からほ比較的良好な状態で金属器・金属製品が数多く出土した。ここでは、第且

節で明らかとした、土器編年に沿って、各時期毎の金属器・金属製品の変化及び特徴を明らかとしたい。

○古墳時代Ⅲ期　銅製品は出土していないため不明である。鉄器・鉄製品としてほ鉄、刀子、鎌、鍬先が出土してい

る。鉄は無頸1、短頸4・7・8、長頸16017が認められる。刀子は両関の1と片関の3、鎌は102が認められ、

1ほ左、2には右左が存在する。紡錘車は認められず、石製・木軸のものが主体と想定される。その他に凹状の平面

形態のU字状鋤先、方形の止金具が認められる。

○古墳時代Ⅳ期　銅芯金張りの耳環の他には銅製品は認められない。鉄器e鉄製品は鉱が無頸㌃言短頸8、義溜細鮮

18が認められるが、無頸1や短頸4・7も存在するものと思われる。刀子は前時期に引き続き、1の3が認められる。

鎌は2が左右共に存在する。紡錘車は本期が初現である。釘や錠も認められ、錠には木質が付着している。その他に、

折り曲げられた鉄片が出土している。

○奈良平安時代I期　銅製品は、帯金具の巡方、銅芯金張りの耳環が認められる。帯金具は本期が初硯である。鉄器

・鉄製品は鉄に長頚の16・19・20・22・23が認められ、無頚や短頚が認められないが、無頸1や短頸4の7、昆頸蟻

も存在するものと思われる。刀子は前時期に引き続き1・3が認められる。鎌も前時期に引き続き、2が左右共に存

在する。その他に、紡錘車、日宇状鋤先、釘、毛抜きが認められる。

○奈良平安時代Ⅱ期　銅製品は、馬鈴・帯金具の巡方が認められる。馬鈴は吊手部分を欠損するが、飯田市金山二子

塚古墳出土品に近似する。鉄器・鉄製品は鉄が無頸1、短頸4・9、長頸22が認められる。出土はしていないが、短

頸7や長頸16・18も存在するものと思われる。刀子は1～5全てが認められる。

刀子は本期に大きな画期が認められる。具体的には1から2への変化、4を介在しての無関5の出現である。鎌は2
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・3・6が認められる。2・6ほ左、3ほ右だけが存在する。刀子同様に鎌も本期に大きな画期が認められる。それ

は柄に対する背の内角が1200前後であった2から、1300　を越える3への変化であり、同様の角度が1000ほどで

あった1から、2、3へと角度が順次大きくなっていく傾向が読みとれる。（本来は背ではなく刃で計測すべきであ

ろうが、研ぎ減りによる変形が認められるため背で計測した）その他に、紡錘車・釘・鑓・馬具の轡・斧（板状・袋

状）・鉄器を折り曲げた鍛冶素材や板状の鍛冶素材が認められる。

○奈良平安時代Ⅲ期　銅製品は帯金具の巡方裏止金具・餃具が認められる。鉄器のうち、鉱は無頚は認められないが、

1が存在するものと思われる。短頚は4・9が認められ、7も存在するものと思われる。長頚は16・18・21が認めら

れ、22も存在するものと思われる。刀子は2・3・5が認められる。前期の項でも述べたが、1から2への変遷、4

を介在しての無間5への変遷が本期で完遂されている。鎌は2・3が認められ、各々に左右が存在するものと思われ

る。その他には紡錘車・釘が認められる。

○奈良平安時代Ⅳ期　鋼製品は帯金具の巡方。丸柄の他に、皇朝十二銭が初現する。種類は和同開弥・隆平永賓であ

る。鉄器・鉄製品のうち、鉱は無頸3、短頸7・12弓3、長頸18・22・24が認められるが、無頸1、短頚4、長頸21

も存在するものと思われる。鉄は本期と前期の間に画期が認められる。具体的には本期以降短頚が主体となること、

短頚における新たな形態の出現。（12・13や9から10を介して11への変遷、14の出現と15への変化）長頚の衰退と20

から21への変遷や22・23から24・25・26への変遷などである。刀子は前時期からの変化は認められず、2・3・5が

認められる。鎌は2・3が認められるが、左だけとなる。その他には、紡錘車・U字状鋤先・袋状の斧・釘・鎚・火

打金具・巡方が認められる。

○奈良平安時代V期　銅製品は、帯金具の巡方・蛇尾、神功開賓・隆平永賓・富語神質・承和昌賓の皇朝十二銭、銅

塊が認められる。鉄器e鉄製品のうち、鉱は短頚7・12・13・14、長頚21・26が認められるが、無頸1、短頸4も存

在するものと思われる。刀子は前時期からの変化は認められない。鎌は全長の長い2・3とは異なり、全長が短く、

柄に対する背の内角が広い5の初硯に、画期が認められる。2・3ほ認められないが存在するものと思われ、前期同

様に左しか存在しないと推測される。また、本期には剃刀の可能性を内包するが、手鎌と思われるものが認められる。

その他には紡錘車・袋状の斧・釘・鎚e針・宴・鎚・焼印・馬具関連金具・金具・鍛冶素材などの種類・量ともに豊

富な出土が認められ、木工・鍛冶・馬・布などの生業の一端が垣間見られる。更に、長さ20cmに及ぶ釘の存在は規模
の大きな建物の存在を想起させる。

○奈良平安時代Ⅵ期　銅製品は帯金具の丸栴・蛇尾の裏止金具、椀、鈴が認められる。鉄器・鉄製品のうち、鉄は無

頚1、短頸4・5・7・10・12、長頸25が認められるが、短頸14、長頚21も存在するものと思われる。本期を最後に

無頚の鉄は認められなくなる。刀子は前時期からの変化は認められない。鎌は2が本期を最後に姿を消す。3・5ほ

左右共に存在する。その他として紡錘車e袋状斧・釘・鉱・馬具関連金具・金具・針・堅・錐・丸栴・鈴・釜・金紺

・鍛冶素材など前時期同様に種類・量ともに豊富な出土が認められる。

○奈良平安時代Ⅶ期　銅製品は帯金具の巡方裏止金具、刀装具の足金具が認められる。鉄器・鉄製品のうち、鉄は短

頚の4・6・7・14、長頚の21が認められる。長頚は本期を最後に認められなくなる。刀子は2・3・5が存在する

が、2ほ本期を最後に認められなくなる。鎌は左の3・5が認められる。その他として紡錘車・馬具関連金具・苧引
金具などが認められる。

○奈良平安時代Ⅷ期　鋼製品は認められない。鉄器・鉄製品のうち、鉄は出土が皆無のため不明であるが、短頚の10

・11弓4弓5が存在するものと思われる。刀子は3・5が認められる。3は本期を最後に認められなくなる。鎌は3

・4・5がが認められる。その他として、紡錘車・釘が認められる。

○奈良平安時代Ⅸ期　銅製品としてほ八稜鏡が認められる。鉄器・鉄製品のうち、鉄は短頸11のみが認められる。刀

子は5が認められる。鎌は本期以降出土例がないため不明である。その他として、紡錘車の軸・釘・鑓・鉄鐸等が認
められる。

○奈良平安時代Ⅹ期　銅製品は認められない。鉄器・鉄製品のうち、鉱は短頸15が認められる。刀子は5と思われる

ものが認められるが、茎部しか残存していないため、断定はできない。鎌・紡錘車は出土していない。その他にU字

状鋤先・釘・錠・馬具関連金具が認められる。
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第9節　文字資料
ここで扱う文字資料とは、遺物にのこされた文字だけではなく、記号、絵、印、文字を書くための道具である硯な

ども含めている。

以下、各時期毎に文字資料を概観していく。

○古墳時代Ⅱ期　該当する住居址が少ないことも起因するのであろう、文字資料は皆無である。

○古墳時代Ⅲ期　本期では文字そのもがのこされた資料は存在しない。資料の大半を占めるのはヘラで記された

「／」ないし、「×」などの記号であり、土器の焼成前に記されている。器種的には土師器や須恵器の杯や杯蓋であ

り、記される部位は内外の底面である。その他に、墨で措かれた記号ないし絵がH367出土の土師器杯口縁部に認め

られる。今回の調査で出土した最も古い墨書土器である。墨ではなく朱墨により記号ないし絵が描かれたものが認め

られる。H549、H642、H654から出土しており、H549のものは太く「一」を、H642は「米」記号、H654は全体は

不明であるが、装飾的である。すべてが土師器杯であり、H654が内面のほかは、外面底部に措かれている。

○古墳時代Ⅳ期　須恵器杯の外面底部にヘラで記された「×」記号の資料が認められる。すべてが焼成前に記されて

いる。

○奈良平安時代I期　本期において初めて文字が認められる。ヘラで記された刻苦と墨書があり、刻苦はH505出土

の須恵器杯の外面体部に「全」ないし「金」が焼成前に、墨書はH258とH717の2点が認められる。H258は「玉」、

H717は判読できない。器種は須恵器杯で外面底部に書かれている。その他にはヘラによる「＊」、「／」、「×」、

「0」などの記号が認められる。器種は須恵器の壷Bや杯、有台杯で、部位は壷Bが外面休部の他は、内外面の底部

である。すべてが焼成前に記されている。

○奈良平安時代Ⅱ期　前時期に認められるようになった文字は、本期において増加する。焼成前の刻苦と、墨書があ

り、器種的には須恵器と土師器の杯、有台杯に認められ、部位は外面体部か底部である。「大」、「太」、「裏」、「十」、

「尺」？、「万」、「土」、「田」などの他に、H63出土の土師器杯外面底部に刻苦された「於寺」や、H677の須恵器杯

外面体部に墨書された「寺」は本期の本遺跡内に寺が存在した可能性を示唆する資料として注目される。「於寺」を

除き基本的に1文字が書かれるが、H50の「太」は外面体部と底部の2ヶ所に同じ文字が書かれている。底面の場合

は判断できないが、外面体部の場合、「太」、「裏」、「寺」は横位に書かれている。また、本遺跡内で文字が書かれた

証拠とも言える円面硯が2点出土している。焼成前にへラで記された記号「／」、「×」は須恵器にのみ認められる。

器種は杯、有台杯、杯蓋であり、部位は杯、有台杯は外面底部、杯蓋は内面天井部である。

○奈良平安時代Ⅲ期　前時期に比べ資料数は若干少なくなる。文字は刻苦が、HlO5出土の須恵器有台杯外面底部に

焼成前に記された「中伯」が1点認められるだけであり、他は墨書となる。墨書は土師器、須恵器の杯、有台杯の外

面底部か体部に書かれており、「三」、「木」、「入」、「田」などが認められるが、判読できないものも存在する。H214

が倒位、H220が横位の他は外面体部の墨書は正位に書かれている。焼成前にへラで記された記号は須恵器の杯、有

台杯、聾に「×」、「＊」認められる。部位はH220の聾が外面体部の他は、内外の底部であるが、H605やH718は内

外面の底部に同じ記号が記されている。

○奈良平安時代Ⅳ期　前時期に比べ資料数は増加する。焼成前にへラで記された記号は減少する。土師器杯、須恵器

杯、有台杯、壷に記される。部位は土師器杯、須恵器杯、有台杯は外面底部、須恵器壷は外面体部である。種類は

「×」だけである。墨書は土師器杯、須恵器杯、有台杯、杯蓋に書かれる。部位は外面体部か底部である。「赤」、

「吉」、「久」、「中」、「手」、「金手」、「田」、「山神」、「芳」、「大」、の他に「〕」、「＊」などの記号も認められる。ま

た、判読できないものも存在する。外面体部に書かれるものの内「赤」、「手」は横位、「久」は倒位のものが認めら

れる。量的には「中」、「久」が他よりも多い。また、本期には「伯方私印」と彫られた石製印が存在する。このこと

は、本期頃に当遺跡には、伯麻呂という有力者が存在したことを示唆しており、極めて貴重な資料である。

○奈良平安時代V期　前時期に比べ爆発的に資料数は増加する。焼成前にへラで記された記号は前時期に引き続き減

少する。須恵器棄・杯、土師器杯に認められ、種類は「×」、「井」などである。焼成後の刻書も認められ、H153出

土の土師器皿には外面体部に横位で「主」、H204の杯には外面体部に倒位で「方」が刻まれている。また、土器では

ないが、H332出土の砥石の1面には絵が刻まれている。ヘラ記号とは対照的に墨書は増加する。器種的には、土師

器杯・皿・碗・杯蓋、須恵器杯・杯蓋に認められ、部位は外面体部や底部がほとんどであるが、H572出土の須恵器

杯蓋は内面天井部である。基本的には正位のものが多いが、横位や倒位のものも存在する。文字数は1点のものが大

半を占めるが、2文字や3文字のものも認められ、その場合、H161の「大方寺」やH439の「金手」のような連続し
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た文字ではなく、H137の「乙」を2ヶ所やH153の「交」・「吉」などのように単文字を2ヶ所に書くものも存在する。

具体的に書かれる文字は「↓十「◎」・「乙十「丙」？・「生」・「支」・「交」・「安」・「吉十「貞」・「木」・「本」・「大」・

「大方寺十「仁」・「長」・「米」・「久」・「左」・「右」・「中」・「一」・「四十「六」・「金手」・「土」・「芳」・「前十「刀」・

「主上「舎十「田」・「一王」・「万財」・「室十「大？」・「疋」・「槙十「子」など判読不可能なものも含め多種である。

これらの中で特に多く見受けられるのは、「乙」・「中」・「金手」・「仁」などである。

以上のような文字資料とは大きく異なる資料が本期には認められる。H380出土の仏鉢形の甲斐型土器で、ヘラミ

ガキあるいは暗文の手法により、土器の焼成前に文字が書かれている。内面底部中央には「悌」が一文字、外面には

「甲斐国山梨郡大野郷戸？」「乙作八千」「此後？悌？為」「八千体？」など、多くの文字が書かれている。本資料の

重要性は、古代甲斐国の地名が具体的に記されていること、甲斐国で作られ搬入された土器であることにある。この

ことから、当時の山梨県山梨市と、長野県佐久市の間に交流があったことが明らかとなったのである。いずれにせよ、

文字の判読ができない部分もあり、今後の研究により、その内容や背景が明らかにされることを期待したい。

○奈良平安時代Ⅵ期　前時期と同様な傾向である。焼成前のへラ記号は更に減少する。土師器嚢外面体部や須恵器杯

外面底部に「×」や「／」が記される。焼成後の刻苦も少数ではあるが認められる。H184の土師器皿は外面体部に

横位で「天」、H725の土師器杯は外面体部に2ヶ所、「九」が倒位で記されている。墨書土器は前時期同様に大量に

認められる。器種的には土師器杯・碗・皿が大半を占め、須恵器杯、灰粕陶器皿が少量認められる。部位は外面体部

や底部に限られる。正位のものが多いが、倒位・横位も認められる。前時期同様に1文字のものがほとんどであるが、

2文字のものも存在する。具体的には「生」・「衆」？・「芳」・「三十「↓十「一什」・「文」？・「牟」？・「吉」・「貞」・

「在十「丙十「千」・「久十「主上「仁」・「前」・「加」・「物」？・「方」・「室」・「乙」・「令」・「山」・「義」・「西十

「上十「太上「田上「忠十「左」・「全」・「前仁」・「小郡十「金手」・「義山」や判読不能なもの、記号など多種である。

これらの中で特に多く見受けられるのは、「貞」e「前仁」である。

○奈良平安時代Ⅶ期　量的には大幅に減少する。焼成前のへラ記号は少量が須恵器に認められる。杯外面体部・底部、

壷外面底部などに、「×」e「耳」が記されている。墨書は土師器・須恵器に認められるが、須恵器は少量である。器

種的には杯・椀であり、部位は外面体部・底部に正位ないし倒位に書かれている。1文字、1ヶ所が基本であるが、

H882に「金手」と「？」がH414に「山大」と書かれたものが存在する。具体的には「山」・「丙」・「手」・「大十

「全十「主上「昇」？・「令」・「王」・「本」などであるが、特に多く見受けられるものは存在しない。

○奈良平安時代Ⅷ期　量的には更に激減する。刻書は一切見受けられない。墨書は土師器杯・碗、灰粕陶器皿・碗に

認められる。部位は外面体部が主体であるが、H472に外面底部のものが1点認められる。正位・横位・倒位のもの

が存在する。H974におそらく「下」が2ヶ所に書かれたものが存在する他は、1ヶ所に書かれている。具体的には

「一万」・「大」・「万」・「本」・「七八」である。

本期を最後に文字資料は認められなくなる。

第臓節　集落の変遷
第2節でも述べたように、竪穴住居址と共に集落を構成する重要な要素である掘立柱建物址については時期を特定

することが困難であるため、本節では片手落ちではあるが、竪穴住居址の各時期の推移により、聖原遺跡の集落の変

遷を見ていきたい。無論、10万正に届かんとする面調査が実施された本遺跡でさえも、集落は更なる広がりを見せて

おり、ここで捉える事象が聖原遺跡の全容ではない。

○古墳時代Ⅱ期　調査区の中央北西よりに3軒の住居址が散在する。土器様相から本期に分類した3軒ではあるが、

時間軸上では、極めて古墳時代Ⅲ期に近く位置するのであろう。

○古墳時代Ⅲ期　調査区の約半分、南西部分に集中して、確実なものだけでも100軒を越える住居址が出現する。調

査区の東北端から延びる未発達の田切りの端部を境界に、これより南西半にのみ集落が展開することから、当時はこ

の未発達の田切りの周辺は居住には適さない環境であったか、居住以外の目的に利用されていたようである。また、

集落は東西方向を意識して展開しているようであり、細かく見れば3～4軒を最小単位に分類することも可能であろ

うが、大きく北部分と南部分に分かれているようである。いずれにせよ、本期に見られる唐突な集落の出現は、この

集落が所謂「計画村落」であることを示している。

○古墳時代Ⅳ期　前時期には集落が展開していなかった調査区の東北半の未発達の田切りを挟んだ北側に集落の中心

が移動する。前時期に集落の中心であった調査区南西部分にも集落は展開しているが、密集度は低い。時間軸上にお

いて、前時期により近い部分の住居址が図上に反映されている可能性も高い。しかし、本期最大規模のH173号住居
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104



第61図　文字資料編年表5

105



第62図　文字資料編年表6
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址は、調査区南西部分に位置しており、この区域が特別な場所である可能性もある。また、調査区東北半の未発達の

田切りを挟んだ南側にも3軒の住居址が認められ、この部分への集落の展開が始まったことが伺われる。本期におい

ては未発達の田切り上に住居址は構築されないことから、この田切りは埋没せず、谷であったものと思われる。なお、

県埋文センターの調査では、この田切り内に畝上の溝が発見され畑との見解が出されているが、周囲より低く水が集

中する場所に畑を作るのは不自然であること、遺跡内には広い空地が存在することなどから、畑ではないものと考え

る。谷を迂回して行き来する煩雑さを解消するための、丸太を敷設した木遺跡なども可能性があるのではないだろう

か。

○奈良平安時代I期　第68図に示したように、古墳時代Ⅲ・Ⅳ期の集落を合わせたような展開となり、大きく4ヶ所

に集落は分かれる。前時期に集落が展開し始めた調査区東北半の未発達の田切りを挟んだ南側部分も、他より閑散と

した分布ではあるが、ひとつのまとまりが出来上がる。数的にも前時期と比べ急増しており、集落規模は拡大し始め

る。最も密集度が高いのは、調査区東北半の未発達の田切りを挟んだ北側部分であるが、本期最大規模の住居址H131

は調査区南西部分に存在する。前時期も含め、集落は古墳時代Ⅲ期と同様に東西を意識して展開しているようである。

本期においても未発達の田切り上に住居址は構築されないことから、この田切りは埋没せず、谷であったものと思わ

れる。

○奈良平安時代Ⅲ期　集落は大きく6ヶ所のまとまりとして捉えることができる。前時期まで集落が展開しなかった

調査区中央南部分に新たなまとまりが出現する。本期は前期よりも更に住居址が増加しており、墨書・刻苦土器や円

面硯の出土が見られる。墨書・刻苦土器の中には「寺」や「於寺」なども認められ、本期に当遺跡内に寺が存在した

ようである。しかも、「於寺」とは「うえの寺」という意味であることを考えると、対応する「したの寺」も存在し

た可能性があり、ふたっの寺が存在したようである。本期最大規模の住居址H667は調査区のほぼ中央に位置し、周

囲には同時期の住居址は存在しないことから、他の住居址とは隔絶された特別な存在であることが伺われる。密集度

が高い部分はH667を含む調査区中央南部分と、調査区西南端のまとまりである。なお、本期においても未発達の田

切り上に住居址は構築されないことから、この田切りは埋没せず、谷であったものと思われる。

○奈良平安時代Ⅲ期　調査区全体に散在してはいるが、大きく4ヶ所のまとまりとして捉えることができる。本期最

大規模の住居址H718は、前時期最大規模の住居址H667のやや西方に存在し、H667ほどではないが周囲には同時期

の住居址は存在せず、他の住居址とは隔絶された特別な存在である。密集度は調査区南西部分が高く、未発達の田切

りを挟んだ北東部分の2ヶ所は密度が低い。本期においても未発達の田切り上に住居址は構築されないことから、こ

の田切りは埋没せず、谷であったものと思われる。

○奈良平安時代Ⅳ期　前時期同様に大きく4ヶ所のまとまりとして捉えることができる。本期最大規模の住居址H250

が調査区の南西に動いたためか、調査区中央のまとまりが拡大し、調査区南西端のまとまりが縮小した様相を呈する。

墨書土器の大半は中央のまとまりから出土している。また、H250の北に位置する小型の住居址H255からは、「伯方

私印」と刻まれた石製印が出土しており、H250を中心とする一帯が本期の集落の中心であったものと思われる。集

落規模は本期と後続する奈良平安時代V期においてピークに達する。なお、本期においても未発達の田切り上に住居

址は構築されないことから、この田切りは埋没せず、谷であったものと思われる。

○奈良平安時代V期　大きく3ヶ所のまとまりとして捉えることができる。未発達の田切りを挟んだ両側と、それ以

外である。本期最大規模の住居址H635は調査区の中央南端付近に位置するが、規模的にも立地的にも他の住居址と

の格差は認められない。本期に認められる、本遺跡を代表する出土遣物であろう、「甲斐国山梨郡大野郷・・」が記

された甲斐型土器は小型のH380より出土しており、立地は調査区中央北端付近の周囲に住居址が存在しない、隔絶

されたともとれる場所ではある。それ以外に出土した墨書土器などの文字等が記された遺物は、調査区内から万遍な

く出土しており、特定の傾向などは兄いだせない。本期においても未発達の田切り上に住居址は構築されないことか

ら、この田切りは埋没せず、谷であったものと思われる。

○奈良平安時代Ⅵ期　調査区北東端の未発達田切り南、調査区中央、調査区南西の3ヶ所にまとまりが認められる。

銅製品・古銭、墨書土器等が特定の住居址から出土する傾向は見られない。本期最大規模の住居址H517は規模的に

も、立地的にも特別な存在ではないようではある。本期においても未発達の田切り上に住居址は構築されないことか

ら、この田切りは埋没せず、谷であったものと思われる。

○奈良平安時代Ⅶ期　前時期同様な位置に3ヶ所のまとまりが認められ、墨書土器等が特定の住居址から出土する傾

向は見られない。本期最大規模の住居址H414は調査区中央のまとまりに存在し、規模は他と比べ大規模であり、周

辺部は調査区の中で住居址の密集度は最も高く、特別な存在と捉えて良いようである。本期において初めて未発達の

田切り内に住居址が進出することから、谷から安定した平地に変容したものと思われる。
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あ○奈良平安時代Ⅷ期　調査区南西のまとまりが消滅し、中央のまとまりは北端に縮小、収縮する。北東端のまとまり

だけがわずかに規模を拡大する。集落の規模自体が前時期までと比べ極端に縮小している。本期最大規模の住居址H

841は北東端のまとまりに位置するが、規模的にも立地的にも他との格差は認められない。前時期同様に未発達の田

切り内にも住居址が構築されている。

○奈良平安時代Ⅸ期　前時期に縮小した集落規模は本期になり、若干盛り返す。本期の集落の特徴は、調査区の南辺

に集落が偏在することである。つまり、遺跡の立地する田切り台地の南端に住居址が集中し、北端には一切認められ

なくなる。調査区の北東部、中央部、南西部の3ヶ所にまとまりが見られ、本期最大規模の住居址H613は中央部の

まとまりに位置する。規模的には中央部分のまとまり内では他と比べ、圧倒的に大規模であり、全体の中でも、南西

部のまとまりに位置するH323とともに他とは異なる規模の住居址と言える。しかし、出土遺物の面から見ると、H

613の西に位置するH615から、八稜鏡や白磁といった特殊な遺物が出土しており、H613は他と異なる特別な遺物は

出土していない。H613・H615をひとつのまとまりとして、本期の集落の中心と捉えた方が良いのかも知れない。

○奈良平安時代X期　集落全体の規模は縮小する。前時期同様に調査区の南辺に集落が偏在する。前時期には3ヶ所

のまとまりが見られたが、調査区南西部のまとまりが消滅し、中央部と北東部の2ヶ所のまとまりとなる。本期最大

規模の住居址はH560であるが、1軒だけが際だって大規模なわけではなく、立地上も特別な存在とは捉えられなし、

特殊な遺物も認められない。

○奈良平安時代刃期　調査区北東部の、未発達の田切りの南に2軒の住居址が認められるだけとなる。古墳時代Ⅲ期

と同様に、時間軸上は奈良平安時代Ⅹ期に極めて近い部分に位置するのであろう。本期以降において、調査区内に集

落は営まれていない。

第m節　亙塔に竃のぞ
未発達の田切りの西端部に位置する、F196掘立柱建物址、H735号住居址とその周辺の未発達田切りが埋没して形

成された黒色帯から出土した複数の瓦塔片は、同一個体の可能性が高いものと思われる。

出土した部位は基壇（二重）、初軸の隅・面、屋蓋、九輪であり、県内出土の瓦塔資料としては、良好な資料であ

ろう。焼成は土師質であり、屋蓋の一部には黒斑が認められるが、九輪には火樽が確認できることから、比較的高温

で焼成されたものと思われる。基壇の一部には赤彩の痕跡らしきものも認められるが、断定できない。

屋蓋の屋根瓦は半裁竹管状工具の押し引きにより、丸瓦だけが表現されており、幅約1．1cmで、瓦の継ぎ目長は軒

先が狭く約1cm前後、順次長くなり、1．5cm～2cm前後になっているが、出土資料から見る限り、不規則であるが、

2cm前後の部分が多い。垂木は幅2cm前後の部分と、1．5cm前後の部分が認められる。ヘラ状工具による削りだしに

より表現されている。隅垂木は剥落したものが1点出土しており、後から貼付されたことが判明した。断面の観察か

ら、屋蓋は垂木をを含む本体に、瓦厚の粘土を貼り付け、瓦を創出したことがわかる。

九輪部分は第4分冊では、須恵器壷？として掲載してあるが、その後瓦塔の九輪であることに気がついた。九輪で

あるから本来は同一形状のものが9点存在したものと思われる。

瓦塔を構成する部位としては宝珠、竜車、水煙、請花、伏鉢、露盤、二～五軸、初軸の組物部分や、屋蓋の隅棟部

分や中心部分などの多くの末出土部分が存在しており、瓦塔の全容は知りようもないが、推定される高さは1m前後

であろうと思われる。瓦や垂木の表現から、池田敏広氏の分類（池田1999年）に当てはめれば、瓦表現は幅広工具押

し引きB手法、垂木表現はへラ削り出しClないし、C2手法に該当し、一軒構成である。推定される年代は8世紀

後半～9世紀中葉となる。これに調査により得られた情報を加味すると、今回出土した瓦塔の年代は、奈良平安時代

V期－9世紀前半が比定される。

本節冒頭に記したF196やH735は寺ないし、それに付随あるいは関連する遺構であろう。出土した瓦塔はそこに安

置されていたものと思われる。本遺跡から出土した、「於寺」刻書、「大方寺」・「寺」墨書は上記の遺構を指し示した

ものかも知れない。いずれにせよ、平安時代の東信濃佐久の地に仏教を信仰する人々が確実に存在した証拠と言えよ

う。

1）1999年　研究紀要第7号関東地方瓦塔編年と他地域瓦塔編年の比較・検討　財団法人栃木県文化振興事業団・埋蔵文化財センター

＊出河裕典氏には当遺跡出土を瓦塔を実見して頂き、貴重な教示を受けた。
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第74図　奈良平安時代Ⅵl期の住居址分布
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第76国　禁良平安時代IX期の住居址分布
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第79回　時期不明住居址分布
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第12節　まとめ
聖原遺跡の性格については、公式なコメントやアナウンスを我々当事者はしていない。しかし、調査が足掛け16年

という長期に及んだため、多くの方々により位置付けが為されてきた。そのほとんどは、聖原遺跡を佐久郡街に比定
するものである。

県内において、郡街と確実に推定される澤跡は、飯田市の恒川遺跡群以外は今のところ存在しない。聖原遺跡と恒

川遺跡群の出土遺物を比較した場合、役所という性格を端的に表す道具である、硯の規模と量において恒川遺跡群が

聖原遺跡を凌駕している。おそらくは、県内最多出土であろう皇朝十二銭や、腰帯金具、「伯万私印」の石製印、朱

墨痕の認められる土器など、多分に官街的な出土遣物も認められるものの、仮に硯を視点の中心に据えた場合でさえ、

郡衛の中核とは考えづらい状況が認められる。

866年に定額寺となった『妙楽寺』は、当初は佐久郡司の氏寺として建立され、後に官寺（定額寺）に列せられた

ものと考えられている。あくまでもこのような前提にたって考えた場合、妙楽寺は佐久郡街の近くに存在することに

なる。更に、．定額寺であるのだから、瓦茸きの寺院であったであろうという推測の上に立ち、その所在地を推測する

と、現在の長土呂集落の西北の台地に展開する「周防畑遺跡群」内の周捌臥渋右衛門、一本松地籍の布目瓦が散布

する一帯が最有力地となる。この説を強力に後押しするかのように、周防畑工場敷地造成工事の残土中より「川原

寺」式の軒丸瓦が1点出土していたことが、宇賀神誠司氏により公表された。瓦の編年からは7世紀末に比定される

資料であり、貴重な発見であることは確かであるが、1点のみの出土であること、宇賀神氏が採取者ではなく、別の

採取者からのいわば提供資料であり、採取時に他の遺物は存在しなかったか？等の状況が不明であることなどから考

えると、この軒丸瓦を短絡的に妙楽寺に結びつけて考えるのは現状では無理がある。また、布目瓦の散布地とされる

周防畑、渋右衛門、一本松地籍は、確かに散布地ではあるが、言われているような、多量の散布は現在認められない

し、過去に認められた具体的な証拠もない。（既出資料は断片的で少量である）しかし、7世紀末という年代は郡街

が成立すると言われる年代－7世紀末～8世摘己初め一に符合するし、布目瓦という特殊な遺物が少量であれ、特定の

地域にまとまりをもって出土しているのであるから、妙楽寺の有力候補地の一つであることは確かである。また、妙
楽寺と切り離してみても、特別な場所である。

∴∵．【
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田切谷を隔てて、聖原遺跡の北方の台地に展開する芝宮遺跡群は、長野県埋蔵文化財センターの芝宮遺跡群の調査

や、佐久市による下曽根遺跡等の調査により、聖原遺跡に劣らぬどころか、凌駕するほどの大規模集落が展開するこ

とが明らかとなった。出土遺物も聖原同様に多分に官街的であり、特に、下曽根遺跡M2号溝址からは大量の遺物が

出土しており、大型の須恵器盤、円面硯、完形に近い複数の須恵器大喪などが、彩しい数の土師器、須恵器、鉄器な

どと共に認められた。この溝は長野県埋蔵文化財センターが調査した芝宮遺跡群の大溝に連結していくものと推測さ

れ、この溝により区画された内部も佐久郡街の有力候補地である。

遺跡群を区画する田切りは、現在も成長を続けている。田切りに区画される台地の縁辺に、田切りにより切り取ら

れた竪穴住居址が検出される例は複数あり、古代の田切りは現在より小規模であったことが明らかとなっている。今

回の聖原遺跡の調査においても、台地中央を走る未発達の田切りが検出されている。この田切りは発達せず、埋没し

たことが、時期毎の集落の展開により確認されている。聖原遺跡と芝宮遺跡群や栗毛坂遺跡群を隔絶する田切りや、

芝宮遺跡群と周防畑遺跡群を隔絶する田切りが、古代において聖原遺跡の未発達の田切り程度の規模であったとした

ら、我々の考えている遺跡や遺跡群の範囲は根底から覆る。そして、その可能性は高いと言える。

現在、郡衛の成立は前記したように7世紀末～8世紀初めと考えられており、その廃絶は10世紀以前と考えられて

いる。聖原遺跡の集落は、6世紀中頃～7世紀初頭＝古墳時代Ⅲ期に大規模集落として突如出現する。所謂「計画村

落」である。しかし、この集落は7世紀代＝古墳時代Ⅳ期には若干縮小する。そして、8世紀第一四半期＝奈良平安

時代I期から膨張を始め、8世紀第四四半期＝奈良平安時代Ⅳ期～9世紀前半＝奈良平安時代V期にピークに達する。

後続する9世紀後半＝奈良平安時代Ⅵ期には若干の規模縮小であったが、10世紀以降は衰退していく。聖原遺跡の集

落規模の変遷は、上記の郡街の消長とあたかも連動したように推移している。

郡街は「正倉」、「郡庁」、「館」、「厨」などの施設により構成されることが明らかとなっており、建物は掘立柱で、

規模は方二町ないしそれ以上に相当する面積を占めるのが一般的と言われている。また、「正倉」は全国の発掘例か

ら、総柱の高床式で、数棟ずつが直列ないし並列に整然と並ぶのが基本的である。聖原遺跡内にはこのような遺構は

存在しないため、聖原遺跡を郡街そのものに比定することは出来ない。しかし、前記した芝宮遺跡群の溝に囲まれた

郡街候補地は、溝で区画される範囲の直径が約240mであり、方二町という規模に符合する。更に、妙楽寺の有力候

補地である、「周防畑遺跡群」内の周防畑、渋右衛門、一本松地籍には、聖原遺跡より地理的に近い。確証はなく、

推測の城の見解であるが、現時点における佐久郡街の推定地は、芝富遺跡群の大清と下曽根遺跡M2号溝址により区

画された内部と考えるのが妥当なようである。

では、聖原遺跡の集落はどのような性格を有するのであろうか、郡衛には付属する様々な施設が存在することが明

らかとなっている。聖原遺跡で2ヶ所検出された故鉄も原料にする鍛冶、多数出土した鉄製紡錘車や針などから推測

される紡織、埋葬された骨や焼印状鉄製品から牛馬の飼育、円面硯や、墨書土器等の文字資料の出土から文字等によ

る記録、鎌や鋤先の出土から農業などの生業が推測される。このような仕事を郡司の為に行う人々が暮らした住まい

や工房などの仕事場が聖原遺跡の集落であったと考えることも可能であろうし、そのような人々を統括していた、有

力者が、集落内に存在する大規模な竪穴住居の居住者であり、その中には「伯方私印」を所持した『伯麻呂』なる人

物もある時期存在し、「大方寺」の墨書や、瓦塔などからその存在が明らかとなった寺を建立し、仏教を信仰し、9

世紀前半には、仏鉢形甲斐塑土器に記された、『甲斐国山梨郡大野郷戸？』から、甲斐国との交流があったのであろ

うことも推測できる。栗毛坂遺跡群、聖原遺跡を含む長土呂遺跡群、芝宮遺跡群、周防畑遺跡群、西近津遺跡群にま

たがる一帯を佐久郡街とそれに関連した諸施設と捉えることも可能であろう。（郡司の家も想定されるが、郡街に隣

接したり、郡衛内に存在する事例が多いことや、基本的に掘立柱の建物で構成される場合が多い事などから、除外し

た。）

しかし、一方では焼印状鉄製品は聖原遺跡に隣接する栗毛坂遺跡群、芝宮遺跡群からも異なる印面のものが出土し

ており、焼印を牛馬に押すという行為が、牛馬の所有者を明らかにするためのものと考えると、聖原遺跡で飼育され

ていた牛馬は、印面に記された「金」の所有であり、郡司や郡街とは無関係なものとなる。また、佐久郡司の氏寺が

妙楽寺であったならば、規模こそ比較にならないであろうが、聖原遺跡に居住した有力者もまた、「大方寺」という

氏寺（「於寺」刻苦の解釈によっては、聖原遺跡内に上の寺と下の寺の二寺が存在した可能性もある）を有していた

ことや、石製ではあるが、「伯方私印」という私印を所持する状態は、郡街とは無関係な有力者が形成した集落が聖

原遺跡であるとも考えられる。このような権力者、あるいは有力者を所謂「富豪層」や「郷家」などの豪族と想定す

る捉えかたも可能である。

郡衛は基本的に掘立柱建物で構成されることは前記した。郷長クラスの居宅は山梨県一宮町「大原遺跡」の例では、

竪穴住居であるが、発掘担当者が郷長クラスの館跡と捉える長野県小諸市「宮ノ反A遺跡」の館跡は、堀を周囲に巡
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らし、建物は掘立柱である。両者は時代が異なるため、直接の比較にはならないが、聖原遺跡の住居は竪穴であり、

掘立柱建物が1棟付随するのが基本である。規模には格差があり、各時期を通じ他と異なる規模の大きな住居が存在

する。基本的には溝等により周囲を区画することは行わない。このような特徴は、聖原遺跡の有力者が「郷長」や「富

豪層」クラスであることを反映しているものと考える。

以上雑駁ではあるが、聖原遺跡の性格については上記のとおり、二つの考え方が可能であることを提示してまとめ

としたい。
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≒＝章　二l　　三

聖慮遺跡腔壷．土器納車物の調査（）分析
（財）元興寺文化財研究所

1　分析資料

⑳　Nol土器：聖原H52　No5（写真1）

⑳　No2土器：聖原VTP162（写真3）

⑳　No3土器：跡部俵田H26　Nol（写真5）

2　分析内容

⑳　土器の内容物のマイクロスコープ観察と写真撮影

⑳　土器内容物のケイ光Ⅹ線分析による元素分析

⑳　土器内容物のフーリエ変換型赤外分光光度計による成分分析

3　使用機器及び分析条件

⑳　マイクロスコープ（（株）キーエンスVH－7000）

⑳　エネルギー分散型ケイ光Ⅹ線分析装置（以下、ⅩRF）（セイコーインスツルメント（株）製SEA5230）

試料の微小領域にⅩ線を照射し、その際に試料から放出される各元素に固有の蛍光Ⅹ線を検出することによ

り元素を固定する。ナトリウムより重い元素が検出可能である。

測定条件－モリブデン管球使用、真空、管電圧45kV

⑳　フーリエ変換型赤外分光光度計（以下、FT－1R）（日本電子（株）製JIRM6000）

試料に赤外線を照射し、そこから得られる分子の構造に応じた固有の周波数の吸収を解析し、化合物の種類

を固定する。

（測定条件：KBr錠剤法　分解能2cmj検出器TGS）

4　方法及び結果

⑳　マイクロスコープで内容物を観察後、写真撮影を行った。その結果、すべての土器の内容物中に紙の繊維は

観察されなかった（写真2，4，6）。

⑳　剥落した内容物をⅩRFで元素分析を行った。

その結果、Nol土器ではカルシウム（Ca）、鉄（Fe）、マンガン（Mn）、ケイ素（Si）、アルミニウム（A

l）、イオウ（S）、がノウム（K）が検出された。いずれも土壌成分と考えられた（図1）。

No2土器ではカルシウム（Ca）、鉄（Fe）、ケイ素（Si）、アルミニウム（Al）、イオウ（S）、マンガン

（Mn）が検出された。いずれも土壌成分と考えられた（図2）。

No3土器ではカルシウム（Ca）、鉄（Fe）、ケイ素（Si）、アルミニウム（Al）、リン（P）、イオウ（S）

チタン（Ti）、マンガン（Mn）が検出された。いずれも土壌成分と考えられた（図3）。

⑳　剥落した内容物をFT－1Rで成分分析を行った。

その結果、Nol土器では3430，2930，2850，1700，1630，1460，1380，1270cm…1付近に吸収ピークが見られたこ

とから、漆が含まれている可能性があると考えられた（図4）。

No2土器では3430，2930，2860，1720，1620，1440，1380，1270cm‾1付近の吸収ピーク、および級のよった漆特

有の黒い硬化物が見られることから漆が含まれていることが判った（図5）。

No3土器では3430，2930，2860，1700，1630，1440，1270cm‾1付近に吸収ピークが見られたことから、漆が含

まれている可能性があると考えられた（図6）。

以上の結果により、内容物は漆が含まれる、または漆が含まれる可能性の高い土器であるが、紙の繊維がないため

漆紙ではないと考えられた。
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168mm

写真1Nal土器（聖原H52No．5）

10mm

写真2　No．1土器内部（底面）
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123mm

写真3　Nn2土器（聖原VTP162）
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10mm

写真4　Nn2土器付着物下部



132m

写真5　No．3土器（跡部億田H26Nal）

10mm

写真6　No．3土器内容物の底部
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［測定条件］

測定 装置 SE A 5230

測 定時 間 （秒 ） 300

有 効時 間 （秒） 209

試 料室 雰 囲気 真空

コ リメー ター 直 ．8mm

励起 電圧 （k V ） 4 5

管電 流 （いA ） 16

コ メ ン ト 030163佐久聖原遺跡 H 52 NG 5 土器内容物

視野：［xY］6．60　4．95（mm）

［ス／ヾクトル］
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［測定条件］

測 定装 置 S E A 5230

測定 時 間 （秒 ） 3 00

有効 時 間 （秒 ） 2 08

試料 室雰 囲気 真 空

コ リメー ター O L 8mm

励 起 電圧 （kV ） 4 5

管電 流 （ドA ） 16

コ メン ト 030 163佐 久聖原 V rP 16 2土器内容物

視野：【xY］6．60　4．95（mm）

［ス／ヾクトル］
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［測定条件］

測 定 装置 S E A 5 230

測 定時 間 （秒 ） 3 00

有 効時 間 （秒） 2 10

試料 室雰 囲 気 真 空

コ リメー ター 車 ．8mm

励 起 電圧 （k V ） 4 5

管電 流 （ト止 ） 16

コメ ン ト 030 163佐久聖原 A A M H 26土器内容物

視野：［xY］6．60　4．95（mm）

［ス′ヾクトル］
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図6　No．3土器内容物のFT一旧スペクトル
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はじめに

長野県佐久市に所在する聖原遺跡は、長土呂遺跡群のほぼ中央に位置する。本遺跡周辺は、浅間山の軽石期の活動で

噴出した第1小諸軽石流堆積物（荒牧，1993）により形成された台地が、その後の侵食等によって形成された田切り

地形が発達する地域であり、本遺跡はこの田切りによって形成された台地上に立地している。これまでの発掘調査の

結果、古墳時代～平安時代にかけての1200軒近くの住居跡の検出をはじめとして、当該期の石製印や墨書・刻書土器、

さらに、八稜鏡や和銅開称を含む皇朝十二銭等の金属遺物等の出土から佐久郡街の有力な推定地とされている。今回

の発掘調査においても、古墳時代後期～平安時代にかけての竪穴住居跡や掘立柱建物跡が大量に検出され、当該期の

土師器や須恵器をはじめとして、陶器や石器、金属遣物も多量に出土する状況が確認されている。また、これらの遺

構の調査では、住居構築材や燃料材に由来すると考えられる炭化在が検出される住居跡や、当時の食糧残漣と考えら

れる種実遺体や動物道春体等の出土も確認されており、これらは生業活動の一端、特に植物・動物利用を検討する貴

重な資料と考えられる。

したがって、本報告では、住居跡等から出土した炭化材や種実遺体の同定を行い、当時の植物利用の状況を把握する

とともに、住居跡や土坑、溝等から出土した動物遺存体の鑑定を行い、これらの種類を明らかにする。また、中世の

所産と考えられる土坑からは人骨が出土していることから、年齢や性別等の情報を得ることとした。

I◎　植物利用の検討

上　試料

試料は、住居跡等から出土した炭化材を主体として、種実遺体、灰等の939点からなる。但し、これらの試料中には、

土壌や黒曜石、不明遺物等も確認されたが、本項では植物利用の検討を目的としていることから、結果表には試料の

質のみを記載し、分析対象からは除外している。

これらの試料のうち、炭化材については樹種同定を、種実遺体については種実遺体同定を行う。なお、灰については

燃料材等に由来する植物体が残存する可能性があることから5点を選択して灰像分析を実施する。各試料の詳細は、

樹種同定・種実遺体同定結果と共に表1に記す。また、灰像分析試料とした試料の詳細は、結果と共に表2に記す。

2。分析方法

（1）樹種同定

炭化材とされる試料中には、表面が炭化しているだけで、中は生木の状態のものが認められたことから、樹種同定は

以下の方法によって行う。

生木試料は、剃刀の刃を用いて木口（横断面）・柾目（放射断面）・板目（接線断面）の3断面の徒手切片を作製し、

ガム・クロラール（抱水クロラール，アラビアゴム粉末，グリセリン，蒸留水の混合液）で封入し、プレパラートを

作製する。作製したプレパラートは、生物顕微鏡で観察・同定する。一方、炭化材は、3断面の割断面を作製し、実

体顕微鏡および走査型電子顕微鏡を用いて木材組織の特徴を観察し、種類を同定する。

（2）種実遺体同定

双眼実体顕微鏡下でその形態的特徴から種類を同定する。

（3）灰像分析

植物体の葉や茎に存在する植物珪酸体は、珪化細胞列などの組織構造を呈している。植物体が土壌中に取り込まれた

後は、ほとんどが土壌化や撹乱などの影響によって分離し単体となるが、植物遺体や植物が燃えた後の灰には組織構

造が珪化組織片などの形で残されている場合が多い（例えば、パリノ・サーヴェイ株式会社，1993a）。そのため、

珪化組織片の産状により当時の構築材や燃料材などの種類が明らかになると考えられる。

本分析では、灰とされる試料の観察の結果、ほとんどが灰化していることが認められたことから、分析処理は行わず

試料採取を行うこととした。観察は、400倍の光学顕微鏡下で行い、分類は近藤・佐瀬（1986）を参考に同定を行う。

3．結果

（1）樹種同定・種実遺体同定

結果を表1に示す。炭化材は、針葉樹6種類（カラマツ・マツ属複維管束亜属・モミ属・トウヒ属・ヒノキ属・ヒノ
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キ科）、広葉樹35種類（オこグルミ・サワグルミ・バンノキ属バンノキ亜属・カバノキ属・アサダ・クマシデ属イヌ

シデ節・ブナ属・コナラ属コナラ亜属クヌギ節・コナラ属コナラ亜属コナラ節・クリ・エノキ属・ケヤキ・ニレ属・

ヤマグワ・モクレン属・モモ・サクラ属・バラ科ナシ亜科・イヌエンジュ・キハダ・ヤマウルシ・ヌルデ・チドリノ

キ・カエデ属・トチノキ・アワブキ属・ニシキギ属・クロウメモドキ属・ミズキ属・ウコギ属・リョウブ・エゴノキ

属・ハイノキ属サワフタギ節・トネリコ属・ムラサキシキブ属）とイネ科タケ亜科、イネ科に同定された。一方、種

実遺体は3種類（オこグルミ・モモ・トチノキ）に同定された。

なお、結果表には、1試料中に複数の種類が認められたものは、確認された全種類を記載している。また、保存状態

が不良で、種類の同定に至らなかった試料は、観察できた範囲での結果を記し、組織が観察できなかった試料は不明

としている。以下に、炭化材の主な解剖学的特徴と種実遺体の形態的特徴等を記す。

＜炭化材＞

・カラマツ（Larixkaempfbri（Lamb．）carriere）　　マツ科カラマツ属

軸方向組織は仮道管を主とし、晩材部付近に垂直樹脂道が認められる。仮道管の早材部から晩材部への移行は急で、

晩材部の幅は狭い。放射組織は柔細胞、仮道管、樹脂道、エビセリウム細胞で構成される。放射柔組織の細胞壁は滑

らかで、じゅず状末端壁が認められる。分野壁孔はトウヒ型へ∴ヒノキ型で、1分野に3－5個。放射仮道管の有縁壁

孔のフチは主としてカラマツ型。放射組織は単列、1－20細胞高。

・マツ属複維管束亜属（Pinussubgen．Diploxylon）　　マツ科

軸方向組織は仮道管を主とし、晩材部には垂直樹脂道も認められる。仮道管の早材部から晩材部への移行は急～やや

緩やかで、晩材部の幅は広い。放射組織は柔細胞、仮道管、樹脂遺、エビセリウム細胞で構成される。分野壁孔は窓

状となり、1分野に1個。放射仮道管内壁には顕著な鋸歯状の突出が認められる。放射組織は単列、1－15細胞高。

・モミ属（Abies）　　　マツ科

軸方向組織は通常仮道管のみで構成されるが、障害樹脂道が認められる試料もある。仮道管の早材部から晩材部への

移行は比較的緩やかで、晩材部の幅は狭い。放射組織は柔細胞のみで構成され、柔細胞壁は粗く、じゅず状末端壁が

認められる。分野壁孔はスギ型で1分野に1－4個。放射組織は単列、1－20細胞高。

・トウヒ属（Picea）　　　マツ科

軸方向組織は仮道管を主とし、晩材部付近には垂直樹脂道が認められる。仮道管の早材部から晩材部への移行は緩や

かで、晩材部の幅は広い。放射組織は柔細胞、仮道管、樹脂道、エビセリウム細胞で構成される。放射柔組織の細胞

壁は厚く、じゅず状末端壁が認められる。放射仮道管の有縁壁孔のフチほ主としてトウヒ型。分野壁孔はトウヒ型で、

1分野に3－6個。放射組織は単列、1－20細胞高。

・ヒノキ属（Chamaecyparis）　　ヒノキ科

軸方向組織は仮道管と樹脂細胞で構成される。仮道管の早材部から晩材部への移行は緩やか～やや急で、晩材部の幅

は狭い。樹脂細胞は晩材部付近に認められる。放射組織は柔細胞のみで構成され、柔細胞壁は滑らか。分野壁孔はヒ

ノキ型～スギ型で1分野に1－3個。放射組織は単列、1－15細胞高。

・ヒノキ科（Cupressaceae）

軸方向組織は仮道管と樹脂細胞で構成される。仮道管の早材部から晩材部への移行は緩やか～やや急で、晩材部の幅

は狭い。樹脂細胞は晩材部付近に認められる。放射組織は柔細胞のみで構成され、柔細胞壁は滑らか。分野壁孔は保

存が悪く観察できない。放射組織は単列、1－10細胞高。

・オニグルミ（JuglansmandshuricaMaxim。Subs匹Sieboldiana（Maxim。）Kitamura）　　クルミ科クルミ属

散孔材で、道管径は比較的大径、単独および2…4個が複合して散在し、年輪界に向かって径を漸減させる。道管は

単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、1－4細胞幅、1－40細胞高。

・サワグルミ（PterocaryarhoifoliaSieb．etZucc．）　　クルミ科サワグルミ属

散孔材で、道管径は比較的大径、単独および2…4個が複合して散在し、年輪界に向かって径を漸減させる。オニグ

ルミに比較して道管壁が薄く横断面では多角形となる。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は

同性、1－2細胞幅、1－20細胞高。

・バンノキ属バンノキ亜属（Alnussubgen．Alnus）　　カバノキ科

散孔材で、管孔は単独または2－4個が放射方向に複合して散在する。道管は階段穿孔を有し、壁孔は対列状に配列

する。放射組織は同性、単列、1－30細胞高のものと集合放射組織とがある。

・カバノキ属（Betula）　　　カバノキ科

散孔材で、管孔は放射方向に2－4個が複合して散在し、年輪界に向かって径を漸減させる。道管は階段穿孔を有し、
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表1。炭化材試料の同定結果（1）

遠表題津だ 十∵苅盗用臥≡ 藍※溺監畢ここ　　頂
マ　　　　　　彿 霊轡 辞　 童 柵　　　　　　　　だご

N N H l 1 A H 52 日－ 2 奈 平 lV 種 実 遺 体 オ 二 グ ル ミ （核 ）

N N H l 1 A H 55 2 奈 平 IX 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 ク ヌ ギ節

N N H l 1 A H 60 炭 1 奈 平 lV 炭 化 材 ク リ

N N H l 1 A H 60 炭 2 奈 平 lV 炭 化 材 ク リ

N N H l 1 A H 84 ＝区 床 面 炭 古 ＝ 炭 化 材 コ ナ ラ属 コ ナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H l 1 A H 87 カ マ ド内 奈 平 日 炭 化 材 コ ナ ラ属 コ ナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

ク リ

N N H l 1 A ・ 5 C H 8 8 3 区 3 層 古 川 炭 化 材 広 葉 樹つ 節 ）

N N H 3 4 B H 9 2 4 区 1 層 奈 平 V l 炭 化 材 ク マ シ デ属 イ ヌ シデ 節

N N H l 1 A H 9 3 3 区 2 層 古 間 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節

N N H l 1 A H 9 3 45 古 間 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節

コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H l 1 A H 9 3 4 6 古 川 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H l 1 A H 9 7 1 区 3 層 古 ‖ 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H l 1 A ・5 C

1 A ・5 C

H 9 9 4 層 2 2 禁 平 ∨ 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H l H 9 9 2 3 奈 平 ∨ 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H l 1 A H 100 3 6 古 ＝ 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H l 1 A H 103 炭 化 物 奈 平 ∨ 炭 化 物 イ ネ科 タ ケ亜 科

N N H l 1 A ＝105 サ ブ トレ 2 炭 奈 平 日 炭 化 材 オ二 グ ル ミ

広 葉 樹

N N H l 」 1 A H 1 06 1 古 間 炭 化 材 イネ 科

iN 堕 し ⊥ 1 A H 1 08 2 区 1 層 奈 平 lV 炭 化 ネオ 不 明

N N H l i 1 A H 1 14 ll 区 1 層 奈 平 l 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節

N N H l ［ 1 A H 1 15 4 区 3 層 奈 平 X 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節

N N H つ 1 A H 1 19 P － 1 古 IV 炭 化 材 針 葉 樹

コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

日 脚 掴 1 ！ 1 A H 12 6 床 上 C 炭 吉 日 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H l　　 l A H 12 9 129 奈 平 V II 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節

N N H l 1 A H 15 0 1 区 4 層 古 ＝ 炭 化 材 ク リ

カ エ デ 属

N N H l 1 A H 15 0 1 ，4 区 古 間 炭 化材 力 工 デ 属

イ ネ 科

N N H l 1 A H 15 7 3 区 1 層 盲 目 炭 化 材 広 葉 樹 （散 孔 材 ）

N N H l 1 A H 16 1 灰 奈 平 ∨ 灰

N N H 1 A H 16 1 灰 奈 平 ∨ 灰 灰 化 物

N N H l 1 A H 16 2 4 区 サ ブ トレ 古 ‖ 炭 化 材 モ ミ属

コ ナ ラ属 コナ ラ 亜 属 コナ ラ節

樹 皮

N N H l 1 A H 16 2 2 区 サ ブ トレ 古 日

吉 ＝

炭 化 材 コ ナ ラ属 コナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H l 1 A H 16 2 4 層 掘 り出 し部 分 炭 化 材 コ ナ ラ属 コナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H l 1 A H 16 3 焼 土 中 古 川 炭 化 材 イ ネ 科

N N H l 1 A H 16 4 12 古 ‖ 炭 化 材 イ ネ 科 タケ 亜 科

広 葉 樹 （若 年 根 ）

N N H l 1 A H 164 13 古 間 炭 化 材 イ ネ 科

N N H l 1 A H 164 14 古 ＝ 炭 化 材 ム ラ サ キ シ キ ブ属

N N H l 1 A H 164 15 古 ＝ 炭 化 材 ム ラ サ キ シ キ ブ属

N N H l 1 A H 16 7 ll区 1 層 古 ＝ 炭 化 材 カ ラ マ ツ

N N H l 1 A H 168 カ マ ド内 奈 平 ll 炭 化 材 ヤ マ グ ワ

N N H l 1 A H 17 1 19 吉 日 炭 化 材 モ ミ属

N N H l 1 A H 176 カ マ ド 2 奈 平 ∨ 炭 化 材 バ ラ 科 ナ シ亜 科

N N H 3 1 A H 184 27 0 奈 平 Vl 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4 B H 187 1 区 2 層 古 川 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H 3 4 B H 187 2 区 2 層 炭 古 ＝ 炭 化 ネオ コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4 B H 187 P it l 古 川 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

ク リ

N N H 3 4 B H 187 P it 2 古 間 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

ク リ

N N H 3 4 B H 1 87 P it 3 古 ＝ 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H 3 4 B H 1 87 1 古 川 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H 3 4 B H 1 87 2 古 ‖ 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H 3 4 B H 1 87 3 古 ‖ 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節
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表上　炭化材試料の同定結果（2）

ガ 持 曇デ　モニ　留 　ヽ　　　　恥 書評 ぎ諸道討茎 嘉　　ここ　逆運 dlh アナ す≡ご
l N N H 3 4 B H 187 4 古 I 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

i N N H 3 4 B H 1 87 5 古 l 炭 化 材 コナ ラ属 コナ ラ亜 属 コナ ラ 節

l N N H 3 4　B H 18 7 6 古 l 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コナ ラ 節

l N N H 3 4　B H 18 7 7 古 l 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

l N N H 3 4 B H 18 7 8 古 l 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

l N N H 3 4 B H 18 7 9 古 l 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

l N N H 3 4　B H 18 7 10 古 I 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

i N N H 3 4　B H 18 7 1 1 古 l 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ亜 属 コ ナ ラ節
l N N H 3 4 B H 18 7 12 古 l 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

l N N H 3 4 B H 187 13 古 I 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4 B H 187 14 古 1 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4 B H 187 15 古 l 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4　B H 187 1 6 古 l 炭 化材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4　B H 1 87 1 7 古 l 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4 B H 18 7 1 8 古 炭 化 材 コ ナ ラ属 コナ ラ亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4　B H 18 7 19 古 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H 3 4 B H 18 7 20 古 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H 3 4 B H 18 7 2 1 古 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H 3 4 B H 18 7 22 古 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H 3 4 B H 18 7 2 3 古 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4 B H 18 7 2 4 古 炭 化 材 コ ナ ラ属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4 B H 187 2 5 古 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4　B H 187 2 6 古 炭 化 材 広 葉 樹

N N H 3 4 B H 187 2 7 古 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4 B H 187 2 8 古 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4 B H 187 2 9 古 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4 白 H 187 3 0 古 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4 B H 1 87 3 1 古 炭 化 材 コナ ラ 属 コ ナ ラ亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4 B H 18 7 32 古 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H 3 4 B H 18 7 33 古 炭 化 ネオ コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H 3 4 B H 18 7 34 古 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H 3 4 B H 18 7 35 古 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H 3 4 B H 18 7 36 古 炭 化 材 コ ナ ラ属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4 B H 18 7 37 古 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4 B H 18 7 3 8 古 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4 B H 187 3 9 古 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4 B H 187 4 0 古 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節

コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4 B H 1 87 4 1 古 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4 B H 1 87 4 2 古 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4 B H 1 87 4 3 古 炭 化 材 コ ナ ラ属 コ ナ ラ亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4 B H 18 7 44 古 炭 化 ネオ コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4 B H 18 7 45 古 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4 B H 18 7 46 古 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H 3 4 B H 18 7 47 古 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H 3 4 B H 18 7 4 8 古 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4 B ＝18 7 4 9 古 炭 化 材 コナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4 B H 187 5 0 古 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4 B H 187 5 1 古 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4 B H 187 5 2 古 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4 B H 1 87 5 3 古 炭 化材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4 B H 1 87 5 4 古 炭 化材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4　B ＝1 87 5 5 古 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4 B H 18 7 56 古 Il 炭 化 材 コ ナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4 B H 18 7 57 古 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4 B H 18 7 58 古 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4 B H 18 7 59 ′古 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4 B H 18 7 60 古 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4 B H 18 7 6 1 古 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H 3 4 B H 187 6 2 古 I 炭 化 材 コ ナ ラ属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H 3 4 B H 187 6 3 古 】 炭 化 材 イ ネ科
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表1。炭化材試料の同定結果（3）

題 ㌢
tぎH強だ“鵬

三こ　　ねこ　　留 マダ　　　　加数JdL 松宗′ 鍼滝空 か
9日　　　：＝： 義こ　　、－　　臨環 さ

N N H 3 4 B H 18 7 6 4 古 川 炭 化 材 イ ネ 科

N N H 3 4　B H 18 7 6 5 古 ‖ 炭 化 材 コナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H 3 4 B H 18 7 6 6 古 ＝ 炭 化 ネオ コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H 3 4　B H 18 7 67 古 川 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H 3 4 B H 18 7 68 古 ‖ 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H 3 4 B H 18 7 69 古 川 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H 3 4　B H 18 7 70 古 ＝ 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4　B H 18 7 7 1 古 ‖ 炭 化 材 広 葉樹 （散 孔 材 ）

N N H 3 4　B H 18 7 72 古 川 炭 化 材 カ エ デ 属

N N H 3 4 B H 18 7 73 古 ＝ 炭 化 ネオ コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4 B H 18 7 74 古 ‖ 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コ ナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4　B H 18 7 75 古 川 炭 化 材 コ ナ ラ属 コ ナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4 B H 187 76 古 間 炭 化 材 コ ナ ラ属 コ ナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4 B H 187 77 古 ‖ 炭 化 ネオ コ ナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4　B H 187 7 8 古 川 炭 化 材 コ ナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4 B H 187 7 9 古 川 炭 化 材 コ ナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4　B H 187 8 0 古 川 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4 B H 187 8 1 古 ‖ 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4 B H 1 87 8 2 古 川 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4　B H 1 87 8 3 古 ＝ 炭 化 材 イ ネ科

N N H 3 4 B H 1 87 8 4 古 ‖ 炭 化 ネオ コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4　B H 18 7 8 5 古 川 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4　B H 18 7 8 6 古 ＝ 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4　B H 18 7 8 7 古 間 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4　B H 18 7 8 8 古 ‖ 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4　B H 18 7 8 9 古 川 炭 化 材 広 葉 樹

N N H 3 4 B H 18 7 90 古 ＝ 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜属 コナ ラ節

N N H 3 4　B H 18 7 9 1 古 ‖ 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜属 コナ ラ節

N N H 3 4　B H 18 7 92 古 川 炭 化 ネオ コナ ラ属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4　B H 18 7 93 古 ‖ 炭 化 材 コナ ラ属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4　B H 18 7 94 古 ＝ 炭 化 材 コナ ラ属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H 3 4 B H 18 7 95 古 ‖ 炭 化材 コナ ラ属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H 3 4　B H 18 7 96 古 川 炭 化材 コナ ラ属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H 3 4　B H 18 7 97 古 ‖ 炭 化材 コ ナ ラ属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H 3 4 B H 18 7 98 古 ‖ 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H 3 4　B H 187 99 古 川 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H 3 4　B H 187 10 0 古 川 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H 3 4 B H 187 10 1 古 間 炭 化 材 イ ネ 科

N N H 3 4　B H 187 10 2 古 ‖ 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H 3 4　B H 187 10 3 古 ‖ 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H 3 4 B H 187 10 4 古 川 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H 3 4 B H 187 10 5 古 ‖ 炭 化 材 イ ネ 科

N N H 3 4 B H 187 10 6 古 ‖ 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H 3 4 B H 187 10 7 古 川 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H 3 4　B H 1 87 10 8 古 川 炭 化 材 広 葉 樹

N N H 3 4 B H 1 87 10 9 古 ＝ 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4 B H 1 87 11 0 古 ‖ 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コ ナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4　B H 1 87 11 1 古 川 炭 化 材 コ ナ ラ属 コ ナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4 B H 1 87 11 2 古 川 炭 化 材 コ ナ ラ属 コ ナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4 B H 1 87 11 3 古 ＝ 炭 化 材 コ ナ ラ属 コ ナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4　B H 18 7 11 4 古 ‖ 炭 化 材 コ ナ ラ属 コ ナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4　B H 18 7 11 5 古 川 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4 B H 18 7 11 6 古 川 炭 化 材 広 葉 樹

イ ネ科

N N H 3 4　B H 18 7 117 古 ‖ 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4　B H 18 7 118 古 川 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4　B H 18 7 119 古 川 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4　B H 18 7 120 古 ‖ 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4 B H 18 7 12 1 古 ‖ 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4　B H 18 7 1 22 古 川 炭 化 材 イネ 科 タ ケ亜 科

N N H 3 4 B H 18 7 1 23 古 ＝ 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節
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表1，炭化材試料の同定結果（4）

恥 ∵
苅忠相臥≡

ザダ「　　紺なJゝ 雲轡 聯爆撃 gL・t

N N H 3 4　B H 18 7 124 吉 日 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4　B H 18 7 125 古 川 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4　B H 187 126 古 間 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4　B H 187 127 古 川 炭 化 材 ヤ マ グ ワ

N N H 3 4　B H 187 128 古 間 炭 化 材 イ ネ 科

N N H 3 4　B H 187 129 古 川 炭 化 材 コナ ラ属 コナ ラ亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4　B H 187 130 古 間 炭 化 材 コナ ラ属 コナ ラ亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4　B H 1 87 1 31 古 川 炭 化 材 ヤ マ グ ワ

N N H 3 4　B H 18 7 1 32 古 間 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H 3 4 B H 18 7 1 33 古 ＝ 炭 化 材 イ ネ 科

N N H 3 4 B H 18 7 1 34 古 ‖ 炭 化 材 イ ネ 科

N N H 3 4 B H 18 7 13 5 盲 目 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H 3 4 B H 18 7 13 6 吉 日 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H 3 4 B H 18 7 13 7 盲 目 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4 B H 18 7 13 8 吉 日 炭 化 材 コ ナ ラ属 コ ナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4 B H 18 7 13 9 古 ＝ 炭 化 材 コ ナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4 B H 18 7 14 0 盲 目 炭 化 材 広 葉 樹

N N H 3 4 B H 18 7 14 1 古 川 炭 化 材 広 葉 樹 （環 孔 材 ）

N N H 3 4 B H 187 14 2 古 川 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4 B H 187 14 3 古 川 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4 B H 187 144 古 川 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4 B H 187 145 古 川 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4　B H 187 146 古 川 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4 B H 187 147 古 川 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4 B H 187 1 48 古 ＝ 炭 化 材 イ ネ 科

N N H 3 4 B H 1 87 14 9 古 川 炭 化 材 イ ネ 科

N N H 3 4 B H 1 87 15 0 吉 日 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H 3 4　B H 18 7 15 1 古 川 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H 3 4　B H 18 7 15 2 古 ＝ 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H 3 4　B H 18 7 15 3 古 川 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H 3 4 B H 18 7 15 4 古 ＝ 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H 3 4　B H 18 7 15 5 古 ‖ 炭 化 材 コ ナ ラ属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4 B H 18 7 15 6 盲 目 炭 化 材 ヒ ノ キ属

N N H 3 4　B H 18 7 15 7 古 間 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4 B H 18 7 15 8 古 川 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4　B H 18 7 15 9 古 間 炭 化 ネオ コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4 B H 187 160 古 川 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4　B H 187 16 1 古 ‖ 炭 化 ネオ コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4 B H 187 162 古 川 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4　B H 187 163 吉 日 炭 化 ネオ イ ネ 科

N N H 3 4 B H 187 164 古 川 炭 化 材 ヒ ノ キ属

N N H 3 4　B H 1 87 1 65 吉 日 炭化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4 B H 1 87 1 66 古 川 炭 化 材 コナ ラ 属 コ ナ ラ亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4　B H 1 87 1 67 古 川 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4　B H 18 7 16 8 古 間 炭 化 ネオ コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4　B H 18 7 16 9 吉 日 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4 B H 18 7 17 0 古 ＝ 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4 B H 18 7 17 1 古 川 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H 3 4 B H 18 7 17 2 古 間 炭 化 材 ク リ

N N H 3 4　B H 18 7 17 3 古 川 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H 3 4 B H 18 7 17 4 古 間 炭 化 ネオ ク リ

N N H 3 4　B H 18 7 17 5 古 間 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4 B H 18 7 17 6 古 間 炭 化 ネオ コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4　B H 187 17 7 古 間 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4 B H 187 178 古 Hl 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4　B H 187 179 古 間 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4 B H 187 180 古 間 炭 化 ネオ コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4 B H 1 87 18 1 古 川 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4 B H 1 87 182 古 間 炭 化材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4 B H 1 87 183 古 間 炭 化材 コナ ラ 属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4　B H 18 7 1 84 古 Ill 炭 化ネオ コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コナ ラ節
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表上　炭化材試料の同定結果（5）

壇 く悶　　＿転
窮は用富≡ 憲u　ば…　　瑚 紛 1ぎ　　　　鱗欺

．dふ 芸無 海　 鮮　警 簑“

N N H 3 4　B H 187 18 5 古 川 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4　B H 187 18 6 古 間 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4　B H 187 18 7 古 ‖ 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4　B H 187 18 8 古 川 炭 化 材 コナ ラ属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4　B H 1 87 18 9 古 ＝ 炭 化 材 コナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H 3 4　B H 1 87 190 古 ‖ 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H 3 4　B H 1 87 19 1 古 ＝ 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H 3 4　B H 18 7 192 古 ‖ 炭 化 材 イ ネ 科

N N H 3 4　B H 18 7 193 古 ＝ 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

イ ネ 科

N N H 3 4　B H 18 7 1 94 古 川 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4　B H 18 7 1 95 古 ＝ 炭 化 材 コ ナ ラ属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4　B H 18 7 19 6 古 川 炭 化 材 コ ナ ラ属 コ ナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4　B H 18 7 19 7 古 間 炭 化 材 コ ナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4　B H 18 7 19 8 古 川 炭 化 材 コ ナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4　B H 18 7 19 9 古 ＝ 炭 化 材 ヒ ノ キ属

N N H 3 4　B H 187 20 0 古 ‖ 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4　B H 187 20 1 古 ＝ 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4 B H 187 20 2 古 ＝ 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4　B H 187 20 3 古 川 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4 B H 1 87 2 0 4 古 川 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4 B H 1 87 2 0 5 古 川 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4 B H 1 87 2 06 古 ‖ 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜属 コナ ラ節

N N H 3 4　B H 18 7 2 07 古 間 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜属 コナ ラ節

N N H 3 4 B H 18 7 2 08 古 ＝ 炭 化材 コナ ラ属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4　B H 18 7 2 09 古 ＝ 炭 化 材 コナ ラ属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H 3 4 B H 18 7 2 10 古 川 炭 化 材 コ ナ ラ属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H 3 4　B H 18 7 2 1 1 古 ＝ 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H 3 4 B H 18 7 2 12 古 ＝ 炭 化 材 イ ネ 科

N N H 3 4　B H 18 7 2 13 古 ＝ 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H 3 4 B H 18 7 2 14 古 ‖ 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

イ ネ 科 タ ケ 亜 科

N N H 3 4 B H 18 7 2 15 古 ‖ 炭 化 材 ヒ ノ キ 属

コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4 B H 187 2 16 古 間 炭 化 材 コ ナ ラ属 コ ナ ラ亜 属 ク ヌ ギ節

N N H 3 4　B H 187 2 17 古 ‖ 炭 化 材 コ ナ ラ属 コ ナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4 B H 187 2 18 古 ＝ 炭 化 材 コ ナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4　B H 1 87 2 19 古 ‖ 炭 化 材 イ ネ科

N N H 3 4 B H 1 87 22 0 古 川 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4 B H 1 87 22 1 古 ＝ 炭 化 材 広 葉 樹 （散孔 材 ）

N N H 3 4 B H 1 87 22 2 古 ‖ 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4　B H 1 87 2 2 3 古 川 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4 B H 1 87 2 24 古 ‖ 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4　B H 18 7 2 25 古 ‖ 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4　B H 18 7 2 26 古 ＝ 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節

N N H 3 4　B H 18 7 2 27 古 ‖ 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4　B ＝18 7 2 28 古 川 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4 B H 18 7 2 29 古 ＝ 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

イ ネ 科

N N H 3 4 B H 18 7 2 30 古 ＝ 炭 化 材 コナ ラ属 コナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4　B H 18 7 2 31 古 間 炭 化 材 コナ ラ属 コナ ラ亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4 B H 18 7 2 32 古 川 炭 化 材 コナ ラ属 コナ ラ亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4 B H 18 7 2 33 盲 目 炭 化 材 コ ナ ラ属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4 B H 187 23 4 古 ‖ 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4 B H 187 23 5 古 ＝ 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4　B H 187 23 6 古 間 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4　B H 187 23 7 古 川 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4　B H 1 87 23 8 古 ＝ 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4 B H 1 87 23 9 古 ＝ 炭 化 材 ク リ

N N H 3 4　B H 1 87 24 0 古 ＝ 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H 3 4 B H 18 7 2 4 1 古 川 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 ク ヌ ギ 節
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表1．炭化材試料の同定結果（6）

お ぉ．’可牒簿；ニ ＝蟄受※品濃 詮 すヽ　　　　め
．よ＿h 雲軽 h　 ぜ　普 溺 濁 点詳 惹

N N H 3 4　B H 18 7 24 2 古 川 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4　B H 18 7 24 3 古 間 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4　B H 18 7 1 24 4 古 川 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4　B H 18 7 24 5 古 川 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4　B H 187 24 6 古 間 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4　B H 187 2 4 7 古 川 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4　B H 187 2 4 8 吉 日 炭化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4　B H 187 2 49 古 川 炭化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4　B H 187 2 50 古 川 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4　B H 187 2 5 1 古 川 炭 化 材 ク リ

N N H 3 4 B H 1 87 2 52 古 ＝ 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 クヌ ギ 節

イ ネ 科

N N H 3 4　B H 18 7 2 53 古 間 炭 化 材 広 葉 樹

N N H 3 4　B H 18 7 2 54 吉 日 炭 化 材 コナ ラ属 コナ ラ亜 属 コナ ラ 節

N N H 3 4　B H 18 7 2 55 古 川 炭 化 材 力 工 デ 属

N N H 3 4 B ＝18 7 2 56 古 間 炭 化 材 広 葉 樹 （環 孔 材 ）

N N H 3 4　B H 18 7 2 57 吉 日 炭 化 材 広 葉 樹

N N H 3 4　B H 18 7 25 8 吉 日 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H 3 4　B H 18 7 25 9 古 川 炭 化 材 イ ネ 科 タ ケ 亜 科

N N H 3 4　B H 18 7 26 0 古 ＝ 炭 化 材 不 明

N N H 3 4　B H 18 7 26 1 音 ‖ 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4　B H 18 7 26 2 古 川 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4　B H 18 7 26 3 古 川 炭 化 材 イ ネ科

N N H 3 4　B H 18 7 26 4 古 間 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4　B H 18 7 26 5 吉 日 炭 化 材 広 葉 樹 （散 孔 材 ）

N N H 3 4　B H 18 7 26 6 古 ＝ 炭 化 材 広 葉 樹 （散 孔 材 ）

N N H 3 4　B H 187 26 7 古 川 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節

N N H 3 4　B H 187 26 8 古 ＝ 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4　B H 187 26 9 吉 日 炭 化 材 イ ネ科

N N H 3 4　B H 187 27 1 古 川 炭 化 ネオ コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4　B H 187 2 72 古 ＝ 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4　B H 187 2 73 盲 目 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4　B H 1 87 2 74 古 川 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4　B H 1 87 2 75 古 ‖ 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4　B H 1 87 2 76 吉 日 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4　B H 18 7 2 77 古 ＝ 炭 化 ネオ サ ク ラ属

N N H 3 4 B H 18 7 2 78 古 川 炭 化 材 力 工 デ 属

N N H 3 4 B H 18 7 2 79 古 川 炭 化 材 サ ク ラ属

N N H 3 4 B H 18 7 2 80 古 川 炭 化 ネオ サ ク ラ属

N N H 3 4 B H 18 7 2 81 古 川 炭 化 材 コナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4 B H 18 7 2 82 古 川 炭 化 材 広 葉 樹 （散 孔 材 ）

N N H 3 4　B H 18 7 2 83 古 ＝ 骨 骨

N N H 3 Y4 B H 18 7 2 84 吉 日 骨 骨

N N H 3 4 B H 18 7 28 5 古 間 炭 化 材 イ ネ 科

N N H 3 4　B H 18 7 28 6 古 ＝ 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H 3 4 B H 18 7 28 7 古 川 炭 化 材 ヒ ノ キ 属

N N H 3 4 B H 18 7 28 8 古 川 炭 化 材 ク リ

N N H 3 4 B H 18 7 28 9 古 ＝ 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 ク ヌ ギ 節

N N H 3 4 B H 187 29 0 古 間 炭 化 材 サ ク ラ 属

N N H 3 4 B H 187 29 1 古 間 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4　B H 187 29 2 古 ＝ 炭 化 材 コ ナ ラ属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4 B H 187 29 3 古 ‖ 炭 化 ネオ コ ナ ラ属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4 B H 187 29 4 古 間 炭 化 材 コナ ラ属 コナ ラ 亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4 B H 187 2 9 5 古 ＝ 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 4 B H 187 2 9 6 古 間 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コ ナ ラ節

N N H H 4　B H 187 Il 区 2 層 古 間 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コ ナ ラ節

N N H ＝ 4 B H 187 V l区 2 層 古 ＝ 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H ＝ 4 B H 190 P　8 奈 平 ∨ 砂

N N H 3 4 B H 2 04 4 区 3 層 炭 奈 平 ∨ 炭 化 材 針 葉 樹

N N H l 1 A H 20 9 2 層 奈 平 ∨ 炭 化 ネオ コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H l 1 A H 22 4 3 区 1 層 奈 平 lX 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節
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表1ほ　炭化材試料の同定結果（7）

迫

．p ‾1

3 ． ヨ 晋
ニ ご謂 旭 ぎ渡 瀬

囁

せ ぎ3 ※ 臆し 蛸飴

．d h

禁中
h　　 硬　 よ想 ・

ポ “

お，

N N H l 1 A H 2 24 3 区 1 層 奈 平 IX 炭 化 材 不 明

N N H 3 4　B H 2 25 3 区 1 層 奈 平 ∨ 種 実 遺 体 モ モ （核 ）

N N H l 1 B H 2 26 2 区 1 層 古 ＝ 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H l 1 B H 2 30 1 区 2 層 奈 平 VIl 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 クヌ ギ 節

コナ ラ属 コ ナ ラ 亜属 コナ ラ節

バ ラ科 ナ シ亜 科

N N H l 1 B H 2 30 3 区 サ ブ トレ 奈 平 V ll 炭 化 材 ケ ヤ キ

N N H l 1 B H 2 30 lV 区 2 層 奈 平 V II 炭 化 材 コナ ラ属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H l 1 B H 2 30 6 奈 平 V ll 炭 化 材 キ バ グ

N N H l 1 B H 2 30 4 3 奈 平 V li 炭 化 材 コナ ラ属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H l 1 B H 23 0 44 奈 平 V ll 炭 化 材 コナ ラ 属 コナ ラ亜 属 ク ヌ ギ 節

N N H l 1 B H 23 0 45 奈 平 V ll 炭 化材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H l 1 B H 23 0 46 奈 平 V ll 炭 化 材 バ ラ 科 ナ シ亜 科

N N H l 1 B H 23 0 47 奈 平 V ll 炭 化 材 バ ラ 科 ナ シ亜 科

N N H l 1 B H 23 0 48 奈 平 V ll 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H l 1 B H 23 0 49 奈 平 V II 炭 化 材 コ ナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節

N N H l 1 B H 230 50 奈 平 V II 炭 化 材 コ ナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コ ナ ラ節

N N H l 1 B H 230 5 1 奈 平 V ll 炭 化 材 バ ラ科 ナ シ 亜 科

N N H l 1 B H 2 30 5 2 奈平 V II 炭 化 材 コ ナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H l 1 B H 2 30 5 3 奈 平 V Il 炭 化 材 バ ラ科 ナ シ亜 科

N N H l 1 B H 2 30 5 4 奈 平 V ll 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H l 1 B H 2 30 5 5 奈 平 Vll 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H l 1 B H 2 30 5 6 奈 平 V II 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節

N N H I 1 B H 2 30 5 7 奈 平 V Il 炭 化 材 ヒ ノ キ属

チ ドリ ノ キ

N N H l 1 B H 2 30 5 8 奈 平 V ll 炭 化 材 力工 デ 属

N N H l 1 B H 2 30 5 9 奈 平 V ll 炭 化 材 サ ワ グル ミ

N N H l 1 B H 2 30 60 奈 平 V II 炭 化 材 サ ワ グル ミ

N N H l 1 B H 23 0 6 1 奈 平 V ll 炭 化 材 コナ ラ属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H l 1 B H 23 0 62 奈 平 V ll 炭 化 材 コナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H l 1 B H 23 0 63 奈 平 V Il 炭 化 材 コナ ラ 属 コナ ラ亜 属 ク ヌ ギ 節

N N H l 1 B H 23 0 64 奈 平 V ll 炭 化 材 バ ラ 科 ナ シ亜 科

N N H l 1 B H 23 0 65 奈 平 V II 炭 化 材 不 明

N N H l 1 B H 2 3 0 66 奈 平 V II 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H l 1 B H 2 30 6 7 奈 平 V II 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 ク ヌ ギ 節

N N H l 1 B H 2 30 6 8 奈 平 V ll 炭 化 材 コ ナ ラ属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H l 1 B H 2 30 6 9 奈 平 V II 炭 化 材 サ ワ グ ル ミ

N N H I 1 B H 2 30 7 0 奈 平 V ll 炭 化 材 ク リ

N N H l 1 B H 2 30 7 1 奈 平 V ll 炭 化 材 ヒ ノ キ属

N N H l 1 B H 2 30 7 2 奈 平 V ll 炭 化 材 ヒ ノ キ属

N N H l 1 B H 2 30 7 3 奈 平 Vll 炭 化 材 サ ワ グ ル ミ

N N H l 1 B H 2 30 7 4 奈 平 V ll 炭 化 材 ケ ヤ キ

N N H l 1 B H 2 30 7 5 奈 平 V Il 炭 化 材 カ エ デ属

N N H l 1 B H 2 30 7 6 奈 平 V ll 炭 化 材 力 工 デ属

N N H l 1 B ＝2 30 7 7 奈 平 V ll 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節

N N H l 1 B H 23 0 78 奈 平 V ll 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節

N N H l 1 B H 23 0 79 奈 平 V ll 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 クヌ ギ節

N N H l 1 B H 23 0 80 奈 平 V Il 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ亜 属 コナ ラ節

N N H l 1 B H 23 0 8 1 奈 平 V ll 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ亜 属 コナ ラ節

N N H l 1 B H 23 0 82 奈 平 V ll 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ亜 属 コナ ラ節

N N H l 1 B H 23 0 83 奈 平 V ll 炭 化 材 力 工 デ 属

N N H l 1 B H 2 3 0 85 奈 平 V II 炭 化 材 コナ ラ属 コナ ラ亜 属 クヌ ギ 節

N N H l 1 B H 2 30 87 奈 平 V ll 炭 化 材 コナ ラ 属 コナ ラ亜 属 ク ヌ ギ 節

N N H l 1 B H 2 30 88 奈 平 V li 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H l 1 B H 2 30 90 奈 平 V ll 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H l 1 B H 2 30 9 1 奈 平 V II 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 ク ヌ ギ 節

N N H l 1 B H 2 30 9 2 奈 平 V Il 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H l 1 B H 2 30 9 3 奈 平 V ll 炭 化 材 キ バ グ

N N H l 1 B H 2 30 9 4 奈 平 V ll 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H l 1 B H 2 30 9 8 奈 平 VIl 炭 化 ネオ コ ナ ラ属 コナ ラ亜 属 ク ヌ ギ 節

N N H l 1 B H 2 30 10 1 奈 平 VII 炭 化 材 コ ナ ラ属 コ ナ ラ亜 属 ク ヌ ギ 節
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表1．炭化材試料の同定結果（8）

包
Rl慧 攣 、蕾静も※温帯忘儲摘㌫潤か飽

ナヽ　　　　軸A，L 書聖 た．　 辞　整 欝“

N N H 1 B H 2 30 102 奈 平 V ll 炭 化 材 コナ ラ属 コナ ラ亜 属 クヌ ギ 節

N N H l 1 B H 2 30 104 奈 平 V li 炭 化 材 キ バ グ

N N H l 1 B H 2 30 105 奈 平 V ll 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H l 1 B H 2 30 107 奈 平 V ll 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 ク ヌ ギ 節

N N H l 1 B H 2 30 108 奈 平 V Il 炭 化 材 ヒノ キ 属

N N H l 1 B H 2 30 1 09 奈 平 V II 炭 化 ネオ バ ラ科 ナ シ亜 科

N N H l 1 B H 2 30 1 11 奈 平 V II 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 ク ヌ ギ 節

N N H l 1 B H 2 30 1 12 奈 平 V ll 炭 化 材 ヒ ノ キ 属

N N H l 1 B H 2 30 1 13 奈 平 V II 炭 化 材 コ ナ ラ属 コ ナ ラ亜 属 ク ヌ ギ節

N N H l 1 B H 2 30 1 14 奈 平 VIl 炭 化 材 コ ナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コ ナ ラ節

N N H l 1 B H 23 0 1 15 奈 平 Vll 炭 化 材 ヒ ノ キ属

N N H 1 1 B H 23 0 1 16 奈 平 V Il 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H l 1 B H 23 0 1 17 奈 平 V li 炭 化 材 ヒ ノ キ属

N N H 1 1 B H 23 0 1 18 奈 平 V Il 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H l 1 B H 23 0 12 2 奈 平 V II 炭 化 ネオ ヒ ノ キ属

N N H l 1 B H 23 0 12 3 奈 平 V ll 炭 化 材 ヒ ノ キ属

N N H l 1 B H 23 0 124 奈 平 V II 炭 化 材 ヒ ノキ 属

N N H l 1 B H 23 0 125 奈 平 V ll 炭 化 材 バ ラ科 ナ シ亜 科

N N H l 1 B ＝2 30 126 奈 平 V ll 炭 化 木オ カ ラ マ ツ

N N H l 1 B H 2 30 127 奈 平 V iI 炭 化 材 バ ラ 科 ナ シ亜 科

N N H l 1 B H 2 30 128 奈 平 V Il 炭 化 ネオ コナ ラ 属 コナ ラ亜 属 ク ヌ ギ 節

N N H l 1 B H 2 30 130 奈 平 V ll 炭 化 材 コナ ラ 属 コナ ラ亜 属 ク ヌ ギ 節

N N H l 1 B H 2 30 1 3 1 奈 平 V II 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 ク ヌ ギ 節

N N H l 1 B H 2 30 1 32 奈 平 V Il 炭 化 材 キ バ グ

N N H l 1 B H 2 30 1 33 奈 平 V ll 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H l 1 B H 2 30 1 35 奈 平 ∨ll 炭 化 材 バ ラ科 ナ シ亜 科

N N H l 1 B H 2 30 13 7 奈 平 Vll 炭 化 材 コ ナ ラ属 コ ナ ラ亜 属 ク ヌ ギ節

N N H l 1 B H 2 30 14 3 奈 平 Vll 炭 化 材 コ ナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コ ナ ラ節

N N H l 1 B H 2 30 14 4 奈 平 VIl 炭 化 材 ア サ ダ

N N H l 1 B H 23 0 14 5 奈 平 VII 炭 化 ネオ コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コ ナ ラ節

N N H l 1 B H 23 0 14 6 奈 平 Vll 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H l 1 B H 23 0 14 7 奈 平 V ll 炭 化 ネオ コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H l 1 B H 23 0 14 8 奈 平 V II 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節

N N H l 1 B H 23 0 14 9 奈 平 V ll 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節

N N H l 1 B H 23 0 150 奈 平 V ll 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H l 1 B H 2 3 0 15 1 奈 平 V ll 炭 化 ネオ バ ラ科 ナ シ亜 科

力 工 デ 属

N N H l 1 B H 2 30 152 奈 平 V ll 炭 化 ネオ サ ワ グル ミ

N N H l 1 B H 2 30 154 奈 平 V li 炭 化 材 ヒ ノキ 属

力 工 デ 属

N N H l 1 B H 2 30 H 13 2 奈 平 V ll 炭 化 ネオ コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 ク ヌ ギ 節

N N H l 1 B H 2 32 2 区 2 層 古 川 炭 化 材 ミズ キ 属

N N H l 1 B H 2 32 上 面 古 川 炭 化 材 ク リ

N N H l 1 B H 2 32 1 区 3 層 古 川 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H 川 4　B H 24 4 ＝ 区 サ ブ トレ 奈 平 V I 炭 化 材 エ ノ キ 属

N N H l 1 B H 25 0 1 区 奈 平 lV 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コ ナ ラ亜 属 ク ヌ ギ節

N N H l 1 B H 25 0 57 奈 平 lV 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

ク リ

N N H l 1 B H 25 4 3 区 トレ 古 間 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コ ナ ラ節

N N H l 1 B H 25 5 3 区 1 層 奈 平 lV 炭 化 材 マ ツ属 複 雑 菅 東 亜 属

N N H l 1 B H 25 7 2 古 間 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コ ナ ラ節

N N H l 1 B H 2 5 7 3 古 間 炭 化 ネオ トネ リコ属

N N H l 1 B H 2 6 0 カ マ ド内 奈 平 日l 炭 化 材 オ 二 グル ミ

コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節

N N H l 1 B H 2 60 6 奈 平 日 炭 化材 トチ ノ キ

N N H l 1 B H 2 63 2 区 奈 平 日 ？ 炭 化 ネオ イ ネ 科

N N H l 1 B H 2 63 Il 区 2 層 奈 平 日 ？ 炭 化 材 ヤ マ ウル シ

N N H l 2 A H 2 69 lI 区 床 面 直 上 古 間 炭 化 材 イ ネ 科

N N H l 2 A H 2 69 ll 区 床 面 直 上 古 川 炭 化 材 ブ ナ 属

N N H l 2 A H 2 72 カ マ ド付 近 奈 平 ∨ 炭 化 材 カ エ デ 属

N N H lV 6 A H 2 78 5 古 川 炭 化 材 広 葉樹 （散 孔 材 ）
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表18　炭化材試料の同定結果（9）

5 す十　　I試涌彊 ニ　ピルニ顎評㌣甲 1ぎ．　　魁決
、．LL ウ立 き。鼓　　 夢　警 重刑早出晶騨酎浜

N N H l 6 A H 2 78 炭 化 物 古 間 炭 化 材 モ ミ属

イ ネ 科

N N H 】 6 A H 2 78 炭 化 物 古 ‖ 炭 化 材 広 葉 樹 （当 年 枝 ）

N N H l 6 A ＝27 8 古 間 炭 化 材 ム ラ サ キ シキ ブ属

イ ネ 科 タ ケ 亜 科

N N H l 2 A H 27 9 床 面 奈 平 日 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H l 2 A H 28 0 10 古 間 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H l 2 A H 28 0 1 1 古 ＝ 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H l 2 A H 28 1 ＝区 1 層 奈 平 lV 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H l 2 A H 28 1 4 区 1 層 奈 平 lV 炭 化 材 コ ナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節

N N H l 2 B H 3 11 3 区 1 層 奈 平 iX 炭 化 材 コ ナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属

N N H l 2 B H 31 1 32 奈 平 IX 炭 化 材 コ ナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節

N N H l 2 B ＝31 1 39 奈平 IX 炭 化 材 コ ナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属

N N H l 2 B H 314 1 区 奈 平 V l 炭 化 材 コ ナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H l 2 B H 314 カ マ ド 25 奈 平 V i 炭 化 材 コ ナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H l 2 B H 322 lV 区 1 層 奈 平 Vll 炭 化 材 コ ナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H l 2 B H 3 23 3 区 1 層 奈 平 lX 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節

N N H l 2 C H 3 35 6 古 ＝ 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 2 A H 3 38 lI 区 床 面 古 ‖ 炭 化 材 イ ネ科 タ ケ亜 科

N N H 3 2 B H 3 5 1 P　2 不 明 炭 化 材 ヒ ノ キ属

N N H 3 2 B H 3 52 炭 N o．1 奈 平 lV 炭 化 材 ケ ヤ キ

ク リ

針 葉 樹

N N H l 2 B H 3 52 1 奈 平 IV 炭 化 材 キバ グ

N N H l 2 B H 3 52 2 奈 平 lV 炭 化 材 ク リ

N N H l 2 B H 3 52 3 奈 平 lV 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

キバ グ

N N H l 2 B H 3 52 4 奈 平 iV 炭 化 材 カ ラマ ツ

コナ ラ属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

ク リ

ヤ マ グ ワ

キ バ グ

イ ネ 科 タケ 亜 科

N N H l 2 B H 35 2 5 奈 平 IV 炭 化 材 オ 二 グル ミ

キ バ グ

N N H l 2 B H 35 2 カ マ ドフ ク土 炭 奈 平 】∨ 炭 化 材 オ 二 グル ミ

N N H l 2 B H 35 2 サ ブ トレ （小 ） 奈 平 IV 炭 化 材 オ 二 ゲル ミ

N N H 】 2 B H 35 2 サ ブ トレ 奈 平 lV 炭 化 材 ヒノ キ 属

N N H l 2 B H 35 2 1 区 2 層 奈 平 lV 炭 化 材 オ 二 グル ミ

N N H l 2 B H 35 2 l 区 3 層 奈 平 】V 炭 化 材 ヤ マ グ ワ

N N H l 2 B H 35 2 ll区 1 層 奈 平 IV 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H I 2 B H 3 5 2 lI区 2 層 奈 平 lV 炭 化 材 オ 二 グ ル ミ

N N H l 2 B H 3 5 2 4 区 3 層 奈 平 lV 炭 化 材 オ 二 グ ル ミ

キ ハ ダ

N N H l 2 B H 3 52 土 器 内 の 土 1 奈 平 lV 炭 化 ネオ ク リ

N N H l 2 C H 3 69 1 内 の 泥 1 古 ‖ 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H i 2 C H 3 69 1 内 の 泥 古 川 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H l 2 C H 3 69 2 内 の 泥 2 吉 日 炭 化 材 コ ナ ラ属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H l 2 C H 3 69 フ ク土 6 古 ＝ 炭 化 材 広 葉 樹

N N H l 2 C H 3 73 4 区 2 層 古 ‖ 炭 化 材 ヒ ノ キ属

N N H l 3 A H 3 85 1 区 2 層 奈 平 V ll 炭 化 材 コ ナ ラ属 コナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節

N N H l 3 A H 3 86 カ マ ド 4 奈 平 日 炭 化 材 トウ ヒ属

N N H l 3 A H 3 87 i 区 サ ブ トレ 奈 平 IV 炭 化 材 ク リ

N N H l 3 A H 3 89 カ マ ド内 奈 平 日 炭 化 材 イ ネ科

N N H l 3 A H 3 89 P　7 奈 平 日 炭 化 材 キ ハ ダ

N N H l 3 A H 3 93 1 区検 出 面 奈 平 lV 種 実遺 体 トチ ノ キ （果 皮 ）

N N H l 3 A H 3 93 16 奈 平 lV 炭 化 材 コ ナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節

ウ コ ギ属

イ ネ科 タ ケ 亜 科

N N H l 3 A H 39 8 2 5 奈 平 V l 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H l 3 A H 39 8 3 1 奈 平 V l 炭 化 材 ク リ
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表1．炭化材試料の同定結果（10）

む すすトペ㍍H盤上竺 tここ一　　瞥 ケヽ　　　　㈱ま烹 雲料 夢　 讐要 矧 圭亭 疑濫
な，’　　　　ニ＝ 汽涼

N N H l 3 A H 4 0 1 10 層 床 下 ピ ッ ト 奈 平 日 灰 灰 化 物

N N H l 3 A H 4 10 10 古 川 炭 化 材 イネ 科 タ ケ亜 科

N N H l 3 A H 4 10 11 古 間 カ ヤ材 イネ 科

N N H l 3 A H 4 14 カ マ ド6 層 奈 平 V ll 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ亜 属 コナ ラ 節

N N H l 3 A H 4 20 炭 奈 平 VI 炭 化 材 コナ ラ 属 コ ナ ラ亜 属 ク ヌ ギ 節

N N H l 3 A H 4 20 ス ミ 奈 平 V I 炭 化 ネオ コナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H l 3 A H 4 21 ll区 堀 り方 奈 平 V l 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H l 3 A H 44 4 炭 No．1 奈 平 lV 炭 化 ネオ コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H l 3 A H 44 4 1 区 2 層 奈 平 lV 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H l 3 A H 44 4 2 区 2 層 奈 平 lV 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H l 3 A H 44 4 3 区 3 層 奈 平 lV 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H l 3 A H 44 4 2 奈 平 lV 炭 化 木オ カバ ノ キ 属

N N H l 3 A H 44 7 川区 トレ 奈 平 日 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コ ナ ラ節

N N H l 3 A H 44 7 ‖区 トレ 奈 平 日 炭 化 ネオ コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H l 3 A H 4 4 9 炭 奈 平 ∨ 炭 化 ネオ コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H l 3 A H 4 50 ‖区 1 層 奈 平 V ll 炭 化 ネオ コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H I 3 A H 4 50 l － 2 奈 平 V Il 炭 化 ネオ コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 クヌ ギ節

N N H l 3 A H 4 54 炭 古 川 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ亜 属 コナ ラ節

N N H l 3 A H 4 56 2 区 2 層 古 川 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ亜 属 コナ ラ節

N N H l 3 A H 4 57 炭 古 川 炭 化 ネオ コナ ラ属 コ ナ ラ亜 属 コナ ラ節

N N H l 3 A H 4 58 2 区 1 層 奈 平 Vl 炭 化 ネオ コナ ラ属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H l 3 A H 4 65 3 区 2 層 奈 平 IV 種 実 遺 体 モ モ （核 ）

N N H 3 3 A H 48 8 P 6 古 Il 炭 化 材 広 葉樹 （散 孔 材 ）

N N H l 3 A H 49 0 9 奈 平 lV 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 ク ヌ ギ節

N N H 3 4 A H 49 6 39 奈 平 V l 炭 化 材 ケ ヤ キ

N N H 3 4 A H 49 6 40 奈 平 V l 炭 化 木オ ヒ ノ キ 属

N N H 3 4 A H 49 6 4 1 奈 平 V l 炭 化 材 ヒ ノ キ 科

N N H 3 4 A H 49 6 4 2 奈 平 V l 炭 化 木オ ク リ

N N H ＝ 4 A H 4 9 7 検 出 面 古 川 炭 化 ネオ カバ ノ キ 属

N N H 3 4　B H 5 1 7 カ マ ド内 炭 化 物 奈 平 V l 炭 化 ネオ ア サ ダ

N N H 3 4 B H 5 36 1 区 トレ ン チ 奈 平 l 種 実 遺 体 サ ク ラ属 （種 子 ）

N N H 3 4 B H 5 38 カ マ ド 灰 奈 平 】 灰 灰 化 物

N N H 3 4 B H 5 49 10 串 間 炭 化 ネオ イネ 科

N N H 3 4 B H 5 49 11 古 間 炭 化 ネオ コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 4　B H 5 49 1 2 古 ＝ 炭 化 ネオ ヒ ノキ 属

バ ラ 科 ナ シ亜 科

N N H 3 4 B H 54 9 1 3 古 ＝ 炭 化 ネオ コナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H H 5 A H 55 3 】区 2 層 奈 平 ∨ 炭 化 材 サ ク ラ 属

N N H 3 5 A H 55 4 炭 奈 平 Il 炭 化 材 広 葉樹 （散 孔 材 ）

広 葉樹 （散 孔 材 ）

イ ネ科

N N H 3 5 A H 55 4 炭 奈 平 Il 炭 化 ネオ ブ ナ属

コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 ク ヌ ギ節

力 工 デ属

ア ワ ブ キ 属

エ ゴ ノ キ属

イ ネ科

木 製 品 ウ コ ギ属

N N H ＝ 5 A H 5 54 カ メ A の 中 の 砂 奈 平 Il 炭 化 材 モ モ

N N H H 5 A H 5 54 奈 平 ll 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節

N N H ‖ 5 A H 5 57 2 カ メの 中 の 土 奈 平 Il 土 壌

N N H 3 5 A H 5 60 P　2 奈 平 X 炭 化 ネオ コナ ラ 属 コ ナ ラ亜 属 コナ ラ節

N N H 3 5 A H 5 61 13 奈 平 V l 炭 化 ネオ 種 子 （不 明 ）

N N H ‖ 5 A H 56 2 11 区 2 層 奈 平 ∨ 炭 化 材 コナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 5 A H 57 0 3 区 1 層 奈 平 Il 炭 化 材 ア サ ダ

N N H Ill 5 A H 57 4 lV 区 1 層 奈 平 V I 炭 化 材 ク リ

N N H ＝ 5 A H 57 7 ll区 1 層 奈 平 lV 種 実遺 体 モ モ

N N H 3 5 A H 59 2 1 区 1 層 炭 奈 平 IX 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 ク ヌ ギ節

N N H 3 5 A H 6 0 4 4 区 1 層 奈 平 × 炭 化 材 コ ナ ラ属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 5 A H 6 0 4 カマ ド 奈 平 X 炭 化 ネオ バ ン ノ キ 属 バ ン ノ キ亜 属

コ ナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コ ナ ラ節
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表1．炭化材試料の同定結果（11）

む
二ぺF登
やナ十十を

1F．　　陣 雲料 刑 一　辞　警

…
N N H H 5 A H 60 4 ＝ 区 1 層 奈 平 X 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 5 B H 6 15 4 区 1 層 奈 平 IX 種 実 遺 体 オ 二 グ ル ミ （核 ）

N N H 3 5 B H 6 15 2 区 1 層 奈 平 IX 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コ ナ ラ亜 属 ク ヌ ギ節

N N H 3 5 B H 6 15 P － 1 奈 平 IX 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コ ナ ラ亜 属 ク ヌ ギ節

イ ネ 科

N N H 3 5 B H 6 15 P l 奈 平 IX 炭 化 材 コ ナ ラ属 コ ナ ラ亜 属 ク ヌ ギ節

イ ネ科

N N H 3 5 B H 6 15 P　4 奈 平 IX 炭 化 材 コ ナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節

コ ナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 5 B H 6 15 P　6 奈 平 IX 炭 化 材 コ ナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節

コ ナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 5 B H 6 15 P 6 奈 平 IX 不 明 不 明

N N H 3 5 B H 6 15 1 奈 平 IX 炭 化 材 広 葉 樹 （散孔 材 ）

N N H 3 5 B H 61 5 2 奈 平 IX 炭 化 村 コ ナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節

N N H 3 5 B H 61 5 3 奈 平 iX 炭 化 材 コ ナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 5 B H 61 5 4 奈 平 】X 炭 化 材 コ ナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節

N N H 3 5 B H 61 5 5 奈平 IX 炭 化 材 コ ナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節

N N H 3 5 B H 61 5 6 奈 平 IX 炭 化 材 広 葉 樹

N N H 3 5 B H 615 7 奈 平 IX 炭 化 材 コ ナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節

N N H 3 5 B H 6 15 8 奈 平 IX 炭 化 材 コ ナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 5 B H 6 15 9 奈 平 IX 炭 化 材 コ ナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節

N N H 3 5 B H 6 15 10 奈 平 IX 炭 化 材 コ ナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節

N N H 3 5 B H 6 15 11 奈 平 】X 炭 化 材 コ ナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節

N N H 3 5 B H 6 15 12 奈 平 IX 炭 化 材 モ ク レン属

N N H 3 5 B H 6 15 13 奈 平 IX 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節

N N H 3 5　B H 6 15 14 奈 平 IX 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 5 B H 6 15 15 奈 平 IX 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 5 B H 6 15 16 奈 平 IX 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 5 B H 6 15 17 奈 平 IX 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節

N N H 3 5 B H 6 15 18 奈 平 iX 炭 化 ネオ モ ク レン属

N N H 3 5 B H 6 15 19 奈 平 】X 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節

モ ク レン属

N N H 3 5 B H 6 15 2 0 奈 平 IX 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節

N N H 3 5 B H 6 15 2 1 奈 平 lX 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節

N N H 3 5 B H 6 15 2 2 奈 平 lX 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節

N N H 3 5 B H 6 15 2 3 奈 平 IX 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節

N N H 3 5 B H 6 15 2 4 奈 平 IX 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節

N N H 3 5 B H 6 15 2 5 奈 平 IX 炭 化 材 イ ネ科

N N H 3 5 B H 6 15 2 6 奈 平 iX 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節

N N H 3 5 B H 6 15 2 7 奈 平 lX 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節

N N H 3 5 B H 6 15 2 8 奈 平 lX 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節

N N H 3 5　B H 6 15 2 9 奈 平 IX 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節

N N H 3 5 B H 6 15 3 0 奈 平 IX 炭 化 ネオ モ ク レ ン属

N N H 3 5 B H 6 15 3 1 奈 平 IX 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 5 B H 6 15 3 2 奈 平 IX 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節

N N H 3 5 B H 6 15 3 3 奈 平 IX 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節

N N H 3 5 B H 6 15 3 4 奈 平 IX 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 5 B H 6 15 3 5 奈 平 IX 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 5 B H 6 15 3 6 奈 平 IX 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 5 B H 6 15 3 7 奈 平 】X 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 5 B H 6 15 3 8 奈 平 lX 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 5 B H 6 15 3 9 奈 平 IX 炭 化 材 サ ク ラ属

N N H 3 5　B H 6 15 40 奈 平 IX 炭 化 材 サ ク ラ属

N N H 3 5 B H 6 15 4 1 奈 平 IX 炭 化 材 広 葉 樹

N N H 3 5 B H 6 15 42 奈 平 IX 炭 化 材 針 葉 樹

N N H 3 5　B H 6 15 4 3 奈 平 IX 炭 化 ネオ コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節

N N H 3 5 B H 6 15 44 奈 平 IX 炭 化 ネオ ク リ

N N H 3 5 B H 6 15 45 奈 平 iX 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節

コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 5　B H 6 15 46 奈 平 】X 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節

コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節
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表1．炭化材試料の同定結果（12）

馳 す十トペ苅皇霊蟹H≡ で－ニ領評㌣甲 1F罰淋ガお配J＿h 書画 璽蟻望

N N H 3 5 B H 6 15 47 奈 平 IX 炭 化 材 ク リ

l N N H 3 5 B H 6 15 48 奈 平 iX 炭 化 材 コナ ラ 属 コ ナ ラ亜 属 ク ヌ ギ節

i N N H 3 5 B H 6 15 49 奈 平 IX 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ亜 属 ク ヌ ギ節

N N H 3 5 B H 6 15 50 奈 平 IX 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節

N N H 3 5　B H 6 15 5 1 奈 平 IX 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節

N N H 3 5 B H 6 15 5 2 奈 平 IX 炭 化材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節

N N H 3 5 B H 6 15 5 3 奈 平 IX 炭 化材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節

N N H 3 5　B H 6 1 5 5 4 奈 平 IX 炭 化 材 コナ ラ属 コナ ラ亜 属 ク女 ギ 節

l N N H 3 5 B H 6 15 5 5 奈 平 lX 炭 化 材 ク リ

i N N H 3 5 B H 6 15 5 6 奈 平 IX 炭 化 材 ク リ

l N N H 3 5 B H 6 15 5 7 奈 平 IX 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 ク ヌ ギ 節

N N H 3 5 B H 6 15 58 奈 平 IX 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 ク ヌ ギ節

N N H 3 5 B H 6 15 59 奈 平 IX 炭 化 材 イ ネ科

l N N H 3 5 B H 6 15 60 奈 平 IX 炭 化 ネオ ク リ

】 N N H 3 5 B H 6 15 6 1 奈 平 IX 炭 化 ネオ コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節

l N N H 3 5 B H 6 15 6 2 奈 平 lX 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節
I N N H 3 5 B H 6 15 6 3 奈 平 lX 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節

i N N H 3 5 B H 61 5 6 4

6 4

6 4

奈 平 IX 炭 化材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節

樹 皮

イ ネ 科

I N N H 3 5 B H 6 15 6 5 奈 平 IX 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節
】 N N H 3 5 B H 6 15 66 奈 平 IX 炭 化 ネオ コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

l N N H 3 5 B H 6 15 67 奈 平 IX 炭 化 ネオ サ ク ラ 属

l N N H 3 5 B H 6 15 68 奈 平 IX 炭 化 ネオ サ ク ラ 属

I N N H 3 5 B H 6 15 69 奈 平 IX 炭 化 材 サ ク ラ 属
】 N N H 3 5 B H 6 15 70 奈 平 IX 炭 化 材 ク リ

i N N H 3 5 B H 6 15 71 奈 平 IX 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節

l N N H 3 5 B H 6 15 72 奈 平 IX 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

I N N H 3 5 B H 6 15 7 3 奈 平 IX 炭 化材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節
】 N N H 3 5 B H 6 15 7 4 奈 平 IX 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ亜 属 ク ヌ ギ節

N N H 3 5 B H 6 1 5 7 5 奈 平 IX 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ亜 属 コナ ラ節

N N H 3 5 B H 6 15 7 6 奈 平 IX 炭 化 ネオ コ ナ ラ 属 コ ナ ラ亜 属 クヌ ギ 節　　 】

N N H 3 5 B H 6 15 7 7 奈 平 IX 炭 化 材 ヤ マ グ ワ　　　　　　　　　 1

N N H 3 5 B H 6 15 7 8 奈 平 IX 炭 化 材 イ ネ 科　　　　　　　　　　 l

N N H 3 5 B H 6 15 79 奈 平 IX 炭 化 材 広 葉 樹　　　　　　　　　　 I

N N H 3 5 B H 6 15 80 奈 平 IX 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コ ナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 5 B H 6 15 8 1 奈 平 IX 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コ ナ ラ亜 属 ク ヌ ギ節

N N H 3 5 B H 6 15 82 奈 平 lX 炭 化 ネオ コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節

N N H 3 5 B H 6 15 83 奈 平 IX 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節

N N H 3 5 B ＝6 15 8 4 奈 平 lX 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コ ナ ラ節　　 l

N N H 3 5 B H 6 15 8 5 奈 平 IX 炭 化材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 5 B H 6 1 5 8 6 奈 平 IX 炭 化材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 5 B H 6 15 8 7 奈 平 IX 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ亜 属 クヌ ギ節

N N H 3 5 B H 6 15 8 8 奈 平 IX 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 クヌ ギ 節

N N H 3 5 B H 6 15 8 9 奈 平 IX 炭 化 ネオ 広 葉樹 （散 孔 材 ）

N N H 3 5 B H 6 15 90 奈 平 IX 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 ク ヌ ギ 節

N N H 3 5 B H 6 15 9 1 奈 平 IX 炭 化 材 サ ク ラ 属

N N H 3 5 B H 6 15 92 奈 平 IX 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 ク ヌ ギ節

N N H 3 5 B H 6 15 93 奈平 IX 炭 化 材 コ ナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 5 B H 6 15 94 奈 平 IX 炭 化 材 コ ナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 5 B H 6 15 9 5 奈 平 IX 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 5 B H 6 15 9 6 奈 平 IX 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節　　 l

N N H 3 5 B H 615 9 7 奈 平 IX 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節　　 I

N N H 3 5 B H 6 15 9 8 奈 平 IX 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 クヌ ギ節

N N H 3 5 B H 6 15 9 9 奈 平 IX 炭 化 材 コナ ラ 属 コ ナ ラ亜 属 コナ ラ節

N N H 3 5 B H 6 15 100 奈 平 IX 炭 化 材 コナ ラ 属 コ ナ ラ亜 属 クヌ ギ 節

N N H 3 5 B H 6 15 10 1 奈 平 IX 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 ク ヌ ギ 節

N N H 3 5 B H 6 15 1 02 奈 平 IX 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 ク ヌ ギ 節　　 l

N N H 3 5 B H 6 15　　　　 － 1 03 奈 平 IX 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 ク ヌ ギ 節　　 I

N N H 3 5 B H 6 15 10 4 奈 平 IX 炭 化 材 コ ナ ラ属 コナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節　　 】

N N H 3 5 B H 6 15 10 5 奈 平 IX 炭 化 材 コ ナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節　　 l
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表1．炭化材試料の同定結果（13）

憲 LP‾qす十 ニ　　　轡’ 、qg　　　　拙速＿k 8専 鵬　 L　密　雲－ ぎー・で≡ニぎ

N N H 3 5 B H 6 15 106 奈 平 IX 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 ク ヌ ギ節

N N H 3 5 B H 6 15 107 奈 平 IX 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 5 B H 6 15 108 奈 平 IX 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コナ ラ節

N N H 3 5 B H 6 15 109 奈 平 IX 炭 化 材 コ ナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 5 B H 6 15 1 10 奈 平 IX 炭 化 材 コ ナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 5 B H 6 15 1 11 奈 平 IX 炭 化 材 サ ク ラ属

N N H 3 5 B H 6 15 1 12 奈 平 IX 炭 化 材 サ ク ラ属

N N H 3 5 B H 61 5 1 13 奈 平 IX 炭 化 材 広 葉 樹

N N H 3 5 B H 6 1 5 1 14 奈 平 lX 炭 化 材 コ ナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 クヌ ギ節

N N H 3 5 B H 6 15 1 15 奈 平 lX 炭 化 ネオ コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 5 B H 6 15 1 16 奈 平 IX 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 5 B H 6 15 1 17 奈 平 IX 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ亜 属 クヌ ギ 節

N N H 3 5 B H 6 15 1 18 奈 平 IX 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ亜 属 クヌ ギ 節

N N H 3 5 B H 6 15 1 19 奈 平 IX 炭 化 材 広 葉 樹 （散 孔 材 ）

N N H 3 5 B H 6 15 12 0 奈 平 IX 炭 化 ネオ コナ ラ属 コ ナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H 3 5 B H 6 15 12 1 奈 平 IX 炭 化 材 コナ ラ属 コナ ラ亜 属 ク ヌ ギ 節

N N H 3 5 B H 6 15 122 奈 平 lX 炭 化 材 コナ ラ属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H 3 5 B H 6 15 12 3 奈 平 IX 炭 化 材 ケ ヤ キ

N N H 3 5 B H 6 15 124 奈 平 IX 炭 化 材 広 葉 樹

N N H 3 5 B H 6 15 125 奈 平 IX 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 ク ヌ ギ節

N N H 3 5 B H 6 15 126 奈 平 IX 炭 化 材 サ クラ 属

N N H 3 5 B H 6 15 1 27 奈 平 】X 炭 化 材 サ ク ラ 属

N N H 3 5 B H 6 15 1 28 奈 平 IX 炭 化 材 サ ク ラ 属

N N H 3 5 B H 6 15 1 29 奈 平 iX 炭 化 材 サ ク ラ 属

N N H 3 5 B H 61 5 1 30 奈 平 IX 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 5 B H 61 5 1 31 奈 平 IX 炭 化 材 サ ク ラ 属

樹 皮

N N H 3 5 B H 6 15 13 2 奈 平 IX 炭 化 材 イ ネ科

N N H 3 5 B H 6 15 13 3 奈 平 IX 炭 化 ヰオ コ ナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節

N N H 3 5 B H 6 15 13 4 奈 平 IX 炭 化 ネオ 広 葉 樹 （散 孔 材 ）

N N H 3 5 B H 6 15 13 5 奈 平 IX 炭 化 材 ヌル デ

N N H 3 5 B H 6 15 13 6 奈 平 iX 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 5 B H 6 15 13 7 奈 平 IX 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

樹 皮

N N H 3 5 B H 6 15 13 8 奈 平 lX 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 5 B H 6 15 139 奈 平 IX 炭 化 材 ヤ マ グ ワ

N N H 3 5 B H 6 15 140 奈 平 lX 炭 化 材 力工 デ 属

N N H 3 5 B H 6 15 14 1 奈 平 IX 炭 化 材 ケ ヤ キ

サ ク ラ属

イ ネ 科 タケ 亜 科

N N H 3 5 B H 6 15 1 42 奈 平 IX 炭 化 材 コナ ラ属 コナ ラ亜 属 ク ヌ ギ 節

N N H 3 5 B H 6 15 1 43 奈 平 IX 炭 化 材 コナ ラ属 コナ ラ亜 属 ク ヌ ギ 節

N N H 3 5 B H 6 15 14 4 奈 平 】X 炭 化 材 力 工 デ 属

N N H 3 5 B H 61 5 14 5 奈 平 IX 炭 化 材 コ ナ ラ属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 5 B H 61 5 14 6 奈 平 IX 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 ク ヌ ギ節

N N H 3 5 B H 6 15 14 7 奈 平 IX 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 ク ヌ ギ節

N N H 3 5 B H 6 15 14 8 奈平 IX 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 ク ヌ ギ節

N N H 3 5 B H 6 15 14 9 奈 平 lX 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 ク ヌ ギ節

N N H 3 5 B H 6 15 15 0 奈 平 IX 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 ク ヌ ギ節

N N H 3 5 B H 6 15 15 1 奈 平 IX 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コ ナ ラ亜 属 ク ヌ ギ節

N N H 3 5 B H 6 15 15 2 奈 平 】X 炭 化 材 コ ナ ラ属 コ ナ ラ亜 属 ク ヌ ギ節

N N H 3 5 B H 6 15 15 3 奈 平 IX 炭 化 材 ヤ マ グ ワ

N N H 3 5 B H 6 15 15 4 奈 平 IX 炭 化 ネオ コ ナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節

N N H 3 5 B H 6 15 15 5 奈 平 IX 炭 化 材 サ ク ラ属

、N N H 3 5 B H 6 15 15 6 奈 平 IX 炭 化 材 広 葉 樹

N N H 3 5 B H 6 15 15 7 奈 平 】X 炭 化 材 イ ネ科

N N H 3 5 B H 6 15 158 奈 平 IX 炭 化 ネオ コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節

N N H 3 5 B H 6 15 159 奈 平 IX 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 5 B H 6 15 160 奈 平 IX 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 5　B H 6 15 16 1 奈 平 IX 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

イネ 科
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表1b　炭化材試料の同定結果（14）

腰 h野里鮎私∴ら賓　一え＿きざ：裏茫∬≡ ここ　　麗婆 －
ヰ　　　　　　籾AvL 霊妙 、一蜜　 ▼莞’ か㌫銀斗寮監㌫

N N H 3 5 B H 6 15 16 2 奈 平 IX 炭 化 材 ク リ

N N H 3 5 B H 6 1 5 16 3 奈 平 IX 炭 化 ネオ コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節

N N H 3 5 B H 6 1 5 16 4 奈 平 IX 炭化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節

N N H 3 5 B H 6 15 16 5 奈 平 IX 炭 化 ネオ コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節

N N H 3 5 B H 6 15 16 6 奈 平 lX 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 クヌ ギ 節

N N H 3 5 B H 6 15 16 7 奈 平 IX 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 クヌ ギ 節

N N H 3 5 B H 6 15 168 奈 平 IX 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ亜 属 クヌ ギ 節

N N H 3 5 B H 6 15 169 奈 平 】X 炭 化 材 広 葉 樹

N N H 3 5 B H 6 15 170 奈 平 IX 炭 化 ヰオ コナ ラ属 コナ ラ亜 属 クヌ ギ 節

N N H 3 5 B H 6 15 1 7 1 奈 平 IX 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 ク ヌ ギ節

N N H 3 5 B H 6 15 1 72 奈 平 IX 炭 化 ネオ コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 5 B H 6 15 1 73 奈 平 IX 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 ク ヌ ギ節

N N H 3 5 B H 6 15 1 74 奈 平 IX 炭 化 材 サ ク ラ 属

広 葉 樹 （環 孔 材 ）

N N H 3 5　B H 6 15 17 5 奈 平 IX 炭 化 ネオ コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 ク ヌ ギ節

N N H 3 5 B H 6 15 17 6 奈 平 lX 炭 化 オオ コ ナ ラ 属 コ ナ ラ亜 属 ク ヌ ギ節

N N H 3 5 B H 61 5 17 7 奈 平 IX 炭 化 ネオ コナ ラ属 コ ナ ラ亜 属 ク ヌ ギ節

N N H 3 5 B H 6 1 5 17 8 奈 平 iX 炭 化 材 イ ネ科

N N H 3 5 B H 6 15 17 9 奈 平 IX 炭 化材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 5 B H 6 15 18 0 奈 平 lX 炭 化材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節

N N H 3 5 B H 6 15 18 1 奈 平 IX 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節

N N H 3 5 B H 6 15 182 奈 平 IX 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 クヌ ギ節

N N H 3 5 B H 6 15 183 奈 平 IX 炭 化 ネオ コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 クヌ ギ節

N N H 3 5 B H 6 15 184 奈 平 IX 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 5 B H 6 15 185 奈 平 IX 炭 化 ネオ コナ ラ属 コナ ラ亜 属 ク ヌ ギ 節

N N H 3 5 B H 6 15 186 奈 平 IX 炭 化 材 コナ ラ属 コナ ラ亜 属 ク ヌ ギ 節

N N H 3 5 B H 6 15 187 奈 平 IX 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 ク ヌ ギ 節

N N H 3 5 B H 6 15 1 88 奈 平 lX 炭 化 材 ウ コ ギ 属

N N H 3 5 B H 6 15 1 89 奈 平 lX 炭 化 ネオ コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 ク ヌ ギ節

N N H 3 5　B H 6 15 1 90 奈平 】X 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 ク ヌ ギ節

N N H 3 5 B H 6 15 19 1 奈 平 IX 炭 化 ネオ コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 ク ヌ ギ節

N N H 3 5 B H 6 15 19 2 奈 平 IX 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 ク ヌ ギ節

N N H 3 5 B H 61 5 19 3 奈 平 IX 炭 化 材 コ ナ ラ属 コナ ラ亜 属 ク ヌ ギ節

N N H 3 5 B H 61 5 19 4 奈 平 IX 炭 化 材 】コ ナ ラ属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 5 B H 6 15 19 5 奈 平 IX 炭 化 ネオ コ ナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節

N N H 3 5 B H 6 15 19 6 奈 平 】X 炭 化 ネオ コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節

N N H 3 5 B H 6 15 19 7 奈 平 IX 炭 化 ネオ コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節

N N H 3 5 B H 6 15 19 8 奈 平 IX 炭 化 ネオ イ ネ科

樹 皮

N N H 3 5 B H 6 15 199 奈 平 IX 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 クヌ ギ 節

N N H 3 5 B H 6 15 2 00 奈 平 IX 炭 化 ネオ コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 クヌ ギ 節

N N H 3 5 B H 6 29 4 区 1 層 奈 平 lV 炭 化 ネオ コナ ラ属 コ ナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

イ ネ 科 タケ 亜 科

N N H 3 5 B H 63 5 P l 奈 平 ∨ 炭 化 ネオ コナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H 3 5 B H 63 6 P　3 奈 平 lV 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 ク ヌ ギ 節

N N H 3 5 B H 63 6 炭 No．2 奈 平 lV 炭 化 ネオ ク リ

N N H 3 5 B H 63 6 2 奈 平 IV 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 ク ヌ ギ節

N N H 3 5 C H 63 9 19 古 ‖ 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 5 C H 64 3 5 古 ＝ 炭 化 材 ク リ

N N H 3 5 C H 6 5 1 14 古 ‖ 炭 化 材 イ ネ科

N N H 3 5 C H 6 54 C － 1 古 ＝ 炭 化 材 イ ネ科 タ ケ 亜 科

N N H 3 5 C H 6 54 C － 2 古 ‖ 炭 化 材 イ ネ科

N N H 3 5 C H 6 54 C － 3 古 川 炭 化 材 コ ナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

イ ネ科

N N H 3 5 C H 6 54 C － 4 古 川 炭 化 材 イ ネ科

N N H 3 5 C H 6 54 C － 5 古 川 炭 化 材 ク リ

広 葉 樹

イ ネ 科

N N H 3 5 C H 65 4 C － 6 古 川 炭 化 材 イ ネ 科

N N H 3 5 C H 65 4 C － 7 古 川 炭 化 ネオ イ ネ 科

N N H 3 5 C H 65 4 C － 8 古 川 炭 化 材 コ ナ ラ属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節
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表1．炭化材試料の同定結果（15）

蝉 “、．ぎ‾q
す，て　こ

qrニニ　　醸鼻 Lここニー
トヽ　　　細這＿L せ古 測　　 ぎ　箸 浣瀾点H H 童絹業

N N H 3 5 C H 6 54 C － 9 古 ‖ 炭 化 材 コナ ラ属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H 3 5 C H 6 54 C － 10 古 ＝ 炭 化 材 コナ ラ属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

ク リ

イ ネ 科

N N H 3 5 C H 6 54 C － 11 古 川 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

イ ネ 科

N N H 3 5 C H 6 54 C － 12 古 ＝ 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

イ ネ 科

N N H 3 5 C H 65 4 C － 13 古 間 炭 化 材 イ ネ 科

N N H 3 5 C H 65 4 C － 1 4 古 ＝ 炭 化 材 イ ネ科

N N H 3 5 C H 65 4 C － 1 5 古 ‖ 炭 化 材 コ ナ ラ属 コ ナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 5 C H 65 4 C － 1 6 古 ＝ 炭 化 材 イ ネ科

N N H 3 5 C H 65 4 C － 1 7 古 ‖ 炭 化 材 イ ネ科

N N H 3 5 C H 65 4 C － 18 古 間 炭 化 材 コ ナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節

N N H 3 5 C H 65 4 C － 19 古 ＝ 炭 化 材 コ ナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 5 C H 65 4 C － 20 古 ‖ 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 5 C H 654 C － 2 1 古 川 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

古 ＝ イ ネ科

N N H 3 5 C H 6 54 C － 22 古 ‖ 炭 化 材 イ ネ科

N N H 3 5 C H 6 54 C － 23 古 ＝ 炭 化 材 イ ネ科

N N H 3 5 C H 6 54 C －2 4 古 ‖ 炭 化 材 イ ネ科 タ ケ亜 科

N N H 3 5 C H 6 54 C －2 5 古 間 炭 化 材 イネ 科 タ ケ亜 科

N N H 3 5 C H 6 54 C －2 6 古 ＝ 炭 化 材 イネ 科

N N H 3 5 C H 6 54 C －2 7 古 ‖ 炭 化 材 イネ 科

N N H 3 5 C H 6 54 C －2 8 古 ＝ 炭 化 材 二 シ キ ギ属

N N H 3 5 C H 6 54 C －2 9 古 川 炭 化 材 広 葉 樹 （散 孔 材 ）

N N H 3 5 C H 6 54 C － 3 0 古 ‖ 炭 化 材 コナ ラ属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H 3 5 C H 6 54 C － 3 1 古 ＝ 炭 化 材 コナ ラ属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

広 葉 樹 （散 孔 材 ）

N N H 3 5 C H 65 4 C － 3 2 古 間 炭 化 材 イ ネ 科

N N H 3 5 C H 65 4 C － 3 3 古 ＝ 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

イ ネ 科

N N H 3 5 C H 65 4 C － 34 古 川 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H 3 5 C H 65 4 C － 35 古 ＝ 炭 化 材 二 シ キ ギ 属

N N H 3 5 C H 65 4 C － 36 古 ‖ 炭 化 材 イ ネ科

N N H 3 5 C H 65 4 C － 37 古 川 炭 化 材 イ ネ科

N N H 3 5 C H 65 4 C － 38 古 間 炭 化 材 イ ネ科

N N H 3 5 C H 6 5 4 C － 39 古 ‖ 炭 化 材 イ ネ科

N N H 3 5 C H 6 54 C － 40 古 川 炭 化 材 イ ネ科

N N H 3 5 C H 6 54 C － 4 1 古 ＝ 炭 化 材 イ ネ科

N N H 3 5 C H 6 54 C － 42 古 ‖ 炭 化 材 コ ナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コ ナ ラ節

イ ネ科

N N H 3 5 C H 6 54 P 3 古 ＝ 炭 化 材 コ ナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H 3 5 C H 6 54 P　6 古 ‖ 炭 化 材 イ ネ科

N N H 3 5 C ＝6 54 P － 9 古 川 炭 化 ネオ イ ネ科

N N H l 5 C H 6 54 3 区 2 層 古 間 炭 化 材 イ ネ科

N N H H 5 C H 6 69 5 奈 平 l 炭 化 材 ク ロ ウ メ モ ドキ 属

N N H lV 6 A H 6 93 1 古 川 炭 化 材 キバ グ

N N H i 6 A H 6 93 6 古 川 不 明 不 明

N N H 】∨ 6 A H 69 3 7 古 ‖ 炭 化 材 不 明

N N H IV 6 A H 69 3 ス ミ B 古 川 炭 化 材 ハ イ ノ キ属 サ ワ フ タギ 節

コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H lV 6 A H 69 3 ス ミ B 古 ‖ ワ ラ ？ イ ネ 科

N N H lV 6 A H 69 3 ス ミ C 古 ＝ カ ヤ材 イ ネ 科

N N H IV 6 A H 69 3 ス ミ D 古 川 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ亜 属 コナ ラ節

N N H IV 6 A H 69 3 古 川 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ亜 属 コナ ラ節

N N H lV 6 A H 70 0 9 古 ＝ 不 明 不 明

N N H lV 6 A H 70 3 堀 片 奈 平 ∨ 炭 化 材 ケ ヤ キ

N N H 】∨ 6 A H 7 0 5 ‖区 2 層 古 間 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コナ ラ節

N N H lV 6 A H 7 0 6 1 吉 日 炭 化 材 広 葉 樹 （散 孔 材 ）

N N H lV 6 A H 7 06 2 古 ‖ 炭 化 材 ク リ
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表上　炭化材試料の同定結果（16）

整 ダ‾れカヂ　　こぶ＿ ニ瑠評∵評††　蹄 や　　　　　細Ah 霊匝 L v 疫　 賢 担

N N H lV 6 A H 70 6 4 古 川 種 実遺 体 不 明

N N H lV 6 A H 70 6 8 盲 目 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コ ナ ラ節

N N H IV H 70 6 9 古 川 炭 化 材 ク リ

N N H lV 6 A H 70 6 18 古 間 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H IV 6 A H 71 3 1 奈 平 I 炭 化 材 ク リ ま た は コ ナ ラ 節

N N H IV 6 A H 71 8 lV 区 3 層 奈 平 日l 炭 化 材 不 明

N N H IV 7 A H 72 9 2 奈 平 lV 炭 化 材 イ ネ 科 タ ケ亜 科

N N H lV 7 A H 729 3 奈 平 】V 炭 化 材 イ ネ 科 タケ 亜 科

N N H lV 7 A H 7 29 4 奈 平 lV 炭 化 材 ク リ

N N H lV 7 A H 7 29 5 奈 平 lV 炭 化 材 イ ネ 科 タケ 亜 科

N N H IV 7 A H 7 29 5 奈 平 lV 炭 化 材 イ ネ 科 タケ 亜 科

N N H IV 7 A H 7 29 6 奈 平 lV 炭 化 材 リ ョウ ブ

N N H IV 7 B H 7 39 2 不 明 炭 化 材 ク リ

N N H lV 7 B H 7 39 3 不 明 炭 化 材 モ ミ属

N N H lV 7 B H 7 39 4 不 明 炭 化 材 モ ミ属

N N H lV 7 B H 7 39 5 不 明 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H lV 7 B H 73 9 6 不 明 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H lV 7 B H 73 9 P － 1 不 明 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H lV 7 B H 74 2 ワ ラ 灰 古 lV カ ヤ 材 イネ 科

N N H lV 7 B H 74 2 ワ ラ灰 古 IV カ ヤ 材 イネ 科

N N H lV 7 B H 74 7 12 古 ‖ 炭化 材 カエ デ 属

N N H lV 7 B H 74 7 13 古 ＝ 炭 化 材 イ ネ 科 タ ケ亜 科

N N H lV 7 B H 74 7 14 古 ‖ 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 クヌ ギ節

N N H lV 7 B H 7 4 7 15 古 ＝ 炭 化 材 イ ネ 科 タケ 亜 科

N N H lV 7 B H 7 4 7 16 古 ‖ 炭 化 材 コ ナ ラ属 コナ ラ亜 属 コナ ラ節

N N H lV 7 B H 7 47 17 古 川 炭 化 材 イ ネ 科 タケ 亜 科

N N H ！∨ 7 B H 7 47 ＝区 3 層 古 間 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コナ ラ 節

N N H lV 7 B H 7 48 Il 区 3 層 ス ミ 奈 平 ∨ 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H lV 7 B H 7 5 1 P 2 炭 化 材 イ ネ科 タ ケ 亜 科

N N H lV H 7 66 1 区 1 層 炭 化 ネオ コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 ク ヌ ギ節

N N H lV 8 A H 7 68 1 号 床下 土 坑 種 実遺 体 モ モ （核 ）

N N H V 8 A H 7 88 ‖ 区 炭 化 ネオ コナ ラ属 コ ナ ラ亜 属 ク ヌ ギ節

N N H V 8 A H 79 2 ‖ 区 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H V 8 A H 79 2 l 区 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ亜 属 ク ヌ ギ節

N N H V 8 A H 79 3 カ マ ド袖 下 焼 土

N N H V 8 A H 79 6 lV 区 掘 り方 炭 化 ネオ コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H V 8 A H 80 0 lV 区 3 層 種 実 遺 体 モ モ （核 ）

N N H V 9 A H 8 0 2 ll区 4 層 炭 化ネオ イ ヌ エ ン ジ ュ

N N H V 9 A H 8 0 4 P 36 層 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節

N N H V 9 A H 8 10 l 区 1 層 炭 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 クヌ ギ節

N N H V 9 A H 8 10 ∨区 3 層 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 クヌ ギ節

N N H V 9 A H 8 10 lV 区 サ ブ トレ 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コナ ラ節

N N H V 9 A H 8 15 P　 lO 炭 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コナ ラ節

N N H V 9 A H 8 25 ＝区 2 層 炭 化 材 ク リ

N N H V 9 A H 8 27 2 区 北 側 堀 張 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 ク ヌ ギ 節

N N H V 9 A H 8 27 P 炭 化 ネオ コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 ク ヌ ギ 節

N N H V 9 A H 8 27 カ マ ド 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 ク ヌ ギ 節

N N H V 9 A H 82 7 P　4 炭 化 材 コ ナ ラ属 コナ ラ亜 属 ク ヌ ギ節

N N H V 9 A H 82 7 lV 区 炭 化 材 コ ナ ラ属 コナ ラ亜 属 ク ヌ ギ節

N N H V 9 A H 82 9 炭 化 ネオ コ ナ ラ属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

N N H Vlll 1 1 A H 84 8 1 区 2 層 炭 化 材 サ ク ラ属

N N H V… 1 1 A H 86 0 1 区 1 層 黒 曜 石

N N H 〉… H 86 1 】 炭 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節

ム ラサ キ シ キ ブ属

N N H V… 1 1 A H 86 1 11区 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節

N N H Vlll 1 1 A H 8 62 第 4 カ マ ド2 層 焼 土

N N H VⅢ 1 1 B H 8 69 種 実 遺 体 破 片 （クル ミ ？）

N N H Vlll 1 1 B H 8 93 床 下 土 坑 灰 灰 灰 化 物

N N H V… 11 A H 8 98 床 下 土 坑 土 壌

N N H V … 11 A H 8 98 床 下 土 坑 土 壌

N N H V … 11 A H 8 99 D l 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ節
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表1．炭化材試料の同定結果（17）

ぎS ご1顎　dv，
罰止用臥≡ 憲　一　ここ1感奮 詠、 ちぎ　　　　以酵 霊桓 密　 雲 恥㌫瀾章岸幸臥㌢

N N H V… 12 A H 9 12 3 炭 化 材 ヒ ノ キ 属

N N H V… 1 2 A H 9 17 lV 区 6 層 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コナ ラ節

N N H V… 1 2 A H 92 1 川区 サ ブ トレ 炭 化 材 コ ナ ラ属 コ ナ ラ亜 属 コナ ラ節

N N H V… 12 A H 92 2 l 区 サ ブ トレ 炭 炭 化 材 ム ラ サ キ シキ ブ属

N N H IX 13 A H 93 7 1 区 1 層 炭 化 材 コ ナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H IX 13 A H 93 7 1 区 2 層 炭 化 材 コ ナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ節

N N H lX 13 A H 9 42 カ マ ド 灰 炭 化 材 サ ク ラ属

N N H IX 13 A H 9 42 カ マ ド灰 層 炭 化 材 エ ノ キ属

N N H IX 13 A H 9 43 lll区 2 層 黒 曜 石

N N H IX 13 A H 9 47 カ マ ド 灰 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

灰

N N H IX 13 A H 9 50 カ マ ド 灰 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H lX 13 A H 9 50 灰 層 カ マ ド 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コ ナ ラ節

N N H IX 13 A H 9 50 灰 層 カ マ ド 炭 化 材 ク リ

N N H lX 13 A H 9 52 灰 層 炭 化 材 ク リ

N N H IX 13 A H 95 4 lI 区 2 層 炭 化 材 ム ラ サ キ シ キ ブ属

N N H iX 13 A H 95 5 カ マ ド灰 層 炭 化 材 ク リ

N N H IX 13 A H 95 5 カ マ ド灰 層 炭 化 材 エ ノキ 属

骨 片 不 明 （哺 乳 類 ）

焼 土 焼 土

N N H iX 1 3 A H 95 5 カ マ ド灰 層 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ節

灰

N N H IX 1 3 A H 96 5 カ マ ド 焼 土 生 木 広 葉樹

N N H l 1 B H 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 ク ヌ ギ節

N N H 3 A 19 1 カマ ド 2 炭 化 材 マ ツ属 複 維 管 束 亜 属

N N H 3 F 3 8 3 P － 5 炭 化 材 二 レ属

N N H 3 F 3 83 P　6 炭 化 材 ク リ

N N H l D 4 6 3 区 3 層 炭 化 材 ヤ マ グ ワ

N N H 川 D 2 04 2 層 灰 灰 化 物

N N H ＝ D 2 04 土 壌

N N H lV 6 A D 2 76 炭 の そ ば 炭 化 材 ク リ

N N H IV 6 A D 2 76 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 コナ ラ節

N N H lV 6 A D 2 76 炭 化 材 ク リ

N N H iV 6 A D 2 76 炭 化 材 ク リ

N N H lV 6 A D 2 76 炭 化 材 ク リ

N N H lV 6 A D 27 6 炭 化 材 ク リ

N N H lV 6 A D 27 6 炭 化 材 針 葉 樹

N N H lV 7 A D 28 2 ll 区 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ 亜 属 クヌ ギ 節

N N H lV 7 B D 28 6 竹 生 木 イ ネ 科 タ ケ亜 科

炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ亜 属 コナ ラ節

N N H V… 1 1 B D 37 7 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ亜 属 クヌ ギ 節

N N H 3 M 38 炭 化 材 コナ ラ属 コ ナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H H 5 A V D P 7 1 炭 化 材 エ ノキ 属

N N H ＝ 4 A V M　 P 12 8 フ ク土 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H ‖ 4　B V T P lO l 炭 化 材 ケ ヤ キ

N N H V… 12 A 12 A　 P 39 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 コ ナ ラ 節

N N H V… 11 B X Y 2 7 グ リ ッ ド 炭 化 材 コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 ク ヌ ギ 節
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壁孔は対列状～交互状に配列する。放射組織は同性、1－4細胞幅、1－30細胞高であまり目立たない。

・アサダ（OstryajaponicaSarg．）　　カバノキ科アサダ属

散孔材で、管孔は単独または放射方向に2－4個が複合して散在する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、

内壁にほらせん肥厚が認められる。放射組織は同性、1－3細胞幅、1－30細胞高。

・クマシデ属イヌシデ節（Carpinussubgen．Euarpinus）　　カバノキ科

散孔材で、管孔は放射方向に2－4個が複合して散在する。道管は単穿孔を有し、壁孔は対列状～交互状に配列する。

放射組織は異性、1－3細胞幅、1－40細胞高のものと集合放射組織とがある。

・ブナ属（Fagus）　　ブナ科

散孔材で、管孔は単独または放射方向に2－3個が複合して散在し、年輪界付近で径を減ずる。道管の分布密度は高

い。道管は単穿孔および階段穿孔を有し、壁孔は対列状～階段状に配列する。放射組織は同性、単列、数細胞高のも

のから複合放射組織まである。

・コナラ属コナラ亜属クヌギ節（Quercussubgen．Lepidobalanussect．Cerris）　　ブナ科

環孔材で、孔園部は1－3列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、漸減しながら単独で放射状に配列する。道管は単

穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、1－20細胞高のものと複合放射組織とがある。

・コナラ属コナラ亜属コナラ節（Quercussubgen．Lepidobalanussect。Prinus）　　ブナ科

環孔材で、孔国都は1－2列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。道管は単穿孔を

有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、1－20細胞高のものと複合放射組織とがある。

・コナラ属コナラ亜属（Quercussubgen．Lepidobalanus）　　ブナ科

環孔材で、複合放射組織を有することから、上記クヌギ節かコナラ節と考えられるが、夏材部における小道管の配列

が観察できなかったため、分けることができず、コナラ亜属とした。

・クリ（CastaneacrenataSieb．etZucc．）　　　ブナ科クリ属

環孔材で、孔圏部は1－4列、孔圏外で急激～やや緩やかに管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。道

管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、1－15細胞高。

・エノキ属（Celtis）　　　ニレ科

環孔材で、孔国都は2－3列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減、塊状に複合し接線・斜方向の紋様をなす。道

管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異性、1－10細胞幅、

1－50細胞高で鞘細胞が認められる。

・ケヤキ（Zelkovaserrata（Thunb．）Makino）　　　ニレ科ケヤキ属

環孔材で、孔圏部は1…2列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減、塊状に複合し接線・斜方向の紋様をなす。道

管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、小道管内壁にほらせん肥厚が認められる。放射組織は異性、1－8細胞幅、

1－50細胞高。しばしば結晶を含む。

ニレ属（Ulmus）　　　ニレ科

環孔材で、孔圏部は1－2列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減、塊状に複合し接線・斜方向の紋様をなす。道

管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は同性、1－6細胞幅、

1－40細胞高。

・ヤマグワ（MorusaustralisPoiret）　　クワ科クワ属

環孔材で、孔圏部は1－5列、孔圏外への移行は緩やか、年輪界へ向かって管径を漸減させ、のち塊状に複合する。

道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異性、1－6細胞

幅、1－50細胞高で、しばしば結晶を含む。

・モクレン属（Magnolia）　　モクレン科

散孔材で、管壁厚は中庸～薄く、横断面では角張った楕円形～多角形、単独および2－4個が放射方向に複合して散

在する。道管の分布密度は比較的高い。道管は単穿孔を有し、壁孔は階段状～対列状に配列する。放射組織は異性、

1－2細胞幅、1－40細胞高。

・モモ（PrunussalicinaLindley）　　バラ科サクラ属

環孔性散孔材で、年輪のはじめにやや大型の道管が4－5列配列した後、急激に管径を減じて、晩材部へ向かって管

径を漸減させながら散在する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、内壁にはらせん肥厚が認められる。放射

組織は異性、1－6細胞幅、1－60細胞高。

・サクラ属（Prunus）　　　バラ科
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散孔材で、管壁厚は中庸、横断面では角張った楕円形、単独または2…8個が複合し、晩材部へ向かって管径を漸減

させながら散在する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異

性、1－3細胞幅、1－30細胞高。

・バラ科ナシ亜科（Rosaceaesibfam．Maloideae）

散孔材で、管壁は中庸～薄く、横断面では多角形、単独および2－5個が複合して散在し、年輪界に向かって径を漸

減させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異性、1－2

細胞幅、1－20細胞高。

・イヌエンジュ（MaackiaamurensisRupr．etMaxim．subsp．buergeri（maxim）Kitamura）　マメ科イヌエンジュ属

環孔材で、孔園部は1－4列、孔圏外でやや急激に管径を減じた後、多数の道管が集まって接線方向、斜方向に複合

し、木口面で帯状の模様をつくる。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。小道管は階層状に配列し、内壁

にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異性または同性、1－8細胞幅、1－80細胞高。

・キハダ（PhellodendronamurenseRuprecht）　　ミカン科キハダ属

環孔材で、孔圏部は2－5列、孔圏外でやや急激に管径を減じたのち漸減、塊状に複合し接線・斜方向の紋様をなす。

道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、小道管内壁にほらせん肥厚が認められる。放射組織は同性、1－5細胞

幅、1－40細胞高。

・ヤマウルシ（RhustrichocarpaMiq）　　ウルシ科ウルシ属

環孔材で、孔困部は2－4列、孔圏外への移行は緩やかで、年輪界に向かって管径を漸減させ、年輪界付近ではかな

り小径となる。晩材部の小道管は、単独または2…4個が放射方向に複合する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状

に配列する。放射組織は異性、1－3細胞幅、1－20細胞高で、時に上下に連結する。

・ヌルデ（RhusjavanicaL．）　　ウルシ科ウルシ属

環孔材で、孔園部は2－4列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減する。小道管の管壁厚は中庸で2－3個が複合

し、複合部はさらに厚くなる。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、小道管内壁にほらせん肥厚が認められる。

放射組織は異性、1－5細胞幅、1－40細胞高。

・チドリノキ（AcercarpinifoliumSieb．etZucc．）　　カエデ科カエデ属

散孔材で、管壁は薄く、横断面では角張った楕円形、単独および2－3個が複合して散在し、晩材部へ向かって管径

を漸減させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は対列～交互状に配列、内壁にほらせん肥厚が認められる。放射組織は同

性、1－10細胞幅、1－100細胞高を越える。細胞壁の厚さが異なる2種類の木繊維が木口面において不規則な紋様

をなす。

・カエデ属（Acer）　　　カエデ科

散孔材で、管壁は薄く、横断面では角張った楕円形、単独および2－3個が複合して散在し、晩材部へ向かって管径

を漸減させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は対列～交互状に配列、内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は同

性、1－5細胞幅、1－40細胞高。細胞壁の厚さが異なる2種類の木繊維が木口面において不規則な紋様をなす。

・トチノキ（AesculusturbinataBlume）　　トチノキ科トチノキ属

散孔材で、管壁は厚く、横断面では角張った楕円形、単独または2－3個が複合して散在し、年輪界に向かって径を

漸減させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、内壁にほらせん肥厚が認められる。放射組織は同性、単列、

1－15細胞高で階層状に配列する。

・アワブキ属（Meliosma）　　　アワブキ科

散乱材で、管孔は単独または2－6個が複合して散在する。道管は単穿孔または階段穿孔を有し、階段穿孔の段数は

5前後、壁孔は交互状に配列する。放射組織は大型の異性、1－3細胞幅、1－50細胞高。

ニシキギ属（Euonymus）　　ニシキギ科

散孔材で、道管は小径、単独または2－3個が複合して散在し、年輪界に向かって径を漸減させる。道管の分布密度

は高い。道管は単穿孔を有し、内壁にほらせん肥厚が認められる。放射組織は同性、単列、1－20細胞高。

・クロウメモドキ属（Rhamnus）　　クロウメモドキ科

紋様孔材で、年輪の始めに多数の道管が集まった後、火炎状・稲妻状等の紋様状に配列する。道管は単穿孔を有し、

内壁にほらせん肥厚が認められる。放射組織は異性、1－2細胞幅、1－15細胞高。

・ミズキ属（Cornus）　　　ミズキ科

散孔材で、道管はほぼ単独で散在する。道管は階段穿孔を有し、壁孔は対列～交互状に配列する。放射組織は異性、

1－5細胞幅、1－30細胞高。
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・ウコギ属（Acanthopanax）　　ウコギ科

散孔材～紋様孔材で、管壁は薄く、横断面では角張った楕円形、単独または2－8個が斜～放射方向に複合して、全

体として接線・斜方向の帯状に配列し、晩材部へ向かって管径を漸減させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に

配列する。放射組織は異性、1－8細胞幅、数細胞高のものから広放射組織まである。

・リョウブ（ClethrabarbinervisSieb．etZucc．）　　リョウブ科リョウブ属

散孔材で、管壁厚は中庸、横断面では角張った円形。道管はほぼ単独で散在する。道管は階段穿孔を有し、壁孔は交

互状～階段状に配列する。放射組織は異性、1－4細胞幅、1－30細胞高。

・エゴノキ属（Styrax）　　エゴノキ科

散孔材で、横断面では楕円形、単独または2－4個が複合して散在し、年輪界付近で管径を減ずる。道管は階段穿孔

を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性、1－3細胞幅、1－20細胞高。

・ハイノキ属サワフタギ節（Symplocossect．palura）　　ハイノキ科

散孔材で、道管は小径で、単独または2…5個が複合して散在し、年輪界付近で径を減じる。道管は階段穿孔を有し、

対列状～階段状となる。放射組織は異性、1…4細胞幅、1－20細胞高で時に上下に連結する。

・トネリコ属（Fraxinus）　　　モクセイ科

環孔材で、孔圏部は2－3列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減する。道管壁は厚く、横断面では円形～楕円形、

単独または2個が複合、複合部はさらに厚くなる。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、

1－3細胞幅、1－40細胞高。

・ムラサキシキブ属（Callicarpa）　　クマツヅラ科

散孔材で、横断面では多角形、管孔は単独および2－3個が複合して散在する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状

に配列する。放射組織は異性、1－3細胞幅、1－20細胞高。

・イネ科タケ亜科（Gramineaesubfam．Bambusoideae）

組織は軸方向のみで放射方向の組織は認められない。軸方向組織は、維管束が基本組織の中に散在する不斉中心柱を

もつ。

・イネ科（Gramineae）

維管束が基本組織の中に散在する不斉中心柱をもち、タケ亜科の組織によく似ている。草本質で、タケ亜科とした試

料よりも薄く脆いものをイネ科とした。

＜種実遺体＞

・オこグルミ（JuglansmandshuricaMaxim．subsp．sieboldiana（Maxim）Kitamura）　　クルミ科クルミ属

核が検出された。褐灰色で木質。非常に堅い。大きさは2。5cm程度。側面の両側に縫合線が発達する。広卵形で、基

部は丸くなっているが先端部は尖る。表面は荒いしわ状となり、縦方向に溝が走っている。

・モモ（PrunusparsicaBatsch）　　バラ科サクラ属

核（内果皮）が検出された。褐色～黒褐色で大きさほ2。5cm程度。核の形は楕円形でやや偏平である。基部は丸く大

きな臍点がありへこんでおり、先端部はやや尖る。一方の側面にのみ、縫合線が顕著に見られる。表面は、不規則な

線状のくぼみがあり、全体としてあらいしわ状に見える。

・トチノキ（AesculusturbinataBlume．）　　トチノキ科トチノキ属

種皮の破片が検出された。大きさほ1cm程度で、薄く堅い。表面には黒く艶のある部分と、黒褐色でざらつく部分

とがある。

（2）灰像分析

結果を表2に示す。いずれの灰からも珪化組織片として、栽培植物であるイネ属に形成される穎珪酸体や短細胞列、

機動細胞列が検出される。

表2個　灰像分析結果

噛 …矧匪 諾．ニニ　揖 l　　　　　細J．k 血 で≡＝

N N H 1 A H 16 1 灰 イ ネ属穎 珪酸体 ・短細胞列 e機 動細胞列

N N H l 1 A H 16 1 灰 イ ネ属穎珪 酸体 ・短細胞列 ・機 動細胞列

N N H 3 A H 40 1 10 層 床 下 ピ ッ ト 10層 イネ属穎珪酸 体 ・短細胞列 e機 動細胞列

N N H l D 20 4 2 層 イ ネ属穎珪酸 体 ・短細胞列 ・機 動細胞列

N N H V l 11 B H 8 9 3 床 下 土坑 灰 イネ属穎珪酸体 ・短細胞列 e機 動細胞列
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4．考察

（1）木材利用

本遺跡の発掘調査成果（佐久市土地開発公社・佐久市教育委員会，2002，2003，2004）によれば、住居跡の年代観は、

古墳時代～奈良・平安時代とされ、さらに、出土遺物や遺構等の検討により、更に年代観が細別されている。ここで

は、これらの細別された時代観に準拠し、各時代・時期毎の住居跡における木材利用を検討する。

古墳時代は、分析対象試料が得られた住居跡は計43軒（I期：0軒、Ⅲ期：1軒、Ⅲ期40軒、Ⅳ期2軒）、試料数は

462点（I期：0点、Ⅲ期：1点、Ⅲ期457点、Ⅳ期：4点）である（表3）。各時期の木材利用の傾向は、Ⅱ期の住

居跡は種類不明1点のみであり不明であるが、Ⅲ期は457点と当該期の試料の大部分を占め、その内訳はH187住居跡

で311点、H654住居跡で57点と2軒の住居跡から出土した炭化材によって構成される。最も試料の多いH187住居跡

は、コナラ節が約8割を占め、コナラ節が多用される。また、H654住居跡では屋根材の可能性があるイネ科やタケ

亜科を除くと、大部分の炭化材がコナラ節である。このことから、古墳時代Ⅲ期では、コナラ節の木材が多く利用さ

れていたと考えられる。コナラ節の木材は、重硬で強度の高い材質を有しており、二次林の構成種として本遺跡周辺

でも比較的普通に見られた種類と推測される。これらの点を考慮すると、遺跡周辺で比較的入手の容易である種類の

中から強度の高い木材を利用していた可能性がある。なお、Ⅳ期では、4点中1点が種類不明、2点が屋根材の可能

性があるイネ科、種類まで同定できたのほコナラ節の1点であった。コナラ節を利用する点でⅢ期と類似するが、試

料数が少ないためⅢ・Ⅳ期における種類構成の差異等を言及することはできない。

奈良・平安時代では、分析対象試料が得られた住居跡は計78軒（I期：5軒、Ⅲ期：7軒、Ⅲ期：8軒、Ⅳ期：17軒、

V期：15軒、Ⅵ期：11軒、Ⅶ期：6軒、Ⅷ期：0軒、Ⅸ期6軒、Ⅹ期：3軒、氾期：0軒）、試料数は473点（I期：

5点、Ⅲ期：19点、Ⅲ期：14点、Ⅳ期つ60点、V期：17点、Ⅵ期：17点、Ⅶ期：105点、Ⅷ期：0点、Ⅸ期：230点、

Ⅹ期：6点、黒期：0点）である（表4）。このうち、Ⅸ期のH615住居跡で222点と当該期の試料の半数を占め、次

いで、Ⅶ期のH230住居跡の99点、Ⅳ期のH352住居跡の25点、Ⅲ期のH554住居跡の12点と、まとまった試料が得ら

れている。ここでは、前述の4軒の住居跡における木材の種類構成の傾向を把握する。Ⅲ期のH554住居跡ではイネ

科や種類不明4点を除く、8点から7種類の樹種が確認された。Ⅳ期のH352住居跡では、タケ亜科や種類不明を除

いた23点から8種類の樹種が確認されており、木材の種類数の多い傾向が伺われる。一方、Ⅶ期のH230住居跡では、

種類不明1点を除く98点から12種類の樹種が確認され、Ⅸ期のH615住居跡ではイネ科、タケ亜科、樹皮、種類不明

30点を除く、192点から10種類の樹種が確認された。H554住居跡やH352住居跡と同様に、利用される木材の種類数

が多い点は共通する傾向として指摘できるが、一方で、これらの木材にクヌギ節・コナラ節が比較的多く認められる

点はやや異なる傾向と言える。また、住居跡の平面形態や面積、主柱穴の配置等の分類（佐久市土地開発公社・佐久

市教育委員会，2002，2003，2004）を参考に、当該期の住居跡の傾向を検討すると、H554・H352・H230住居跡がA

（隅丸方形）、H615住居跡はB（隅丸長方形）であり、面積はH230が最も小さく（5。Onf）、順にH352（10．6正）、

H615（22．8ni2）、H554（36。70ni2）となる。また、主柱穴の配置は、H554はA3、H615はA、この他は不明とされ

る。これらの分類と本分析によって確認された木材の構成や種類数の比較では、住居跡の規模や主柱の配置による差

異を見出すことはできない。このことから、現段階ではⅢ・Ⅳ期の住居跡とⅦ・Ⅸ期の住居跡に認められた共通する

傾向と差異がどのような背景に起因するかは不明である。

ところで、聖原遺跡周辺における古墳時代～平安時代の住居跡から出土した構築材と考えられる木材（炭化材）の分

析事例を見ると、下聖端遺跡では古墳時代及び平安時代の住居構築材の分析調査成果では、古墳時代中期末の住居跡

ではコナラ節を主とし、平安時代中期の住居跡では、点数に対して種類数が比較的多く、クヌギ節・コナラ節の利用

もあまり見られないことが確認されている（パリノ・サーヴェイ株式会社，1992a）。下聖端遺跡で認められた古墳

時代の住居構築材の樹種構成は、本遺跡のH187・H654住居跡で認められた傾向と調和的であり、平安時代中期の樹

種構成は、本遺跡のH352・H554住居跡の結果に類似する。

佐久市周辺における分析事例では、古墳時代では、和田原遺跡（小諸市）の古墳時代初頭の住居跡4軒（82点）、塚

田遺跡（御代田町）の古墳時代初頭のH4住居跡（244点）、竹花遺跡（小諸市）の古墳時代後期の住居跡（44点）が

ある（パリノ・サーヴェイ株式会社，1989a，1994a，1994b）。これらの調査成果によれば、いずれもコナラ節を

主とした種類構成が確認されており、本遺跡で認められた古墳時代の木材利用の傾向と調和的である。一方、奈良・

平安時代の事例では、大塚原遺跡・竹花遺跡（小諸市）における奈良時代の6軒の住居跡から出土した炭化材各1点

（計6点）、十二遺跡（御代田町）における奈良時代のH58住居跡（9点）、根岸遺跡（御代田町）の9世紀のHll住

居跡（10点）、広畑遺跡（御代田町）の9世紀のHl住居跡（49点）等がある（パリノ・サーヴェイ株式会社，1988，1989

b，1989C，1994b）。これらの調査成果によれば、奈良時代では、コナラ節・クヌギ節の比率は少なく、全体的に
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表3E　古墳時代の住居址出土炭化材の遺構別種類構成

議

㍍　幸男慧　p ‾c∴・

由 l‾‾崩

マここ

H 48 8

琶 草 箪 茫 デ津 ・ここ KHrト

l

誓ヂhd トコ

議

tここ

率こ

ぶえ°－す千一

1 1

古 Ill朋 H 93 2 2 4

H lO O 1 1

H 10 6 1 1

H 12 6 1 1

H 15 0 1 2 1 4

H 15 7 1 1

H 16 2 1 3 1 5

H 16 3 1 1

H 16 4 2 1 1 1 5

H 16 7 1 1

H 17 1 1 1

H 1 8 7 5 7 2 4 2 7 2 4 3 3 2 1 15 2 3 1 1

H 2 2 6 1 1

H 2 3 2 1 1 1 3

H 2 5 4 1 1

H 2 5 7 1 1 2

H 2 6 9 1 1 2

H 2 78 1 1 1 1 2 6

H 2 80 2 2

H 3 35 1 1

H 3 38 1 1

H 3 69 3 1 4

H 3 73 1 1

H 4 10

l

】

4

1 1 2

H 45 4 1 1

H 45 6 1 1

H 4 5 7 1 1

H 4 9 7 1 1

H 5 4 9 1 2 1 1 5

H 6 3 9 1 1

H 6 4 3 1 1

H 6 5 1 1 1

H 6 5 4 1 1 6 2 2 3 3 0 3 5 7

H 6 9 3 3 1 1 2 2 9

H 7 0 0 1 1

H 7 0 5 1 1

＝ 7 0 6 2 2 2 6

H 7 4 7 1 2 1 3 7

H 8 4 1 1

H 8 8 1 1

古 lV 期 H 1 1 9 1 1 2

H 7 42 2 2

合 ・ 言十 1 3 7 1 1 1 1 2 9 1 14 2 1 1 6 2 1 1 1 3 1 13 6 4 3 1 2 4 62
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表4。奈良e平安時代の住居址出土炭化材の遺構別種矩構成
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H 3 14 2

1

2

H 398 1 1 2

H 420 1 1 2

H 421 1

】

1

1H 458 1

H 496 1 1 1 1 4

H 517 1 1

H 561 1 1

H 574 l

11

1 1

奈平 Vll朋 H 129

11

1

H 230 1 5 1 24 31 1 2 11 4 1 6 1 99

H 322 1

1

1

H 385 1 1

H 414

3

1 1

H 450 1 1 2

奈 平 】X 期 H 224 1 1 2

H 311 1 2 3

H 323 1 1

H 55 1 1

H 592 1

2

1

H 615 109 47 7 2 3 4 16 1 2 1 1 11 14 222

奈 平 X 期 H 115 1

7 6 4 1

l

l

3】 9

1

H 560 1 1

H 604 1 3 ［

10i

4

合 吉十 2 1 2 12 1 8 5 1

∩

1 153 114 22 17 12 10 15 23 13 473

日　 日期 ？とされる H 263 8まIl′某月に含めて集言十した
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種類数の多い傾向を示し、平安時代ではクヌギ節・コナラ節を中心とした種類構成を示し、奈良時代の樹種構成は本

遺跡のⅢ・Ⅳ期の傾向と類似し、平安時代の樹種構成は本遺跡のⅦ・Ⅸ期で認められた傾向と類似する。したがって、

本遺跡で認められた時期別の木材利用の傾向は、本遺跡内だけではなく佐久盆地一帯の広範囲の動向を示している可

能性がある。

なお、今回の分析調査では、奈良・平安時代Ⅱ期のH554住居跡からモモの木材が1点確認されている。モモの木材

が古代の住居跡内から出土した例は、大境遺跡（旧更埴市）や半田中原・南原遺跡（群馬県渋川市）、芝山遺跡（群

馬県北橘村）等で報告例がある（パリノ・サーヴェイ株式会社，1993b；橋本ほか，1994；藤根，1994）。特に、大

境遺跡では、柱材として出土しており、住居跡の主要な構築材としても利用されていたことが伺われる。モモは、中

国から渡来した栽培植物とされ、花を観賞用に、果実を食用・薬用に用いるが、木材は特定の用途を持たず、これま

でに行われた分析調査でもモモを住居構築材に用いる例は多くはない。構築材として利用可能な木材の大きさ等を考

慮すると、本遺跡周辺でモモが栽培され、それらの木材を利用したことが推測される。

また、H554住居跡では、住居構築材と考えられる試料内に、径7…8mmの棒状の加工材（広葉樹のウコギ属）が認

められた。横断面の観察では樹芯は認められず、年輪がほぼ平行に入ることから、大きな材から削り出し等の加工が

行われたことが推定される。径の大きさ等から構築材の一部ではなく、木製品が炭化・残存した可能性があるが、細

片で端部が確認できないため全体の形状については不明であり、現段階では用途等の詳細も明らかにできない。

（2）種実遺体

いずれも住居跡から出土した試料であり、これらの試料の時代観について所属する遺構を参考として見ると、古墳時

代は1点（Ⅲ期：1点）、奈良・平安時代は7点（I期：1点、Ⅳ期：4点、V期1点、Ⅸ期1点）、さらに、時期不

明3点からなる。

古墳時代は、H706（Ⅲ期）から出土している。種類は不明であったことから、本遺跡の当該期における植物利用、

とくに種実遺体の利用状況は不明である。なお、本遺跡周辺及び佐久市周辺における調査事例をみると、下聖端遺跡

（佐久市）において古墳時代中期の住居跡から出土した種実遺体の同定が行われ、イネ（米）、コムギ、オオムギ、

マメ類、タデ類、ソバ、エゴマ、ヤマブドウ、モモ、ウメ近似種、ハシバミが確認されている（氏原・廣瀬，1992）。

また、東下原遺跡（小諸市）の古墳時代後期の住居跡の竃からほモモが、竹花遺跡（小諸市）の古墳時代後期の住居

跡からオこグルミの種実が確認されている（パリノ・サーヴェイ株式会社，1994b）。前述した種実のうち、オニグ

ルミ、ハシバミ、ヤマブドウを除く種類は、いずれも栽培種であることから、本地域や周辺ではこれらの種類が栽培

されていた可能性がある。ハシバミやヤマブドウは、山地の落葉広葉樹林の林縁部等に生育する種類である。また、

オニグルミとハシバミは子葉が生食可能で、ヤマブドウも液呆で果実が生食可能である。これらの種類は、遺跡周囲

の山林に生育していた可能性がある。

一方、奈良・平安時代の時期別に検出された種実の構成を見ると、サクラ属（I期）、オニグルミ、モモ、トチノキ

（Ⅳ期）、モモ（V期）、オニグルミ（Ⅸ期）となる。これらの種類のうち、オニグルミとトチノキは自生種であり、

周囲の山地の渓畔等水分条件の良い場所に生育していたと考えられる。また、モモは前述のように栽培種であること

から、当該期にも周囲で栽培されていたことが考えられる。

ところで、トチノキは灰汁抜きを必要とするものの、食用可能であり収量が多く長期の保存も可能であることから、

オニグルミと共に重要な植物食糧の一つであったと考えられる。モモは、その用途として食用や、屋代遺跡群におけ

る検出例から、祭祀的な利用の可能性も指摘されている（辻ほか，1999）。当該期における遺跡周辺及び佐久市周辺

における調査事例を見ると、芝官遺跡・中原遺跡群（佐久市）で7－9世紀の住居跡内土壌の水洗選別で得られた種

実遺体の同定が行われ、アワ・キビ・イネ・オオムギ、コムギ、ムギ類、モモ、オこグルミ、ヤマブドウが確認され

ている（藤原，1999）。また、竹花遺跡（小諸市）の奈良時代後半～平安時代の住居跡からほオニグルミ、モモ、ス

モモ、大塚原遺跡では奈良時代後半の住居跡からサクラ属が確認されている（パリノ・サーヴェイ株式会社、1994

b）。これらの調査成果を見ると、種実遺体の種類は基本的に古墳時代と同様であることから、栽培種の利用及びオ

こグルミ、トチノキ、ヤマブドウなど、周囲の山野に自生する可食植物も利用が継続して行われていたと考えられる。

旧。動物利用
上∴試料

試料は、住居跡（39軒）、土坑（20基）、溝（17本）、および包含層から出土した獣骨・貝類等の動物遺存体85試料で

ある。これらの試料中には、1試料中に複数点の骨片が認められるものがあり、土壌が付着した状態、あるいは土壌
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ごと採取されており、遺構単位で一括試料として取上げられたもの、遺構内で地点毎に取上げられたものからなる。

これらの試料の肉眼観察では、ビビアナイト（藍鉄鉱）の析出が見られないことから、地下水の影響を受けない、比

較的乾燥した環境にあったと判断される。ただし、植物根等が貫通した痕跡や、ネズミ類の寄り痕が認められる資料

もあり、埋没過程や土壌中において植物や動物の影響を受けていることが考えられる。また、遺存状況は不良であり、

破損や劣化が進み、現状で触れただけで崩壊しそうなものや、歯牙のように比較的堅固な試料など様々である。

これらの試料は、所属時期の不明なものもあるが、古墳時代から奈良・平安時代の所産とされる遺構から検出されて

いる。試料の詳細は、結果と共に示す。なお、文中に示したNoは、遺物ラベルに表記された番号を踏襲している。

2。分析方法

試料に付着する土壌を、筆や竹串により除去する。一般工作用セメダインや水溶性ボンドにより接合し、形状の復原

を行う。その後、現生骨格標本や骨格図との比較により種と部位を同定する。並行して、獣骨に残る破損痕跡や成長

状態などの観察と計測を行う。脆弱化している試料については、補強を目的としてアセトンで薄めたパラロイドB72

（アクリル系樹脂）を塗布する。

記載にあたり、骨格各部の名称は加藤（1983）、家畜解剖学分科会（1978）を参考にする。また、動物種名は、海産

貝類は奥谷ほか（2000）、淡水産貝類は波部・小菅（1967）、野生哺乳類は阿部ほか（1994）、家畜は宇田川（1971）

に準拠している。また、骨の計測は基本的にDriesch（1976）に従い、デジタルノギスを用いる。

ニホンジカの年齢については、萌出状況、較耗状態、歯冠高などに基づき、太秦司（1980）に従って推定する。イノ

シシの年齢は、歯の萌出や岐耗状態に基づき、林ほか（1977）に従って推定する。ウマの年齢については、歯牙の場

合は西中川ほか（1991）による中央部の高さからの年齢推定式I、四肢骨の場合はScmid（1972）のまとめた骨端癒

合年齢データに基づき推定する。ウシの年齢もScmid（1972）のデータに基づき推定する。ウシ、ウマの体高は西中

川ほか（1991）の推定方法を用い、さらにウマの場合は林田・山内（1957）による推定方法も併用する。ウシ、ウマ

の遺存体と現生する在来牛馬との比較には、西中川ほか（1998）、西中川ほか（1991）による在来牛馬計測値を引用

する。

36　結果

検出された動物種名一覧を表5に示し、各試料の同定結果を表

6に示す。遺構や包含層などから出土した動物遺存体85試料か

らほ、2門3綱5日6科6種の動物種が確認された。また、遺

構・グリッド単位で算出した各種の最少個体数は、マルタこシ

168個、イヌ1体、ウマ40体、ウシ12体、ニホンジカ12体、イ

ノシシ7体である。

貝類のうち、マルタニシは淡水産である。奥谷（1983）によ

れば、本種は水田や沼に普通に見られ、食用になる。この他、

二枚貝綱では、目以下不明と、マルスダレガイ目の一種と考え

られるものが検出される。

哺乳類では、野生動物と家畜が確認される。ニホンジカには

幾つかの亜種があり、本州に分布するホンシュウジカは常緑広

葉樹林、落葉広葉樹林などに生息するとされる（阿部ほ

か，1994）。ホンシュウジカは体高83－86cm、体重40－80kgと

される（林，1968）。イノシシは常緑広葉樹林、落葉広葉樹林、

里山の二次林、低山帯と隣接する農耕地、平野部に生息し、中

国地方産の雄は体高60－80cm、体重50－150kgとされる（阿部

ほか，1994）。ウマは4世紀末－5世紀、ウシは弥生時代後期

以降に出現し、いずれも5世紀中頃以降から全国的に普及した

と考えられている家畜とされる（松井，1991；西中川ほか，1991

表5。検出貝類◎獣骨の分類郡一覧

腹足綱　CIassGastropoda

盤足目　OrderDiscopoda

タニシ科　FamilyVivipariidae

マルタ二シ　CipangopaludinachinensismaIleata

二枚貝綱　ClassBivalvia

マルスダレガイ目の一種？Veneroidasp．？

哺乳綱　ClassMammalia

ネコ目（食肉目）　OrderCarnivora

イヌ科　FamilyCanidae

イヌ　Canisfamiliaris

ウマ目（裔蹄目）　orderPerissodactyJa

ウマ科　FamilyEquidae

ウマ　EquuscabaIFus

ウシ目（偶蹄目）　OrderArtiodactyla

ウシ科　FamiIyBovidae

ウシBostaurus

シカ科　Fam＝yCervidae

ニホンジカ　Cervusnippon

イノシシ科　FamilySuidae

イノシシ　Susscrofa

松井・久保，1999）。イヌは縄文時代早期から確

認されている家畜である。阿部ほか（1994）によれば、現在では各地に野生化した個体が分布するとされている。

以下に、比較的良好な状態で検出され、まとまりを持つ試料を主とし、遺構毎（住居跡・土坑・溝跡）に記載を行う。
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表6ほ　動物依存体検出状況（1）

ぎ き
儲詠　　　　 芦　踊

JI十．ぷ＝　　‾：濃
㌢牒凄洪㌢ま

、タ、ダ
混沌 ㍍

y　戸
越陸

鐙 ‘－寺号 ん”′J櫨 か忘這義㍉識瀾
針聖㌢哺㍑牒漣　Y

H 52 N 0．1 2 ウシ 歯 牙 臼歯 片 奈平 lV 某月

H 59 カ マ ド 獣類 不 明 破 片 古 川期

H 70 l区 2 層 ウ マ

上 顎 歯 右 P 2‾4・M ト3 1 3～ 15才

奈平 ＞期左 P 3…4・M ト3 1 3～ 15才

歯 牙 破 片

H 9 8 1 カマ ド 獣類 不 明 破 片 焼 古 ＝期

H 16 2

カマ ドN 0．1 0 9 獣類 不 明 破 片 焼

古 間期カマ ドN 0．1 08 獣類 四 肢 骨 破 片 焼

N o．1 10 獣類 不 明 破 片 焼

H 17 0 l A カマ ド 獣類 不 明 破 片 焼 古 川期

獣類 不 明 破 片 焼

H 17 5 カマ ドN o．4 内 二 枚 貝 莫自 士凡冗又 破 片 フ 淡 水産 ？ 奈 平 l期

H 1 8 3 4　B N o．2 ウ マ 上 顎歯 臼歯 片 奈 平 ∨日期

H 2 2 0 4　B カマ ド 獣 類 不 明 破 片 焼 奈 平 Ill朋

H 2 2 3 カマ ド イ ノ シシ 基 節骨 ほぼ 完全 焼 古 lV 期

H 2 6 0 No．14

ウ シ 踵 骨 右 ？

奈平 日

ウ シ 中 心第 4 足 根 骨 右 前 面 ？

ウ シ 第 2 ・第 3 足 根 骨 右 完 ？

ウ シ 中足 骨 右 P rO ・骨 体 焼 体高 1 1 3～1 1 8以上

ウ シ ？ 不 明 破 片 焼 焼 骨 有 り

炭 化材

H 3 2 9 2　B
No．2 7 ウ シ／ ウマ 匹用支骨 骨 体片

奈平 iV
ll区 獣 類 四肢 骨 破 片

H 3 66 N 0．8 内
獣 類 不明 破 片 焼 焼 骨 片含 む

奈平 】
軽 石

H 3 98 N o．7 ウシ／ ウマ 四肢 骨 骨体 片 奈平 V l

H 4 14 3 A P　5 獣類 匹用支骨 破片 奈平 ∨ll

H 44 4 3 N o．5 ウシ 中足 骨 I 骨体 奈平 lV

H 4 6 5 3 A

カマ ドN 0．1 9 獣類 不 明 破 片 焼 焼 骨 l

l 奈 平 lVN o．1 ニ ホ ンジ カ 下 顎 歯 左 M 3 末 岐 耗

N o．1 ニ ホ ンジ カ 歯 牙 臼歯 片

H 4 9 3 4 A

】

！

＝区 トレ ウ マ 上 顎 歯 左 P 2 ・P 4 6 ～ 8 才

‖

l

古 lV

ウ マ 上 顎 骨 破 片

N o．4 獣類 下 顎 骨 破 片

N o．4 － 1 ウ マ 上 顎歯 右 P 3
i

6 ～ 8 才

N 0．4 － 2 ウ マ 上 顎歯 右 M l 6 ～ 8 才

N o．4 － 3 ウ マ 上 顎歯 右 M 2 6 ～ 8 才

N o．4 － 4 ウマ 上 顎歯 右 M 3 6 ～ 8 才

N o．4 － 5 ウマ 上 顎歯 左 P 3 6 ～ 8 才

N 0．4 － 6 ウマ 上 顎歯 右 P 4 6 ～ 8 才

N o．4 － 7 ウマ 上顎 歯 左 M 「 6 ～ 8 才

N o．4 … 8 ウマ 上顎 歯 左 M 2 6 ～ 8 才

No．4 － 9 ウマ 上顎 歯 左 M 3 6 ～ 8 才

N0．5

ウマ 下顎 骨 右 骨 体 内側

ウマ 下顎 骨 左 骨 体外 側

ウマ 下顎 骨 破 片

ウマ 下顎 骨 右 骨 体外 側

ウマ 下顎 骨 右 破 片

ウマ 歯牙 左 切 歯

N 0．5 － 1 ウマ 下 顎 歯 左 M 3 6 ～ 8 才

N 0．5 － 2 ウマ 下 顎 歯 左 M 2 l 6 ～ 8 才

N 0．5 － 3 ウマ 下 顎 歯 左 M － 6 ～ 8 才

N 0．5 － 4 ウマ　　　　　　　 ［下 顎 歯 左 P 4 6 ～ 8 才

N o．5 － 5 ウマ 下 顎 歯 左 P 3 6 ～ 8 才

N o．5 － 6 ウ マ 下 顎 歯 左 P 2 6 ～ 8 才

N o．5 － 7
ウ マ 下 顎 歯 右 l l 6 ～ 8 才

ウ マ 下 顎 歯 右 l 2 6 ～ 8 才

N 0．5 － 8 ウ マ 下 顎 歯 右 M 3 6 ～ 8 才

N 0．5 … 9 ウ マ 下 顎 歯 右 M 2 6 ～ 8 才

N 0．5 －1 0 ウ マ 下 顎歯 右 M l 6 ～ 8 才

N 0．5 －1 1 ウ マ 下 顎歯 右 P 4 6 ～ 8 才

N o．5 －1 2 ウマ 下 顎歯 右 P 3 6 ～ 8 才

N o．5 －1 3 ウマ 下 顎歯 右 P Z 6 ～ 8 才

N o．5 －1 4 ウマ 下 顎歯 右 I 3 6 ～ 8 才

H 5 1 7 4　B Il区 l 層 獣 類 不 明 破 片 奈 平 V l

H 5 4 7 4　B N0．4 獣 類 不 明 破 片 焼 奈 平 V l

H 5 4 8 4　B l 区 1 ・2 層 マル ス ダ レガ イ科 ？ 左 前 縁 ・殻 頂 殻高 2 8．8 m m 奈 平 ∨

H 5 5 4 5 A N0．10 獣 類 不 明 破 片 奈 平 il

H 5 5 6 5 A No．1 獣 類 四肢 骨 骨 体 奈 平 ∨

H 5 60
5 A i P l ニ ホ ン ジカ 上腕 骨 左 d is

奈 平 X
P　2 獣 類 不 明 破 片

H 5 63 5 A No．1 ウマ 肩 甲骨 左 関 節窃 ・骨 体前 縁 奈平 IX

H 59 1 5 A カ マ ド

ニ ホ ン ジカ 踵 骨 踵 骨 隆起 焼 末 癒 合 の昏 端

奈平 lVニ ホ ン ジカ ？ 距骨 ？ 破 片 焼

獣 類 不明 破 片 焼

H 6 0 1 5 A ll区 ウマ 臼歯 破 片 奈平 V l

H 6 15 5　B
P l 獣類 不 明 破 片

奈平 lX
P　2 獣類 不 明 破 片

H 6 8 5 5　D

N 0．5 ウ シ／ ウマ 四肢 骨 骨体 大 腿 骨 ？

奈平 ＞

N o．8 獣類 不 明 破 片

N 0．3 7 ニ ホ ン ジカ 下 顎 歯 左 骨体 片 ・P ㍉M r 2 2 ～ 2 ．5才

歯 No．3 ニ ホ ン ジカ 下 顎 歯 右 M 3 1 0．5～1 1．5 才

歯 No．4 ニ ホ ンジ カ 下 顎 骨 左 骨体 ・P ＋㍉・M ＋ 1 0．5～1 1．5才

I 区 2 層 獣類 四 肢 骨 骨体

PrO：近位端、dis：遠位端、l：切歯、C：犬歯、P：小臼歯、M：大臼歯、m：乳臼歯（上付き数字は上顎歯、下付き数字は下顎歯）
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表6．動物依存体検出状況（2）

浄　　　　 ‾芦　聯 ㍍㌫璃荘験㌫ぷ
“、　　　ま

Iサよす
蒜摘 強

Y　十
如添 鐙 一説 挙i：：　　　　　　　　　　　　　　　　　　 監　拭

H 68 6 5　D カ マ ド ウシ／ ウマ 匹用支骨 骨体 片 奈平 lV

H 6 8 8 5　D

N 0．1 ニ ホ ン ジカ 角 破 片

N 0．2 ウシ 中足 骨 右 P rO ・骨 体 ・d is 体 高 1 2 2c m 前 後
奈平 ＞

N 0．3 獣類 不 明 破 片

N 0．4 獣類 四肢 骨 骨 体 片

H 6 9 6 6 A カマ ドN 0．1 ニ ホ ン ジカ 角 （落 角） 角 座 ・第 1 叉 不 明

H 7 1 8 6 A

N 0．7 ウ マ 踵 骨 右 破 片 奈平 日

N 0．8
ニ ホ ン ジカ ？ 踵 骨 ？ 右 破 片

奈平 日獣類 不 明 破 片

N o．9 獣類 匹用支骨 骨 体 片

H 7 5 8 8 A P 3 ニホ ンジ カ 角 （落 角） 右 角 座 ・第 1 根 ・第 2 叉
－

H 7 6 8 8 A 2 号床 下 土 坑 ウ マ 臼 歯 破 片 ？ 炭 化物 付 着
－

H 9 3 1 13 A

N o．1 ウ シ／ ウ マ 頭 蓋 骨 鼓 室部 ？

N o．2 獣 類 不 明 破 片

No．3 ニホ ン ジ カ／ ウ シ ？ 下 顎骨 右 下顎 枝

N0．4 ウマ 脛 骨 左 骨体

No．5 ウマ 踵 骨 左 破片

N0．5 ウ シ／ ウマ ？ 不 明 破片

N o．6

ウマ 脛 骨 左 ？ d is 内側

ウマ 第 3 足 根 骨 右 幅4 4．6 m m以上

ウシ／ ウマ ？ 頭蓋 骨 ？ 破 片

ウシ／ ウマ 四肢 骨 骨体

ウシ／ ウマ 不明 骨端 ？

H 9 5 5 1 3 A カマ ド

イ ノ シ シ 下 顎 骨 下 顎 根 片 焼

－獣 類 歯 牙 歯 根 焼

獣類 不 明 破 片 焼

H 9 7 4 1 3 A

N 0．1 獣類 不 明 破 片

N o．2 獣類 匹用支骨 破 片

N 0．3 獣類 不 明 破 片

N o．4 獣類 不 明 破 片

D 4 6

N 0．8 ウ シ／ ウ マ 匹用支骨 骨 体 ・骨 端

lN o．7 ウ マ 下 顎 歯 左 P 2＿4 3 ～ 4 才

N o．9 ウ シ／ ウ マ 匹用支骨 骨 体

N o．10 ウ マ 大 腿 骨 左 骨 体

No．14 ウマ 上 腕 骨 左 骨体 骨 体 中央 部 に切 断 痕

D 4 8 1 B No．16 獣 類 不 明 破 片 礫 や土 器 片 と共 伴 －

D 1 1 5

ウマ 肩 甲骨 右 d is ・骨体 前 縁

ウマ 肩 甲骨 左 関節 上 結 節 ・後 緑 な ど

ウマ 上 腕骨 右 P rO ・d is ・骨体

ウマ 上 腕骨 左 d is

ウマ 榛 骨 ・尺 骨 右 P rO ・骨体 推 定全 長2 7 6．4 nlm

ウマ 榛 骨 ・尺 骨 左 P rO
ウマ 中 手骨 右 P r0 推 定全 長 18 8．7 m m

ウマ 中手 骨 左 P rO ・骨体

ウマ 中手 骨 骨 体 ・d is 推 定全 長 17 7．0 mm

ウマ 寛骨 左 ？ 寛 骨 臼

ウマ 大腿 骨 左 P rO 骨 頭片

ウマ 膝 蓋 骨 左

ウ マ 脛 骨 右 P「0 ？ ・d is

ウ マ 踵 骨 右 全長 9 8．0± m m

ウ マ 距 骨 右

ウ マ 中心 ・第 3 足 桟骨 左 中心 足根 骨 に 第 3 足 根 骨の 一 部 が癒 着

ウ マ 第 2 ・第 3 中 足骨 左 P rO 推定 全 長2 4 0．3m m

ウ マ 基 節 骨 完 全 長 7 6．4 m m

ウ マ 基 節 骨 ほぼ完 全

ウ マ 車 節 骨 P「○ 近 位 端幅 4 4．7±m m

ウマ 種 子 骨

ウマ 匹用支骨 破 片

ウマ 中 手／ 中 足 骨 d is

ウマ ？ 寛 骨 左 坐 骨片 ？

ウマ ？ 月璽骨 ？ 骨体

ウ シ／ ウ マ 肋 骨 破 片

D 1 1 5

ウ シ／ ウマ ？ 肩 甲骨 左 破 片

ウ シ／ ウマ ？ 上腕 骨 右 骨体

ウマ ？ 槙側 手 根 号 ？ 右 破片

ウマ ？ 第 3 手 根 骨 右 破 片

ウシ／ ウマ 脛 骨 左 P「0
ウシ／ ウマ ？ 手根 ／ 足根 骨 ？ 破 片

ウシ／ ウマ 手帳 ／ 足根 骨

ウシ／ ウマ 匹用支骨 破 片

ウシ／ ウマ ？ 匹用支骨 ？ 骨 端

ウ シ／ ウマ ？ 不明

ウ シ／ ウマ 不 明 骨 片

ウ シ／ ウマ 不 明 破 片

D 1 3 7 il B

N 0．1 獣類 不 明 破 片

－
N 0．2 獣類 頭 蓋 骨 破 片 蓄支室 部 な ど

N o．3 獣類 匹用支骨 骨 体

D 15 6 2　C
ウ シ 下 顎 歯 左 M －＋・ 2 才 以 上

－ウ シ 下 顎 骨 左 破 片

D 16 9 3 A

i

獣 骨 A
イ ノ シシ 下 顎 骨 左 M ∴＋部 分

3 ．5才 前 後 、M 3歯 冠 幅 38 ，2 m m・歯 冠 幅 17 ．8

m m
イ ノシ シ 歯 牙 破 片

獣 骨 B イ ノシ シ 下 顎歯 右 M 3 3．5才 前後 、 歯冠 幅 3 9．2 m m ・歯 冠幅 1 7．2±m m

D 17 0 ウマ 歯 牙 破 片
－

PrO：近位端、dis：遠位端、I：切歯、C：犬歯、P：小臼歯、M：大臼歯、m：乳臼歯（上付き数字は上顎歯、下付き数字は下顎歯）
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表6。動物依存体検出状況（3）

儲　　　 ・嘘　梱 一滴 煤 蟻 フIF
秘毎 　 、董詮

す　ぎ
瀞襲

綴 ・．硯 絞 前転芸道㍉1牒

D 1 7 5 E 区 ニ ホ ンジ カ 角 角根 切 断痕 －

D 1 7 8

N o．8 ウ マ 歯 牙 臼歯 片

N 0．2 6

ウ マ 大 腿 骨 右 骨体 ・d is

ウ マ 膝 蓋 骨 右

ウ マ 脛 骨 右 P rO ・骨体 ・d is 片 P rO 未化 骨 、3．5才 未満

ウ シ／ ウ マ 四 肢骨 破片

2 A
ウ シ／ ウ マ 匹用支骨 骨端 模 骨 p ro か ？

ウ シ／ ウマ 四 肢骨 破 片

D 19 7

4 A

N 0．1 獣類 匹用支骨 骨体 ・骨端

N 0．2 ウ シ 上顎 歯 左 M 大 日歯

N 0．4 ウ マ 中 手骨 骨体 ・d is 推 定全 長2 3 5．6 m m

N 0．5
ウ マ 中 足骨 左 骨体

ウ シ／ ウマ 脛 骨 骨体

N 0．10 類 四肢 骨 骨体 片

N o．1 3 類 不 明 破 片

N o．14 ウ シ 中 手／ 中 足骨 骨 体 ・前面 d is 近 く、前 面

N o．15 獣 類 不 明 破 片

N o．18
ウ シ／ ウマ 四肢 骨 骨 体

ウ シ／ ウマ ？ 脛骨 ？ 骨 体

No．19 類 四肢 骨 骨 体 片

No．2 0 火類 不明 ま　破 片

N0．2 1

ウ シ 肩 甲骨 右 骨 体

ウ シ 肩 甲骨 左 骨 体

ウ シ 大腿 骨 左 骨 体

ウ シ 脛 骨 右 骨 体 骨体 中 央部 幅 40 ．9 m m

ウ シ 匹用支骨 破 片

N0．2 3

ウ シ 中心 第 4 足 根 骨 右

ウ シ／ ウマ 手根 ／ 足根 骨 ？

ウシ／ ウマ 不明 破 片

ウシ／ ウマ ？ 不 明 破 片

N0．2 7 類 不 明 破 片

No．3 4 失禁 匹用支骨 骨 体

N 0．4 7 ウシ／ ウマ 上 腕 骨 骨 体

N o．4 9 獣 類 不 明 破 片

N o．5 0

ウマ 下 顎 歯 左 m 1－3 2 才 前 後

ウマ 下 顎 歯 左 臼 歯 末 萌 出

ウマ 顎 骨 破 片

N 0．5 1 獣類 匹用支骨 破 片

N o．5 2
ウシ 下 顎 歯 左 P 4 ・M ト2

ウシ 顎 骨 破 片

N o．5 4 ウマ 大 腿 骨 右 骨体

N o．5 5 ウ シ／ ウ マ 匹用支骨 骨体

N o．5 8 獣類 不 明 破 片

N 0．5 9 獣類 不 明 破 片

N o．6 0 ウ シ／ ウ マ ？ 上 腕 骨 骨体

N o．6 5 獣類 不 明 破 片

N 0．7 1 ウ シ／ ウ マ 脛 骨 骨体

N 0．7 3 類 不 明 骨体 ？

N o．7 4 類 不 明 破片

N o．7 6 類 不 明 破片

N o7 7 ウ シ／ ウマ 脛 骨 左 骨体

N o．7 9 ウ シ／ ウマ 上 腕 骨 ？ 骨体

N o．8 0 獣 類 四 肢骨 骨体 片

D 1 9 7
N 0．8 4 ウ シ／ ウマ 脛 骨 骨体

－
N o．8 6 ウ シ ？ 槙 骨 右 骨体 外 側 片

D 1 9 8 4 A N o 5
ウ シ 下顎 骨 右 骨体 ・右 M 卜2

比 較 的高 齢 、 口之 島牛 雌 程度 の 大 き さ －
ウ シ 下顎 骨 左 骨体 ・左 P 2ん。4 ・M 「3

D 2 0 5

4 A
マル タ 二 シ ニヒ1し冗叉 殻 頂 部 （7 4個体 6 9．3 g ） 殻 長4 0．8～1 9．5 m m （3 0 m m前後 の もの多 い ）

マル タ 二 シ こヒ1も冗叉 破 片 （19 ．9 g）

マル タ 二 シ 士JL冗又 殻 頂 部 （9 4個 体 5 1．6 g ） 殻 長4 1．9～1 2．2 m m （3 0 m m前後 の もの多 い ）

マル タ 二 シ 士Jt冗又 破 片 （27 ．7 g）

D 2 4 7 5 A N o．1 獣 類 頭蓋 骨 破 片 －

D 2 48 5 A N 0．2 ニホ ン ジカ 角 左 落 角 か ？ －

D 2 5 3 5 A 上 面 1 層 ウ シ／ ウマ 脛 骨 骨 体 －

D 2 75 5　D

No．1 ニホ ン ジカ 角 破 片 切 断痕

－N0．2 ニホ ン ジカ 棲 骨 ・尺 骨 左 d is スパ イラル割 れ 、尺 骨 後面 と槙 骨 内側 に切 創

No．3 ニホ ン ジカ 脛骨 右 P 「○ 近位 端 幅6 3．5 m m

D 2 76 6 A

l 区 1 層 ウマ 歯牙 破 片

骨 ウマ 大月遺骨 右 骨 体

No．1 ウ シ／ ウマ 肩 甲骨 左 骨 体 ・後 緑

No．5 獣 類 不明 破 片

No．6 ウ シ 榛 骨 ・尺 骨 左 P rO ・骨 体

D 2 8 2 7 A

No．3

ウ シ 下顎 骨 骨 体

ウシ 下顎 歯 右 I ・P ・m 3・M － い P は未萌 出 、 2 ～2．5才

ウシ 下 顎 歯 左 P ・M l P は未 萌 出 、 2 ～ 2．5才

ウシ 歯 牙 破 片

獣 類 不 明 破 片

N 0．4 ウマ 上 顎 歯 破 片

N 0．5

ニ ホ ン ジカ ♂ 頭 蓋 骨 破 片 左前 頭 骨 角突 起 ・頭 頂 骨左 側 頭 骨 な ど

ウマ 下 顎 骨 左 右 骨 体

ウマ 下 顎 歯 右 I 「＿2 ・P 2＿4・M ト3 12～ 1 3才

ウマ 下 顎 歯 左 P 2＿4 ・M ト3

類 匹柑支骨 骨 体

類 不 明 破 片

pro：近位端、dis：遠位端、l：切歯、C：犬歯、P：小臼歯、M：大臼歯、m：乳臼歯（上付き数字は上顎歯、下付き数字は下顎歯）
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表6．動物依存体検出状況（4）

遥　茫 袈　　 ぢざま　池 摘 丑 蟻 y、ぎ
説奉 崇或

ヤ　十
治．諺

′三を嘉諺一二封 良一I∴ 羞　 ≡鍔
Y

D 28 2

l区 ウマ ？ 上腕 骨 左 骨 体

ll区 獣 類 四肢 骨 骨 体 片

川区 ウマ 槙 骨 ・尺 骨 左 骨 体

lV 区

ウシ 中手 骨 左 P rO ・骨 体 ・d is

ウマ 上顎 歯 左

ウシ／ ウマ 四肢 骨 骨 体 片

獣 類 不明 破 片

D 2 9 7 8 A

ウ シ／ ウマ 匹用支骨 骨 体片

ウ シ／ ウマ 不明 破 片

N o．1

ウ マ 上腕 骨 右 P「○ 末 化 骨

ウ マ 桟 骨 右 完

ウ マ 尺骨 右 P rO
ウ マ 不明 破 片

N o．2

ウ マ 横 側 手桶 骨 右 ほ ぼ完 全

ウ マ 第 2 手相 骨 右 ほ ぼ完 全

ウ マ 第 3 手桶 骨 右 内側 片

ウ マ 手 根 骨 ？ 破 片

N o．2
ウ マ 中手 骨 右 P rO ・骨体 第 2 ・第 3 ・第 4 中手 骨

ウ マ 中手 骨 右 d is ・破 片 第 3 車手 骨

N o．3
ウ マ 基 節 骨 完

ウ マ 中節 骨 完

No．4

ウ マ 肩 甲 骨 右 骨体

ウ マ 第 4 手根 骨 右 完

ウマ 不 明 破 片

D 3 20 9 A

床
ウ シ／ ウ マ 四 肢 骨 破 片

ウ シ／ ウ マ 不 明 破 片

骨 ・ア コ

ウマ 上 ・下 顎 骨 左右 骨体 ・歯牙

ウマ 下 顎 骨 左 切 歯 部

ウマ 頭 蓋 骨 破 片 主 に顎 骨

歯 1 ウマ 上 顎歯 左 M 3

歯 2 ウマ 上 顎歯 左 M 2

歯 3 ウマ 上顎 歯 左 M l

歯 4 ウマ 上顎 歯 左 P 4

歯 5 ウマ 上顎 歯 左 P 3

歯 6 ウマ 上顎 歯 左 P 2

！歯 7 ウマ 上顎 歯 右 M 3
‘歯 8 ウマ 上顎 歯 右 M 2

歯 9 ウマ 上顎 歯 右 M l・上 顎 骨片

歯 1 0 ウマ 上顎 歯 右 P 4

歯 1 1 ウマ 上顎 歯 右 P 3

歯 1 2 ウマ 上顎 歯 左 l ヨ 末日交耗　 4 、 5 才未 満

歯 1 3 ウマ 上顎 歯 右 P 2

歯 1 4 ウマ 上顎 歯 右 】ト2

D 3 20 9 A

歯 1 5 ウマ 上顎 歯 左 l l

歯 1 5 ウ マ 上顎 歯 左 I 2

歯 1 6 ウ マ 下顎 歯 右 I 2

歯 1 7 ウ マ 上 顎 歯 左 l

歯 1 8

ウ マ 上 顎 歯 右 l 3

ウ マ 下 顎 歯 左 l l

ウ マ 歯 牙 C 上 下 左 右不 明

骨 1

ウ マ 模 骨 右 P rO ・骨 体

ウ マ 上 腕 骨 右 骨 体

ウ マ 上 肢 骨 ？ 破 片

ウ マ ？ 中手 骨 ？ 骨 体片

骨 2

ウ マ 車手 骨 d is ・骨体

ウ マ 種 子 骨

ウ マ ？ 四 肢 骨 骨体 ・骨 端 ・破 片

骨 3

獣 類 匹用支骨 破 片

獣 類 不 明 破 片

獣 類 椎 骨 ？ 破 片

骨 4

ウマ 距 骨 右

ウマ 脛 骨 d is ・内側 片

ウマ 中 心足 根 骨 右 ほ ぼ完 全

ウマ 第 3 足 桟 骨 右 ほ ぼ完 全

ウマ 中 足 骨 右 P rO ・骨体

ウマ 不 明 破片

骨 5 獣 類 不 明 破片

骨 6

ウマ 脛 骨 右 ほ ぼ完 全 P rO 未化 骨 、 3．5才 以下

ウマ 脛 骨 左 P rO 片 未 化 骨

ウマ 第 3 足 根 骨 左 破 片

ウマ 中 心足 根 骨 左 破 片

ウマ 車 足骨 右 ほ ぼ完 全

ウ シ／ ウマ ？ 不 明 破 片

骨 7
ウマ 寛 骨 左 寛骨 臼

ウマ 大月退骨 左 完 P rO 末化 骨 、3 ．5才 以下

骨 8 ウマ 大腿 骨 右 骨体

骨 9

ウマ 上腕 骨 左 d is

ウマ 模 骨 ・尺 骨 左 P rO
ウマ 上肢 骨 ？ 破 片

骨 1 0 ウマ 肩 甲骨 左 骨 体 ・d is

骨 1 1 獣類 不明 破 片

骨 （獣 骨） ウマ ？ 不明 四 肢骨 の 骨端

骨 （獣 の歯 ） ウマ 下顎 歯 左 l 2

骨 （獣 の歯 ） ウ マ 下顎 歯 左 i 3 末 日交耗　 4、5才 以 下

pro：近位端、dis：遠位端、l：切歯、C：犬歯、P：小臼歯、M：大臼歯、m：乳臼歯（上付き数字は上顎歯、下付き数字は下顎歯）
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表6．動物依存体検出状況（5）

薫　き菜　 。鑑 鈴　　　 蛙　椰 色≡　 表 ヤ　十
骨

Y †
搬一誌

鎧 ノーぷく ムーq痘 離玩遠点㍉亮牒
離－4臥㍑津

M 1 3 1

N 0．1

ウ マ 上 腕 骨 右 d is

ウ マ 槙 骨 ・尺骨 右 P rO
ウ マ 月堅骨 左 d is ・内側

ウ マ 距 骨 左

ウ マ 中 心足 根 骨 左 前面 片

ウ マ 中 足骨 P rO ・骨 体

ウ マ ？ 不 明 破 片 四肢 骨 な ど

ウ シ／ ウ マ ？ 脛 骨 骨 体

獣 類 上腕 骨 左 骨 体

No．2 ウマ 寛 骨 右 寛 骨 臼 ・腸 骨

N0．3 ウマ 歯牙 破 片 末萌 出

N0．4

ウマ 肩 甲骨 右 d is ・後 緑

ウマ ？ 上 腕 骨 骨 体

ウマ ？ 不明 破 片

N0．5 獣 類 不明 破 片

N 0．6

ウマ 頭 蓋 骨 破 片 顎 骨 な ど

ウマ 頭 蓋 骨 左 責真空部

ウマ 上 顎 歯 右 P ㌢4 ・M 「3 15～ 1 6才前 後

ウマ 上 顎 歯 左 lト2

ウマ 下 顎 歯 右 iト1 ・P 2＿4 ・M l＿＿3 1 2才 前後

N 0．7 ウマ 上 顎 歯 右 l

M 17 獣類 匹用支骨 破片 －
M 18 l A 】区 ウ シ／ ウマ ？ 上 腕 骨 骨体

－
M 2 0 ウ マ 中 足 骨 P rO ・骨体 －

M 2 5

2　B l 区

ウ マ 下 顎歯 右 P 2 ・P 3？ 1 1才 前後

ウ マ 下 顎歯 左 P 4 ・M l

ウ マ 下 顎 臼歯 片

l B 日区

ニ ホ ンジ カ ？ 角 ？ 破 片

ウ マ 下 顎歯 右 臼歯 ・臼歯 片

ウ マ 歯 牙 切 歯‘

獣 類 不 明 破 片 四肢 骨 な ど

2　B lV 区N 0．1
ウマ 下顎 歯 右 P ト4 ・M 卜3 1 3．7才 前後

ウマ 下顎 歯 左 P 2＿4 ・M ト3

M 2 5 2　B iV 区N 0．2

ウマ 下顎 歯 左 P 2 N0．1 の 下顎 と同 一個 体 ？

ウマ 下顎 骨 左 切 歯部 ・骨 体片

ウマ 下顎 骨 破 片

土 器 片

ウマ 上 顎 歯 右 M 2‾3 14～ 1 5才前 後

ウマ 上 顎 歯 左 M 3 ・ l 3 ？

獣 類 四肢 骨 骨体 ウ マ中 手骨 ？

M 3 4 2　B ＝区 ウマ 上 顎 歯 右 P 4
－

M 3 8 5　B

一 括

ウマ 中手 骨 ？ 骨体

ウ シ 上 腕 骨 右 骨体

ウ シ／ ウマ ？ 上 腕 骨 右 骨体

ウ シ／ ウマ ？ 匹用支骨 骨体

ウ シ／ ウマ 不 明 破 片

ウ シ 下 顎歯 右 P 4 ・M l／ M 2

ウ シ 下 顎歯 ？ 臼歯 片

ウ シ 脛 骨 右 骨 体

ウ マ 上 顎歯 右 P 3 1 5．8才 前 後

ウ マ 上顎 歯 左 M l

ウマ 下顎 歯 左 3 ～ 4 才

ウマ 下顎 歯 左 M 3 1 0．3才 前 後

ウマ 槙 骨 左

ウマ 脛骨 左 P rO ・骨 体 （2 ）

ウ シ／ ウマ 顎骨 破 片 1 点 は全長 約 3 30 m m

ウ シ／ ウマ 匹用支骨 骨 体

獣 類 不明 破 片

M 4 0 5 A 】区
ウマ 歯牙 臼 歯．片

－ウマ 上 顎 歯 左 M 3

M 4 1 6 A

ウマ 上 顎 歯 右 P 2‾4 ・M l‾3
11～ 1 2才前 後

ウマ 上 顎 歯 左 P J・M 「〕

ウマ 下 顎 歯　　　　 l 右 P 2…4・M l＿3 9 ～ 1 1才前 後

ウマ 下 顎 歯 左 M 3

ウマ 歯 牙 切歯‘

ウマ 下 顎 骨 左 骨体 ・P 2＿。・M r 2 1 0～ 1 1才 前 後

ウ マ 下 顎 骨 右 骨体 片

ウ マ 上 顎 骨 破片

ウ マ 上 顎 骨 左 破 片 ・P 4 1 2～ 13才 前後

M 5 2 5 A

N o．1
ウ マ 下 顎歯 右 P 2＿4 ・M r 3 3 ～ 4 才 前後

ウ マ 歯 牙 破 片 】

N o．2
ウ マ 下 顎歯 左 ！
ウマ 下顎 骨 切 歯 部

N 0．3 ウ シ／ ウ マ 不 明 破 片

No．4
ウマ 上顎 歯 左 P ㌢4 ・M l‾3 4 ～ 5 才 前後

ウマ 歯 破 片

No．5 ウマ 上顎 歯 右 M 2‾3 4 ～ 5 才 前後

N0．6 ウマ 下顎 骨 骨 体 片

一括
獣 類 不明 破 片

ウマ ？ 歯牙 破 片 【

M 5 9 検

ウマ 上 顎 歯 左 P 2‾4 ・M ト3

－
ウマ 上 顎 歯 右 臼 歯片

ウマ 歯 牙 破 片

M 6 0 8 A ウシ 上 顎 骨 右 破 片 －

PrO：近位端、dis：遠位端、l：切歯、C：犬歯、P：小臼歯、M：大臼歯、m：乳臼歯（上付き数字は上顎歯、下付き数字は下顎歯）
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表6．動物依存体検出状況（6）

貰 髭￥　　 き監 儲添　　　　 書　職 ノ、義 ．濾 邦男 圭注 瞳
細 痘 浩暫溜

ムぜ

M 6 0 8 A

ウシ 上 顎 歯 右 P 2‾4 ・M ト3

ウシ 下 顎 歯 左 M 3

ウ マ 上 腕 骨 左 骨 体

ウ マ 中手 ／ 中足 骨 d is
i M 6 1 8 A イ ノ シ シ 上 腕 骨 右 骨 体 P rO ・d is 未化 骨 、 1．5才 以下

－

M 6 4 8 A

ウ マ 上 顎 歯 右 P 3？

ウ マ 上 顎 歯 左 M 3

ウ マ 上 顎 歯 右 臼 歯‘片

ウ マ 歯 牙 破 片

M 6 5 9 A

ウ マ 上 顎歯 右 P 4

ウ マ 上 顎歯 左 臼 歯片

ウマ ♂ 下 顎歯 右 I ト3・C ・P 2・P 4・M ト3
9 ～ 11才 前 後

ウマ ♂ 下 顎歯 左 l 2－3・C ・P 2＿4・M ト2

ウマ 下顎 骨 破 片 切 歯部 な ど

イ ノシ シ （幼獣 ） 頭蓋 骨 新 生 児段 階 、 2 個体

イ ノシ シ （幼 獣 ） 下顎 骨 右 完 （2 ）

イ ノシ シ （幼 獣 ） 下顎 骨 左 完

イヌ 下顎 骨 左 骨体 ・M 2

イヌ 歯牙 犬歯

ニ ホ ン ジ カ／ ウマ ？ 脛 骨 左 骨体

M 66 9 A
ウマ 下顎 歯 右 P 4 歯根 未 発 達

－ウシ／ ウマ 四肢 骨 骨体 お そ ら く模 骨

M 6 9 9 A

ウマ 下 顎 骨 左右 骨体

ウマ 下 顎 骨 破 片 （9．4 g）

ウマ 下 顎 歯 左 l l＿3

ウマ ‾下顎 歯 右 P 2 ・M 3

ウマ 下 顎 歯 右 M 2 3 ～ 4 才前 後

ウマ 頸 椎 椎 体 e後 関 節 突起 （2 ）

ウ マ 胸 椎 椎 体 ほ か （8 ）

ウ マ 椎 骨 椎 体

ウ マ 大 腿 骨 左 d is
ウ マ 大 腿 骨 左 P rO ・骨 体

ウ マ 月璽骨 左 r d is ・骨 体 推 定 全 長3 1 1．5 m 、 体 高1 1 7．4 c m

ウ マ 踵 骨 左 関 節部 分

ウ マ 距 骨 左

ウ マ 車 足 骨 左 P rO ・骨体

ウマ 下 肢 骨 ？ 破 片

ウ シ／ ウ マ 匹用支骨 骨体

ウ シ／ ウ マ 椎 骨 破 片

ウ シ／ ウ マ 不 明 破 片

0 7 7　B

No．1

ウマ 大 腿 骨 d is

ウマ 下 顎歯 右 P 2 ・P 4 e M －

ウマ ？ 下 顎骨 破 片

ウ シ／ ウマ 匹用支骨 破片

No．2

ウマ 上顎 歯 右 P 3‾4・M 卜3

ウマ 歯牙 切 歯 （2 ）

ウ シ／ ウマ 肩 甲骨 左 d is

ウシ／ ウマ 不 明 破 片

l N い 9 H　A

】

！

ウシ 上顎 骨 破 片

ウシ 尺骨 右 骨体

ウマ 上 顎 歯 右 P Z ・P 3／ P 4 末萌 出

ウマ 上 顎 歯 右 m ト3 ・M l

ウマ 上 顎 歯 左 P 2 ・P 3／ P 4 未萌 出

ウマ 上 顎 歯 左 m ト3 ・M l

ウマ 下 顎 骨 左右 骨 体 ・下 顎 根

ウ マ 下 顎 骨 破 片

ウ マ 下 顎 歯 右 M ト2 M 2は 末日交耗

ウ マ 下 顎 歯 左 】3 末日交耗

ウ マ 下 顎 歯 破 片 未萌 出 の永 久 歯 片

ウ マ 下 顎 歯 臼 歯 未萌 出

ウ マ 歯 牙 切 歯 末萌 出

ウ マ 歯 牙 乳 切歯

ウ マ 歯 牙 破 片

ウ マ 寛 骨 右 寛 骨 臼 ・坐 骨

ウ マ 寛 骨 左 寛 骨 臼 ・坐 骨 ・腸 骨

ウ マ 基 節 骨 完

ウ マ ？ 不 明 破 片

ウ シ／ ウ マ 匹用支骨 骨体

ウ シ／ ウ マ 肋 骨 骨体 片

ウ シ／ ウ マ 不 明 破 片

ウ シ／ ウ マ 頸 椎 椎体

ウ シ／ ウマ 胸 椎 椎体

llⅥノう 3 獣 類 不 明 破 片 焼 －
lV S き 2 ウマ 上 顎歯 左 M 2 －

V l＞ う 7 1 3 A
ウマ 下 顎歯 左 P q

－ウ シ／ ウマ 匹用支骨 骨体

V l肌／く　6 8 A
ウマ 下顎 歯 臼歯 片

－ウマ 下顎 歯 左 大 日歯 M 2？

V I Y P 6 7 5 A － ニ ホ ン ジカ 中足 骨 左 P rO ・骨体 ・d is エ ゾ シ カ♂ と同 じ く らいの 大 き さ －

lX D く　6 1 2 A
ウマ 上顎 歯 右 P 4 ・M ト3

－ウマ 上顎 歯 左 M l‾3

H 8 8 1 1 1 A l区 トレ イノ シ シ 榛 骨 右 骨体 ・骨端
－

l X Y き 7 P 2 8 獣 禁頁 四肢 骨 骨 体 片 －

pro：近位端、dis：遠位端、f：切歯、C：犬歯、P：小臼歯、M：大臼歯、m：乳臼歯（上付き数字は上顎歯、下付き数字は下顎歯）
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1）住居跡

・H70住居跡

ウマの左右上顎臼歯と部位不明の歯牙片が検出される。重複する部位がないので、最少個体数は1体である。これら

は大きさや較耗の程度が類似することから、同一個体に由来すると考えられる。歯牙計測値による年齢推定の結果、

13－15才の成獣と推定される。

・H175住居跡

二枚貝の殻片が検出される。小片のため種は不明であるが、殻が薄いことから、イシガイ科のドブガイやカラスガイ

の可能性もある。

・H260住居跡

ウシの右後肢骨や部位不明破片がまとまって検出される。重複する部位がないことから、最少個体数は1体である。

足根骨と中足骨は、同じ右側であることや大きさに大差がないことから、同一個体に由来する可能性が高い。足根骨

は灰白色～淡褐色を皇し、程度が軽いが焼けている可能性がある。中足骨は遠位端を欠く。骨体の下部が黒色を皇し、

その周辺も橙褐色であることから、焼けていることがわかる。遠位端が失われるのは、火を受けたことで炭化して脆

くなり、崩壊したためと思われる。近位端幅46．6mm、近位端前後径44．7mmであり、体高は113－118cm程度と推定さ

れる。ただし、被熱により収縮しているため、本来はこれより大きくなると考えられる。

足根骨から中足骨にかけては肉量が少ない部分である。足根骨の上部にあたる大腿骨、脛骨などに付着した肉を目的

として右後肢全体を持ちこみ、利用価値の低い足根骨以下を切り離して火中に投入した、という行為が想定できる。

これが妥当であれば、右踵骨の後半部が欠損するのほ、踵骨の中ほどで切断されたためとも考えられる。ただし、骨

表面に破損痕跡は確認できない。

・H493住居跡

ウマの左右上顎歯、左右下顎歯、上下顎骨片、および種不明獣類の下顎骨片が検出される。ウマ左右上顎歯および左

右下顎歯は、重複する部位がないことから、最少個体数は1体である。これらの歯牙は、大きさや岐耗の程度が類似

することから、同一個体に由来する可能性が高い。出土状況図によれば、N04の上顎臼歯、N05の下顎臼歯は、ほぼ

歯列を保って出土する。それぞれ顎骨片を伴うことから、頭蓋骨があったと推定される。上顎歯列と下顎歯列が20cm

程度離れて出土しているが、歯の並び方より上顎歯列の岐合面が下向きであると推測されることから、当初から上顎

骨と下顎骨は離れた位置に置かれたと解釈できる。なお、年齢は、上顎歯の計測値から、6－8才の成獣と推定され

る。性別は、犬歯が検出されないことから雌の可能性がある。

・H548住居跡

二枚貝の左殻片が検出される。餃歯の形状や殻外表面の輪肋の状態などがマルスダレガイ科のオキアサリに類似する

ことから、マルスダレガイ科の海産貝の可能性がある。本地域が海の無い立地であることを考えると、沿岸地域から

搬入されてきた可能性がある。殻高は28．8mmである。

・H685住居跡

北壁のカマド跡付近を中心に、ウシあるいはウマの四肢骨片、種不明獣類の骨片、ニホンジカの下顎骨が散在して検

出される。ニホンジカの最少個体数は2体である。N03とN04のニホンジカの下顎骨は、50cm程度離れた位置で出土

するが、歯牙の保存状態や岐耗状況が類似し、いずれも10。5－11。5才と推定されることから、同一個体に由来する可

能性がある。No37のニホンジカ左下顎骨は、第4小臼歯が末萌出であり、第3乳臼歯の歯根が残存することから、2

才前後の若い個体と推定される。

・H688住居跡

ニホンジカの角片、ウシの右中足骨、種不明獣類の四肢骨破片・部位不明破片が検出される。これらは、出土状況図

をみると、住居跡内にまとまりなく散在している。N02のウシ右中足骨は、近位端から遠位端まで残存し、ほぼ全体

の形状が復原できたが、後面が欠損する。推定全長が220mm前後であることから、体高は122cm前後と推定される。見

島午程度の小型のウシである。

H758の東南部に位置するピットP3からは、ニホンジカの右角が検出される。これは落角であり、角座から第1校、

第2叉までの部分である。本遺跡からほ、D175やD275で、加工痕跡のある鹿角片が出土していることから、本試料

は加工素材として備蓄されていた可能性がある。

2）土坑

・D46

ウマの左下顎歯・左上腕骨・左下顎骨のほか、ウシかウマか判別できない四肢骨が検出される。ウマは、重複する部
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位が無いことから、最少個体数は1体である。ただし、同一個体に由来するかは判断できない。N07のウマ左下顎歯

は、計測値から3－4才の若い個体に由来すると推定される。No14のウマ左上腕骨には、骨体の中央部に切断痕跡が

残る。刃物創の観察からほ、骨体側面に斜め上方から切り付け、その衝撃で割ったと推測される。

・Dl15

長方形に近い形状の士坑であり、ウマの四肢骨、ウマの可能性がある四肢骨、ウマかウシか判別できない肋骨・四肢

骨・部位不明骨が検出される。出土状況図を見る限り、骨は比較的まとまって埋納され、ある程度の解剖学的位置は

保つ部分もあるようだが、取上げ時に遺物番号が付けられていないため、個々の骨の位置関係はわからない。ウマの

四肢骨は、重複する部位がないことから、最少個体数1体である。頭部や椎骨が含まれないことから、四肢骨と肋骨

の…一部だけが埋納された土坑と考えられる。

肩甲骨・上腕骨の遠位端と槙骨・指骨の近位端、中手骨・中足骨の近位・遠位両端の骨化が終了していることから

1．5才以上であるが、歯牙がないため詳細な年齢推定はできない。右槙骨・右中手骨・左中足骨・右踵骨の推定全長

から推定される体高は、106－119cmになる。トカラ馬程度の小型馬である。

・D197

やや楕円形を呈する土坑内から、礫などと共にウシの歯牙や四肢骨、ウマの歯牙や四肢骨、種不明獣類の骨などが検

出される。出土状況図によれば、獣骨の出土状況には特にまとまりが見られないが、No21のウシ四肢骨のみ、同一地

点に重なって検出されている。ウシ、ウマ共に最少個体数は1体である。

ウシは、重複する部位がないが、同一個体かどうか判断できない。No52は第4小臼歯が萌出・較耗することから、少

なくとも3才以上である。No21の四肢骨も関節部分が破損するため、体高などの推定はできない。

ウマも重複する部位が見られないが、同一個体かどうか判断できない。No50の左下顎骨は、第1－3乳臼歯があるこ

とから、2才前後と推定される。N04の中手骨は、推定全長235。6iumであり、体高は117。3cmと推定される。トカラ馬

程度の小型馬である。

・D320

長方形の土坑から、ウマの頭蓋骨や四肢骨、種不明獣類の骨が検出される。出土状況図によれば、頭蓋骨に隣接して

前肢骨がまとまり、そこから50cm程度離れた位置に後肢骨がまとまっている。特にNo4，6，9では、隣接する骨がま

とまって検出され、解剖学的位置を保っていたことが推測される。ウマは、重複する部位がないことから、最少個体

数1体である。

このウマは、犬歯が検出されることから、雄の可能性が高い。また、年齢は、上腕骨と脛骨の近位端の化骨が終了し

ていないことから、3．5才以前である。

頭蓋骨は、歯牙の計測値から3．5－4。5才前後と推定される。歯牙には歯根が発達せず、上顎第3大臼歯の遠心端には

唆耗が達していない。このように、頭蓋骨と四肢骨の推定年齢には微妙な差があるが、化骨年齢や歯の岐耗には個体

差があることを考えれば、これらの頭蓋骨と四肢骨は3。5才前後の同一個体に由来するという解釈も可能である。こ

の考えに立てば、D320は若い雄ウマ1頭を埋納した可能性がある。

3）溝跡

・M13

ウマの頭蓋骨や四肢骨、種不明獣類の骨が検出される。重複する部位がないが、以下に述べる理由で同一固体に由来

しないと考えられる。

N06の頭蓋骨のうち、右上顎骨は、歯牙の計測値から15－16才と推定される。一方、右下顎骨は、歯牙の計測値から

12才前後と推定される。両者は同じ番号で取上げられていることから、近接した位置から検出されたことが伺えるが、

年齢に差があるため、別個体に由来すると考えられる。

なお、右下顎第1大臼歯遠心側面と第2大臼歯近心側面に、異常な磨り減りが観察される。第2大臼歯が正常な位置

よりやや第1大臼歯側に傾いて萌出したため、両者が接する面が異常に擦れる結果になったと考えられる。

・M52

上面からウマの頭蓋骨や種不明獣類の骨が検出される。Nol，2，6は左右の下顎骨であり、まとまって出土する。No

4，5は左右の上顎歯であり、出土状況図によれば、歯列を保っている。上下の顎骨は30cmほど離れた位置にあるが、

歯牙の計測値から推定される年齢が近いことから、同一個体に由来する可能性がある。
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4．考察

本遺跡から認められた動物道春体は、獣骨と貝類である。貝類では、マルタニシの出土量が多い。哺乳類では最も多

いのがウマであり、ウシがそれに次ぐ。晴乳類に見られるこのような傾向は、御代田町鋳師屋遺跡群の平安時代以降

の遺跡（宮崎，1989）、小諸市竹花遺跡の古墳時代から奈良・平安時代の遺構（金子，1994）などでも認められる。

ここでは、検出された遺存体に基づき、本遺跡における動物利用について考える。まず、貝類では、D205において

マルタニシの多量出土が目立つ。本種の生態から、遺跡周辺に水田や池沼があれば比較的容易に採取できたと考えら

れる。完全な形状を保つ殻も見られることから、意図的に殻を破壊するような利用方法は取られていなかったと考え

られる。本種は食用になり、一括して廃棄したことを伺わせる出土状態を示すことから、当時食用にされたものと考

える。小諸市竹花遺跡でも、土坑から少なくとも20個体のマルタニシが一括出土している（金子，1994）。また、H

175では、淡水産の可能性がある二枚貝が、H548では海産の可能性がある二枚貝が検出されている。淡水産の二枚貝

は、更埴市屋代遺跡群および窪河原遺跡において古代後半から中世の出土が知られている（高橋，2000）。隣接する

芝宮遺跡群や中原遺跡群でも、タニシ類とみられる貝類が検出されている（藤原，1999）。これらの事例からもわか

るように、本地域のような内陸地域では普通に採取・利用されていたようである。一方、海産の可能性がある二枚貝

は、海産であるならば、当時の流通を考える上で貴重な試料であり、どのような経路で搬入されたのか興味深い。前

述した中原遺跡群や芝宮遺跡群では、海産とみられる貝類、ニシン科とみられる魚骨が出土しており、さらに更埴市

に位置する古墳時代後期の城の内遺跡から海水魚骨、塩尻市の奈良…平安時代の平出遺跡からサルボウなどが出土し

ている。今後、調査を進めていく中で情報が蓄積されることで、より詳細な検討が可能となり、その上で当時の動物

利用を改めて検討していきたい。

哺乳類では、ウマが卓越していた。ニホンジカ・イノシシとウマ・ウシには、後述するように、出土状況から推察さ

れる扱われ方に違いがあり、これは当時の人々の認識や利用方法の違いの現れと考えられる。

住居跡から検出されるニホンジカやイノシシの骨の多くは焼骨であり、カマド等の施設で焼かれたものと考えられる。

また、ニホンジカとイノシシはまとまって検出される例がなく、部分的な骨が散在した状態であった。このことから、

基本的にニホンジカとイノシシは1体分や半身、あるいは肢部などの単位で埋納されることがなかったと考えられる。

ニホンジカの利用方法については、明瞭な切創が残される試料（D275No3）があり、食用として解体処理されてい

た可能性が高い。さらに、D175やD257で加工痕跡のある鹿角がみられることから、骨角器素材としても利用されて

いたことが明らかである。一方、イノシシは出土点数が少なく、明瞭な解体痕跡を残す試料がないため、利用方法に

ついて考察することを控える。

これに対して、ウマやウシの骨は焼骨の割合が少なく、特にウマでは皆無である。D46No14の左上腕骨に切断痕跡が

見られた他は、明瞭な解体痕跡は見られない。また、出土状況に関しては、ニホンジカやイノシシと同様に、部分的

な骨が礫などと共に散在した状態で出土する場合と、同一個体に由来する可能性の高い歯牙や骨が、まとまりを持っ

て出土する場合がある。前者の場合は、死亡したウマやウシの骨の一部を、他の獣骨や廃棄物などと共に一括して廃

棄されたものと考えられる。後者の場合は、1体分や半身、あるいは肢部などの単位で埋納された可能性がある。例

えば、D320はウマ1頭を、D115はウマの頭部を除いた胴部と四肢を埋納した土坑と考えることができる。また、住

居跡でも、H493ではウマの頭蓋骨が置かれていたと考えられるなど、同様の例がある。住居跡に関しては、発掘調

査時の所見により、土が埋積する過程の窪みに入れられた出土状況であったとされることから、住居跡と土坑は同様

の認識で使われたとも考えられる。

これらのウマ、ウシは家畜であり、その生前の利用方法は、本遺跡の生業ともからむ重要な問題である。特にウマは

騎乗や軍事的利用など、権力と結びつく時代もあり、その用途については遺跡の性格を十分に考慮しなければならな

い。特に、長土呂遺跡群の位置する浅間山南麓には、平安時代以降において、塩野牧や長倉駅といったウマの繁殖・

利用に関する施設が置かれていたと考えられている（御代田町教育委員会，1989）。宮崎（1989）によれば、御代田

町鋳師屋遺跡群出土のウマは、長倉駅あるいは塩野牧に何らかの関連を持つと考えられている。本遺跡の所在する長

土呂遺跡群は、鋳師屋遺跡群と近距離に位置するため、今回分析した試料も牧や駅などの公的な施設と係わりがある

可能性も考慮する必要があろう。

Ⅲ◎　出並太骨の岡定

上∴試料

試料は、中世の所産とされるIA区D24号土坑から出土した人骨であり、部位毎に取上げられた9試料（No1－9）
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表78　人骨同定結果

覧董簿，髄
血

しこ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　轡
醜

蓋欄亮阪溺章雄章註霜 為替≡ か“夢は≡ 拙云霹 献品遠道パ歳牒射撃＝萄㍑瀾牒

N N H l I A D 24 1 後 頭 骨 破 片 1 89 ．0 6 ．25 ！ 中 世

l

i

！

l

l

】

i

i

1 右 蝶 形 骨 卵 円孔付近 1 8 9 ．0 6 ．25

1 蝶 形 骨 破 片 1 8 9 ．0 6 ．25

1 右 側 頭 骨 最室部片 1 8 9 ．06 ．25

1 側 頭 骨 ／ 後頭骨 静脈洞溝 1 8 9 ．06 ．2 5

1 側 頭 骨 ？ 鼓室部周辺 ？ 2 8 9．06 ．2 5

1 i 頭 骨 破 片 多 3 0言O g 89 ．06 ．2 5

1 不 明 破 片 多 18．90 g 89 ．0 6 ．2 5

1 椎 弓部 破 片 1 89 ．0 6 ．2 5

1 基 節 ／ 中節 骨 近位端 欠 1 89 ．0 6 ．25

1 末 節 骨 ほ ぼ完形 1 8 9 ．0 6 ．25
い ． 左 眼 窃 頭骨 破片 1 8 9 ．0 6 ．25

1 ． 上 歯 右 上顎骨 破片 1 C － P 2植 立 ，M ト 2歯槽 吸 収 ？ 8 9．0 6 ．25

】

上 顎 骨 破片 1 1＋

歯 牙 ほ ぼ完存 10

頭 蓋 骨 頭骨 破 片 9 ＋ 8 9 ．06 ．2 5

2 ． 左 側 下 顎骨

】

顎 骨 破 片 1 89 ．06 ．2 5

歯 牙 ほ ぼ 完存 5

2 。 右 側 下顎 骨 右 下顎 骨 破 片 1 C － M 3 植 立 ， 他破片 10＋ 89 ．06 ．2 5

3 不 明 破 片 4 0 89 ．0 6 ．2 5

4 四 肢 骨 破 片 多 17．39g 89 ．0 6 ．25
5　　　　 ！

】

左 大腿骨 骨体 1 8 9 ．0 6 ．25

四 肢 骨 破 片 3 4＋ 8 9 ．0 6 ．25

6 四 肢 骨 破 片 8 他 微 細 片多 8 9．0 6 ．25

7 四 肢 骨 破 片 3 他 微 細 片多 8 9．0 6．25

8 ．右 眼 窃 右 頬骨一上顎洞 破片 1 8 9 ．06 ．2 5

9 不 明 破 片 24＋ 8 9 ．06 ．2 5

サ ブ トレ ll

H 9 9

骨 と歯

左 側頭 骨 鼓 室部片 1 89 ．04 ．2 5

歯 牙 ほ ぼ 完存 3
l不 明 破 片 5 7＋

と、同道構内部から一括採取された試料（サブトレⅡ　H99　骨と歯）からなる。これらの試料は、いずれも細片化
しており、1試料中に複数点の骨片が認められる。

2．分析方法

試料を土壌中より抽出し、乾いた刷毛等により付着した土壌を除去する。一部の試料については、一般工作用接着剤

を用いて接合を行う。試料を肉眼で観察し、形態的特徴から種類および部位を同定する。なお、破片数の多い試料に

関しては、表中に「多」と記載し、備考欄に重量（g）を示す。なお、同定・解析は、東京慈恵会医科大学解剖学講
座第1の竹内修二氏の協力を得ている。

3．結果

結果を、試料毎に表7に記す。以下に、部位毎に結果を示す。

・頭蓋骨

右頬骨から上顎洞壁片、後頭骨片、蝶形骨片、側頭骨片（左右鼓室部周辺など）、上顎骨片、下顎骨片、遊離歯牙が

検出される。左眼寓とされた試料は、おそらくその周辺とみられるが、骨の形態から部位を特定するに至らない。側

頭骨では、鼓室部あるいはその周辺などが検出される。右上顎骨は、破片であるが、犬歯、第1，2小臼歯が植立する。

なお、第1大臼歯の歯槽は吸収している。早い段階から脱落していたと考えられる。右下顎骨では、犬歯から第3大

臼歯までが植立する。

・脊椎骨

椎弓部の破片が検出された程度にとどまる。

・四肢骨

左大腿骨の骨体が確認される程度である。この他、四肢骨の破片が検出されたが、部位、部分を明らかにするはどの

道存状態でない。
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4．考察

D24号土坑の人骨は重なる部位がなく、ほぼ全身の骨格部位が存在していると思われる点から、1個体が埋葬されて

いたと考えられる。確認できた部位から性別を推定することができないが、第3大臼歯が既に萌出している。Broth－

well（1981）の調査例に基づくと、被葬者は成人に達していると考えられる。一方、頬骨一上顎洞壁の破片において

頬骨上顎縫合の癒合がほとんど見られない。また、小臼歯および大臼歯に顕著な岐耗の痕跡が認められない。歯牙の

岐耗状態は食生活などに依存しているが、緩やかであるが、年を重ねるごとに着実に進行するとされる（例えば、片

山，1990）。これらのことを含めると、被葬者は、老年（60歳以上）まで至っていないと推測される。
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図版1．炭化材（1）

181

建
1．カラマツ（H352　炭他4）
2．マツ属複維管束亜属（H255　3区1層）
3．モミ属（H171No．19）
a：木口．b：柾目．C：板目

鵜○○100けm：a

lOOトIm：b，C



図版2　炭化材（2）

討論讃毎蛮話芸譲主宜

4．トウヒ（H386　No．4）
5．ヒノキ属（H230　Nn154）
6．ヒノキ属（H496　No．42）
a：木口，b：柾目，C：板目
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図版3　炭化材（3）
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7．オ二グルミ（H352　サブトレ）
8．サワグルミ（H230152）
9．バンノキ属バンノキ亜属（H615　4区1層）
a：木口．b：柾目，C：板目

－200トLm：a

20叫m：b，C
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図版4　炭化材（4）

10．アサダ（H5361区トレンチ）
11．クマシテ属イヌシテ節（H92　4区1層）
12．ブナ属（H560　P2）
a：木口，b：柾臥　C：板目
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図版5　炭化材（5）

＿

＿

　

＿

　

一

　

′

l

＿

　

h

・

．

′

－

．

バ
リ
…
∴
・
・
I

言
圭
∴
信
雄
辛

・

－

　

　

’

－

－

‥

　

・

・

…

＝

＝

　

「

日

．

－

言

1　－－1・11．

．

．

・

・

‥

止

－

　

ト

ト

・

1

1

1

∵

ヽ

－

1

－

：
・
．
J
 
r
l
耳
、
．
．
〓

∴
肯
．
．
U
．
：
、
＼
幸
装
甲

J

㌧

．

．

．

－

1

　

　

1

．

1

、

臍
酵
紆
仲
仕
頭
腑
酵
胤
断
鼎
澗

瀾
瀾
潤
斬
湖
凋
用・　1・－　－

Ⅷ
澗
潮
測
鼎

．

ヂ

ー

t

ヱ

　

ノ

一

l

T

覿
・
紺
野
l
馴
封
泌

潟115C

185

冊
サ
凍
鵜
野

4

1

時

短

削

叫

葛

l

l
 
t
t
t
r
　
　
　
　
　
　
　
．
H
．
－
．
ヽ

・
L
H
m
嗣
T
J
ト

〃喜8100トLm：a

lO恥m：b，C

胴
乱
肝
胱
湖
鮮
鮎

ー

－

　

．

、

・

T
れ
受
悠
津
・
V
“

㌢
も
ふ
き
ー
r

・
け
恒
言
・
l
…
l
・
い
〕
ド
H
H
は

・
い
　
由
良
r
l
　
・
…
題
玩
且
遠
週

．
㍉
痺
㌦
’
ト
治
渦
餉

持
・
　
　
ト
　
　
　
　
．
　
－
　
　
　
　
　
　
い
・

l
 
l
　
㍉
　
I
 
t
．
．
八
．
．

、

毒

し

・

呈

1

▼

l

I

　

毒

も

．
．
㍉
　
　
．
　
H
u
叫

．
一
　
1
1
・
l
 
h
▼
　
Ⅰ
．
．
1
．
　
　
－
　
　
　
－

一

－

－

1

1

●

　

　

．

　

・

－

－

▲

－

i

け

1

・

　

－

・

－

り

●声
㌦∵二ご豆㌍薫

き

嘗
ヲわ　も

i・・・・

：・．：‘．ミ；

▲
書

き
●

．
．

1

．

　

J

＿
．
・
．

．
●
、
一
●
　
●
1
●
・

．

∴

●

　

●

㍉

●

∵

一

．
．
や
す
‘
∴
．
卜
・
こ
．

馳
義
則
緋

W
．
が

．
‥
．
㍉
・
、
八
・
・

十
十
三
・
・
十
廿
∵
∵
∵

・
一
言
★
穴
午
宰
鳶

．

　

∴

ポ

イ

　

′

一

単
為
．
。
が

ー
・
－
　
　
　
．
f
・
l

静

●

　

∴

●

†

・

　

㌧

l

　

㍉

・

T

∵

－



図版6　炭化材（6）
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a：木口，b：柾目，C：板目
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図版7　炭化材（7）
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19．モクレン属（H615　No．19）
20．サクラ属（H615　No．156）
21．バラ科ナシ亜科（H230　No．151）
a：木口，b：柾臥　C：板目
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図版8　炭化材（8）

22．ヌルデ（H615　No．136）
23．力工デ属（H230　Na151）

24．トチノキ属（H260　No．6）
a：木口，b：柾臥　C：板目
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－200トLm：a

20恥m：b，C



猫捕鋸髄揺藩

25．アワブキ（H560　P2）
26．二シキギ属（H654　C－28）
27．ミズキ属（H232　2区2層）
a：木口，b：柾目，C：板目

－　200LLm：a

200LIm：b，C
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図版10　炭化材（10）
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200トIm：b，C
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31．ムラサキシキブ属（H5921区1層）a：木口，b：柾目，C：板目
32．クサギ属（H255　3区1層）a：木口，b：柾目，C：板目
33．イネ科タケ亜科（H615　No．142）横断面
34．イネ科（H615　No．60）横断面

－　20恥m：a
200トIm：b，C
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図版16　植物珪酸体・種実遺体

．．　　　　．

1．イネ属短細胞列（H402；床下）
3．イネ属穎珪酸体（H161；灰）
5．オ二グルミ（H52；Il－2）
7．モモ（H768；1号床下土坑）
9．オ二グルミ：破片（H869）
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2．イネ属機動珪酸体（H161；灰）
4．イネ属頬珪酸体（H401；床下）
6．モモ（H577；ll区1暦）
8．モモ：破片（H800；IV3層）



図版17　木製品

1．木製品（H554；炭）
2．木製品（H554；炭）
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炭化材出土状況図（1）
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H164

炭化材出土状況図（2）
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炭化材出土状況図（3）
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炭化材出土状況図（4）
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H384

炭化材出土状況図（5）
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炭化材出土状況図（6）
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炭化材出土状況図（7）
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炭化材出土状況図（8）
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炭化材出土状況図（9）
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聖原遺跡全体図
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